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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　彼は待っていた。


　待たい機きを命じられてからどれくらいの時間が経けい過かしたのか定さだかではない。時計を見れば無む論ろん分かるのだが、特にそんな気にもならない。彼は待つ事には慣なれている。声をたてず動く事もなく、路ろ傍ぼうに転がる石のように、ただ必要とされる瞬しゆん間かんを待ち続ける。そういう作業に対して彼は耐たい性せいを獲かく得とくしていた。


　そう。思えば彼は今までずっと待ってきた。


　彼等の仕事は、いつも本ほん質しつ的てきに手て後おくれだった。宿しゆく命めい的にと言い換かえてもいい。即そく応おうといえば聞こえはいいが──決して事態に先んじる事はない。ただひたすら待ち続け、事が起こってから慌あわてて出かける。出かけて行っては、ひどく野や蛮ばんな方法で対たい処しよする。優ゆう美びでもなければ効こう率りつ的でもない。無む駄だばかりが多く、労力の割わりには報むくわれない。彼と彼の仲間達は、ずっとそんな仕事を続けてきた。


　無論、彼は自分の仕事に対して不平や不満を漏もらした事はない。そのような迂う闊かつな真ま似ねは決してしない。だが、そのような幼よう稚ちで乱らん暴ぼうな方法がいつまでも通用するとは考えていなかった。だから彼はただ黙もくして仕事をこなし──待った。


　機が熟じゆくすのを。必然が時代を変えるのを。改かい革かくを。


　人間は一歩一歩前に進んで行ける。人間は進歩する事を運命付けられた存そん在ざいであると彼は考えていた。同じ場所でいつまでも足あし踏ぶみをしている筈はずがない。いつかは変わる。何もかもが変わる。


　そして今。


　彼は実感している。これが待ち望んだ新たな一歩になるという確かく信しんがある。


　だから彼は待つ事にさしたる苦く痛つうを感じなかった。今まで待ち続けた時間を思えば、こんなものは苦痛と呼よぶほどのものではない。むしろ──


（もうすぐだ。もうすぐ──）


　ただその言葉を脳のう裏りで繰くり返しつつ、彼は待つ。


　鼻を苛さいなむ鈍にぶい異い臭しゆうも、肌はだを這はい上がってくる冷気も気にならない。


　凍こおり付いたかの如ごとく微び動どうだにしない体の奥おくで──小さな高こう揚ようの炎ほのおだけが揺ゆれていた。


『記録開始。各員射しや撃げき準じゆん備び』


　通信機からその言葉が出ると同時に彼は行動に移った。


　腹はら這ばいの姿し勢せいのまま、左手を伸のばして装そう塡てんハンドルを引き──戻もどす。


　ハンドルに連動して前後したボルトが、弾だん倉そうから浮うき上がってきた初弾をくわえ、薬室へ装塡し、そして閉へい鎖さ。発射準備完かん了。りよう


　傍はた目めには──それはごくごく単たん純じゆんな往復運動に過ぎないだろう。


　だがこれは単なる鋼鉄の塊かたまりを、必殺の武ぶ器きとするために必要な儀ぎ式しきだ。だから彼は殊こと更さらにその操そう作さには注意を払はらう。ただの一往おう復ふく。しかしその行こう為いによって銃じゆうは破は壊かいと殺さつ傷しようのための凶きよう器きと化す。弓の弦つるにつがえられ、引き絞しぼられた瞬しゆん間かんから、矢が生命を奪うばい取る能力と資格を得るように。それは彼にとって安全装置を解かい除じよするより──いや、引き金を引く事よりも、明確な殺意の露ろ呈ていであった。


　後はただわずかに引き金を引き絞るだけで、この武器は秘ひめたる力を解放する。


　ＡＭＩ・ＡＳＲ０１〈サンダーボルト〉。


　それは異様な銃だった。


　肉厚のある重銃身ブルバレルが冗じよう談だんめいた長さを誇こ示じして前方に伸びている。その異常な全長は、見る者に銃よりもまず騎ラ兵ン槍スを連想させるだろう。対装甲アンチマテリアルライフルよりもまだ更に長い。おおよそ二メルトル弱。弾薬を詰つめる箱型弾倉は図ず鑑かんを思わせるような大きさと分ぶ厚あつさだ。当然ながら重量は一いつ般ぱん的てきなライフルの数倍に達し、十五キログロムを超こえる。実用兵器としての携けい帯たい性せいや操作性を論じるのも愚おろかしいような──そんな代しろ物ものだった。


　だがその全すべてにおいて破は格かくな巨きよ体たいに比ひして……銃口は不相応な程ほどに小さい。


　銃としてはむしろ小口径にさえ分類されるだろう。


　これらは無論、故ゆえあっての事だ。ただ速く。ひたすらに速く。数万分の一秒でも速く銃弾が目標に到とう達たつするように。その事を追求した結果であった。


　そして。


　完成された〈サンダーボルト〉は今、二脚バイポツドと彼の右みぎ腕うでに保持され、静かに発射の瞬間を待っている。それは彼の待ち望んだ改革が始まる瞬間でもあった。


「射撃準備完了」


　有線式通信機にそう告げ──彼は光学照準器スコープを覗のぞき込こんだ。


　彼の前には細く長い筒つつ状じようのコンクリートが延えん々えんと伸びている。彼が腹這いになっているのはその底部に敷しいたシートの上である。


　ここはかつて、下水道として利用されていた場所だ。


　約三十年前の〈イエルネフェルト事変〉に端たんを発する全国的な大だい惨さん事じの後、復ふつ興こうを諦あきらめて放ほう棄きされた街は多い。それらの殆ほとんどは、その直下に、こうした下水道や世界大戦時の防ぼう空くう壕ごうなどを備えていたが──これら地下施し設せつの正確な位置と規き模ぼ、構造などを示す資料はもう何ど処こにも残っていない。事変後の混こん乱らん期きに全て失われてしまったのだ。


　故に、ここは人目をはばかる作業には適てきした場所だ。銃声も悲鳴も外部には届とどかず、そもそも近づくような物好きも居いない。


　彼の前方に伸のびた直線坑こう道どうは距きよ離りにして二百メルトル。


　開けた地上ではさしたる数字ではないが……コンクリートの壁かべによって封ふうじ込められたこの狭きよう隘あいな世界では、気の遠くなるような長距離の印いん象しようがある。閉へい鎖さ空間のもたらす圧あつ迫ぱく感かんが、人間の距離感を狂くるわせるのだ。


　下水道には一定距離毎ごとに点々とランプが置かれ、滑かつ走そう路ろの誘ゆう導どう灯とうのように闇やみを分断している。更にその先には投光器が置かれ、白々とした電気の光が、彼の狙ねらうべき目標を浮うかび上がらせていた。


　下水道が合流する場所──円形広場のような形状をした地下空くう洞どうの真ん中に、鎖くさりで幾いく重えにも縛しばられ、吊つるされているものが在ある。


　人間だ。


　年ねん齢れいも性別も分からない。一見すればそれはただの麻あさ袋ぶくろだった。ただ大まかな輪りん郭かくから、中に人間が入っているという事だけはわかる。袋に詰つめられて人間が一人、空中に揺ゆれている。時折、苦しげに身体からだを動かすのだが、鎖で拘こう束そくされているために、ほとんど身体の自由がきかない。ただ右へ左へと振ふり子のように揺れるだけだ。


　だが──


『通電開始』


　通信機が告げる。


「──!!」


　不意に、その麻袋は激はげしく身み悶もだえした。


　激しいが、かくかくと──まるで昆こん虫ちゆうか自動機械を連想させる動きである。痛みに身をよじっているのではない。跳はねる様に動きは大きいが、それは痙けい攣れんだった。流される電流に反はん応のうした筋きん肉にくが、肉体の苦痛とはまた別のところで不ふ随ずい意いの反応を繰り返しているのだろう。


　死なない程てい度どには加減はしてある。この電撃で死なれては意味がないからだ。


　しかしその一方で、与あたえる苦痛は可か能のうな限かぎり大きくしたい。だからその点に関しては、軍から提供された資し料りようを参考に、最も効果的な電圧と電流が決定されている筈はずだった。


　袋が──その中に詰め込まれている人間が、絶ぜつ叫きようし、痙攣する。


　聴きく者の神しん経けいをやすりで擦すり潰つぶすような声が坑道内ない壁へきに反射しながら伝わってきた。激げき痛つうがその音からにじみ出てくるようだ。数時間も耳にしていれば、それだけで聴き手も精せい神しんに異い常じようをきたしかねない。


『通電終了』


　不意に通信機の声はそう宣せん言げんし──人ひと形がたはぐったりと力を抜ぬいた。


　これを五度も繰り返せば、どんなに屈くつ強きような人間でも、許ゆるしを乞こうて泣き叫さけぶだろう。下へ手たに電撃を継けい続ぞくされるよりも辛つらいはずだ。途と切ぎれる事のない苦痛はいつしか痛つう覚かくを麻ま痺ひさせてゆくが、断だん続ぞく的てきな苦痛は開始の度たびに新たに苦痛を引き起こす。気き絶ぜつや死に逃のがれる事もできない。犠ぎ牲せい者しやはいっそ舌を嚙かみ切って果てようとさえ思うかもしれないが、無論、それを防ぼう止しすべく、実験体の口には細めの鎖を嚙ませてある。声は出せても歯を閉じきる事はできないように。


『通電開始』


　再び通信機が宣告する。


　麻袋は激しく痙攣し──そしてまた『通電終了』の言葉と共に脱だつ力りよくする。


『通電開始』


『通電終了』


『通電開始』


『通電終了』


　…………


　悪夢のように繰り返される拷ごう問もん。いや──それはただの虐ぎやく待たいだ。誰だれも何も問うてはいない。ただひたすら激痛を与えては止める。その繰り返し。


「……どうした？」


　彼は静かに呟つぶやく。光学照準器を通したその冷れい徹てつな視し線せんに乗せて、その顔もわからない実験体に囁ささやきを届けようとするかの如ごとく。


「どうした──さあ、叫べ。さあ、哭なけ。そして唱えろ。さあ──」


　彼は機械的にそれを呟き続ける。ある種の緊きん張ちようと期待を混こん濁だくさせた声で、届かぬ筈の囁きを彼は続ける。


「唱えろ魔法士ソーサリスト──」


　泣き叫んでも憐あわれむ者はこの場にいない。身を縛しばる鎖くさりはどれだけもがいても緩ゆるみさえしない。麻袋の中の人間に、この状じよう況きようから逃れる術すべはない。


　唯ただ一つの方法を除のぞいては。


　だがそれは自殺にも等しい──いや、その選せん択たくは自殺よりも忌いまわしくおぞましい未来を意味する。しかし他にこの苦痛から逃れる方法はないのだ。それを思い知らせ、そこへ追い込むための鎖であり、電撃なのである。


「さあ……貴き様さまに許された唯ゆい一いつの力で、その戒いましめを破って見せろ……！」


　そして──


　七度目の通電の後、変化は現れた。


『呪じゆ文もん詠えい唱しよう確かく認にん。形けい態たい変異開始。総そう員いん、射撃用意』


　袋があちこちで裂さけはじめる。それに伴ともない光学照準器の中の哀あわれな実験体は、急速にその姿形を変えつつあった。


　それは人の形を棄すてたもの。


　それは人たる存在の終わり。


　……くうるうう──


　坑道の中を跳はね回り、低くも力強い咆ほう哮こうが伝わってくる。


　獣けもののそれに似にるが──違う。こんな声を獣は出さない。出せない。


　……くうるるるううううおおおおおおおおおお──っ……!!


　それは虐ぎやく待たいへの怒いかりか、それとも解かい放ほうへの悦よろこびか。朗ろう々ろうと放たれる叫びは、コンクリートの壁をも震ふるわせ……その身に秘められた力の強大さを物語っていた。


『魔ま族ぞく化かを確認』


　通信機が冷静に言葉を紡つむぐ。


『魔力密みつ度ど四三ｇｐｍ。なおも上昇中。〈子爵〉ヴイスコント級魔族メレヴエレントと認定。魔力密度──五一ｇｐｍにて安定。第一次形態変異の終了を確認』


「……く」


　彼はつばを飲み込んで照準器の中の光景を見み据すえる。


　望んでいた光景だ。予定した光景だ。覚かく悟ごもしていた。だが──それでも恐きよう怖ふが視線を逆流して眼めから体中に染しみ通ってゆくような感覚がある。


　あれは人間の天敵だ。それを何よりも身体からだが知っている。本能が恐おそれている。


　人間を蹂じゆう躙りんし、殺さつ戮りくする能力を生まれながらに持ち合わせている、理解不能の怪かい物ぶつ。


　しかし、眼を逸そらしてはならない。彼は狙撃手スナイパーだ。視線に乗せて必殺の一弾を送り込むのが、彼の仕事であった。


　ぐぐぐぐぐうるおおおおおおおおお──っ……!!


　魔族の叫びと共に、投光器がへしゃげ、かの者を拘こう束そくしていた鎖くさりが噓うその様にあっさりと弾はじけ飛んだ。


　魔法。魔族の力。


　それは過程を要求しない。途と中ちゆう経けい過かを省略して結果だけを現実の中に叩たたき出す。幾いく重えにも設けられた物理法則という障しよう害がいをいちいち超こえる事もなく、一気に全すべての原げん因いんと必然を超ちよう越えつして現象そのものを発生させる。この力の前には鋼こう鉄てつも薄うす紙がみも大差ない。


　るうううううううう……


　解放された魔族は、蜘く蛛ものように四し肢しを広げ、平たく身体を沈しずめて、空洞の底に残ざん留りゆうしていた汚お水すいの上に落ちる。濁にごった水の飛沫しぶきが激しく跳はね上がり、その身体を斑まだら模も様ように濡ぬらした。ただ一基き、完全な損そん壊かいを免まぬがれて残った投光器の光を受け、その体表はてらてらと嫌いやらしい光こう沢たくを放はなっている。


　見よ……その醜しゆう悪あくなる姿。


　人間だった頃ころに胴どう体たいと呼よばれていた部分から、更さらに二対の脚あしが生え、まさしく蜘蛛を思わせる形態に変へん異いしてゆく。四対の手足は剛ごう毛もうに覆おおわれ、眼がん窩かからは眼の代わりに触しよつ覚かくのようなものが長々と伸びて、警けい戒かいするかのように小こ刻きざみに震ふるえていた。


　すぐさま彼は引き金を引きたい衝しよう動どうに駆かられる。彼の中の本能が早く撃うてと告げる。焦しよう燥そうが背中から這はい登ってくる感覚。だが今はまだその時ではない。


『魔力密度急速変動中。魔法発動の兆ちよう候こうと推すい定てい』


　魔法が発動する際には、無む作さく為いに放射されていた魔力が魔力圏ドメインの制せい御ぎよ下かに置かれ、収しゆう束そく・増ぞう幅ふくされる。その際、魔力計の針はりは狂ったように左右を往復する事になるのだ。


（そうだ。使え。魔法を使え）


　彼は胸中で呟つぶやく。


　声は出さず──しかし剝むき出しにした殺意をまなざしに込めて送り出す。


（敵てきがいるぞ。ここにいるぞ。貴様を滅ほろぼす意思を持った敵が！　己おのれの身を護まもるためにそのあさましい邪じや法ほうを使え。当然のごとく、絶対と信じて疑うたがわぬその力を使え！）


　そして。


　魔ま族ぞくの足元に溜たまっていた汚お水すいが、ぞわりと引いた。不自然極きわまりない動きである。まるで魔族を護る透とう明めいな殻からが生じたかのように、魔族の下に揺ゆれていた汚水と、空気中に漂ただよっていた粉ふん塵じんが押しやられ、魔族を中心とする球形の虚きよ無むがぽっかりと生じていた。


　これこそが魔法だ。


　如い何かなる物体をも主の側に寄よせつけない、絶対の盾たて。割われる事のない究極の殻。


　魔法による防ぼう御ぎよ力場は、魔族の意志と認にん識しきの及およぶ限かぎり主を護る。その圏けん内ないにおいて魔族は殺傷不能の絶対存在と化すのだ。


　ぐううるるるううう──……


　魔族が唸うなる。唸りながら周囲を見回す。


　ある説によれば、魔族は人間であった頃の記き憶おくを引きずるという。魔族に変へん異いしても実験体は自分の置かれていた状況を忘れなかったのだろう。自分が敵対者に囲まれている事を。自分がされた仕し打うちを。そして何より、その際さいに自分が覚えた感情を。


　魔族は敵意に満ちている。異い形ぎようの怒いかりはこの場に居る全ての人間の虐ぎやく殺さつを以もってのみ鎮しずめられるだろう。そしてそれを実行するだけの力を、魔族という存在は持っている。


　だが──


『──撃てシユート！』


　待ちに待った号令。彼は即そく座ざに引き金を絞しぼった。


　強きよう烈れつな発射音が響ひびき渡わたる。両耳を覆おおう射撃用防音具イアプロテクタをも超こえてそれは鼓こ膜まくを叩たたいた。坑こう道どうそのものが巨きよ大だいな銃じゆう身しんであるかのように咆ほう哮こうし、その真ん中を地上最高速を誇ほこる銃弾が疾はしる。広がる衝しよう撃げき波は。並ならべられていたランプが怯おびえるかのように揃そろって震ふるえた。


　ボルトが反動と共に後こう退たいし、大きな──一輪挿ざしの花か瓶びんとしても使えそうな黄金こがね色いろの薬やつ莢きようが、空中に投げ上げられる。


　銃弾は魔力の防ぼう壁へきに突つき刺ささり、そして──


（──行け！）


　その瞬間、彼は胸中でそう絶ぜつ叫きようしていた。


　──抜ぬけた。


　ほぼ同時に三発。


　三人の射しや手しゆがそれぞれの方向から発射した銃じゆう弾だんは、全て魔族の頭部に着弾した。


　更さらに──弾頭内に込こめられていた雷らい管かんが起き爆ばく。火を、衝しよう撃げきを、銃弾の破は片へんを、標的の体内に撒まき散ちらす。このために弾頭は元々、小こ粒つぶの散弾を固めて作られている。着弾と同時に飛び散り、もぐりこんだ相手の肉体組そ織しきをかき回すように。


　人間ならばごっそりと肉を抉えぐられて即そく死しである。


　一瞬──魔族の頭部が膨ふくれ上がったかのように見えた。


　三方向から叩き付けられた衝撃によって、大きく回転しながら汚水の中に倒たおれこむ。


　しかし。


「……!!」


　彼は息を呑のんだ。


　魔族はそれでもなお動いていた。


　確たしかに魔族は倒れた。だがそこで動きを止める事なく起き上がったのだ。衝撃で頭部は激しく形が歪ゆがんでいる。抉られた傷きず口ぐちからは血と細かな肉片がだらだらと垂たれ落ちている。だがそれでも魔族は起き上がって──ゆっくりと進み始めたのだ。


　彼の方向へ。


（──失敗かっ!?）


　戦せん慄りつが彼の身体からだを駆かけ抜ぬける。


　魔族は脳のうの半分以上を破は壊かいせねば殺す事はできない。それ以下の損そん害がいは彼等の誇ほこる魔法の力がたちどころに治ち癒ゆさせてしまう。頭部に着弾した筈はずだが──脳が頭部に収められていると考えるのは人間の常じよう識しきだ。


（やはり無む理りだったのか──？）


　そんな弱気が脳のう裏りを掠かすめる。


『全員退たい避ひ！　爆破処しよ理りの後、魔族の処理はコンコーネ兄妹に一いち任にんする！』


　通信機から切せつ迫ぱくした叫びが響ひびく。


　だが──


「いや……まだだ！」


　己おのれの弱気を恥はじて振ふり払はらうように、彼は叫んだ。そして銃を構かまえ直す。


　まだ失敗したとは限らない。弾倉にはまだ六発の銃弾が装そう塡てんされている。この銃は──そして銃弾は特別性だ。効こう果かはある。ある筈だ。


（魔法などというものに屈くつしてはならない。それは克こく服ふくされるべきものだ。魔法は人間の使っていい力ではない。人間には過すぎた力だ。このような力が人間の手に存在する事自体が、間ま違ちがいなのだ）


　彼は自分にそう言い聞かせる。


（だから我われ等らは否ひ定ていする。この力を超こえる。長い歴史の中で人間が営えい々えいと積み重ねてきた知ち恵えで──人間本来の力で！　科学の力で！　否定されねばならない！　今こそ我等はこの忌いまわしい力と決けつ別べつせねばならない！）


『キント警視！　退たい避ひしろ！　実験は失敗だ!!』


　声が聞こえるが、彼は無む視ししてもう一度光学照準器を覗のぞき込こむ。


　魔族はゆっくりと彼の方へと向かってくる。


　一歩。二歩。三歩。


　光学照準器の照ゲ準ー線ジを、次し第だいに大きくなる怪かい物ぶつの姿すがたに合わせつつ、彼はゆっくりと息を吸すい込んだ。身体の奥で悲ひ鳴めいをあげる生せい存ぞん本ほん能のうを無視し、彼は自分に言い聞かせる。ひきつけろ。ひきつけろ。まだ大だい丈じよう夫ぶだ──


　更に一歩。二歩。緊きん張ちようした彼の指が引き金に触ふれる。


（あと一歩。あと一歩近づいて来い。そうしたら──）


　彼は胸むねの内で呟つぶやき続ける。


　そして。


　次の瞬しゆん間かん──魔族は次の一歩を踏ふみ出すことなく、上体を左右に揺らし、汚お水すいの中に倒れこんだ。


「──！」


　驚おどろきと安あん堵どに思わず息を吐はきそうになるが……彼は引き金に指をかけたまま、息を詰めて魔族の姿を光学照準器の中に捉とらえ続ける。魔族が動きを再さい開かいすれば、即そく座ざに残りの全弾をその身体に叩たたき込めるように。


　魔族の行動に常識は通用しない。撃うたれ、倒れて動かなくなったからといって、それがそのまま死し亡ぼうであるとは限らないのだ。


　五秒。十秒。十五秒──


　濁にごった汚水が更にどす黒く変色してゆく。魔族から流りゆう出しゆつした血の色が加わったためだろう。汚水に描かれた波は紋もんが次第に小さくなっていき──消える。


　やがて。


『魔力密度急速低下──現在十二ｇｐｍ。なおも低下中』


　通信機の向こうから喜色交じりの声が聞こえてきた。


「…………」


　彼は思わず長い息を吐いた。


　ある意味で、存在そのものを魔ま法ほうに支ささえられている魔族は、常つねに一定量の魔力を帯び、そして放射している。今までの観かん測そく結果から言えば、活動中の魔族は、最低でも常に十三ｇｐｍ──一辺一メルトルの立方体空間内に十三前後の魔力単位グレコ反はん応のうを残している筈はずなのだ。


　つまり──


『魔力密度六ｇｐｍにまで低下。なおも緩ゆるやかに減げん少しよう中ちゆう！上じよう昇しようする気配はない！　実験体は死亡したものと思われる……！』


　通信機の向こうで、歓かん声せいが弾はじけた。


『実験は、実験は成功だっ！』


『やった──殺した！　死んだぞ！』


『繰くり返す、実験は成功した！　実験は成功したっ!!』


　仲間達が叫さけぶ。何度も何度も叫ぶ。


　歓声の一つ一つが響ひびく度たびに、それは確かく固こたる実感として彼の中に積み重なっていった。


「──やった」


　その言葉を自分の舌したの上で転がし──彼はそこから得られる満足感に、頷うなずく。


「やった……か」


　最初の一歩としては満足の行く結果だ。


　通信機からも、雑ざつ音おんに混まじって笑い声が聞こえてくる。祭りに浮うかれる子こ供どものように、はしゃいだ声も混じっていた。


　彼と仲間達にとって今夜は記念日となるだろう。


　人はまた一つ、その叡えい智ちによって不可能を克こく服ふくしたのだ。


「だが……まだだ」


　成功に沸わき立とうとする自分を戒いましめるかのように、彼は呟く。


「まだ──確かく実じつではない」


　そう。これはまだ不ふ確たしかな第一歩に過すぎない。四つん這ばいから初めて二足歩行を覚えた嬰えい児じのように。新たな一歩ではあるが、それに満足してはいけない。次にすべきはより確実で安定した第二歩を踏ふみ出す事だ。


　その繰り返し。それが磐ばん石じやくの安定を生む。遅ち々ちとした歩みではあるが、確実に、それが正しかるべき秩ちつ序じよの形成を呼ぶ。


　人間はそうして今の世界を──文明を築きずいてきたのだ。


「そう──だから」


　誰に言うでもなくそう呟き、彼は〈サンダーボルト〉から身を離はなして立ち上がった。


「まだまだ、これからだ……」


　通信機は飽あきる事なく、仲間達の歓声を薄うす暗ぐらい下水道に振ふり撒まいている。


　時に北暦一九五四年九月七日。





　史上最悪と云いわれる魔族事件──〈イエルネフェルト事変〉から二十九年と十か月。


　この日、廃はい墟きよの下に忘れ去られた闇やみの奥おくで、一つの計画が次の段だん階かいを迎むかえた。
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　リゴレット通り──トリスタン市南部に位置する繁はん華か街がいはそう呼ばれている。


　地図に載のるような正式な名めい称しようではない。誰だれがどういう由ゆ来らいで以もってその名前を使い出したのかも、諸しよ説せつあって正確にはわからない。約三十年前の惨さん事じの後、絶ぜつ望ぼうと馴なれ合うのに飽あきた者達がそこに流れ着き、店を始め、客が集まり、そして更さらにその客を当て込んだ商売人が集まり──いつの間にかそこは街になっていたのだ。


　今なお商売の激げき戦せん区くであるこの繁華街は、違い法ほう建けん築ちくの集合体でもある。創そう造ぞうと破は滅めつを新しん陳ちん代たい謝しやのように繰くり返し、刻こつ々こくと形を変えてゆく街。血流のように人々が流れ、鼓こ動どうのように騒そう音おんが響ひびく。一か月ごとに看かん板ばんと経けい営えい者しやが変わる飲食店があるかと思えば、三十年来変わらず営えい業ぎようを続けてきた銃じゆう砲ほう店てんもある。ホテルや銀行が在あるかと思えば同じ並びに託たく児じ所しよやペット屋、挙あげ句くの果てには売春宿さえもが在る。


　無む茶ちや苦く茶ちやだ。


　誰がどこに店を構かまえていて、通りがどこにどう繫つながっているのか──全すべて把は握あくしている人間は居ないかもしれない。正式な地図を作る試こころみさえ、放ほう棄きされたままだ。はっきり分かっているのは、市がまともな権けん能のう──特に執しつ行こう能力を取り戻もどした頃ころには、この街が無視できないだけの経済状況を作り出していた、という事だけである。


　…………


「だからさあ、言ってやったのよ、あの馬ば鹿かに」「いらっしゃい。どうですか、そこのお兄さん。すぐ入れますよ」「あ、畜ちく生しよう、なんだよこれ！」「うわあああああああ……あああああ……」「悔くい改あらためなさい。天は見ておられます」「ええっ!?　それってやばいじゃん」「これこれ。掘ほり出しもんだよ。おっ得～」「ひひひひ」「了りよう解かいしました、では」


　…………


　車と露ろ店てんとゴミと看板と……そういった諸もろ々もろの物体が、真まっ直すぐである筈はずの街路をぐねぐねと捻ねじ曲げている。壁かべのように所ところ狭せましと建ち並ぶ店は、それぞれ悪あく趣しゆ味みを競きそうかのような派は手でさで通行人の眼めを引く。それらの頭上では、張はり巡めぐらされた蒸じよう気き管や電話線が複ふく雑ざつに交差して、奇妙な天てん蓋がいを構成している。


　三十年前の惨さん事じ以後、アルマデウスでは都市復ふつ興こう計画法が制せい定ていされており、トリスタン市にも適てき用ようされているが──明らかにここはその埒らち外がいの世界だ。道路幅はばも建物同士の隣りん接せつ具ぐ合あいもまるででたらめである。


　だが市は法の下もとにこの地を『適正化』するのを諦あきらめて久ひさしい。


　既すでに建てられてしまった建築物に関して、強制撤てつ去きよを命じるのは権利の濫らん用ようである──と断だんじた最さい高こう裁さい判はん例れいは随ずい分ぶん前に出ている。また、わざわざこの地を小こ綺ぎ麗れいに整理したところで、市の税ぜい収しゆうが減へるばかりだ。直ちよく接せつ的てきにせよ間接的にせよ、ここから市が吸すい上げる税金は決して小さくない。無む論ろん、脱だつ税ぜいする店は後を断たたないが、それでもこの街の賑にぎわいは、他に求め得ないものだった。


　混こん沌とんであるが故ゆえに、そこには規き格かく化かされない活気がある。トリスタン市に限らず、〈イエルネフェルト事変〉の後、廃はい墟きよの中から真っ先に復ふつ興こうを果たしたのは、こうした繁華街である。


　生命は清水から生まれるのではない。生命を育はぐくむのは、常つねに泥でい濘ねいだ。


　…………


「いやだよ、やめてくれよ！」「申し訳わけございません、その件けんにつきましては、はい、何とか明日中に……」「金ならあるんよ、金ならさ」「おら、どけ！　邪じや魔まなんだよ！」「このガキ！」「昔はさあ、こうじゃなかったんだよ、昔は」「僕ぼくは天才だ。天才なんだ」「仕事がねえ。行き詰づまって」「ママあ。あのおじちゃん、変」「愚ぐ痴ちならよそでいいな」


　…………


　そんな猥わい雑ざつな喧けん騒そうの中。


　行き交かう人と人との間かん隙げきを縫ぬうようにして、小さな人ひと影かげが歩いてゆく。


　頭からすっぽりとコートのフードを被かぶり、顔はよく見えない。だが、背せ丈たけや歩ほ調ちようからして少年か少女であろう。


　買い物帰りなのか、途と中ちゆうなのか、胸むな元もとに小さな紙かみ袋ぶくろを抱かかえている。足取りは澱よどみなく、フードの中の頭があちこちを振ふり向く様子もない。繁華街の混こん沌とんを忌いむ様子もなければ惹ひかれる様子も示しめさず、無人の荒こう野やを行くかのように、ただ淡たん々たんと歩いてゆく。


「…………」


　不意に、その人影がコートの裾すそを揺らめかせて立ち止まる。


　人影は何かを思し案あんするかのような風ふ情ぜいで、しばしその場に佇たたずんでいたが──何かを見つけたのか、唐とう突とつに歩き出した。店てん舗ぽと店舗の間に開いていた細い路地だ。今まで向かっていた方向とはまるで違ちがう。だが躊躇ためらいのない足取りは同じだ。


　一歩。また一歩──進むごとに静せい寂じやくの幕まくが下りてゆく。ほんの少し路地を進んだだけで、厚い布に遮さえぎられたかの如く、街路の喧けん騒そうは詳しよう細さいを濁にごして遠ざかってしまう。雑ざつ踏とうが大きくなればなる程ほど、人が混こみ合えば混み合う程に──まるで平衡バランスをとるかのように、寂さびれた場所というものが虫食い穴あなの如ごとく、その内外に点々と発生する。こういった繁華街は特にそういう偏かたよりをあちこちに抱え込むのが常つねだ。


　奇き妙みような冷たさに満ちる路地。


　しかし人影は平へい然ぜんとそこを歩いてゆく。恐おそれる様子も怯ひるむ様子もない。ただ変わらない足取りで進む。その姿すがたはまるで深い夢ゆめの中を滑すべり行くように淡々としていて、足音さえも希き薄はくだった。


　やがて──人影は歩みを止める。


　路地の奥おくには先客が居た。


　興こう奮ふんしているのか、それとも酒か薬が入っているのか……その少年達はいずれもその顔に朱しゆを帯びている。見たところ年ねん齢れいは全員十代後半だ。


　人数は四人と──そして足元に三つ。


　三人と表するべきかもしれないが、感かん傷しようが意味を持つような状じよう況きようでもあるまい。死体は所しよ詮せん、肉と骨と皮で構こう成せいされた物ぶつ体たいに過すぎない。少なくともその数え方に異いを唱となえるような人間はこの場に居いないだろう。


　しかも──死体はいずれも四し肢しと首を異い様ような角度に捻ねじ曲げられていた。


　その様子は打ち棄すてられて壊こわれた人形に似にている。常じよう軌きを逸いつしたその死に様は、滑こつ稽けいですらあった。人間としての基き本ほん形けいから外れてしまったその遺い体たいは、ひどく不自然な印いん象しようばかりを漂ただよわせていて、生々しさに欠けているのだ。口や耳や鼻、そして目め尻じりから流れ出る体たい液えきさえなければ、等とう身しん大だいの人形に見えたかもしれない。


　それ故ゆえにという訳でもなかろうが──人影はただ静かにその光景を眺ながめている。


「──ああ？」


　少年達の一人が振り返って声を上げた。


　ようやく人影の存そん在ざいに気付いたらしい。歩ほ幅はばにしてわずか数歩という距きよ離りに居ながら、彼等がその人影に気付かなかったのは、足元の死体に気を取られていた為ためというよりも、人影の気け配はいの透とう明めいさ故の事であろう。その姿は容よう易いに周囲の情じよう景けいに溶とけ込み、自じ己こ主しゆ張ちようというものを発しない。


「なんだぁ──てめえ？」


「なぁに見てんだよ？　おるぁ！」


　必要以上に巻まいた舌したに悪意と恫どう喝かつをたっぷりと載のせた声が投げられる。


　普ふ通つうの人間ならこの声だけで腰こしが引けるだろう。粗そ暴ぼうである事が根こん性じようや勇気であると思い込むような連中だけに、暴力を奮ふるう事にも全く抵てい抗こうがない。さしたる意味も理由もなく、ものの弾はずみで人を殺してしまうのは、大たい概がいがこういう手合いだった。


　典型的なチンピラである。


　衣い装しようにしても同じだ。べたべたと安物のワッペンを貼はり付けてあったり、落書きをしてあったり、故こ意いに破ってあったり──そんな衣装を身に帯びている。


　その出で鱈たら目めさは彼等なりの自己主張なのかもしれないが、いずれも目新しいものではない。流行という名目の下に大量生産された個こ性せい。何ど処こかで見たような借り物の器うつわ。だがそれをまとう少年達はむしろ誇ほこらしげだ。


　ただ……


「──見られたな」


　四人目。一番後ろに立っていたその人物だけは違ちがった。


　個性的という意味ではその姿は傑けつ出しゆつしていると言えたろう。奇き怪かいさを個性と呼よべるならば──の話だが。


　単に色しき彩さいの面から言えば、他の三人と不ふ釣つり合あいなほどに地じ味みな姿である。襟えり元もとから裾すそまでぴったりと閉とじた安物の黒いロングコートが、足首近くまでを覆おおい隠かくしていた。足は頑がん強きようそうなブーツに包まれ、頭部さえも黒い甲かつ冑ちゆうのようなものにすっぽりと覆われている。


　恐おそらくはコートの下も頭部と同様に甲冑状の何かを帯びているのであろう。人間の体型からは微び妙みように逸いつ脱だつしたいびつさが、コートの上からでも見て取れる。


　声は若わかい。少なくとも鋼はがねの仮か面めんを通して聞こえる声こわ音ねと口く調ちようは、他の少年達と大差ない。


　ただ立体感の在ある影のようなその姿は、そこに佇たたずむだけで濃のう密みつな威い圧あつ感かんを放散していた。


「警官ポリを呼ばれたら面めん倒どうだぁな──捕つかまえろや」


　仮面の少年が言う。


　彼が頭とう目もく格かくなのか、少年の一人が命令に素す直なおに従したがって人影に向けて歩み寄り、右手でコートの肩かたをつかむ。


「何とか言えやぁ──おお？　口がきけねえのかよ？」


　とりあえず少年は恫どう喝かつしてみせる。その声音と口調だけは堂に入ったものだった。何度も使い慣なれているのだろう。弱い犬ほど必要以上によく吼ほえる。


　だが人影は無言だった。凄すごんで見せる少年をただ静かに眺ながめている。


「てめえ──」


　少年はそれを自分に対する嘲あざけりと受け止めた。相手が怯おびえれば調子に乗る。怯えなければ逆ぎやく上じようする。こういう状況で彼等の選せん択たく肢しはただ二つしかない。


「黙だまってねえで顔見せろや！」


　人影が胸元に抱いていた紙包みを叩き落とし、少年は乱暴な手つきでフードをはがした。フードの下にわだかまっていたささやかな闇やみが取り払はらわれ、隠かくされていた顔が露あらわになる。


　そこに現あらわれたのは少女の顔であった。


　歳としは恐らく十代前半──十三か十四だろう。人形のように整った顔立ちで、陶とう器きのように滑なめらかな白い肌はだがひどく印象的だった。目鼻立ちには幼おさない柔やわらかさがあるのだが、同時に端たん麗れいな容姿が持つ、鋭えい利りな硬かたさ──不ふ可か侵しんの気品のようなものが、薄っすらと漂っている。美しい少女だ。それは間違いない。しかも彼女のまとうそれは、媚こびを含ふくまぬ、純じゆん粋すいで透とう明めいな美しさである。


　だが──


「こ──こいつ……！」


　少年がうめくような声をあげた。


　肩かた口ぐちで切りそろえられた血のように紅あかい髪かみと……同じく紅い瞳ひとみが、驚おどろきに見開かれた少年の眼に映うつっている。


　無論これだけでも少女の姿は異い彩さいを放つ。単に赤毛などと呼べる代しろ物ものではない。人間の色素ではこうまで紅い髪にはなり得ない。だが髪より何よりも……眉まゆの代わりにその眼の上に埋うまった二つの球体が、この少女の姿を特とく異いなものに変えていた。


　人間にはない器き官かん。姿形における異い端たん性せい。それは魔族メレヴエレントと人間との混血を示すＣＳＡ──俗ぞくに半魔族ハーフ・ブルートと蔑べつ称しようされる存在の証あかしであった。


「〈出来損ないデイフエクテイブ〉じゃねえか！」


　少年の言葉を聞いても少女の表情に変化はなかった。


　副ふく眼がんとも言うべき紅い球体の持つ異様さと、そして眉のない事から来る表ひよう情じようの曖あい昧まいさが、この少女にある種の非ひ現げん実じつ性せいを与あたえている。醒さめない夢ゆめの住人のように──この少女には生身の持つ俗ぞく臭しゆうが薄うすい。


「げ……マジかよ？」


　少年の言葉には仲間達の方が敏びん感かんに反はん応のうした。


「半魔族ハーフ・ブルート!?」


　ＣＳＡ──コンジェネタル・ソーサリイ・アディクト。先天性魔法中毒者。


　だが公的なその呼こ称しようよりも〈出来損ないデイフエクテイブ〉や半魔族といった呼称の方が一般には通りがいい。異を唱となえる者の数が一定数に達しない限り、渾あだ名なとは差別的であればあるほど、むしろ定着し易やすいものだ。


「俺おれ、初めて見るぜ」


「俺もだよ」


　少年達は少女の側に近ちか寄よった。いずれも少女よりは頭一つ分以上も背せ丈たけがあるため、少女の視し点てんからすれば眼前に立ち塞ふさがる壁かべのように見える筈なのだが……その白い顔に浮うかぶ淡あわい無表情は揺らがない。


　少年達は珍めずらしい昆こん虫ちゆうでも眺ながめるかのような、無ぶ礼れいで遠えん慮りよのない視線を少女の身に浴びせるが、少女は平然とそれらを受けてその場に佇たたずんでいる。


「案外普ふ通つうに見えるな。この紅いのだけかよ？」


「でも半分は魔族なんだろ。中身とか違うんじゃねえの？　心しん臓ぞうが二つあったりとか」


「そりゃスゲエ。ぎゃはは」


　少年達は多分に嘲あざけりを含ふくんだ声を上げて笑いあう。


　そして不意に──


「……剝むいてみろよ」


　仮か面めんの少年が低い声で言った。


　他の少年達が、一瞬笑いを引っ込めて顔を見合わせる。その中の一人が呆あきれた様な口調で仮面の少年に言った。


「うわっ……おまえ〈出来損ないデイフエクテイブ〉相手に勃たつんかよ？」


「バァーカ」


　仮面の下から下げ卑びた笑いが漏もれる。


「こういうのは高く売れるんだよ。最近は普通じゃ駄だ目めって変へん態たいも多いからな。特に教きよう師しとか警官とか……政治家とか。表向きはお堅かたそうな連中ほどな」


「おいおい……マジか？」


「どうせ見られたんだ。放っておけねえだろ」


　仮面の少年は路面に転がる三つの死体を振り返って言った。


「薬漬づけにして売れば、それなりの金にはなるしな。どうせ一人で出歩いている半魔族なんざ、ぶち殺したって誰だれも文もん句く言わねえよ」


「そりゃそうか」


　本人を前にしながら……とんでもない言い草である。


　他人の人じん格かくや感情に微み塵じんの価か値ちも認めていないからこその言げん動どうだろう。同情や共感といった能力が著いちじるしく低いのだ。自意識が必要以上に肥ひ大だい化かすると、しばしばこうした人間が出来上がる。


　この場に居る少年達に限らず……昨今は異常なほどの冷れい酷こくさ、残ざん忍にんさ、狡こう猾かつさ、あるいは凶きよう暴ぼうさを備そなえた子こ供どもが増ふえている。未いまだに三十年前の惨さん劇げきの影を引きずる世情の歪ゆがみが、若わかい世代の精せい神しん面めんに悪あく影えい響きようを及およぼしているのだと唱となえる識者達も居るが、原げん因いんは定かではない。原因があるのかどうかさえ判はん然ぜんとしない。


「グレッグ、商品確かく認にんだ。お前らはこいつが逃にげないように前と後ろ、塞ふさいでろ」


「おう」


　グレッグと呼ばれた少年がポケットから折りたたみ式のナイフを取り出し、手て馴なれた仕し草ぐさで刃はを開く。


「変な傷きず、つけんなよ」


「分かってるって」


　少年は少女のコートに刃を当てると、一気にナイフを引き下ろした。コートとその下の衣服に切れ込みの線が走る。ナイフはへその辺りまで下がって、離はなれた。


　ナイフの刃を畳たたんでポケットに戻もどし、少年は躊ちゆう躇ちよなく服の切れ目に手をかける。


　だが、状況を理解しているのかいないのか、この期ごに及およんでも少女は表情を変えない。身体からだも微び動どうだにしない。ただ淡あわい無表情が少年を見つめるだけだ。


「なあ、こいつ、馬ば鹿かなんじゃねえの？」


　あまりに反応のない少女を見て、少年の一人が言う。


「その方が都つ合ごういいさ」


　仮面の少年が言い──顎あごをしゃくる。


　切れ目を持つ手が左右に引かれ、少女の白く滑なめらかな肌が大きく露ろ出しゆつする。子供とは思えないようなその肌の艶なまめかしさに一いつ瞬しゆん、少年達は息を呑のみ──しかし鎖さ骨こつの下に視し線せんを滑すべらせてから眉まゆをひそめた。


　まだ膨ふくらみきっていない乳ち房ぶさと鎖骨との間に、額ひたいに埋うまっているのと同じような、紅く半透明の球体が見える。紅い硝子ガラス玉だまを外げ科か手しゆ術じゆつか何かで埋め込んだかのように、それは少女の身体にぴったりと嵌はまり込んでいた。


「なんか──やっぱり違うな」


「だけどヤれそうだよな。売れるんじゃねえの？」


　勝手な事を言いながら──元々赤かった少年達の顔に、別の赤味が乗り始める。


　元々が性せい欲よくを持て余あましている様な年とし頃ごろである。予想以上に『まとも』な少女の身体を見て、興こう奮ふんを覚えたのであろう。


「グレッグ。ヤってみな。案外具合いいかもしれんぜ？」


　仮面の少年が言う。仲間達も調子に乗ったのか、下げ卑びた笑いを浮うかべて言い募つのった。


「いいじゃん。いいじゃん。半魔族とやったなんて、一生の記念モンだぜ？」


「おめえの女の腐くされたアソコよりゃマシかもよ？」


「男のケツでもグレッグはいけるだろ。楽勝じゃん」


「うるせえ」


　グレッグは歯を剝むいて言うが──提てい案あんそのものには乗り気なようだった。


「とにかく全部ひん剝いて確認しろよ、アソコ。肝かん心じんの部分だろ」


　仮面の少年に促うながされてグレッグは両手に力をこめる。


　少女の衣い装しようは更さらに音をたてて引き裂さかれ──


「ああ──お楽しみのところ悪いが」


　聞き慣なれない声が割わり込こんできた。


「そこまでにしておいてくれ」


　少女の方に注意を向けていた少年達が、愕がく然ぜんと振り返る。彼等の視し線せんが向かう先には、一人の青年が立っていた。


　少年達は真っ先に警けい戒かいしたのは警官であったが──違ちがうようだ。


　中ちゆう途と半はん端ぱに伸のばした黒くろ髪かみや、鼻先に引っ掛かけた黒いロイド型のサングラス、くたびれた蒼あおいコートと、全体的に胡う散さん臭くさい感じがする風ふう体ていだ。しかも銃じゆうを抜ぬくでもバッジを見せるでもなく、壁かべに肘ひじをつき、どこか気け怠だるげな姿し勢せいで少年達を眺ながめている。少なくとも犯はん罪ざいの現げん場ばに出くわした警官の態たい度どではなかった。


　特に長身という訳でもないが、それでも少年達よりは若じやつ干かん背せが高いだろう。


　顔立ちそのものから判はん断だんすれば、歳としは二十代半なかば。それなりに端たん整せいではある。だがその物もの腰ごしには衣い装しよう同様、妙みようにくたびれたような──何ど処こか老人めいた雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。堅かた気ぎのようには見えないが、さりとて少年達の様な粗そ暴ぼうさも感じられない。


　一体何者なのか──


「……ちっ」


　反はん射しや的てきに少年の一人が懐ふところに手を入れる。


「なんだ、てめえは──」


　刃物か、あるいは銃か。明らかにそこに隠かくした武ぶ器きの存そん在ざいを匂におわせる動どう作さだが……青年は特に緊きん張ちようするでもなく、むしろあくびでも混まじりそうな、気の抜けた声で応おうじた。


「何だといわれてもな。一応、その子の……」


　そこまで言って、ふと青年は困こまったように視線を少女に向ける。


「……何だろうな、俺おれって？」


「世せ間けん的には──」


　初めて少女が声を発する。


　涼すずやかではあるが──やはり表情と同じく感情の輪りん郭かくが見えない声こわ音ねだ。口調もただ淡たん々たんとしているだけで、喜き怒ど哀あい楽らくを感じさせる抑よく揚ように乏とぼしい。


「──愛人などと呼ばれているようですが」


「いや、世間的評ひよう価かはこの際さい、置いといて。もっと哲てつ学がく的というか、叙じよ情じよう的な表現はないもんかね。この場に相応ふさわしいような──」


　青年の要よう請せいに従したがい、数秒の黙もつ考こうの後……少女は答えた。


「同どう居きよ人にん」


「分かった。俺が悪かった。今度、詩集の一つでも贈おくろう」


　青年は溜ため息をつきながら、脱だつ力りよくしたようにかくん、と頭を下げる。


「…………」


　一瞬、少年達の間で判断に苦しむような表情が交こう錯さくし──そしてそれは、すぐに怒いかりの色に染まった。短たん絡らく的な思考は、青年の言動を彼等に対する侮ぶ蔑べつと判断したのであろう。


「てめえ──ふざけてんじゃねえっ！」


　グレッグが叫さけんでナイフを構かまえる。


「この餓が鬼きの顔、切り刻きざむぞ、おるぁっ！」


「分かった。ふざけるのはやめるよ」


　苦く笑しようを浮かべて青年は頷うなずき、両手を上げる。


　その手が脱力して緩ゆるやかに下がり──ほんの少し青年の上半身と、それに付ふ随ずいしてコートが揺れた。大きな動どう作さではない。真正面で相対していた少年達ですら、その動作になんら警戒心を喚かん起きされないような……そんな自然で些さ細さいな動きだったのだ。


　だが──


　次の瞬しゆん間かん、少年達は銃口と向き合っている自分達に気付いた。


　ただ相手を指差すような──そんな何なに気げない仕し草ぐさでこの青年は銃を抜ぬいて構えたのだ。


「──てめえっ!?」


　少年達が声にならないうめき声をあげて身み構がまえる。


　青年が握にぎっているのは、大口径の回転弾倉式拳銃リボルヴアだった。分ぶ厚あつい鋼材のような重銃身がやけに特とく異いで威い圧あつ的てきに見える。


　ただし──持ち主はというと、腕うでを伸のばすでもなく、手首を腰こしの横に据すえる様な構え方で、立ち方そのものもひどく投げやりなままだ。無む論ろん、この距きよ離りと路地の幅はばであれば精密照しよう準じゆんなど必要もなかろうが。


「こいつはサーカムＴ１２〈ハードフレア〉カスタムつってな。四五マグナム弾だんを使う」


　何を思ったか、青年は気のない口調で自分の武器の解かい説せつを始めた。


「大口径のマグナム弾ってのは痛いぞ。何しろ急きゆう所しよに当たらなくても、血管を伝わった衝しよう撃げきで心しん臓ぞう発ほつ作さ起こしたりするしな」


　恫どう喝かつ的な口調ではない。ひどく素そっ気けない喋しやべり方だ。何の気き負おいもなく事実をただ列れつ挙きよしているだけ──そんな口調なのだが、それだけに奇き妙みような凄すご味みがそこには在あった。


「そういう訳で、俺としては君等がこの銃の威い力りよくに恐おそれおののいて、此こ処こから去ってくれたりすると、楽でいいんだが。ちなみに五連発だから一人一発として──きちんと全員に行き渡るぞ」


　少年達は凍こおり付いた様に動かない。


　青年の真しん意いを測はかりかねているのだろう。


　ここで少年達を射殺したところで青年には正せい当とう防ぼう衛えいが成り立つ。現に少年達は人数も多いし、その足元には死体が転がっている。法律的にも道徳的にも青年が銃の威力に訴うつたえるのを躊躇ためらう理由は特にない。その事に少年達は気付いたのだ。


　他人の未来など塵ちり芥あくた程ほどにも価か値ちを認みとめていなくとも、自分の命となれば別問題である。青年が本気なら、銃弾は間違いなく誰だれかの身体からだに食い込こむ。一いつ斉せいに襲おそい掛かかれば全ぜん滅めつは免まぬがれるとしても……一人や二人は殺されるかもしれない。


　少年達の瞳ひとみが鈍にぶい期待の色を湛たたえて、仮か面めんの少年を見つめる。


　仮面の少年は一いつ瞬しゆんたじろぐようにその身を揺ゆらしたが──意を決したのか、単に引っ込みがつかなくなったのか、仲間達を押しのけて前に出た。


　青年の眼が何かを値ね踏ぶみする様に細まる。


「なめんなよ──おっさん」


　仮面の少年は唸うなるような低さを声にこめて言った。


「拳銃ちらつかせりゃ、俺達がびびると思ったのかよ？　馬ば鹿かが──」


　そう言って一歩踏ふみ出す。


　意地になっているのは間違いないだろう。必要以上に低められたその声は、青年を脅おどすというよりも、自分の中の気き迫はくを鼓こ舞ぶするためのように聞こえた。


　だがその一方で、勝算のない状態で前に出てきた訳でもない──そう想おもわせる何かが、仮面の少年の物もの腰ごしにはある。自信という言葉で表するには、それはひどく禍まが々まがしく下げ卑びた何かではあったが。


　切れ込みのような仮面の眼がん窩か。その奥おくから傲ごう慢まんに濁にごった瞳ひとみが青年を睨にらんでいる。


「……ふむ」


　青年は仮面の少年を頭部から爪つま先さきまでゆっくりと眺ながめ、薄うすく苦く笑しようを浮うかべた。


「何をする積もりかは敢あえて訊きかないが──それは銃弾よりも速いのか？」


　金きん属ぞく音おんと共に拳銃の回転式弾倉シリンダが回った。


　後は人差し指をわずかに引き絞しぼるだけで銃弾は発射される。


「…………」


　仮面の少年の動きが止まる。


「……〈出来損ないデイフエクテイブ〉が死ぬぞ」


　そうは言ってみたものの──それで青年が怯ひるむとは、口にした少年自身、信じていない様よう子すだった。半魔族ハーフ・ブルートなど殺しても誰も文もん句くを言わない、と評したのは彼自身である。


「かもな」


　実際……青年は動じない。


　ただ眠ねむそうな瞳で少年達を見回し、面めん倒どう臭くさそうな口く調ちようで言った。


「どうした──戦やるなら早くしてくれ。俺は待ち合わせがあるんだよ」


　無言の対たい峙じ。


　重苦しい静せい寂じやくと緊きん張ちようが路ろ地じ裏うらに満ちる。一つ間違えばそれは血を見ずには収おさまらないような空気。不用意な一言や行動でそれはすぐさま均きん衡こうを失うだろう。


　少年はしばし仮面の奥から青年を睨みすえていたが──


「……けっ！」


　吐はき棄すてるように言って、青年に背せ中なかを向けた。


「お、おい──」


「行くぞ。ぐずぐずしてたら警ポ察リが来る」


　三人の少年達は、困こん惑わくするかのように視線を右う往おう左さ往おうさせる。だが少年はそのままその場に背を向けて歩み去るばかりで、振ふり返る様よう子すもない。


　青年は青年で特に追う積もりもないようだが──。


「ち──畜ちく生しようっ」


　三人の少年達は、じりじりと青年を睨にらんだまま後退し、やがて何事か意味にならない言葉を吐き棄てると、青年とは反対側へと走って路地を抜ぬけていった。


　後には青年と少女と──そして三つの死体が残る。


　場の空気が緩ゆるんだ。


　少年達の姿が完全に見えなくなってから、青年は短く溜ため息いきを吐いて拳銃を腰こしの後ろのホルスタに収める。


「──カペル」


　うんざりしたような口く調ちようで言いながら、青年はＣＳＡの少女を眺ながめた。


「何でお前はこう……厄やつ介かい事ごとに首を突つっ込こみたがるかね。ただ昼飯買って車に戻もどるだけの事でこれじゃ、迂う闊かつに買い物も頼たのめない」


　そう言って青年は身を屈かがめ、地面に落ちた紙かみ袋ぶくろを拾った。勢いきおいよく地面に叩たたき付けられ、破やぶれた包ほう装そうからサンドイッチが顔を覗のぞかせている。


「ところで、何だ、こいつら？」


　青年は地面に転ころがっている遺体の側にしゃがみ込む。


　異常なその様子に気後れする様子もなく、青年は掌てのひらや指先で数箇か所しよに触ふれ──そして立ち上がって溜め息をついた。


「最近のガキは全く手て加か減げんてのを知らないな。しかし……」


　死体の額ひたいの部分に、小さくくぼみが生じている。青年が指先で押おした跡あとだ。まるで粘ねん土どで作られた人形のように……その部分が陥かん没ぼつしたまま、戻らない。


　ただ単に手足や首をへし折られたわけではないらしい。この遺体にはまともな状態の骨がないのだ。頭ず蓋がい骨こつから足の指の骨に至いたるまで──全すべての骨が綺き麗れいに粉ふん砕さいされているのである。恐らく内臓も原型を留とどめていないだろう。これは最も早はや泥どろの詰つまった皮袋と大差ない。


「検けん死し医いは大変だな。開いても調べるものが残ってるかどうか」


　青年は少年達の去っていた方角にもう一度眼を向ける。


「銃じゃない。ナイフでもない。無む論ろん──素す手ででもない。やはりこれは──」


「……魔ま法ほう」


　少女が、ぽつりと言った。


　青年は眉み間けんに皺しわを寄せて少女を振り返る。


「やはりあれはモールドか。確かに発現点を相手の体内に設せつ定ていして、小しよう規き模ぼの〈インパクト〉でも撃うてばこうなるかもしれないが。しかし──あんな餓が鬼きが？」


　そこまで言ってから──青年は顎あごに手を添そえて言った。


「ところでカペルテータくん」


「はい」


　紅あかい瞳ひとみが青年を静かに見み据すえる。


「君も一いち応おう女の子なのだからして、少しは恥はずかしがるとか、何とか──採とるべき態たい度どがあると思うんだがね」


　言われて少女は、初めて自分の姿に気付いたかのように、その紅い眼めを下に向ける。


　服は──かなり際きわどい状じよう態たいになっていた。切れ目は服そのものの重さで閉とじかかっていて、肌はだを大きく曝さらけ出す様な格かつ好こうにはなっていないのだが……隙すき間まからのぞく臍へそ周まわりの白さが、妙みように艶なまめかしい。


「……そうですか」


　だが少女は羞しゆう恥ちに頰ほおを赤らめるどころか、わずかな動どう揺ようも示さない。表ひよう情じようにしろ動作にしろ、とにかく感情の変化が表に出ないのだ。それが単に外に出にくいだけなのか、それとも感情そのものが欠けつ落らくしているのかは、分からないが。


「さて──行くか。ジャックもあれでなかなか時間には厳きびしいからな。服は応急処置で我が慢まんしてくれ。車に戻ればピンかクリップか、何か留とめるものもあるだろ」


　青年はコートを脱ぬぎながら言う。


「……この死体は？」


　少女はわずかに顔を動かして、路上の亡なき骸がら二つを眺ながめる。


　その姿や服装から、逃げた少年達の同類であろうという事は容易たやすく想そう像ぞうがつく。上着の裾すそからは拳銃の銃把グリツプものぞいていた。荒あらい表面仕上げからすれば密みつ造ぞう銃じゆうだろう。少なくとも堅かた気ぎの少年が持ち歩くような品ではない。


　もっとも……ここ数年は一般市民が護ご身しん用ようにと火器を所しよ持じする例が増ふえてきているのも事実だが。程てい度どを問わず、とにかく弾たまが出ればいいというのなら、拳銃の製せい造ぞうはさして難むずかしい作業ではない。安く手軽な密造拳銃は、警察の摘てき発はつ量りようを上回る早さで製造され、人々の生活の中に浸しん透とうしつつあった。


「俺が殺した訳じゃないしな」


　青年は肩かたを竦すくめてそう言った。


　この遺体が、逃げた少年達と元々敵対関係にあったのか、それとも単なる仲間割れか、あるいはただの通りすがりなのか──それは分からない。


　最近の不良少年達の争いは、喧けん嘩かなどという単語では最も早はや説明しきれない現げん象しようとなっている。組そ織しき化かと武ぶ装そう化が進み、状じよう況きようも年々複ふく雑ざつ化する一方だ。抗こう争そう。内部分ぶん裂れつ。裏うら切ぎり。粛しゆく清せい。何でもある。本ほん職しよくのギャング顔負け──どころか、場当たり的で自じ制せい心しんに乏とぼしい彼等は、下へ手たをすると大人おとなの犯罪組織よりも凶きよう悪あくで性た質ちが悪い。


「事じ情じよう聴ちよう取しゆだ何だってのはかったるいし、また要いらん勘かん繰ぐりを受ける。慌あわてて警察に報ほう告こくしたところで、死体が生き返る訳でもなし。ジャックの所で電話でも借りて通報するさ」


　言いながら、青年は脱いだコートを引っ掛かけるようにして少女の上に被かぶせた。


「…………」


　意外だったのか──少女が何かを問うように紅あかい瞳ひとみを青年に向ける。


「あのな。そういう格かつ好こうをお前がして歩いてると、まず俺おれが白い眼で見られるんだよ」


「……そうですか」


　今いま更さら、周囲の眼が気になる様な風ふう体ていではないのだが──少女がそれを指し摘てきする事もなく、青年はそのままさっさと歩き出した。


「…………」


　少女は頭から被せられた青年のコートをつまんで、しげしげと見つめる。相変わらずの無む表ひよう情じようではあるのだが、その仕し草ぐさには何か──澱よどみの様なものがある。


　困こん惑わくか。それとも躊ちゆう躇ちよか。それとももっと別の何かか。




[image: ]


　試ためすように三歩ほど進んでみて、少女は立ち止まった。ほんの少しではあるのだが、コートの裾すそが路ろ面めんに達していて、引きずってしまうのだ。


「おい──早く来ないと置いていくぞ」


　十数歩分ほど進んでから、青年が振ふり返って言う。


「……はい」


　ＣＳＡの少女はほんの少しコートをたくし上げ、その部分を胸むねに抱だくようにしてしっかりと押おさえると……青年の後を追って歩き出した。





　　　　●　　●　　●





　リゴレット通りの裏側。


　大だい動どう脈みやくたる表通りから、筋すじを一本隔へだてた所に〈ラビッド・ドッグス〉は在ある。


　あえてその店を営えい業ぎよう形態で分類するならば、酒さか場ばになるだろう。だが看かん板ばんは出ていないし、一いつ般ぱん人じんはまず近付かない。会員制の高級店という訳わけではないが、馴な染じみの客以外はお断ことわり──という経けい営えい方ほう針しんは同じだ。


　半地下という構こう造ぞうを持つこの店に入るには、狭せまく薄うす暗ぐらい階段を下りていかねばならない。途と中ちゆうの壁かべは落書きだらけ。内容は罵ば詈り雑ぞう言ごんと卑ひ猥わいな冗談ジヨーク。これだけで良識のある人間はすぐに引き返す。だがそれにもめげずに扉とびら──ペンキで牙きばをむいた犬の絵が描かきなぐってある──を開くと、大たい抵ていの場合、そこに街でも指折りの鼻つまみ者達が、揃そろってたむろしている光こう景けいを眼にする事になる。


　いわゆるチンピラ達が集まる店はリゴレット通り界かい隈わいに幾いくつか在り──〈ラビッド・ドッグス〉もその一つだ。


　無む論ろん、客が客なら店も店──真っ当な酒場の類たぐいでは断だんじてない。未成年に酒や煙草たばこを出すのは序じよの口、警察の眼があるので直接扱あつかいはしないが、店主に言えば、麻ま薬やくや武ぶ器きといった禁きん制せい品の売人にも連れん絡らくをつけてくれる。無論、そこらのチンピラに手が出る値ね段だんからして、手に入るものはいずれも粗そ悪あくな二流品ばかりではあるが。


　客きやく層そうが客層だけに、対立する連中が殴なぐりこんでくる事も多く、大おお柄がらな店主は、いつもカウンターの下に水平二連式の散弾銃シヨツトガンを置いていた。一いつ瞬しゆんで大量の鉛なまり球だまをばらまく散弾銃は、屋内のような限げん定てい空間では機関銃マシンガンにも勝まさる武器だ。威い嚇かく効果はどんな銃器よりも高い。


　もっとも──今回はそれもさしたる役にたたなかったようだが。


「ひはっ……ひはっ……ひはははは……」


　店内は凄せい絶ぜつな様よう相そうを呈ていしていた。


　およそ店内にある全すべての硝子ガラスは割れ、陶とう器きは砕くだけ、無数の破は片へんが散さん乱らんしている。テーブルと椅い子すのほとんどが焼け焦こげ、それを免まぬがれたものも粉ふん砕さいされ、単なる木片となって壁かべ際ぎわに堆たい積せきしていた。


　他にも破は壊かいの痕こん跡せきを挙げれば枚まい挙きよに暇いとまがない。ひしゃげたカウンター。半球状に陥かん没ぼつした酒さか棚だな。ひん曲がった調理器具の数々。たとえ通い慣れた者であろうと、これらの要素から無ぶ事じだった頃ころの店内を思い起こすのは、ひどく想像力を要求される作業に違いない。


　店内にあるありとあらゆる物体が、大なり小なり破壊の洗せん礼れいを受けていた。構造材にも損そん傷しようが及およんでいるだろう。この有あり様さまでは、掃そう除じして営業を再さい開かいするより、いっそ店ごと潰つぶして建て直した方が早いかもしれない。


　一体どのような力が〈ラビッド・ドッグス〉を襲おそったのか。どのような力を以もってすればここまでの状況を作り出すことができるのか。たとえ手しゆ榴りゆう弾だんを投げ込んだとしても、ここまで徹てつ底ていした破壊をもたらす事はあるまい。


　しかも──


「ひははは……馬ば鹿かが……」


　照明器具が全ぜん滅めつしているのが、せめてもの慰なぐさめと言えた。


　半地下状態にある店内は、通つう気き孔こうを兼かねた小窓から外の光が漏もれ落ちてくるだけで、全体的に薄うすい闇やみが空間を満たしている。光が十分にある状態でこの店内を見れば、余よ程ほどに感性が磨ま耗もうした人間でもない限かぎり、即そく座ざに嘔おう吐としてしまうだろう。


　床ゆか。壁。そして天てん井じよう。大小様々な亀き裂れつや陥かん没ぼつと共に、それらを覆おおっているのは紅い斑まだら模も様ようだ。転々と付着した飛ひ沫まつの跡あとと、更さらには──その上から何かがこすって通り過すぎた跡。巨きよ大だいな筆で塗ぬりたくったかのように、壁に、床にと、かすれた血けつ痕こんが尾を引いている。


　それだけならば、まだしも……眼を凝こらせば、そういった血痕の端はし々ばしに肉片や骨片がこびりついているのが分かる。床には潰つぶれたりばらけたりした人間の部分品が、点々と転がっている。小は指先から大は上半身丸ごとまで──これも様さま々ざまだった。


　この状態を作るのに……一体どれだけの数の人間が必要であろうか。


　ちなみに店長は、散弾銃シヨツトガンを握ったまま、調理場の奥おくに張り付いていた。立体的な壁へき画がのように、半なかば壁に食い込んだ胴どう体たいのすぐ側で、恐きよう怖ふに眼を見開いた生首が、悪い冗じよう談だんのようにゴミバケツの上に載のっかっている。


　そして──


「ざまあみろ、このクソども。俺達をなめるとどうなるか、分かったかよ！」


　そう言って──男は仮面の奥で甲かん高だかい笑い声をあげた。


　男は頭から爪つま先さきまで、肉体の全てを覆おおわれていた。肌が露ろ出しゆつする部分はない。樹じゆ脂しと皮ひ革かくと鋼こう鉄てつと──それらが複ふく合ごうして形成する『殻から』が、男の身体からだを包んでいるのだ。


　強しいてその姿を何かに例えるならば、その印いん象しようは中世の騎き士しが着用したという全身型の甲かつ冑ちゆうに近い。だが詳しよう細さいに観察すれば、鋼はがねに覆われた部分は意外に少なく、より可か動どう性せいが高い事が分かるだろう。またその外装に装そう飾しよく性は皆かい無むで、代わりに随ずい所しよに取り付けられた無ぶ骨こつな金具や金きん属ぞく部品、そして何よりも鋼の地肌剝むき出しのその色が、その姿の非人間性を──人型の機械めいた異様さを際きわ立だたせていた。


「前々から目め障ざわりだったんだよ、てめーらは。だから綺き麗れいさっぱり掃除してやった。ひははは。あっけないもんだったよなあ？　いきがってた割わりには一発でぺちゃんこだ。車に轢ひかれた蛙かえるみてえにな？　はははは」


　その時──


「て……めえ……」


　壁かべ際ぎわに堆積したテーブルの残ざん骸がいが、もぞりと動く。


　怨えん嗟さに濁にごった声を搾しぼり出しながら、残骸を押しのけて這はい出してきたのは……一人の少年だった。辛かろうじて生き残りが居たらしい。もっとも、額ひたいは大きく割れて顔面は血まみれ、左手の肘ひじから先はない。放ほうっておいても一時間としない内に、出血多量で息絶たえるだろう。


「く……そ……やろ……」


　少年はかすれた声で呟つぶやくと、右手をそろりそろりと伸のばす。


　そこに握られているのは、一丁の拳けん銃じゆうであった。


「死ぃ……にぃ……やが……れ……」


　少年の親指が震ふるえながら撃げき鉄てつを起こす。小さな金属音と共に回転式弾倉シリンダが回り、残ざん弾だんの中の一発を撃発位置に据すえた。


「──インゲ・グラーマ・マッカン・イーブ・イーブ……」


　低い声で仮面の男が何かを呟いている。


　否いな──唱となえている。


「〈シールド〉……」


　だが狙ねらいをつける事に残った生命力の全すべてをつぎ込こんでいる少年は、それに気付かない。聞こえてはいるが、それが何なのかを理解するだけの余よ裕ゆうがない。


　人差し指が引き金を引く。


「イグジスト」


　仮面の男がそう唱えるのと、銃声が店内の薄闇を叩たたくのとは、全くの同時であった。


　間ま延のびした一いつ瞬しゆん。


　銃口火炎マズルフラツシユによって砕くだかれた闇の間かん隙げきを、銃弾が飛ぶ。澱よどんだ空気を抉えぐり、焼き、目標に向けて一直線に突つき進む。


　だが──


「──!?」


　少年は愕がく然ぜんと眼を見開いた。


　虚こ空くうに開く火花。


　銃弾は目標体内に潜もぐり込む事なく、その手前──何も存そん在ざいしない筈はずの空くう間かんに激げき突とつし、跳はね返った。強制的に飛ひ翔しよう方向を変えられた銃弾は、血でべったりと濡ぬれた天井にめり込んで、止まった。


「ひはははは」


　仮面の男が笑う。


　その胸むな元もとから、ひん曲がった金属の留とめ金がねが一つ──落ちた。


「アホウが。まだ分かんねーのかよ。いつまでもハジキの時代じゃねえんだよ！」


　そう言ってまた仮面の男は笑う。


「ちく……しょ……バケモ……ノ……め……」


「ははっ、好きなだけいいな。どーせてめえはもうすぐ逝いっちまうんだからよ。ひははは」


　勝ち誇ほこった哄こう笑しようが荒あれ果てた店内に響ひびく。


「ひははは……ひは……ひはははららららえええええれあ……っ!?」


　──不意に。


　仮面の奥で男の声が歪ゆがんだ。


「えええ……えるれるれるれるれれれれるるるるるるろろろおっ!?」


　まるで喉のどの奥おくから溢あふれ出すものを、さばききれなくなったかのように、声が意味をなさない音の羅ら列れつに変わる。


　どうやら仮面の男にとって、全くの予想外の事じ態たいが発生しているらしい。うろたえるような仕し草ぐさで、仮面の男は後ずさった。何かから遠ざかろうとでもするかのように。


「なな……なんで、ででで、でで、でええ……えええるるれろぼぼぼっ……？」


　それでも辛かろうじて言葉を紡つむぎなおし、男は怯おびえたように仮面を右へ左へと向ける。


　予想外の事態をもたらした原げん因いんを探さがしているのだろう。


　そして──


「──!!」


　仮面の男は愕がく然ぜんと自分を包む甲かつ冑ちゆうを見た。


　右の横腹。その部分に亀き裂れつが走っている。そして放射状に刻きざまれた亀裂の中心には、弾だん痕こんらしき小さな丸い穴が穿うがたれていた。


　少年が撃った弾丸ではない。誰だれが撃った弾なのかは分からないが──殺された者達の中に、一いつ矢し報むくいていた者が居いたという事だろう。


　今まで男が気がつかなかった事からしても、それは内部の肉体にまでは届とどいていないのが分かる。仮面の男が纏まとうそれは、鎧よろいとしてはその機能を十分に発はつ揮きしたと言っていい。


　だが──


「まさ、ままま、まさ、まさ、まさかうかうかうううああああっ!?」


　びぎっ。


　男の胸元に残っていた二つの金具が、揃そろって歪ゆがみ、外れた。


　びじ。びじびじびじ──


　亀裂が広がる。鎧の傷きず口ぐちが広がってゆく。膨ふくれ上がる内圧が樹じゆ脂しを、革かわを引き裂さき、金属の殻からをも歪ませてゆく。繊せん維い質しつのちぎれる耳みみ障ざわりな音が一ひと際きわ大きくなり──やがて男を包んでいたその奇き妙みような鎧は、一気に弾はじけ飛んだ。


　がらんがらんと派は手でな音をたてて金属部品が床ゆかに転がる。


　中から出てきたのは、無む論ろん、男の裸ら体たいだ。


　だが、それは既すでに人間の肉体とは言えない様な代しろ物ものに変化しつつあった。


「あるろろろろろろるろるろるろおおおお」


　皮ひ膚ふの下で何か大きな寄生虫が這はいまわっているかのように、肉があちこちで盛もり上がり、動く。やがてそれらの腫はれ物は定位置を見つけたのか、一いつ斉せいに動きを止めると、瞬しゆん時じに限界まで膨ふくれ上がった。


　肉が爆はぜる。全身で、何箇か所しよも、何箇所も。


　その裂さけ目から出てきたのは──眼球だった。大人の握にぎり拳こぶしほどもある大きさの眼球が、何かを探すように裂け目の中でぐるぐると回った挙あげ句く、一斉に止まった。


　同時にきゅっ──と瞳どう孔こうが絞しぼられる。


「えけ──えけえ……けけえれれれけれけるるれれれれえけけけけけ」


　悲鳴とも苦鳴ともつかなかった男の声は、次し第だいに変質してゆく。心の変質をそこに示しめすかのように。己おのれが変わってゆく事への恐きよう怖ふから──生まれ変わった肉体への歓かん喜きへと。


　仮面にも亀裂が走った。


　縦たてに引き裂かれて落ちる仮面。その向こうにあるのは、斜ななめに開いた口だ。右の額ひたいの辺りから左の頰ほおの辺りにまで走る、亀裂のような口。他には何もない。鼻や眼がん窩かだったらしきものの痕こん跡せきは見えたが──それも瞬またたく間に肉の内側に吸きゆう収しゆうされて、消えた。


　恐おそろしくでたらめな姿すがただ。


　天に造形の神が存在するならば、あまりの事に顔を覆おおったろう。それはもう狂きよう気きの夢ゆめだけが塑そ造ぞうできる、怪かい物ぶつだった。人間であった頃ころの名な残ごりは四し肢しに残っているが、それとて腕うでや脚あしである事を放ほう棄きし、醜しゆう悪あくな形に変じつつあった。床に触れるまでの長さと、吸きゆう盤ばんを持つ細い突とつ起き物ぶつを、最も早はや腕とは言うまい。


「えけけけけけ……えけけけげげげげげげげげえげえげえっ!!」


　笑っている。


　楽しくて仕し方かたがない──そんな様よう子すでそれは笑っているのだ。全く人間のそれとは異なる仕草、声こわ音ね、動作であるのに、何な故ぜだかそれが少年には分かる。斜めに顔を横切る口を開いて、それは笑っている。これだけは何故か人間そのままの歯と舌したが見えるが……この面めん相そうに備そなわっていると、かえって醜しゆう悪あくに見えた。


「えけろえけろえけけけげげ」


　それは身をよじってひとしきり笑うと──まず瀕ひん死しの少年の方へと歩き出した。


「ぐ……く……！」


　既すでに死人の色であった顔を恐怖に歪ゆがませ、少年はうめく。


　眼の前に居るのは、彼が生きてきた世界とは全く別種の原理を呼こ吸きゆうする怪物だった。


　恐きよう喝かつ。暴行。強ごう姦かん。窃せつ盗とう。傷害。なんと常識に満ちた可愛かわいらしい行こう為いである事か。そこには条理が在った。行為の是ぜ非ひを判断する価か値ち基き準じゆんがあり、たとえ敵てき対たいしていても、同じ世界に生きる者として、最低限の共通理り解かいがあった。殴なぐられれば怒いかる。刺さされれば痛いたい。走れば疲つかれるし、面おも白しろければ笑う。誰でも同じ事だ。


　だが──こいつは。


　眼の前で笑うこれには──


「来る……な……来るなあっ……」


　激はげしく恐怖する少年の本ほん能のうが、死にかけている彼の身体からだに一いつ瞬しゆんだけ活力を注そそぎこんだらしい。彼はもう一度拳けん銃じゆうを持ち上げると、引き金を引いた。ダブルアクション形式であった引き金は、回転式弾倉シリンダを回し、撃げき鉄てつが限界まで引き絞しぼられてから──落ちる。


　銃撃。


　今度は途と中ちゆうで見えない壁に阻はばまれる事もなく、銃弾は相手の胸きよう部ぶに──それはもう胸部かどうかも怪あやしい部位になっていたが──命めい中ちゆうした。


　大口径の弾丸は、大きく肉を抉えぐり、血をしぶかせる。人間ならば即そく死しか、そうでなくても致ち命めい傷しようの位置だ。瀕ひん死しの少年が撃うったにしては、見事な結果だった。


　だが。


「えけえけえけえけええええええ──っ！」


　怪物が笑う。


　傷が存在したのはわずかに一いつ瞬しゆんの事であった。瞬またたく間に出血は停止し、蠟ろう細ざい工くのように周囲の肉が溶とけて抉られた傷跡を埋うめてゆく。文字通り瞬き一回分の時間が過すぎた後には、傷口はほぼ完全に治ち癒ゆを終えていた。


　何事もなかったかのように平然と、怪物は少年に近づいてゆく。


「ひ……い……」


　少年は弱々しく悲鳴をあげるが……もう身体が動かない。


「えげえーげえーけけけけけえーっ……」


　ぇぇええええええおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ──……！


　獣けものの咆ほう哮こうに似て非なる声が、斜ななめに開いた口から滑すべり出る。奇き妙みような広がりを持ったその音波は、破壊にまみれた店内を隅すみ々ずみまで覆おおい尽つくした。





　　　　●　　●　　●





　急きゆう遽きよ作成された報告書を見る限り、状じよう況きようはまさしくケースＳＡに該がい当とうしていた。


　被ひ害がい者しや数不明。原因不明。通つう常じよう、トリスタン市し警けい特とく殊しゆ執しつ行こう部ぶ隊たい──ＳＥＳが召しよう集しゆうされて出動するのはもっと詳しよう細さいが判明してからなのだが、ケースＳＡは例外だ。目撃者の証言の中に在った『異い形ぎようの怪物』の一語が市警局長にＳＥＳの出動を決意させたのである。ケースＳＡの場合、時間が経けい過かすればする程ほどに事態は深しん刻こくさを増ます。


「現場封ふう鎖さ、完かん了りようです」


　部下の報告にブライアン・メノ・モデラート警部は苦にがい表情で頷うなずいた。


「あ──あの、何か？」


　ブライアンの下に配はい属ぞくされてまだ間のない、その若わかい警官は、彼のその様よう子すに不安そうな表情を浮うかべる。


　元々、ブライアンの顔というのは妙みように厳きびしい。短く刈かり込こんだ髪かみに加え、顎あご鬚ひげと口くち髭ひげを備えた四角い顔は、強こわ面もてという言葉がぴったりと当てはまる。黙だまっていると妙な迫はく力りよくが漂ただよってくるので、気の弱い幼よう児じなら、彼の前に立つだけで泣き出しかねない面めん相そうだ。


　最下級とはいえ、貴き族ぞく階級の一いつ端たんを成す騎き士しの家いえ柄がらの出ではある筈なのだが……性せい格かくも外見に相応ふさわしく無ぶ骨こつで無ぶ粋すい、しかも頑がん固こで短気と、優ゆう雅がさには程ほど遠とおい。


　そんな彼がその顔をしかめていれば、確たしかに部下の身では不安にもなるだろう。付き合いの長い者達は、彼のそうした表情には、もう慣なれてしまっているが。


「いや……単に気が滅め入いっているだけだ」


「はあ……」


　血は吐はいても弱音は吐きそうにないその口から、意外に繊せん細さいな言葉を聞かされて、眼を瞬しばたたかせる部下。だがブライアンは表情を緩ゆるめず、相変わらずの声と調子で言った。


「御ご苦く労ろう。更さらに現状を維い持じ。報道関係者には注意しろ」


「は──はい！」


　部下は敬礼し、ブライアンの側を離はなれていった。


「しかし、どうなっているのだ、一体──」


　装そう甲こう指し揮き車しやにもたれかかりながら、ブライアンは呟つぶやく。


「次から次へと……こんな調子では、いつか破は綻たんするぞ」


　彼の声には疲労と焦しよう燥そうが滲にじんでいた。


　既すでにこの一か月でケースＳＡに該がい当とうする事じ件けんが五件も発生している。過か去この発はつ生せい率りつからすれば異い常じような量だ。単に偶ぐう然ぜんとも考えられるが、ブライアンにしてみればこれが一過性の状態には思えなかった。何らかの原因があるならば、それを取り除のぞかない限りこの状じよう態たいは変わらない。いや──更に悪あつ化かする可能性もある。


　現状が自転車操そう業ぎようの様を呈ていしているのは誰だれの眼にも明らかだ。増え続けるケースＳＡに、いつかは対応しきれなくなる時が来る。


「何か必要なのだ……何か、新しい方法が」


　歯は軋ぎしりしたくなる気持ちを抑おさえて、ブライアンは装甲指揮車に立てかけてあった自動ライフルを手に取った。


　前ぜん述じゆつの通り彼は騎士の家柄の出だ。


　だがこの時代──剣けんは銃にその地位を奪うばわれ、騎士という言葉が畏い敬けいの念を伴ともなって語られなくなって随ずい分ぶんになる。特とつ権けんを失い、護まもるべき領りよう地ちも領民もなく、騎士という存そん在ざいはあらゆる面で形けい骸がい化かしてしまった。


　だが、それでも彼は祖そ父ふから教えられた騎士の『高貴なる義ぎ務む』を忘わすれていない。


　事が起これば武器を取り、護るべき民たみ草くさのために戦うからこそ、騎士はその存在と単なる人殺しの間に一線を引いてきたのだと。無む論ろん、それが騎士という存在を正せい当とう化かするために後付けされた理り屈くつだという事はブライアンも承しよう知ちしているが、その理り念ねんそのものは尊そん重ちようすべきだと彼は考えている。


　こんな時代だからこそ、彼はそれにこだわる。その高こう潔けつな精せい神しんまで失ってしまったら、それこそ騎士などは時代に取り残された道どう化けでしかないと思うからだ。


　故ゆえに彼は指揮官でありながら、常に前面に出て闘たたかう。闘わぬ騎士は騎士ではない。騎士の誇ほこりたる剣を無ぶ骨こつな銃に持ち替え、鎧よろいを防ぼう弾だん服ふくに着き替がえても……部下のみを戦わせ、自分は安全な場所に座すわっている事だけは、到とう底ていできない男だった。


　弾だん倉そうを点検し、吊帯スリングで肩かたにかける。


　自動ライフルは高い威い力りよくと射しや程ていを持つ武ぶ器きではあるのだが──それでもその重みはひどく頼たよりないものであるようにブライアンには感じられた。ケースＳＡにおいてはどんなに強力な銃を用いようと、半なかば気き休やすめに過ぎない。それを彼は経けい験けん上知っているからだ。


　その時──


「──ん？」


　野太い警けい笛てきの音がブライアンを振り返らせた。


　遠とお巻まきに封ふう鎖さ線せんの外側から現げん場ばを眺ながめていた野や次じ馬うま達が左右に退しりぞいて──二台の車が封鎖区く域いきの中に入ってくる。


　先せん導どうする一台は黒くろ塗ぬりの乗用車。これは然さして珍めずらしい代物ではない。だが、その後方から悠ゆう然ぜんと姿を現した車しや輛りようは非常に特とく徴ちよう的てきな外がい観かんをしていた。


　白いトレーラーである。


　同じく『車』という概念の範はん疇ちゆうに含ふくまれるものでありながら、圧あつ倒とう的な重量感を誇ほこるその巨きよ軀くは、先を行く乗用車とは別種の存在である事を自ら主しゆ張ちようしていた。不整地走行をも考こう慮りよして幾いくつもの突とつ起きを埋うめ込まれた大輪のタイヤが回る様は、それだけで何か近づくもの全てを巻き込んで蹂じゆう躙りんしそうな──破壊的な印いん象しようすらある。


　しかもその牽けん引いんするコンテナ部の側面には、紫むらさきの文字で大きく『ＳＴＲＡＩＴ　ＪＡＣＫＥＴ』と記され、その横には数本の鎖くさりで縛しばり上げられた少女の図案──紋章エンブレムが描かれていた。


　ナンバープレートの番号や、バンパー部に付けられた魔ま法ほう管理局の許きよ認にん可か証しようを見るまでもなく、ブライアンはそれがモールド・キャリアと呼よばれる特とく殊しゆ車輛である事に気付いていた。


　モールド・キャリアに特定の型けい式しきというものはなく、魔法管理局の定める基き準じゆんさえ満たしていれば、どんな車を使用しようと魔法士達ソーサリストの勝手だ。このため必要最小限の装そう備びを積んだ小型トラックを使う魔法士も居いれば、派は手でな装そう飾しよくを施ほどこしたトレーラーに予備の装備や助手を満まん載さいして現場に向かう魔法士も居る。


　無む論ろんそれらは単に仕事の道具であり、それ以上でもそれ以下でもない。だが世せ間けん一いつ般ぱんで魔法士の──特に戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの蔑べつ称しようとされる『ストレイト・ジャケット』の文字を堂々と書き込まれたそのモールド・キャリアは、持ち主の性格を何よりもよく物語っているように見えた。


　ブライアンの側そばの装そう甲こう指し揮き車しやに並ならぶようにして先せん導どうしていた乗用車が停とまり、更さらにはトレーラーも悠ゆう然ぜんとその向こうに停車する。


　乗用車の扉とびらが開き、中から灰はい色いろのスーツを着た小太りの中年男が降おりて来た。男は手にしたハンカチで額ひたいをこすりながら、周囲を見回し──ブライアンに気付くと、真まっ直すぐ彼の方へと歩み寄って来る。


「貴方あなたが現場の指揮官？」


　特に汗あせをかいている様子もないのだが、神経質そうにハンカチで額を拭ふきつつ、男が尋たずねてくる。それが癖くせなのかもしれない。


「──そうだ」


　ブライアンが答えると、男は頷うなずいてハンカチを左手に持ち替かえ、右手を差し出した。


「どうもどうも。モーリス・ロラン一級監かん督とく官かんです」


「ブライアン・メノ・モデラート警部だ」


　社しや交こう辞じ令れいとしてブライアンは軽く握あく手しゆを交かわし、親指で背はい後ごの建物を指さし示しめした。


「魔族はあそこだ。半地下の酒さか場ばで魔族化し、地上に出てきたところで大おお騒さわぎになった。以後、建物の二階に移い動どう。それからは動いていない。目もく撃げき者しやは三人。いずれも犯はん罪ざい歴れきのない一般市民で、証言の信しん頼らい性せいは高いと思われる」


「現場に一般市民は？」


「二階には二人ほど逃げ遅れた者が残っていると思われるが……」


　ブライアンは言葉を濁にごす。彼の経験からすればもう生きてはいないだろう。


「なるほどなるほど。分かりました」


　モーリスは頷いてトレーラーを振ふり返り、小さく手を振った。


　それが合あい図ずであったのか──トレーラーのコンテナ後部が開かれる。その中から流れるような動きで一つの人ひと影かげが石いし畳だたみの路ろ面めんに降り立った。


　男か女か。若わかいのか年老いているのか。詳しよう細さいは全てトレーラーと同じく白と紫に彩いろどられた甲かつ冑ちゆうの下に──甲冑のような装しよう束ぞくの下に隠かくされて見えない。


『鎧よろいを帯おびた騎士』


　しばしばその姿すがたはそのような言葉を以もって表されるが……ブライアンにしてみればそれは不当な表現だった。子こ供どもの頃ころから祖そ父ふが大事にしていた騎士の甲冑を見て育ったブライアンにとって、眼の前のそれは、全くの別べつ物ものであったからだ。


　確たしかに全体的な印いん象しようは、かつて騎士が帯びたとされる全身型の鋼板鎧プレートメイルに似にている。だがその輪りん郭かくはより鋭するどく洗練され、人間の体型に沿そうように絞しぼり込まれる一方で、各部に備そなわる金具や金きん属ぞく部品が、その形状に複雑で奇き怪かいな雰ふん囲い気きを与あたえていた。


　そうだ。これは騎士達の鎧とは違う。


　騎士達のそれは戦いくさ装しよう束ぞくであると同時に、彼等の高こう潔けつさと勇ゆう猛もうさを体現するための媒ばい体たいでもあった。だから騎士達は嬉き々きとしてそれを纏まとって戦場に向かい、平時においては誇ほこらしげにそれを飾かざった。


　だが今ブライアンの前に在るこれは、作業着であり実用品だ。そこには託たくすべき矜きよう持じも理念もない。合理性が組み上げた非情な人間の『鋳い型がた』だ。


　その右手に携たずさえるのも、当然ながら騎ラ兵ン槍スや剣けんなどではない。確かに槍やりの様に長大だが、遥はるかに複雑な形状をした機械である。機関銃や手持ち式の電動鋸チエーンソウに似た雰ふん囲い気きがあるが、そのいずれとも違う。


「フィリシス・ムーグ戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストです」


　モーリスが紹しよう介かいする。


　人影は、身に帯びる装そう甲こうの重さをまるで感じさせない滑なめらかな足取りでブライアン達の所へやってくると、軽く敬けい礼れいのような仕し草ぐさをして見せた。挨あい拶さつの積つもりらしい。


「──状況は？」


　くぐもっていてもなお、艶つやのある声が仮か面めんの隙すき間まから滑すべり出る。


　若い──それも女の声だ。


「ＳＡはあの建物の二階に居ると思われます。正確な等級は不明ですが、状況や残ざん留りゆう魔力から推すい測そくするに、〈男爵バロネージ〉級か、せいぜいが〈子爵ヴイスコント〉級でしょうな。逃げ遅れた市民が数名現場に残っている可か能のう性せいがありますが……これはもう状況から言って、絶ぜつ望ぼう的てきです」


「…………」


　ブライアンは横目でモーリスを睨にらむが、厚こう顔がんなのかそれとも単に気付いていないのか、小太りの監督官はハンカチで額ひたいをこすりつつ、平へい然ぜんと言ってのけた。


「気にする必要はありません。ＳＡの処しよ理りをまず第一に考えてください」


　無む論ろん──これは労ろう務む省しよう魔法管理局の基き本ほん姿し勢せいだ。


　魔族はある種の局きよく地ち災さい害がいである。その猛もう威いは人間の犯罪者などと比くらべ物にならない。故ゆえにケースＳＡにおいては、人命救助よりも何よりも魔族の駆く除じよが優ゆう先せんされるのだ。下へ手たに駆除の手を緩ゆるめて魔族を逃がせば、数名どころか数百名の規き模ぼで死人が出る。


　モーリスでなくても魔法管理局の監督官なら当然の台詞せりふではある。もっとも──ブライアンは、口が裂さけてもそういう台詞を言いそうにない監督官を一人、知ってはいるが。


「人は助ける。魔族は殺す。私は楽しむ。どれも省略する積もりはないよ」


　笑いを含んだ声が言う。


　ふとブライアンは、白い仮面の奥おくで獰どう猛もうな笑みを浮うかべる女の顔を見たような気がした。


「……うむうむ。そうでしょうな」


　モーリスも慣なれているのか、苦く笑しようを浮かべて頷うなずく。


「後は任まかせてもらいましょ」


　そう言うと──白と紫に彩いろどられた戦術魔法士は、魔族の居る建物に向かって真まっ直すぐに歩き出した。
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　北歴一八九九年。


　ユーフォニア大陸にある帝政の小国アルマデウスにて、後に〈聖シューマンのセント・シユーマン・実験エクスペリメント〉と呼ばれる事となる公開実験が行われた。


　魔法。


　迷めい信しんという壁かべの向こうに潜ひそみ、歴史の裏側で連れん綿めんと受け継つがれてきた秘ひ儀ぎ──その検けん証しよう実験である。数多くの著ちよ名めい人じんを招まねいて行われたこの実験で、提てい唱しよう者しやたるジョージ・グレコ教授と彼の率ひきいる研けん究きゆう班はんは、この常識を大きく超こえる『技ぎ術じゆつ』が現実に利用可能である事を示して見せたのである。


　この日を境さかいに、世界の様よう相そうは大きく変わった。


　一定の処しよ置ちを受ければ、ほぼ誰にでも使える超物理的な力。無公害でありながら、ありとあらゆる分野に応用できる画かつ期き的てきな技術。それが魔法であった。


　産業的、経けい済ざい的、医い療りよう的、そして軍事的──ありとあらゆる活用方法が考えられ、ありとあらゆる方面に魔法は革かく命めいを促うながした。新時代の到とう来らいに人々は酔よい、技術は改良に改良を重ねられて急速に進歩した。


　だが──実験から二十五年後の冬。


　人類はその便利な技術の陰かげに隠かくれていた落とし穴あなにようやく気付く事になる。


　人間の魔族化。


　魔法を使いすぎた人間は、その体内に呪じゆ素そと呼ばれる不ふ可か視しの汚お染せんを溜ため込こみ、これが一定量に達した者は、その人間としての在り方を冒おかされてしまう。彼等はその肉体と精神の双そう方ほうに激はげしく異い常じようをきたし、魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト──俗ぞくに『魔族』と呼ばれる存在へと変異を遂とげるのだ。そしてそれは、人類という種が文明という武器を得て以来、初めて遭そう遇ぐうする天てん敵てきであった。


　しかし。


　それでもなお人類は魔法を使い続けた。使わざるを得なかったと表した方が正しいかもしれない。


　既すでに世界は、魔法を既き存そんのものとして己おのれの内に組み込んでしまっていた。それが存在する事を前ぜん提ていとして社会構こう造ぞうは変化し、最も早はや後あと戻もどりできなくなっていた。何より、〈イエルネフェルト事変〉に端たんを発する惨さん劇げきによって荒こう廃はいした社会を立て直すには、魔法の力を用いるより他に方法がなかったのだ。今いま更さら、その技術がもたらす途と方ほうもない恩おん恵けいを、捨すて去ってやり直す事など、人類にはできなかったのである。


　それ故ゆえに人類は事態に対して二つの対たい処しよ方法を編あみ出した。


　一つは『魔族化を抑よく制せいするための方法を開発する事』。


　そして──もう一つは『魔族化した人間を速すみやかに駆く除じよする事』である。


　幸さいわいにして、〈イエルネフェルト事変〉以前から、呪じゆ素その存在を察さつ知ちし危き険けん性せいを訴うつたえてきた一部の人間により、魔族化抑よく制せいの技術はある程度の完成をみていた。それが現在、モールドと呼ばれている魔法装置の始まりである。


　肉体的にも精神的にも魔法的にも──人間を人間の形としてとどめおくための鋳型。暴あばれ出そうとする体内の魔性を御ぎよするための仕掛け。それが魔ま法ほう使つかい達の肉体をまるで締しめ付けているかのようにも見えるため、いつしかモールドをまとった魔法使い達を、人々は〈ストレイト・ジャケット〉と呼ぶようになっていった。


　だがどれだけ注意をしても事故というものは発生するものだ。魔法を使って魔族化してしまう人間は、常つねに一定数存在していた。魔法がこの世界からなくならない限かぎり、魔族もまた根こん絶ぜつされる事はない。それは自じ明めいの理りであった。


　こうして──軍属の魔法使い達の流れを汲くみ、戦せん闘とう技術に特化した魔法を使って、魔族や違い法ほうな魔法使いを狩かる事を生なり業わいとする者達が現れた。


　それが戦術魔法士──鎧よろいに身を包つつんだ現げん代だいの魔法戦士達である。
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　ケースＳＡの現場である三階建ての建物──複ふく数すうの飲食店が入った煉れん瓦が造づくりのビルに向けて、真っ直ぐに歩いてゆくモールドの背せ中なかを、ブライアンは相あい変かわらずのしかめ面で見送っていた。


　戦術魔法士の足あし取どりに緊きん張ちようは見えない。むしろ散歩に出で掛かけるかのような気楽さである。無む論ろんそれにも増して感かん嘆たんすべきは、戦術用のモールドにスタッフに補ほ助じよ装そう備び一式……総そう計けい四十キログロムにも達するような装備を身に付けているとは到とう底てい思えないような、軽々とした動きであろうが。


「いや──御心配には及およびませんよ」


　ブライアンの表情を不安ととったのか、モーリスが大きく頷うなずいて言った。


「少々外け連れん味みが強すぎるきらいはありますがね──ああ見えても彼女は実力派です」


「……知っている」


　ブライアンは呟つぶやくように応おうじた。


　フィリシス・ムーグといえば、数少ない戦術魔法士の中でも更さらに希き少しような存そん在ざいだ。


　女である事だけでも目立つ理由にはなるが──彼女の場合、一いつ般ぱん的てきに忌き避ひされる傾けい向こうの強い戦術魔法士でありながら、若わかい女性を中心に人気があるという点で、その特異性は際きわ立だっていた。


　その派は手でな言げん動どうは無論、華か麗れいとも言うべき戦い方、上流家庭育ち故ゆえの気き品ひん、そして何よりもその端たん麗れいな容よう姿しが、人々の興きよう味みを惹ひき付けるのだ。無論、女じよ優ゆう顔負けの外け連れん味みは対外的なある種の演えん出しゆつではあるのだろうが──間違いなく一流の実力が、口先だけの道どう化けと彼女の間に一線を画している。


　女の身でありながら、虚きよ勢せいではなく実力で並なみ居いる男の戦術魔法士と肩を並ならべ、あるいは凌りよう駕がしてしまうフィリシスは、若い女性達にとって憧あこがれの対たい象しようともなっているらしい。確たしか彼女の写真が雑ざつ誌しの表紙を飾かざった事もある筈はずだ。


　とはいえ──


「彼女は今まで仕事を仕し損そんじた事はありませんからね。任まかせておけば大だい丈じよう夫ぶですよ」


　モーリスは、まるで自分の娘を自じ慢まんするような口く調ちようでそう言ってくるが──ブライアンの表情は晴れない。


　仕事を仕損じた事がないのは取り立てて強調するような事ではない。大たい抵ていの場合、戦術魔法士が仕事に失敗すれば、死し亡ぼうか魔族化という運命が待っているだけなのだから。


　それに……


「私はそう楽らつ観かん的にはなれんな」


　銃じゆうや刃は物もの──普ふ通つうの武ぶ器きでは魔族と闘たたかえない。それは分かっている。


　正しよう面めんから闘いを挑いどんで魔族を倒たおし得えるのは、戦術魔法士達の使う攻こう撃げき魔法だけである。


　だが──魔族を倒すために戦術魔法士を投とう入にゆうするのは、文字通り毒を以もって毒を制せいする行こう為いだ。戦術魔法士は戦闘の際さいにモールドを破は損そんし易やすい。それが原げん因いんで戦術魔法士が魔族化した事例は幾いくつもあるし、そうなれば、更さらに別の戦術魔法士を投とう入にゆうせねばならない。そうして次から次へと戦術魔法士を投入し続け、その数が尽つきたら待っているのはただ破は綻たんだ。そして戦術魔法士の数は決して多くない以上──それは遥はるかな未来の出来事とは限かぎらないのである。


「──警けい部ぶ！」


　モーリスの声が緊きん迫ぱくした響ひびきを帯びる。


　フィリシスが建物に後十メルトルといった距きよ離りにまで近づいた時、その玄げん関かんからのっそりと姿すがたを現あらわした物体があった。


　その姿はまるで周辺の空気を汚お染せんするかのような奇き怪かいさだった。


　それが全く人間とは異い質しつな形けい状じようをしていれば、ここまで醜しゆう悪あくには見えまい。だがわずかながらも人間であった頃ころの形けい態たいを残しているだけに、その姿すがたはより一いつ層そう観みる者の神しん経けいを逆さか撫なでする。


　悪あく夢むの中にのみその生せい存ぞんを許される筈はずの怪かい物ぶつ──魔族。


「ちょっと待ってください……なんて事だ……既すでに〈子爵ヴイスコント〉級にまで変異した上に……この魔力変へん動どう率りつからすると、更さらに等級が上がるぞ!?」


　モーリスが手元の簡かん易い魔ま力りよく計けいとその物体を見み比くらべながら、うめく様な声を漏もらす。どうやら今回の魔族は、彼の予想を大きく上回っていたらしい。


「全員、射しや撃げき用意！」


　無線通信機を介かいしてブライアンが命令を下くだした。


　各所に配置された警官達が、一いつ斉せいにライフルや散弾銃シヨツトガンを構かまえる。恐おそらく、フィリシスの助手もどこかで支し援えんすべくライフルを構えているだろう。中級以上に変へん異いしつつある魔族に対しては文字通り、支援以上の効こう果かは望めないであろうが。


「──やあ」


　フィリシスが魔族に声をかける。


　まるで街で偶ぐう然ぜんに出会った友人に対するかのような気楽さだが──彼女の前に立っているのは、まさしく異い形ぎようという言葉が相応ふさわしい怪物だ。


　握にぎり拳こぶしほどもある眼めを体中に幾いくつも備そなえ、のっぺりとした顔がん面めんには、ただ斜ななめに走った傷きず跡あとのような口だけがある。四し肢しはやたらに長く、蛸たこのような吸きゆう盤ばんを備そなえている。そして皮ひ膚ふはぬめぬめとした粘ねん液えきに覆おおわれ、不ふ規き則そくな網あみ目め模も様ようが全身を覆うように這はいまわっていた。


　不ふ快かい感かんの塊かたまりのような存在だ。普通の人間なら見み据すえる事さえ苦く痛つうに感じるだろう。


「これから君を抹まつ殺さつするよ」


　朗ほがらかにそう言ってフィリシスは右手に持ったスタッフを構えた。構える動作に載のせて同時に操そう桿かんを操作し、無音詠唱ダムキヤスト。初級の攻撃魔ま法ほう一回分の呪文書式スペルが虚数界面アストラル・サイドに魔力回かい路ろを形成し、仮か想そう的てきな力を充じゆう塡てんする。


　後は撃発音声トリガー・ヴオイスを一言発すれば、魔法は現実事象に転てん化かされ、強大な破は壊かい力りよくが魔族に叩たたき込まれる筈はずだ。


「えけ──けげえええ……」


　何か殺気のようなものでも感じたのか、魔族がわずかに身構えるような仕し草ぐさを示しめす。


　ぇええええええおおおおおおおおおお──……


　声というより、全く意味不明の音がその奇き怪かいな口から滑すべり出る。


　魔法を使う気だ。魔族であろうと魔法士ソーサリストであろうと魔法を使う際には仮想の力を現実の威い力りよくに転てん換かんする契けい機きとして声を発する必要がある。


　機き先せんを制せいして魔法を撃うつべく、フィリシスが一歩踏ふみ出し──


　その瞬しゆん間かん。


「──!?」


　魔族の頭部が突とつ如じよとして膨ふくれ上がり──内圧に耐たえかねたかのように、破は裂れつした。


　銃声は後から来た。


　素す早ばやい反はん応のうでフィリシスが側方に跳とび退のく。無む論ろん、表情などは見えないが──この事じ態たいは彼女にとっても予想外だったらしく、彼女は警けい戒かいするように周囲を見回した。


「そ──」


　ブライアンが言葉を発しきる前に、次の一撃が叩たたき込こまれた。


　血と肉片を激はげしく撒まき散らしながら、魔族がよろめく。


　そこへ更さらに銃撃。銃撃。銃撃。


「──狙そ撃げき!?　誰が撃ったっ!?」


　ブライアンの叫びに答える者はなく、銃撃は更に続く。


　頭部から股こ間かんまで──身体からだの中心線に沿そって偏へん執しつ的てきともいえる正せい確かくさで撃ち込まれた六発の銃じゆう弾だんは、魔族の肉を抉えぐり飛ばし、大量の血を石いし畳だたみの路ろ面めんに飛び散らせ、そうして縦たてに魔族を割わり開いた。


　魔族の身体が路面に転がり、激しく痙けい攣れんする。


　恐おそらく必死に自己修しゆう復ふくを試こころみているのであろうが、脳のう組そ織しきの五割以上を破壊された魔族は、最も早はや己おのれの魔力圏ドメインを維い持じできない。魔族は等級が上がるにつれてその肉体は生物的要素を棄すて、魔力によって支ささえられる肉にく体たい構こう造ぞうの割合が増えると言われるが──それはより不死身性を獲かく得とくすると同時に、魔力に生命維い持じさえも依い存ぞんするという事を意味する。


　魔力圏を制せい御ぎよする力を失った魔族は、ただ醜しゆう悪あくなだけの獣けものに過すぎない。


　狂くるおしげにその全身の目玉がぎょろぎょろと周囲を睨にらみ……そうして魔族の全身から力が抜ぬけた。痙攣が止まり、眼は光を失い、ただ滴したたり落ちる体液だけがゆっくりと広がって路面を濡ぬらして行く。


「ば──」


　ブライアンが呆ぼう然ぜんと呟く。


「馬鹿な……」


　確かに魔族はフィリシスという敵を前にして、魔力圏を展てん開かいしていた筈はずだ。


　特定の魔法を発はつ動どうさせている場合ならともかく、通常の状態で展開された魔力圏は、本体である魔族をあらゆる脅きよう威いから護まもる。速度であれ熱量であれ、それが一定以上の破壊的な力であるならば、魔力圏はほぼ自動的に反はん応のうしてこれを排はい除じよするのだ。銃弾であればその速度を奪うばって銃弾を止め、炎ほのおであれば熱量を奪って炎を消す。しかも魔族に近づけば近づくほどその反応は迅じん速そく化かするのだ。銃弾が魔族に対して通用しないのは、このためである。特に恒常魔力圏コンスタント・ドメインを展開している中級魔族ともなると、死し角かくも隙すきもない。不ふ意いを衝つこうが後ろから攻撃しようが、もう通常の武ぶ器きでは倒たおせない。


　だが──


「魔族を──射殺した、だと？」


　ブライアンの言葉を確かめるかのように、フィリシスが魔族に歩み寄より、スタッフの先せん端たんでその身体に触ふれる。だが、最も早はや魔族の肉体は、いかなる生命反応をも示しめさない。ただひたすら体液を漏もらして冷えてゆくばかりだった。


「ムーグさん！」


　モーリスが声をかける。フィリシスは大きく肩かたを竦すくめて魔族の遺い体たいを蹴けって見せた。


　やはり魔族は動かない。誰だれの眼めから見ても明らかに死亡している。


　しばし──重く固い沈ちん黙もくが封ふう鎖さ区く域いきを支し配はいした。


「一体、誰が……？」


　やがて、低いざわめきが辺あたりに滲にじみ出し始めた。


　ＳＥＳの警けい官かん達も、野や次じ馬うまも、事じ態たいを把は握あくできずに混こん乱らんしている。現げん場ば指し揮き官かんであるブライアンにさえ何が起こったのかはっきり分からないのだから、当然だ。


「警部！　これは一体どういう事です!?」


「こっちが訊ききたい。ムーグ魔法士ソーサリストの助手が狙そ撃げきしたのではないのか？」


　激しく額ひたいをハンカチで擦こすりながら訊いてくるモーリスに、ブライアンも尋たずね返す。


　魔法士は魔族と違い、撃てる魔法に回数制限がある。この不ふ利りを補おぎなうべく、中距離から遠えん距きよ離りの支し援えんを目的として、戦術魔法士は狙撃ライフルを持たせた助手を配置する事があるのだが──


「いや、それはないよ」


　答えたのは戻もどってきたフィリシスだった。


「ファーゴの──うちの助手のライフルの音じゃなかった。方ほう角がくも違うし」


　フィリシスの声にも淡あわい困こん惑わくが見える。噓うそではなかろう。少なくともこの状況で噓をついても彼女には何の得にもならない。


　ならば狙撃者はＳＥＳの隊員でもフィリシスの助手でもない、第三者という事になる。実じつ際さい、どこかの建物の屋上にでも出れば、封鎖区域外からでも狙撃そのものは可能であろうが──


「一体……誰が？」


　無む論ろん、ブライアンの問いに答えられる者は、居なかった。
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　リゴレット通りに程ほど近ちかい街がい区くの片かた隅すみ。


　繁はん華か街がいの喧けん騒そうとは全く対たい照しよう的てきに、そこは墓ぼ地ちのような寂せき寥りよう感かんに満ちていた。第二次再さい開かい発はつ計画の対象地域に入っているこの街区は、既すでに住民の立ち退のきもほとんど完了した部分である。時とき折おり行き交かうのは迷まよい込こんだ野の良ら犬いぬか浮ふ浪ろう者しやばかりで、他には動くものの姿とてほとんど見受けられない。ただ本来の持ち主に見み捨すてられた建物の群むれだけが、ひっそりと取り壊こわしの時を待っている。


　そんな建物の一つから、長身の男が歩み出てきた。


　右手にはやたらと長い──男自身の身長と同じか、それ以上の長さを示す黒くろ塗ぬりのケースを提さげている。中身も相当な重量があるのか、背せ筋すじの伸のびに比くらべるとその肩かたの線は不自然な程、左に下がっていた。


「御苦労様です、キント警けい視し」


　その声に男が顔を上げる。


　声は建物の前に停車したトラックの運転席からかけられたものだ。


　白黒及および灰はい色いろという都と市し迷めい彩さい色しよくに塗られたその車体は、ローバル社の〈ガーディアン〉──アルマデウス陸軍が野戦用に採さい用ようしている多目的高機動車しや輛りようのものである。今は輸送用車輛の状態であるが、貨物室の装そう甲こう板ばんとフレームの一部を換かん装そうして機き銃じゆうやロケット砲ほうを搭とう載さいすれば、わずか三十分でこの車は戦闘用車輛に姿を変える。


　その全長や全ぜん幅ぷくに比べて、異様なほどに全高が低く設せつ計けいされているのは、戦場における被ひ弾だん率りつを下げるためだが──その普通車と明らかに異なる平べったい姿は、地を這はい獲え物ものに忍しのび寄よらんとする獣けものの姿にも似て、奇き妙みような凄すご味みを醸かもし出していた。


　側そく面めん──貨物室と運転席の扉とびらには、六角形の金きん属ぞくプレートが貼はり付けられている。任にん務む内容によってはその認にん識しき用プレートを外して所属と正体を隠かくす事もできるように、との配はい慮りよなのだろう。プレートには投槍ジヤベリンを構かまえる男の図案が描えがかれ、その下に紅あかい文字でこう記しるされていた。


『Ｃ．Ｐ．　Ａ．Ｔ．Ａ．Ｓ．Ａ　４ｔｈ　Ｅ．Ｕ．〈ＪＡＶＥＬＩＮ〉』


　Ｃ．Ｐ． とは帝都警察キヤピタル・ポリスの略りやくだ。


　だが──車種といい、取り外し式のプレートといい、明らかにその装備は警察用と言うよりは軍用に近い。しかも本ほん来らい、帝てい室しつ関係者の警護と帝都ロンバーグの治ち安あん維い持じを目的とする帝都警察が、このトリスタン市で何をしているのか。


「首しゆ尾びは？」


　運転席の男が尋たずねる。何かを期待しているようでも恐おそれているようでもない。分かり切った結果を確認するかのような余よ裕ゆうがその口く調ちようにはあった。


「射殺した」


　返答する男は男で、特にそれを誇ほこる様よう子すもない。やはり当然の結果を口にしているような声だ。


「等級は恐らく〈子爵ヴイスコント〉級だろう。次の級に変異しつつあるようだったが──既すでにストレイト・ジャケットが出てきていたのでな。待っている余よ裕ゆうはなかった」


「それは残念でしたね」


　運転席の男が言う。心しん底そこからそう思っているかのような声であった。


「気にすることはない。これから幾いくらでも機き会かいはあるだろう」


　トラックの後部貨物室へと回り込こみながらケースの男が言う。


　運転席の男は黙だまって頷うなずき、トラックのエンジンをかけた。都市迷彩色に塗ぬり込こめられた扁へん平ぺいな車体が小こ刻きざみに震ふるえ、低い駆く動どう音おんを響ひびかせ始める。


　ケースを貨物室に積み込み、戻ってきた男が助手席に乗り込んだ。


「すまんが急いでくれ。約束の時間に間に合わなくなる」


「了りよう解かいしました」


　運転席の男は頷き、アクセルを踏ふみ込む。


〈ガーディアン〉は幅はば広ひろいノーパンクタイヤで路ろ面めんを踏みしめながら、トリスタン市の中央区に向かって発進した。





　　　　●　　●　　●





　戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストは高こう収しゆう入にゆうな職業だ。


　元々魔法士という職種は高収入であるが、戦術魔法士Ｔ・Ｓや救助魔法士Ｒ・Ｓは、他の産さん業ぎよう系けいや医い療りよう系けいの魔法士に比べてもその報ほう酬しゆうは高こう額がくになる。魔法士はいずれも魔族化という危き険けんと背中あわせの職業だが、その中でも苛か酷こくな現場環かん境きように身を置く戦術魔法士や救助魔法士は、特に危険性が高い。


　これは即すなわち、未来の可能性を切り売りしているようなものだ。だからその高額な報酬は危険手当として十分に正当なものであり、誰からも非ひ難なんされるいわれはない。


　だが。


『いい御身分だな』──そういった言葉を浴あびる戦術魔法士や救助魔法士は多い。事情をよく理解していてもなお、彼等に嫌いや味みたっぷりの言葉を投げる関係者も居る。


　確かに、わずか一日でアルマデウス帝国成人男子の平へい均きん年ねん収しゆうに匹ひつ敵てきする額を稼かせぎ出すとなれば、一いつ般ぱん人じんからやっかみを受けるのも当然だ。実じつ際さい、半年に一度も仕事をせず、遊び歩いているような救助魔法士も居るし、愛人を複数囲かこっている戦術魔法士も居る。


　これが正せい規きの戦術魔法士でないレイオット・スタインバーグの場合となると、風当たりは更さらに強い。


　無資格でありながらその力りき量りようゆえに野の放ばなしにされている戦術魔法士。


　それだけでも大たい抵ていの人間は顔をしかめるだろう。しかも彼は一か月に一度……いや、場合によってはそれ以下の頻ひん度どでしか『現場』に出る事がない。それはむしろ世の中にとって歓かん迎げいすべき事じ態たいなのだが、大抵は暇ひまつぶしに本を読むか寝ねて居るかだけの生活を続けている彼を見れば、真ま面じ目めに働いている人間達が嫌いや味みを言いたくなる気持ちも、一いち概がいに不当とは言えまい。


　とはいえ……


　戦術魔法士が、その報ほう酬しゆうを全すべて好きなように使えると考えるのは、誤ご解かいである。


　一度に大金を手にする彼等は、実のところ、累るい進しん課か税ぜい制せい度どによって、その収入の半分近くを税金に取られたりもする。その上、魔法士ソーサリストはとにかく必要経けい費ひがかかる商売なのだ。それもべらぼうな金額で。この点については正規の魔法士であろうと無資格の違法な魔法士であろうと変わらない。しかし案あん外がい忘わすれられている事も多い。


「うわ。こりゃまた派は手でにやったな」


　装そう着ちやく用ようフレームごと、モールド・キャリアから降おろされた〈スフォルテンド〉を見て、ジャックは苦く笑しようを浮かべた。


　ジャック・ローランド。二十四歳。


　魔法士やその業界関係者で、彼の姓せいを知らない人間は居ないだろう。ローランド工こう房ぼうといえば、モールドやスタッフを扱あつかえる数少ない業者の中でも、屈くつ指しの技ぎ術じゆつを誇ほこる工房として知られている。トリスタン市の魔法士達は無論、市外からわざわざモールドをローランド工房に持ち込んでくる魔法士も少なくない。


　ただし。


　ローランド工房を取り仕切っているのはこのジャックではない。それどころか彼はモールド・エンジニア資し格かくを持っていないし、ローランド工房所しよ属ぞくの機械技術者ですらない。


　ローランド工房はジャックの祖そ母ぼルイーゼ・ローランドが創つくり上げた会社だ。その名めい声せいは全て彼女と彼女の直じき弟で子し達の業ぎよう績せきによるもので、ジャックはその点については何ら関かん与よしていない。はっきり言ってしまえば、立場的には彼は一いつ介かいの素人しろうとに過すぎないのだ。


　だが、彼はレイオットのモールド〈スフォルテンド〉の修しゆう理りと調整を担当している。


　資格の上では素人に過ぎないジャックであるが、実のところ、彼は祖母ルイーゼにも匹ひつ敵てきする技術を持っているのだ。幼おさない頃ころから祖母の工房に出入りしている内にモールドの製せい造ぞう、加工、調整の技術を覚え、更さらには独どく学がくでそれを補ほ完かんしてのけた天才的な素人──それがジャックであった。


　ルイーゼは彼にモールド・エンジニアの国家試験を受けさせ、自分の跡あと取とりとして迎むかえたがっているという話だが、彼はずっと祖母の願いを拒こばみ続けている。


『そりゃあ──趣しゆ味みだしな』


　その理由を尋たずねられると彼は微び笑しようを浮うかべてそう言う。


　彼にとってモールド工学を含ふくむ各種機械いじりは、仕事ではなく、実じつ益えきを兼かねた趣味なのである。モールドに限らず、好きな時に好きな様に好きなだけ機械装そう置ちをいじる──それが若じやつ干かん十五歳にして彼が確かく立りつした理想であり、信しん念ねんであり、そして贅ぜい沢たくだった。以後九年間、彼はその人生方ほう針しんに忠ちゆう実じつに従したがって生きている。


　正せい規きのモールド・エンジニアになればそのような我わが儘ままは決して許ゆるされない。


　モールド・エンジニアは絶対数が魔法士よりも更に少なく、業界全体が慢まん性せい的てきな人手不足だ。しかも彼等は正当事由がない限かぎり、仕事の依い頼らいを拒こばむ事ができない。そう法ほう律りつに定められている。モールド・エンジニアが仕事を選より好ごのみしていては、直ちよく接せつ間接を問わず、魔法関連のあらゆる職しよく種しゆに影えい響きようが出るからだ。


　高名なルイーゼ・ローランドの孫、しかも彼女と同等かそれ以上の腕うでとなれば、資格を得た途と端たんに、分ぶん野やを問わず魔法士の依い頼らいが殺さつ到とうするであろう事は、眼に見えていた。


『あっという間に予定は一いつ杯ぱい！　金はあるけど暇ひまはなし！　大量の依頼を常つねに抱かかえて毎日毎日モールドいじり。そうして俺おれは気付くんだよ──自分で銃じゆうの部品を削けずりだし、バイクのボルトを締しめ、グライダーのフレームを溶よう接せつするよりも、金で雇やとった部下にやらせる方が楽だって事にな。おお神様！　そうなったら終わりさ。きっと十年後には株の買い方は知ってても、ネジの回す方向だって思い出せなくなってるだろうよ』


　──というのがジャックの言い分である。


「おいおい。第一次拘束術式プライマリ・レストリクト・図版パターンにも亀き裂れつ入ってるぞ。よく呪じゆ素そが逆ぎやく流りゆうしなかったな。もうちょっと気をつけて使った方がいいぞ。ここのフレームも歪ゆがんでるじゃないか」


　早速〈スフォルテンド〉の胸部拘束装甲を開き、中を覗のぞき込こんでジャックが声をあげる。だがその声はどこか嬉うれしそうだ。口では何といおうと、彼は自分の手で機械をいじるのが好きなのである。


　根っからの技術職人。


　それがジャックだ。だがそういう彼の評ひよう判ばんを先に聞いた人間がジャックと会うと、揃そろって意外そうな表情を浮うかべる。


　その容よう貌ぼうが、どうにも評判から来る印いん象しようと嚙かみ合わないからだ。


　絹きぬ糸いとのように細い金きん髪ぱつ。少女のように大きな鳶とび色いろの瞳ひとみ。顔を構こう成せいする線は繊せん細さいにして優ゆう美び。同どう性せいでさえ迷まよわしかねないような、端たん麗れいかつ中性的なその顔立ちは、まるで御伽噺おとぎばなしの姫ひめ君ぎみを想おもわせる。


　その華きや奢しやな身体からだに適てき当とうなドレスでも着せれば、それだけで立りつ派ぱに名家の令れい嬢じようとして通つう用ようするだろう。もっとも、本人には女じよ装そうの趣しゆ味みなどないし、ジャックが専もつぱら愛用しているのは、油と埃ほこりに汚よごれきった、味も素そっ気けもない作業服なのであるが。


　その印象を簡かん潔けつに言い表すならば『雑ぞう巾きんに包まれた宝石』──といったところか。


「レイ。頼むからもうちょっと丁てい寧ねいに扱あつかってくれよ。いくら元が他人の作品とはいえ、こうも頻ひん繁ぱんに壊こわれるのを見てると、哀かなしくなってくる」


「激戦だったもんでね」


　レイオット・スタインバーグはそう言って肩を竦すくめた。


「お疲つかれかい」


「中級魔族二体を相手にせにゃならんわ、瓦が礫れきの下した敷じきになるわ、口うるさい監かん督とく官かんが家まで押おしかけてくるわ」


「監督官は関係ないだろ」


　そう言ってジャックは苦く笑しようした。


　レイオットはいつもの如ごとく、その飄ひよう々ひようとした仕し草ぐさの端はし々ばしに、淡あわい気け怠だるさを漂ただよわせている。


　まだ若く、顔立ちも整っている。それなりに、こざっぱりした格かつ好こうをさせれば──ジャックほどではないにせよ──美青年と言っても通つう用ようするだろう。地は決して悪くないのだ。肉体的にも鍛たん錬れんを怠おこたっていないのが、動きから分かる。


　だが……何事にも物もの憂うげに、斜しやに構えたような態度で接するレイオットは、歳とし相そう応おうの覇は気きや若わか々わかしさといった要素が見えない。皮肉っぽいその言げん動どうは、世の中そのものに飽あきてしまった偏へん屈くつな老人に似にていた。


　その容よう姿しを見る限り、彼に一番似合わない言葉は『情じよう熱ねつ』であろう。


「で──どれくらいで修理できる？」


　レイオットは手の甲こうで自分のモールドを軽く叩たたきながら尋たずねる。


「そうだな。完全修理まで実働一週間てとこか」


　ジャックは右手に持ったレンチで頰ほおを搔かきながら言った。


「あっちこっちに歪みが出てるからな。きちっと調べてみないと正確な日数は出ないな」


「費用は？」


「おおよそ三万ドルクってとこか」


　あっさりとジャックは言うが、三万ドルクという数字は、決して些さ少しような額がくではない。贅ぜい沢たくさえしなければ一家族──夫婦二人と子供が一人──がトリスタン市で一年間暮くらしてゆけるだけの金額である。


「分かった。用意しとく──一週間後だな」


　だがレイオットも顔色一つ変えずに頷うなずいた。


　三万ドルクという額は、モールドの修理費用としてはむしろ安い方だ。元々特とく殊しゆ合ごう金きんや賢けん者じや石いしといった高こう価かな素そ材ざいで構こう成せいされている上に、モールド・エンジニアの工こう賃ちんがまた異い常じように高い。このため、モールドを一度修理に出せば、それだけで最低でも車一台分程てい度どの金額は覚かく悟ごせねばならないのが常つねだ。


　無む論ろんジャックは無む資し格かくなので正せい規きの値ね段だんを要求できる立場ではないのだが……資格云うん々ぬんに関してはレイオットも他人をどうこう言える筋すじ合あいではないし、彼と同じだけの腕を持った正規のモールド・エンジニアを探さがすのは至し難なんの業わざだ。まして彼等に無資格魔法士ソーサリストのモールドを修理調整させるという無理を通すなら、倍額の工賃でも足りまい。


　そういう訳で──ジャックはジャックで新しい機械などを開発してはレイオットを実験台にしている事もあり、二人の関係は持ちつ持たれつ、といった状態を維い持じしている。少なくとも金きん銭せん面めんでの問題は、まだ彼等の間に発生した事はない。


「いや。今ちょっとかかりきりの機械があってな。悪いがそれが一ひと区く切ぎりついてからになるぞ。まあ、来週からだな」


「いつでも何かにかかりきりだろうが、おまえは」


　そう言ってレイオットはジャックの工房の中を見回した。


　いや──工房と一言で断だん言げんしてしまうのは語ご弊へいがあるかもしれない。確かに作業用の各種機材と部品の山にその面積の殆ほとんどを占しめられてはいるが、壁かべ際ぎわには手て製せいの調理台とベッド、そしてキャンプ用の簡かん易いシャワーまで設せつ置ちされていた。表に出れば『ジャック・ローランド／ＪＲ総合機械研究所』という表ひよう札さつも出ている。


　ここはジャックの家でもあるのだ。


　元々、レイオット達の居るこの建物は、ローランド工房が移い転てん前に使用していた大型倉庫を、そのままジャックが譲ゆずり受けたものである。


　既すでにこの建物のある街区は、都市復ふつ興こう計画法に基もとづく第二次再さい開かい発はつ計画の対象地ち域いきになっていて、ほとんど廃はい墟きよの様よう相そうを呈ていしているのだが……ジャックはここが気に入っているらしく、動こうとしない。


　かなり大きな建物だ。しかし、その中に在ある部へ屋やは一つのみ。仕し切きり壁かべの一枚まいもなく、丸ごとぶち抜きの空くう間かんには、三基きのクレーンと張り出し通路キヤツトウオークが設もうけられ、かなりの大型機械も扱あつかえるようになっている。一方の壁際には部品取り用のスクラップが山のように積まれ、別の壁にはクレーンその他の作業用機材に動力を供きよう給きゆうするためのパイプが血管のように張はり巡めぐらされていた。


　今現在、レイオットの〈スフォルテンド〉以外にも、車やらタイプライターやら振ふり子時計やらライフルやら用よう途と不ふ明めいの謎なぞの機械やら──そういった諸もろ々もろのものがあちこちに置かれていた。この様を見る限り、幅はば広ひろく様々な品を扱うというより、単に節せつ操そうがないと評した方が正しかろう。


「おまえが暇ひまを持て余あましてるところなんぞ、みた事ないぞ？」


　手近なところに転がっていた部品を摘つまみ上げてレイオットが言う。


「まあ、そうなんだけどな」


　ジャックは苦く笑しようを浮うかべてレイオットの側を通り過ぎると、並んでいる機械の一つに歩み寄り、そして右みぎ掌てのひらで叩たたいて見せた。


「こいつはあんたの役に立つかもしれないんだぜ、レイ？」


「同じ事言って俺にタンパックスタンポン売りつけようとした訪問販売員がいたぞ」


　言いながらレイオットもその機械に歩み寄よる。


　興きよう味み半分、付き合い半分である。ジャックがこういう物言いをする時は、『会かい心しんの傑けつ作さくを自じ慢まんしたい』という徴サインなのだと、レイオットは知っていた。


「カペちゃんに買ってやりゃ良かったのに」


「で、渡わたすのか？　プレゼントよろしく、可愛かわいい包ほう装そう紙しとリボンに包んで？『君の役に立つかもしれない』って？　──勘かん弁べんしてくれ」


　言いながらレイオットは、工房の入り口を振り返った。


　そこにはジャックが言うところの『カペちゃん』──レイオットの同どう居きよ人にんカペルテータ・フェルナンデスが黙もく然ぜんと立っていた。


　実のところ、彼女はレイオットと一いつ緒しよにこの工房へやって来た時から、ずっとそこに居るのだが──まるで人形のようにそこに立ったまま、微び動どうだにしていない。放ほうっておけば世界の終わりまで銅どう像ぞうのようにそこに突つっ立っているかのような印いん象しようがあった。


　無論、拗すねているのでもなければ緊きん張ちようしているのでもない。まるでそれが当然であるかのように、そこに立っている。


　やはり色々な意味で奇き妙みような少女だ。


　ちなみに路ろ地じ裏うらで切られた衣い装しようは、応急処しよ置ちとして四個のクリップで留とめてある。


「──何か？」


　視し線せんの意味を問うように、カペルテータがいつもの緩ゆるい無む表ひよう情じようを浮うかべたまま、声をかけてきた。暖あたたかくもなく冷たくもなく──大きくもないのに、何な故ぜかカペルテータの声はよく通る。


「いや、別に」


　レイオットは肩かたを竦すくめて言った。どうやらジャックとの会話は、彼女の処ところまで届とどいていなかったらしい。たとえ下げ品ひん極きわまりない猥わい談だんを耳にしたところで、この少女は顔色一つ変えないだろうが。


「で──このガラクタが何だって？」


　レイオットはしげしげとその機械を眺ながめながら言った。


　それは──大まかに言ってしまえば、赤あかん坊ぼうの歩行補ほ助じよ器きを大きく、そして厳いかつくしたような印象の代しろ物ものであった。


　蹄てい鉄てつ状じようのメイン・フレームに幾いくつもの固定用金具が取り付けられており、その下にはエンジンらしき機き構こう部分と、そして鉄製の車輪が六基配置されている。蹄鉄状のフレーム下部からは、車輪を保ほ持じする懸架サスペンシヨンフレームが前後に伸のびていて──真横から見れば前足を伸ばして地面に伏ふせる犬を連想させるような形になっていた。恐おそらくは走行時の安定性を考こう慮りよしての事だろう。


　そう。これは動くものだ。走行するものだ。


　左右に一本ずつ、蹄鉄状のフレームの上に操作桿ステイツクらしきものが設もうけられ、車輪の間にも足を──爪先と踵かかとを固定すると思しきペダル状のものが左右に並んで二枚設けられている。ペダルはどうやら踏ふみ込こむだけでなく、左右三輪ずつの車輪にも連れん動どうしているようで、かなり自由度が高い構こう造ぞうに見えた。


　しかし──それにしても一体、これは何に使うものなのか。


　この機械には何より重要なものが一つ欠かけている。それがこの機械を正しよう体たい不ふ明めいにしているのである。


　座ざ席せきが、ないのだ。しかも付け忘わすれたという感じでもない。ペダルや操作桿の位置からして、フレームの中央部分に操そう縦じゆう者しやが収まるのであろう事は容よう易いに想そう像ぞうがつくが──


「…………」


　困こん惑わくの表情を見せるレイオットに、ジャックは得意そうに頷うなずいて説明を始めた。


「〈ホイール・マニア〉。排はい気き量りよう二百の発動機エンジンを二基積んでる。ＮＯＳも三回分──」


「いや──性せい能のう諸元スペツクはどうでもいいんだが」


　レイオットはジャックの言葉を遮さえぎった。


「要するに、こいつは何なんだ？」


「アタッチメント」


　ジャックの答えはひどく簡かん潔けつだった。


　台詞せりふを遮られて怒おこっているのではない。謎々クイズのヒントを小出しにする子こ供どものような表情で、彼はレイオットを眺ながめている。仕方なく、レイオットは数秒眉み間けんに皺しわを寄せて考え──そして顔をしかめて言った。


「俺の役に立つ──って、まさか」


「そうとも」


　ジャックは、明るく屈くつ託たくのない笑えみを見せて頷いた。


「こいつはモールドの追加部品アタツチメントさ」
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　眼の下にうっすらと隈くまができている。


「う……最低」


　洗面台の小さな鏡に映うつる自分の顔を眺ながめつつ、ネリン・シモンズ二級監かん督とく官かんはそんな感想を漏もらした。


　長い栗くり色いろの髪かみ。やや下がり気ぎ味みの碧へき眼がんとそれを覆おおう眼鏡めがね。どこか子供っぽい丸みを残した頰ほお。薄うすく紅べにののった小さな唇くちびる。これらの構こう成せい要よう素そを『童顔』を主題テーマとして配置すると彼女の顔は出来上がる。


　よく言えば可愛かわいらしい──悪く言えば色いろ艶つやに乏とぼしく気の弱そうな──そんな印いん象しようの顔立ちである。無む論ろん、彼女と少しでも付き合いのある人間は、その第一印象がいかに当てにならないかよく知っているのだが。


「ああもう……髪の手入れもしなきゃ……でも時間ないし……ううう」


　ぶつぶつと呟つぶやきながら、髪にブラシを入れる。


「それもこれも……あの男が悪いのよ……」


　ネリンはここ三日ほど、勤きん務む先さき──労務省魔ま法ほう管理局トリスタン支し局きよくに詰めっぱなしで下宿先のアパートに帰っていない。それというのも二週間ほど前の事件で、二人の戦術魔法士と、一人の産業魔法士が魔族化し、郊こう外がいにある大だい規き模ぼな化学工場が半はん壊かいするという事件があったからだ。


　死者六十八名。負ふ傷しよう者しや四十三名。行方ゆくえ不ふ明めい者しや三名。被ひ害がい総そう額がく及び遺い族ぞくへの保ほ証しよう金きん、見舞金の算さん出しゆつはまだ終わっていないという。事件の事じ後ご処しよ理りを警察との二に人にん三さん脚きやくで行うのも大変な作業なのだが──これに加えて、今回の事件ではアシュケナージ一級監督官が死し亡ぼうし、彼の担たん当とうしていた魔法士の振り分けと、各種の引ひき継つぎ作業で、魔法管理局トリスタン支局の者達は忙ぼう殺さつされていた。


　いや。それだけならばまだいい。それだけであったなら、連日の残業は免まぬがれないとしても、バスの最終便で家には帰れていたろう。職員の殆ほとんどはそうしている。


　ネリンが家に帰れない最大の理由は……今回の事件が無資格の戦術魔法士レイオット・スタインバーグの手によって鎮ちん静せい化かされているという事だった。


　嗚あ々あ──レイオット・スタインバーグ！


　その名に呪のろい在あれ！　本来は非ひ合ごう法ほうであるところの彼の行動を、何とかして書類上誤ご魔ま化かすために、ネリンの仕事は他の監督官に比くらべても二割増ましになっている。非ひ公こう式しきながら、レイオットの担当監督官は彼女という事になっているからだ。


　堅かた物ぶつのネリンとしては非常に不ふ愉ゆ快かいな仕事なのだが……厳げん正せいなる魔法の管理者を自じ認にんする魔法管理局が、無資格の彼に出動を要よう請せいしたという記録を残す訳にはいかない──支局長直じき々じきにそう言われれば、そこは勤つとめ人の宿しゆく命めい、頷うなずかざるを得ない。


　しかも、それだけ忙いそがしいのならレイオットなど放ほうっておけばいいものを、三日に一度は彼の家に出向いているため、余よ計けいに時間がなくなるのだ。もっとも『レイオット・スタインバーグ真人間化計画』──資格申しん請せい書類一式を持って彼の後ろを付いて歩き、ひたすら小言を言い続ける作業を、ネリンは密ひそかにそう呼んでいる──は、ネリンが半なかば自じ主しゆ的てきに始めた事なので、若じやつ干かん、逆さか恨うらみの感がないでもないが。


「元々が人数足りないのよね……」


　ここ一年ほどの間に、魔族関連の事件、違法魔法士関連の事件が増ふえている。ネリンに限かぎらず、どの監督官も日増しに増え続ける仕事を前に、疲ひ労ろうの色を隠かくせないでいた。数時間前にもケースＳＡ発生の報ほうを受けて、監督官の一人が飛び出していったばかりである。その一件に関しては、どうやら早々に解決されたようだったが──


「でも今日こそは帰るわよ。帰って──」


　実を言えば、何とか先ほど全すべての仕事に一いち段だん落らくがついた。


　部へ屋やの掃そう除じ、洗せん濯たく、きちんとした食事、買い逃のがしていた雑ざつ誌しや本の購こう読どく、そういえば新しい靴くつも買いたいし、妹への手紙も書きかけで止まっているし──などと、するべき事やりたい事がネリンの頭の中で幾いくつも明めい滅めつしたが、結果的に一番単たん純じゆんなものが最上位を勝ち取った。


「……とりあえず、寝ねよ」


　そう呟いてネリンは溜ため息いきをついた。


　何とか髪型だけは整えて──色いろ白じろのネリンの場合、化け粧しようで隈くまを誤ご魔ま化かすのは意外に大変なのだ──彼女は洗面所を出た。


　廊ろう下かを歩いて監督官達の集まる執しつ務む室しつへ向かう。


　ちなみに監督官はそれぞれ執務用の個こ室しつを与あたえられているが、仕事が詰つまると皆みな、大部屋に集まってくる。一人で残ざん業ぎようを続けていると虚むなしくなる上に、寝てしまいそうになるからだ。


「おはよーございますー」


　廊下をすれ違ちがいながら、ネリンは他の監督官や職員に挨あい拶さつする。誰だれもが、連れん日じつの仕事で疲つかれきっているのか、声や表ひよう情じように力がない。あくびをかみ殺しながらネリンは大部屋の扉とびらに手を掛かけた。


　その時──


「丁ちよう度ど良かった。今呼よびに行こうと思っていたところだよ。シモンズ君」


　声に振ふり返かえると──そこには彼女の直接の上司であるところのトリスタン支局長カート・ラベルが立っていた。


（化ばけ物もの……）


　いつも通りの上司の姿すがたに、ネリンは脳のう裏りでそう呟く。他の職しよく員いんと同じかそれ以上に働いている筈はずなのだが、カートの姿に疲ひ労ろうの兆ちよう候こうは見えない。


　銀髪は一本も乱みだれず七三分け。太ふと縁ぶち眼鏡めがねのレンズには曇くもり一つなく、糊のりが効きいているどころか、鉄板でも入っているのではないかと疑うたがいたくなるほど、シャツの襟えりはぴしりと直線を維い持じしている。『役人』を絵に書いてそのまま立体化したような姿は、今日も健けん在ざいだった。


　それはともかく──


「あ、はい──」


　反はん射しや的てきに頷うなずいてから、彼女はようやくカートの隣となりに立っている一人の男性に気付いた。


　三十歳さい前後の──恐おそらくは生きつ粋すいの警官か軍人だろう。立ち方に緩ゆるみがない。人生の半分以上の期間、毎日毎日『気をつけ』『休め』を繰くり返かえしている者の立ち方だ。背せ筋すじが真まっ直すぐ伸のびている姿し勢せいそのものには、好感が持てるが……軍人が『職業』ではなく『性』にまでなっている人間は、ただ立っているだけで妙みような緊きん張ちよう感かんを辺あたりに放散する事にもなる。


　カートが『絵に書いたような役人の典型』であるならば、こちらは『絵に書いたような軍人の典型』と言えるだろう。それも士官学校出のエリートといった雰ふん囲い気きだ。


「あなたがシモンズ監督官ですか」


　男は一歩前に出て右手を差し出す。


「よろしく、私は帝てい都と警けい察さつのマックス・キント警けい視しです」


「あ──こちらこそ、よろしく」


　一いつ瞬しゆん、間の抜ぬけた声を漏もらしてから、慌あわててネリンはマックスの手を握にぎる。


　改めて間近で見ると、なかなかの美男である。若じやつ干かん堅かたそうには見えるが、整ととのった顔立ちには生き真ま面じ目めさ以外の味もある。ややくすんだ色の金髪にはよく櫛くしが入っており、かといってカートのように杓しやく子し定じよう規ぎな分け方でもない。


　体たい格かくは大おお柄がらではあるのだが、均きん整せいが取れていて無意味な無ぶ骨こつさや筋きん肉にく質しつという印いん象しようはない。着ているスーツは仕立てが丁てい寧ねいな一級品、しかも襟元からは微かすかに男性用香水の香りが漂ただよってくる。見た目の派は手でさはないが……実は相当な洒落しやれ者ものなのだろう。


　何となく同じ警察官という事で、ネリンは知り合いのブライアン・メノ・モデラート警部を思い出すが──独どく身しん生活者の悪い見本のような彼とは、全く対たい照しよう的てきな男だった。


　ただ……何かがネリンの感覚に障さわる。


　何が？　と問われても明めい確かくには答えられないのだが──強しいて言うのならばこの男には隙すきがない。立ち方からその口く調ちよう、差し出す手の角度、表情、その他諸もろ々もろ──ありとあらゆる印象に緩ゆるみがない。なさすぎる。こうして社しや交こう辞じ令れいを交わしていながら、抜ぬき身の刃は物ものを突き付けられているかのような緊張感をネリンは覚えるのだ。


「お疲つかれのご様よう子すですな」


　そんなネリンの内心を知ってか知らずにか、マックスがわずかに苦く笑しようを浮うかべて言った。


「あ、いえ、それほどでも……ないような、あるような」


　無む論ろん、疲れてはいるのだが、曖あい昧まいに答えてネリンは笑って見せた。


　正直、この人物が何を目的にして自分の前に立っているのかわからない。迂う闊かつな返事をしようものなら、折せつ角かく終わった仕事がまた増えるような気がしたのだ。


　そして案あんの定じよう──


「実は君に頼みたい事があってね」


　カートがマックスの肩越しに声を掛けてくる。


「何でしょう？　私にできる事であれば良いのですが」


「君が適てき任にんだ」


　そう言ってカートは廊ろう下かの奥おくを指し示しめす。そこには、滅めつ多たに彼も使わない支し局きよく長ちよう室しつの扉とびらがあった。


「こんなところで立ち話でもなかろう。キント警視、シモンズ君、続きは向こうで」


　そう言うと、カートは歩き出す。


（私が適任？）


　反射的にレイオットの顔が脳のう裏りに浮かぶ。


　他の監督官ではなくて、わざわざ経けい験けんも年ねん齢れいも一番下のネリンを呼よび出したという事は──恐らく彼絡がらみの話だろう。今のところ、ネリンに唯ゆい一いつ無む二にの特性を求めるとするならば、それはあの無資格戦術魔法士の担当者であるという一点だけだ。


　そうなると──どうせまたややこしくて面めん倒どうで、鬱うつ陶とうしい話に決まっている。


（ああ──さようなら、暖あたたかいベッド）


　胸むねの内でそう嘆なげくと、ネリンはカートの背せ中なかを追って歩き出した。
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　濃のう密みつな鋼はがねと油の臭においが室内に立ち込こめている。


　稼か動どうする幾いくつもの工作機械が、鋼と油の微び粒りゆう子しを作動音に乗せて放ほう散さんしているのだ。別に珍めずらしくはない。どこの機械工場の内部でも似にたようなものである。ただ造つくる品物がそれぞれ違ちがうだけの事だ。


「──なるほど、見み事ごとなものだね」


　口元にハンカチを当てながら、ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくは言った。


　この鉄てつ粉ぷんと機械油にまみれた場所の只ただ中なかに在あって……枯かれ葉は色いろのスーツを着こなした彼とその周囲だけは、まるで別種の空気が漂ただよっているかの様である。


　優ゆう雅がで端たん麗れい。繊せん細さいで上品。彼の容よう姿しと物もの腰ごしにはそんな評ひよう価かが相応ふさわしい。


　だがそれだけではない。そういった要よう素そは総じて脆もろくはかない。受じゆ動どう的てきでむしろ容易たやすく周囲に侵しん食しよくされる。それを護まもるにはもう一つ必要なものがある。


　汚お濁だくの中に在ってもそれに染そまらず拒こばみきる潔けつ癖ぺきさ。環かん境きように染まるのではなく環境を染めようとする超ちよう然ぜんとした傲ごう岸がんさ。彼の中には、そういった──非ひ常じように貴き族ぞく的な何かが秘ひめられている。それをして偏へん執しつ的、病的と評する者も少なくなかろうが。


「ほうほう。これはこれは」


　そう言いながらロミリオは各種工作機械の間を覗のぞいて回る。それぞれの機械について作業中の者達が、手を動かしながらも、怪け訝げんそうにそんな彼の姿を盗ぬすみ見ていた。


　──この男は何者だ？


　そんな疑ぎ念ねんを込めた視し線せんが集中する。だがロミリオはそうした視線を平へい然ぜんと跳はね飛ばし、まるで無人の工場を闊かつ歩ぽするが如ごとく歩き回っている。あまりに堂々とした──そこに居て当然といわんばかりの態度に、作業員達の疑問と困こん惑わくが食い込む余よ地ちはなかった。


「素す晴ばらしい。全く素晴らしい」


　ロミリオは賞しよう賛さんの言葉を呟つぶやいている。妙みように芝居がかった口く調ちようではあるが、誰だれかに聞かせようという訳でもないらしい。これが地なのだろう。


　作業員達も無む言ごんの追つい及きゆうを諦あきらめたらしく、再ふたたび自分の作業に没ぼつ頭とうし始めた。


　だが──


「──おや」


　ふと立ち止まり、振ふり返るロミリオ。


　彼の鼻先には……一丁の拳けん銃じゆうが突きつけられていた。


　かなり大型で、引き金の前に配された弾だん倉そうと長く突き出た銃身が独どく特とくの形けい状じようを見せている。分類的には自動拳銃の範はん疇ちゆうに含ふくまれる筈はずだが、銃床ストツクを付ければライフルや短機関銃にも見えるだろう。実際──その側そく面めんには通常射しや撃げきと全自動射撃を選せん択たくするスイッチが設もうけられており、後者を選せん択たくして引ひき金がねを引けば、秒間十三発の銃弾がロミリオの顔がん面めんに叩たたき込こまれる事になる。


　マーセルＭ７２Ｒ──軍の要よう請せいを受けて特とく殊しゆ部隊用に開発された機関拳銃マシンピストルだ。使用する三〇カービン弾は大だい口こう径けいでこそないが、防ぼう弾だん服ふくをも易やす々やすと突とつ破ぱする貫かん通つう力りよくを秘めている。普ふ通つうの人間に手に入る品ではないし、必要となるような品でもない。これは設計思想として見れば武ぶ器きではない。純じゆん然ぜんたる戦術兵器だ。


　だが、それを知ってか、知らずにか……ロミリオは特に恐れ慄おののく様子も見せず、自分を睨にらむ銃口を眺ながめている。


　銃口と……その向こうに立って機関拳銃を保持している隻せき眼がんの男を。


「これはまた随ずい分ぶんと──硬こう派はな挨あい拶さつだね」


　やや下がり気ぎ味みだった銀ぎん縁ぶち眼鏡めがねを指先で押おし上げ、ロミリオは笑った。


　だが対する隻眼の男は無言。


　長身瘦そう軀くの──陰いん気きな風ふ情ぜいを漂ただよわせている男である。まだ顔立ちからすれば、三十歳前に見えるが、その長く伸のばした髪は老人のように白い。右目は蒼あおく、左目は──左目のあるべき場所は、黒い眼がん帯たいが覆おおっていた。


　黒い革かわコートを着き込こんだその姿は、死神そのものだ。ただそこに立っているだけで、室内の温度を下げてしまうかのような──そんな奇妙な凄すご味みをこの男は備そなえていた。


「……どこから入ったんだい？」


　そう問うたのは隻眼の男ではない。


　彼の背はい後ごから出てきた、一人の女性だ。


　見るからにきつい眼つきのせいか……赤しやく銅どう色いろの波打つ髪が、燃もえ広がる焰ほのおのようにも見える。年齢は三十前後。美人ではあるのだが、異性にとって魅み力りよく的てきかどうかは判断が分かれるところであろう。その容よう貌ぼうは癖くせが強すぎるのだ。女としての色いろ艶つやよりも、ぎらぎらした野や獣じゆうのような印いん象しようの方が目立つ。


「おお、ミス・ジェシカ・ラグ・スタッカルト。お久しぶりです」


　ロミリオはそう言って微笑ほほえむ。


　魅み惑わくに満ちた笑え顔がおだ。世せ間けん知らずの乙おと女めならば、それだけで思わず彼の胸むな元もとに駆かけ込こんでしまうかもしれない。


　だが、生あい憎にくと眼の前の女性──ジェシカには通用しなかったらしい。彼女は鋭するどい眼でロミリオを見み据すえつつ、突き放すような口く調ちようで言った。


「私はどこから入ったのか、と尋たずねているんだよ、プロフェット男だん爵しやく。あんたには確かに〈シェル〉を設計する上で色々と世せ話わになったけどね、別に仲間って訳でもないんだ。勝手気ままにうちの工場を歩き回られたら、困こまる」


　そう言いながらジェシカはロミリオの横へと歩いて回り込む。


　その一方、隻せき眼がんの男はマーセル機関拳銃を構かまえたまま、微び動どうだにしない。銃口もロミリオの顔に向いたまま、固こ定ていされたかのように動かない。


「大好きなプリンを食べるための舌したを、顔ごと穴あなだらけにされたくなかったら、以後こういう真ま似ねは慎つつしんでもらいたいね」


「おお──失礼はお詫わびいたします、ミス・スタッカルト。どうか御ご容よう赦しやを」
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　ロミリオはそう言って、視し線せんを隻せき眼がんの男に向けた。


「ところで、よろしければ、こちらの方を紹しよう介かいしていただきたいのですが？　私の記き憶おくが確たしかなら、初対面であったかと」


「……ああ」


　ロミリオの言げん動どうには慣なれているのか、ジェシカはそれ以上先の話題に拘こう泥でいせず、頷うなずいた。


「アルフレッド・スタインウェイ。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストさ」


「おお、あの──コンコーネ兄妹やレイオット・スタインバーグに並ぶといわれている凄すご腕うでですか。噂うわさは聞き及およんでおりますよ」


　一いつ瞬しゆん──レイオットの名前が出た瞬間。


　表情は動かず視線さえ動かなかったが──ロミリオに向けられたままのマーセル機関拳銃が、髪の毛一ひと筋すじ分ほどの揺ゆれを示した。それにロミリオやジェシカが気付いたかどうかは分からない。


「あんたほどじゃなかろうさ──〈影法師シルエツト〉」


「いやいや。どうも過か分ぶんな通り名が一人歩きしているようですな。私は単に恥かしがり屋シヤイなのですよ」


　皮ひ肉にくげな表情で言うジェシカに臆おく面めんもなくそう返して、ロミリオは肩かたを竦すくめる。


「よろしく、スタインウェイ君。私はロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやくだ」


　気さくな口く調ちようでそうロミリオが声をかけるが、やはりアルフレッドは無む言ごん。苦く笑しようする伊だ達て男おとこに、ジェシカが言葉を続けた。


「ドースンの奴やつよりも腕うでが立ちそうだったんでね、雇やとった──もういい、降おろしな」


　ジェシカの言葉に従したがい、アルフレッドは機関拳銃を持つ手を降ろした。


「ほう。彼もなかなかの実力を持っているとは思ったのですが。解かい雇こされたのですか？」


「死んだよ」


　まるで天気や物価の話でもするかのように悲ひ壮そう感かんのない口調で、ジェシカが答えた。


「腕うで試だめしに、このアルフレッドと戦やらせた。十秒ももたなかったけどね。お陰かげで退たい職しよく金きんを払はらわずに済すんださ」


「世せ知ち辛がらいご時じ世せいですな」


　言葉とは裏うら腹はらに、満足そうに頷くロミリオ。


　それから彼はふと思いついた様子で工場の内部を見回した。


「しかし──こうも堂どう々どうと昼間から作業をしていては、いつか踏ふみ込こまれますまいか？　いくら腕利ききを雇やとったとは言っても、やはり一人の魔法士では、警察の物量には敵かなわない」


「珍めすらしいじゃないか。あんたが他人の心配かい？」


「美しい貴き婦ふ人じんの心配をするのは、私の天性ですので」


「ギャングに貴婦人もくそもあるかい」


　ジェシカは唾つばを吐はくような表ひよう情じようで言った。


「ご謙けん遜そんを」


「黙だまりな。まあ──警察の方は大だい丈じよう夫ぶだ。わざわざこんな廃はい墟きよ寸前の街がい区くを調べに来るほど、連中も暇ひまじゃなかろうさ。ましてや素人しろうとじゃ〈シェル〉の部品も車の部品も見分けなんてつかないよ」


　そう言ってジェシカは薄うす笑わらいを浮うかべた。


　実際、そこには各種工作機械が幾いくつも並ならべられているが、門もん外がい漢かんにはそれらの機械が生産する一つ一つの部品を見ても何の一部なのか判はん断だんはつかないだろう。車の部品なのか銃の部品なのかそれとも──


「実を言えば、上の方とも話はついてる」


「それはそれは」


　にこやかにそう言うと、ロミリオは背はい後ごを振ふり返った。


　据そなえ付けられた機械と機械の間──その間かん隙げきの向こうに見えるのは、壁かべ際ぎわに積み上げられた木箱である。女子こ供どもなら中に詰つめ込こめそうな大きさだ。製せい品ひん表ひよう示じはなく、ただ乱らん雑ざつに識しき別べつ用ようの番号と記号が書き殴なぐってある。


「ところで──今、幾いくつあるので？」


「五十。来月までにあと三十。まだまだ量産試作段階ってとこさ。第一ロットは餓が鬼き共どもに流して、様子を見てるけどね。最終的には月産百にまで持っていくつもりだよ」


　澄すました様子でジェシカが答える。


　その数字がどういう意味を持つのか──ロミリオの表情にひどく愉たのしげな色が混じる。


「おやおや。世界を滅ぼすおつもりですか？」


「……そうだね」


　ふと──ジェシカの表情に笑みが混じる。


　今までの姐あね御ご然ぜんとした言げん動どうに比べれば、それはひどく純じゆん粋すいで無む邪じや気きとも言える様な表情であった。まるで粗そ暴ぼうな物言いは自分の中の素す顔がおを覆おおい隠かくす仮面であるかのように。貴族の名にはこちらの貌かおの方が相応ふさわしかろう。


　だが……


　仮面の下の素顔が美しいとは限らない。


「そいつはきっと──そうできたなら……きっと愉たのしいだろうね」


　ジェシカは穏おだやかな微び笑しようを浮かべながら言った。





　　　　●　　●　　●





　打ち合わせの後は昼食になった。


　作業用の机つくえを一つ、無む理り矢や理りあけて──上にあった部品の山をぎりぎりまで端はしに追いやって──ジャックが作った場所に、カペルテータが白い布を敷しき、サンドイッチとティーカップを並べてゆく。サンドイッチは途と中ちゆうの露ろ店てんで購こう入にゆうしたものだが、茶器一式と布はカペルテータがバスケットに詰めて、スタインバーグ邸ていから持ってきたものだ。


　スタインバーグ邸からジャックの工こう房ぼう兼けん自じ宅たくまでおおよそ車で一時間半。


　出で不ぶ精しようのレイオットとしては、帰りに街で雑誌や文庫本、生活必ひつ需じゆ品ひんなどを山ほど買い込んで帰るべく、時間を逆ぎやく算さんして昼前にモールドを持ち込む事が多い。モールドを着装用フイツクスフレームごと預あずけて帰るので、モールド・キャリアの後部貨物室が丸ごと空いて、まとめ買いに便利なのだ。


　だがこの『ジャック・ローランド総そう合ごう機き器き研究所』は半なかば廃はい街がいと化した再さい開かい発はつ対象区画にあり、周囲には食堂はおろか食料品店の類たぐいも見当たらない。さすがのレイオットもガスバーナーと実験用水すい槽そうを改かい造ぞうして作られた手製の調理台で、材料を持参してまで料理を作る気にはなれず……こうして途と中ちゆうのリゴレット通りで購入した昼食を持ち込むのが通つう例れいになっている。


　別にジャックの分まで用意してくる必要はないのだが……前に一度『普ふ段だんは何を食べてるんだ？』と尋たずねてから、レイオットは彼の分まで持参するようになった。尋ねられた際に、ジャックは黙だまって倉庫脇わきの空き地を指差し──種類も大きさも様々な空の缶かん詰づめが山のように積まれている光景を、しばし呆ぼう然ぜんと眺ながめていた記憶がレイオットにはある。


　それはともかく──


　ティーカップを並べ終えたカペルテータが、薬缶ケトルからポットに湯を注そそぐ。白い湯ゆ気げが優ゆう雅がに漂ただよい、工房独特の油と鋼はがねの臭においを押おしのけて、茶の芳ほう香こうが広がった。


　自ら注ごうと、ポットにすぐさま手を伸のばすレイオット。


　その手の甲こうへ無む造ぞう作さに、湯気を吐はき続ける薬缶が降ろされたのは、次の瞬しゆん間かんであった。


「ぬぐわっ!?」


　いきなりの仕し打うちに、吼ほえるような悲鳴を上げて、レイオットが手を引っ込める。


　カペルテータは何事もなかったかのように薬缶を置くと、バスケットの中から取り出した布ぬの製せいの帽ぼう子しのようなものを、ティーポットに被かぶせた。


「まだ蒸むらしてません」


「うんうん。カペちゃんは分かってるよなあ」


　ジャックが嬉うれしそうに頷うなずく。


「茶の中には、一定時間こうして蒸らしてやらないと、一番いい香りを引き出せない種類があるんだよ。しかし今日はまた気き合あい入ってるな、カペちゃん」


　この青年は隣りん家かの主婦エレナ・シェリングと共に、ＣＳＡであるカペルと普通に接する事のできる数少ない例外だ。彼に言わせると『普通人とＣＳＡなんて、乗用車とトラック程ほどにも違わない』そうだ。


　形が大きく違っても、どちらも車。姿が違っても、どちらも同じ人間。その事に違いはない──と。それを聞いた時、レイオットはこの男らしい理り屈くつだと苦く笑しようしたものである。


　極きよく端たんだがそれだけに単たん純じゆんな理屈だ。


　しかし心からそう言い切れる人間は少ない。非ひ常じように少ない。


「先日シェリングさんから、ダルセーニア産の葉をいただいたので」


　言いながらカペルテータは薬缶からカップに白湯を注そそぐ。言うまでもなく茶を入れる前にカップそのものを温あたためておく為ためである。


「おお、ダルセーニア産。通だねえ」


「一般にはダカルポ産の方が人にん気きがあるようですが」
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「癖くせがないからな。あ──俺おれは砂糖抜きストレイトで」


「分かりました」


「……おまえら……」


　唸うなるような声で言いつつ、赤く腫はれた自分の手を眺ながめるレイオット。だがジャックは全く意いに介かいしていない様子でカペルテータに微笑ほほえんだ。


「こだわりが人生を豊かにするのさ。なあ？」


　これは今に始まった事ではないが──栄養価さえ一定水すい準じゆんを満たしていれば、食べ物の味にはろくにこだわらない癖くせに、ジャックは香茶の風ふう味みにはやたらとうるさい。


　要するに、彼は徹てつ底ていして趣しゆ味み人じんという事なのかもしれない。食事は栄養補ほ給きゆうとしての側そく面めんが大きいが、喫きつ茶さは純じゆん粋すいに嗜し好こう行こう為いだからだ。


「こだわりが争いを生んだりもするけどな」


「レイは人生にこだわりがなさ過ぎるんだよ」


「おまえのはこだわりじゃなくて偏かたよりだろう」


　そう言ってレイオットはサンドイッチに手を伸のばした。


　こだわり。


　そういえば、その概がい念ねんが今ひとつレイオットにはよく分からない。


　例えば料理は読書と並んでレイオットのよく行う趣味ではあるのだが──それにしても、その行為に何か譲ゆずれないようなこだわりがある訳わけではない。凝こった料理を作ったりもするが、それは単純に暇ひまつぶしとして有ゆう効こうだからだ。だから面めん倒どう臭くさいと思えばジャンク・フードを買ってきて食事を済すませてしまう。


　こだわり。執しゆう着ちやく。


　言われてみれば確たしかにレイオットにはそういうものがない。彼にとっては、身の回りの全すべてが代だい替たいや切り捨ても可か能のうなものばかりだ。料理もするなと言われればしないだろうし、自分で作る事に何らかの意味や必要性を見み出いだしている訳でもない。彼の料理や読書に対する姿し勢せいは単たん純じゆんで合理的なものだ。それ以上でもそれ以下でもない。


　だが……


「こだわり……ねえ」


　全て承しよう知ちの上で、敢あえて繰くり返かえす無む駄だや無意味を、そう呼よぶとするなら──


「……ふむ」


　ふと背はい後ごを振り返るレイオット。


　彼の乾かわいた視線が向かう先には──着装用フイツクスフレームに収おさめられた愛用のモールド〈スフォルテンド〉が在ある。黒く物言わぬ鋼はがねの鎧よろい。人型の虚うつろを内に封ふうじた殻から。


　十五年も前に造つくられた旧型の──無む論ろん、当時は最新型だった訳だが──モールドをわざわざ使い続けているのは、こだわりといえるかもしれない。ただしそれは人生を豊かにしてくれる様子は、あまりなかったが。


「そういえば──レイ、知ってるか？　安物のモールドの話」


　レイオットの内心を知ってか知らずにか──サンドイッチを齧かじりつつジャックが声をかけてくる。


「──安物の、モールド？」


　レイオットは視線をジャックに戻もどして訊きき返かえす。


「ああ。そういうのが出回っているらしいぞ。婆ばあさんとこの若わかいのが言ってた」


「安物のモールド……」


　繰くり返かえして呟つぶやき──レイオットは眉まゆをひそめた。


　モールドは高級品だ。新人の魔法士ソーサリストなどはほぼ例外なく借金をして自分のモールドを発注する。無論、モールドの種類や手がけるエンジニアによって、その値ね段だんに幅はばはあるのだが、平へい均きんでおおよそ三十万ドルク。戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストの使うタクティカル・モールドの場合は更に高く、最低でも四五万ドルクからだ。都会でも家が一軒けん建つ金額である。これに着装用フレームや、モールド・キャリア、スタッフとそれに装そう備びする呪文書式板スペル・タグ、消しよう耗もう品ひんである封呪素筒カートリツジ……諸々の品の代金も含ふくめれば、どう安く見積もっても初期費用として八十万ドルクは下らない。


　無論、大たい抵ていの魔法士ならば、数年で返へん済さいできる金きん額がくではあるのだが。


「勿もち論ろん、正せい規きの許きよ可かを受けた業者が作ってるんじゃない。完全な違い法ほう品だよ。普ふ通つうのモールドと区別して〈シェル〉とか呼よばれているらしいが」


「どれくらいの代しろ物ものなんだ？」


　興きよう味みをそそられて質問を繫つなげる。


　言うまでもなくレイオットの脳のう裏りには、数時間前にリゴレット通りで出会った少年達の姿が明めい滅めつしていた。ふと気になってカペルテータに眼めを向けると、やはり彼女も思い至いたったらしく、紅あかい瞳ひとみの少女は小さく頷うなずいた。


「値段？　程度？」


　早くも一個目のサンドイッチ最後の一口を嚥えん下かし、ジャックが尋たずね返した。


「両方」


「……値段は大体三万ドルク程だそうだ。まあ、一いつ生しよう懸けん命めいかき集めれば一いつ般ぱん人じんにも出せない額じゃないな。そこらのチンピラだって、そのくらいする車に乗ってるし」


　ジャックが遠えん慮りよなく二つ目のカツサンドに取り掛かかりながら答えた。


　ちなみにジャックは典型的な瘦やせの大食いだ。華きや奢しやなその体たい格かくからは想そう像ぞうもできない量を食べ、しかも早い。栄養はどこに行くのかとレイオットなどは不ふ思し議ぎに思うのだが……ジャックは『ほら。高級車って大体燃ねん費ぴ悪いから』と分かったような分からないような事を言っていた。


　それにしても──美形の顔が、口一杯に詰めた食べ物で歪ゆがんでいる様さまは、何やら前ぜん衛えい芸術のような趣おもむきさえある。タルタルソースにまみれつつも、もぎゅもぎゅと活発に動く彼の口元にうんざりしたような眼まな差ざしを向けながら、レイオットは更さらに尋ねた。


「三万ドルク……そんな値段でできるのか？」


　普通のモールドの十分の一以下──奇くしくも〈スフォルテンド〉の修理費と同額である。


「……俺がぼったくりエンジニアだと思ってるだろ、レイ？」


「いいや。ちっとも。ぜんぜん。これっぽっちも」


　両手を広げ、芝しば居いがかった仕し草ぐさで白しら々じらしく首を振ふるレイオット。


「どうも大量生産と、質を落とす事で制コ作ス費トを下げているらしいんだがね。拘束度数デユラビツトは五前後、スタッフも付ふ属ぞくしないんで、魔ま法ほうの精せい度どや増ぞう幅ふく率りつはえらく低いって話だ。耐たい久きゆう性せいとしてもほぼ使い捨てに近い代物なんだと。まあ、性能的には初期も初期、黎れい明めい期きのモールド並なみだな。それでも魔法が撃うてるとなれば、まあ普通の人には魅み力りよくに映うつるのかもな」


「そういうもんかね」


　苦く笑しようしてレイオットが言う。


　彼にしてみれば、魔法が撃てるという事実は、別べつ段だん、誇ほこるべき事でも喜ぶべき事でもない。それは単に技ぎ術じゆつだ。一身専せん属ぞく的てきな能のう力りよくではない。程度差はあっても、その気になれば魔法は大たい抵ていの人間が習しゆう得とくできる。実際、三十年以上前にはアルマデウスだけでも何万人という魔法使いが存そん在ざいした。


　今現在、魔法士ソーサリストが特とく殊しゆな存在として認にん識しきされているのは、彼等が魔族化の危き険けん性と常つねに背せ中なかあわせだからだ。ただ単に危険というだけではない。この社会において、魔族化は決して許される事のない大たい罪ざいだ。それは本人の死のみならず、家族や親しん戚せき、友人知人に対する差別と迫はく害がいまでも引き起こす。


　そうした危険性を覚かく悟ごした上で、使いたいと思うものか──と問われるとレイオットは首を傾かしげざるを得ない。金きん銭せんにしろ、しがらみにしろ、病的な嗜し好こうにしろ、魔法士の多くはそれを活計たずきの道として選ばざるを得なかっただけの理由を持っている。それは正規の魔法士であろうと、レイオットのような無資格の魔法士であろうと、同じだ。


　だが単なる興きよう味みで、世せ間けんに隠かくれてちょっと魔法を撃ってみたい──そう考える一般人の感覚が分からない。しかも品質も怪あやしいようなモールドを着用するなど、どう考えても正気の沙さ汰たではない。魔族化は一般人の平へい穏おんな生活を根こそぎ破は壊かいする。全すべてを失ってでも魔法を使いたいという願がん望ぼうがあるならば、単に資格試験に挑ちよう戦せんすればいいだけの事である。


　無意味な話だ。


　だがこれもまた、こだわりなのだろうか。


「しかし大量生産つっても、着用者の個人差はどうするんだ？」


　モールドは基本的に注文生産の一いつ品ぴん物ものだ。各個人の体型は勿もち論ろん、その魔力の強さや特性、魔法に対する反応性、その他幾いくつかの要よう素そが絡からんでいるため、効こう率りつ良よく魔法を撃つためには、規き格かく品ひんでは対たい処しよしきれない。


　無む論ろん、特定個人の使っていたモールドを、別人が使えるように調整する事はできる。だが、やはりそれにはモールド・エンジニアの手を必要とするし、その時間と手て間まと費用を総合して考えれば、わざわざ中古のモールドを使う意味は、あまりない。


「体型とか、特性に合わせて、ある程度の調整がきくようになってるらしい。まあ、拘こう束そく度どを下げる事で、安全性上の余裕セフテイ・マージンを確かく保ほしてるんだろうな。初歩的な呪文書式スペルと一いつ緒しよに、自分でできる調整手引きなんてのもついてくるとか……」


「至いたれりつくせりだな」


「調整に失敗したら、即そく魔族化なんだがなあ」


　ジャックのような専門知識を持った技術屋にしてみれば、素人しろうとが自分で行う調整など、無む謀ぼうの極きわみだろう。モールド・エンジニアは決して理由も無く高額の報ほう酬しゆうを受け取っている訳ではない。


「いや──実際、よくそれで事件が起きないな」


「まあ、ああいうのは『持っているだけで嬉うれしい』ってのもあるようだからな。必ずしも全員が使うとは限らないだろ。まあそれでも事件はちょこちょこ起こっているみたいだが、警けい察さつと魔法管理局が情じよう報ほうを押おさえてるらしい」


「なるほどな」


　ただでさえ違法の魔法士や魔族は、一般人にとっては対たい抗こうしようのない脅きよう威いなのである。裏うらであろうと何であろうと、安物のモールドが出回っているなどという情報が大々的に流れれば、それだけで暴ぼう動どうが起きかねない。警察や魔法管理局の信用も失しつ墜ついし、上じよう層そう部ぶは責せき任にんを問われるだろう。


「……ご苦労な事だ」


　ふと──三日に一度は家に顔を出す魔法管理局の女じよ性せい監かん督とく官かんの顔を思い出しながら、レイオットは苦く笑しようした。


「他た人にん事ごとみたいに言ってるけどな、レイ」


　ジャックが机つくえに両りよう肘ひじをつきながら言う。


「ややこしい事じ態たいになれば、まず駆かり出されるのはあんただぞ」


「切り捨すて易やすいからな。まあ──せいぜい割わりを食わないように巧うまく立ち回るさ」


　そう言ってレイオットはカペルテータから手て渡わたされた香こう茶ちやを一口すする。


　便利に使われるのは今に始まった事ではない。他人の思おも惑わくなど関心がなかったし、自分の未来は尚なお更さらに関心がなかった。


　ただ……


「……なあ、レイ？」


　ジャックが怪け訝げんそうな表情でレイオットの顔を覗のぞき込こむ。


　茶を嚥えん下かしながら目め線せんで続きを促うながすと、一いつ瞬しゆん考えるような仕し草ぐさを見せてから、ジャックは言葉を続けた。


「……何かあったのか？」


「何の話だ？」


　レイオットは眉み間けんに皺しわを寄よせて訊きき返す。


「いや、なんていうか──ちょっと雰ふん囲い気きが変わったような気がしてな」


「そうか？　雰囲気、雰囲気ねえ……自じ覚かくは特にないが？」


　そう言ってカペルテータの方に尋たずねるような眼めを向けてみる。彼に変化があったとすれば、まず最初に気付くのは同どう居きよ人にんのこの少女だろう。


　だが、ＣＳＡの少女は曖あい昧まいな無表情を固こ持じしたままで、特に肯こう定ていも否ひ定ていもしてこない。


「うまく言えないが。なんかこう、こう妙みように……」


　ジャックが眉間に皺を寄せる。適てき当とうな言葉を捜さがしているらしい。


「……年寄りくさくなったというか」


「なんだそれは」


「いや、言い方が悪いか……年寄りくさいのは前からだし」


「……おい」


　顔をしかめるレイオット。だがジャックはレイオットの反はん応のうになどお構かまいなしで、首をひねって考え込こんでいる。


「何か──すこんと突つき抜ぬけたというか、吹ふっ切ったというか……達たつ観かん？　違ちがうか。何だろうな。何かこう……ぴしっと一本筋すじが通ったみたいな」


「……ふむ」


　レイオットは思し案あんするように自分の手元に視し線せんを降おろした。


　カップから立ち上ってくる湯ゆ気げを眺ながめながら、ふと何かを思い出したかのように、彼は淡あわい笑えみを浮うかべる。


「買い被かぶりだよ」


　そう言ってから──それではやはり言葉が違うような気がして、ジャックの方を振り返った。案の定、彼は怪け訝げんそうな表情でレイオットを眺めている。


「そうだな……ただ──」


　……言い淀よどむ。


　だが何か感じるものがあったのか、ジャックは興きよう味み津しん々しんといった表情で先を促うながしてきた。


「ただ？」


「……そうだな。とりあえず、俺はまだ何も──絶ぜつ望ぼうすら満足にできてないって事に気付いたのかもな」


「──へえ？」


　ジャックがにやりと笑う。


「それはまた……どうしてそんな心しん境きようの変化が起こったんだか」


「怖こわーいお姉さんに、きつーいお叱しかりを受けたんでね」


　そう言ってレイオットは肩かたを竦すくめて見せた。


（……そうか）


　ふと思いつく。


　それをも『こだわり』というのならば、レイオットは今まで、単に『絶望する』という事に、こだわり続けてきただけなのかもしれない。絶望するからこそ何事にも自分はこだわっていないのだ、と己おのれに言い聞かせて。


（しかしこだわるって事は──やはり絶望しきる事さえできてなかったって事だな。確たしかに彼女の言うとおり、俺おれは半はん端ぱなろくでなしだ）


　内心で苦く笑しようする。


「そうか。女か──」


　レイオットの想おもいを他よ所そに、納なつ得とく──といった様子で頷うなずくジャック。


「……何か勘かん違ちがいしてないか、おまえ？」


「あれだな──それはやっぱり歳としをとった証しよう拠こだよ、レイ」


「そうか？」


　首をかしげるレイオットに、ジャックは自身ありげな仕し草ぐさで頷いてみせる。


「歳とって、大人おとなの階段を一歩昇のぼったって感じで。パーティでも開いてやろうか？」


「何のパーティだ、何の」


「紹しよう介かいしろよ。その女。今いま更さらレイがはまるって事は、フィリシスよりいい女なのか？　でも多分、変な女だよな」


「だから勘かん違ちがいしてるだろ、おまえは」


　顔をしかめるレイオットは無む視しして、ジャックはカペルテータの方を振ふり返かえった。


「でもレイも酷ひどいよなあ、カペちゃん？　こんな可愛かわいい子と一緒に住んでるのに、外で女作ってくるか？　で、その物好きと、君は会った事は？　どんな人？」


　ジャックは手を伸のばしてぽんぽんとカペルテータの頭を叩たたく。カペルテータは紅あかい眼めを瞬しばたたかせてから、ふと思い出したように言った。


「魔法管理局の二級監督官です」


「非合法の戦術魔法士と監督官。陳ちん腐ぷだがちょっと面おも白しろい組み合わせだな」


「カペル……この想像力逞たくましい機械狂メカマニアの妄もう想そうに歯止めをかけてやるくらいの思いやりは持ってもいいと思うぞ」


　そう言ってレイオットは溜ため息いきをついた。


　…………


　──しかし。


　本当に絶望してしまう事と。


　絶望しきれずに中ちゆう途と半はん端ぱな諦あきらめの泥どろ沼ぬまから這はい上がろうとする事と。


　危険であるのはどちらか。


　真に絶望した者は何もしない。本物の絶望は何も壊こわさない。誰だれも殺さない。ただ己おのれを滅ほろぼすだけだ。絶望する事は危険を振ふり撒まかない。それは自じ己この責任の内で清算できる。


　そうだ。


　本当に危険なのは──全すべての災さい厄やくと闘とう争そうを招まねくのは、むしろ絶望しきる事さえ、成し遂とげられなかった人間だ。


　彼等は絶望しない。できない。その覚かく悟ごがない。それ故ゆえに動く。がむしゃらに動いて周囲を巻まき込む。絶望を恐おそれるあまりにがむしゃらに突つき進み、しがらみを断たち切り、孤こ立りつを深め、立ち止まって己の進路を確かめる事もなく──そうして挙あげ句くには、しばしば多くを道連れに自じ滅めつする。


　絶望を恐れて暴走する者達。


　彼等がそれぞれの思おも惑わくを抱かかえて、トリスタン市に動き始めたという事実を──この時のレイオット達は、まだ知らなかった。
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　黙もく然ぜんと窓まどの外を流れて行く風景を眺ながめる。


　別に硝子ガラスの向こうに何か面おも白しろいものが見えている訳わけではない。代わり映ばえのしない田舎いなか道みちが延えん々えんと続いているだけだ。美び観かんを整えるための努力は既すでに放ほう棄きされて久ひさしく、道路のすぐ脇わきにも無む秩ちつ序じよに草くさ叢むらや樹じゆ木もくが乱みだれ生えている。


　緑が広がるその様子が、生命感溢あふれる海うな原ばらではなく、緑色の荒こう野やに見えてしまうのは、自分の感かん性せいが都会至し上じよう主しゆ義ぎに毒されているせいか、それとも道路沿ぞいに散見する廃はい屋おくのせいか、はたまた単に今気分が荒すさんでいるからか──ネリンには分からなかった。


　ネリンは小さく溜ため息いきをつく。


　愛あい想そのない風景だ。しかし今はそれでも外を眺める事に集中していた方が、これ以上、気を滅め入いらせずに済すむ。


　前を向くとどうしてもブライアンのしかめ面つらが視し界かいの端はしに入ってしまう。こうして眼めを逸そらしていても、後頭部に彼の不ふ機き嫌げんそうな気け配はいがひしひしと染しみ込こんで来るような気がするのだ。顔など見ようものなら、益ます々ます気が滅め入いる。


　誤ご解かいの無いように記しるしておけば──ブライアン・メノ・モデラート警部という警官について、ネリンは比ひ較かく的てき、好感を持っている。事情は彼女にも分かっているので、不機嫌になる気持ちも分かる。だがそれでも狭せまい車内──トリスタン市警が用意した小型の乗用車──で機嫌の悪い男と二人きり、となるとさすがに息が詰つまる。


　しかし……


「何か言いたそうだな」


　ブライアンがそう声を掛かけてくる。


「腹に据すえかねてます──そんな顔だ」


　何な故ぜ？　──と一いつ瞬しゆん疑問に思うが、どうやら窓に表情が映うつっていたらしい。しかし自分まで、窓越しでもそうと分かるほど不機嫌丸出しの表情をしているとは思っていなかった。


　ネリンは観かん念ねんして視線を前方に戻もどす。


「モデラート警部こそ」


　非ひ難なんめいた響ひびきがこもらぬ様にと気をつけた積つもりだったが、失敗したらしい。ブライアンは一いつ層そう顔を不機嫌そうにしかめて言った。


「私は元々だ」


「私も元々こんな顔です」


　そう返して黙だまり込む。


　お互たがい相手に非ひはないのは百も承しよう知ちなのだが、一時間以上も手て狭ぜまな密みつ室しつの中、不機嫌そうな相手と一緒に揺ゆられ続けていては、自じ制せい心しんにもそろそろ亀き裂れつが入る。


　とはいえ──


「……気が重いです」


　一度破られた後にのしかかる沈ちん黙もくは、それ以前のものに比くらべるとひどく重い。ネリンはその圧あつ力りよくを押おし除のけるために、とりあえず言葉を紡つむいだ。


「これはどう考えても正当な取引ではありません。ひたすら一方的な──ただの恐きよう喝かつです。いくらスタインバーグさんが違い法ほうな戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとはいえ、このような取引を持ちかけるのは、あまりにも不当です」


　言ってからネリンは後こう悔かいした。改めて口にすると余よ計けいに不ふ愉ゆ快かいだ。


　そのような理り不ふ尽じんがまかり通るだけでも気分が悪いのだが……何より納なつ得とくがいかないのは、その使い走りとして、自分達が使われている点だった。


「私もだ。主義に反はんする。道理にも反する。何より私は──あの男が気に食わない」


　前を向いてハンドルを握にぎりながらブライアンが言う。


「でもスタインバーグさんは、むしろ──」


「違う。奴やつじゃない」


　ブライアンは首を振ふった。


「奴が気に食わないのは元々だが──とにかく私が言っているのは〈ジャベリン〉の連中……特にあのキント警けい視しだ」


　それはネリンも同意見ではあったが──同じ警察官という立場のブライアンが、こうも簡かん単たんにマックス・キント警視に対する不ふ快かい感かんを口にするのは少々意外な気もした。


　警官に限かぎらず、公こう僕ぼくは全体的に仲間意い識しきが強い。もっとも同じくらいに縄なわ張ばり意識も強かったりするが。


「でも……同じ警察官でしょう？」


　とりあえずネリンはとりなすように言ってみる。しかしブライアンの返事には忌いま々いましさが滲にじみ出ていた。


「名前の上ではな」


　そもそも──同じ警察の名を冠かんされてはいるが、帝てい都と警察を普通の警察組織と同列に考えるのには問題がある。


　帝都警察は、帝都ロンバーグにその本ほん拠きよを置く公安的組そ織しきであり、私安警察たるロンバーグ市警とは全く別個独どく立りつの組織である。その母ぼ体たいは旧時代の帝室親しん衛えい隊たいで、第一任にん務むは帝族の身しん辺ぺん警けい護ごとそれに伴ともなう帝都の治ち安あん維い持じだ。


　組織としての体たい質しつは警察よりもむしろ軍隊に近く、上じよう層そう部ぶはほとんどが騎き士しや貴き族ぞくの出の人間に占しめられている。


　必要とあれば彼等は市民を犠ぎ牲せいにしてでも任務を遂すい行こうする。遂行して恥はじない。彼等が護まもるべきは帝族の安全と、それに伴う帝国そのものの体たい面めんであって、有う象ぞう無む象ぞうの一般市民ではないからだ。


　故ゆえに、帝都警察に対して市民が注そそぐ視し線せんは、信しん頼らいよりも恐きよう怖ふと嫌けん悪おの色が遥はるかに濃こい。


　一いつ般ぱん社会とは別次元の価か値ち観と行動理念によって稼か動どうする武力組織。


　それが帝都警察なのだ。特にその中でも対たい犯はん罪ざい諜ちよう報ほう部ぶＣＩＳや、対ＳＡ攻こう撃げき部隊ＡＴＡＳＡ──通つう称しよう〈殲滅部隊アニヒレイターズ〉の悪名は高く、帝国議会では毎回のようにその廃はい案あんが提てい出しゆつされる始し末まつである。貴族出の議員や、一部の国こく粋すい主義的な議員達の猛もう反はん対たいに遭あい、議決数不十分で却きやつ下かされるのもまた、毎度の事だったが。最近では廃案提起をする側にも惰だ性せいで行っているような印いん象しようがある。


「帝都警は、自分達の事を〈最後の騎士団ラスト・シヴアルリイ〉などと呼んでいるようだがね──何が騎士団なものか」


　ブライアンは言った。


　彼は、騎士というものに彼なりのこだわりを持っている。それ故、帝都警察が騎士の正当なる後こう継けい者しやを名乗る事が、余よ計けいに腹はら立だたしいのだろう。


「連中は……新しん装そう備びの供きよう与よと教きよう導どうを名めい目もくに、このトリスタン市で実験をする積つもりだ」


「それは──」


　思わず否定しようとして──ネリンは止めた。


　彼女もその事については気き付づいていた。おぞましいので努つとめて考えまいとしていた話だが……ただ否定の言葉を百万回唱となえたところで、事実が覆くつがえされる訳でもあるまい。


「……警部もそう思われますか」


「誰にだって分かる。連中も必要以上に隠かくす積もりなどないのだ。書類の体てい裁さいさえ整えておけば、どうとでも言い逃のがれはできるからな」


　帝都ロンバーグではなく、わざわざこのトリスタンに来て行う理由の一つは、ケースＳＡ発生率の高さだろう。ロンバーグはそもそも人口比ひ率りつから言えば魔法士ソーサリストの数が少なく、ケースＳＡの発生率もトリスタン市よりは低い。


　だが恐おそらくそれよりも何よりも彼等がトリスタン市で実験をしたがっている最大の理由は、実験に伴う危リ険ス性クや損そん害がいを、全てトリスタン市に押し付けたいからだろう。


「ですが──」


　どんどん考えが──それに伴ともなって事実もおぞましい方向に行きそうで、ネリンはあえて反はん論ろんを探さがしてみた。


「もしその新装備が十分に効果的であるならば、結果的にはトリスタン市の治ち安あん維い持じにも貢こう献けんする事になりはしませんか？　実じつ際さい、ここ数か月で異常に魔法士ソーサリストやＳＡ関かん連れんの事じ件けんが増えてきていますし、警部も何か新しい対たい処しよ法ほうを考えないといつか破は綻たんするっておっしゃっていたでしょう？　ならば──」


「結果が手段を正せい当とう化かするとでも？」


　断たち切るような口く調ちようで言われ、ネリンは黙だまり込こんだ。


「無む理りに『いい事』を探して自分自身を納なつ得とくさせようなどとは、思わない方がいい」


「警部が御自分一人でどんどん怒おこって不ふ機き嫌げんになってしまわれるから……私が宥なだめ役に回るしかないじゃないですか。私だって不ふ愉ゆ快かいですよ」


　丁ちよう度どその時──窓まどの向こうに小川が見えた。


　そして小川にかかった石いし造づくりの橋も眼めに入ってくる。更さらにその向こうには、既すでに見み慣なれた一軒家も見えてきた。


　耐たい火か煉れん瓦がを積み上げて造られた、頑がん強きようそうだが風景と同どう様ように、愛あい想そうのない家か屋おく。


　レイオット・スタインバーグの家だ。


「あ……いや、それは……済すまない」


　ブライアンは表情を緩ゆるめて詫わびる。とりあえず目的地に着いた事で少しは気が紛まぎれたのかもしれない。無論、気が重い一件に関してはこれからが本番なのだが。


「いいえ。お互たがい様です」


　とりあえず苦く笑しようをとりつくろって、ネリンは肩かたを竦すくめた。
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　弾たまは五発。的まとも五本。


　分かり易やすい構こう図ずである。外した弾の数だけ的が残る。


　距きよ離りは三十メルトル。的の大きさにもよるが、拳けん銃じゆうを使っての射しや撃げきとしては少々厳きびしい距離ではある。抜ぬき撃うちや連射となると尚なお更さらだ。


　レイオットの愛用する〈ハード・フレア〉は射撃競きよう技ぎ用ようの重銃身ブルバレルを装そう備びした特注品カスタムだが、実を言えばレイオットがこの銃を使用しているのは反動軽けい減げんの為ためでも、銃身の反そりを減へらして精せい度どを追つい求きゆうする為でもない。単たん純じゆんに、見た目の上で威い圧あつ感かんがあるから──というだけの事だ。


　これだけいかつい形けい状じようの銃を提さげていると、ただ抜いて見せるだけで脅おどしになる。素人しろうと相手なら特にだ。無論レイオットは、必要とあれば引き金を引くのに躊躇ためらうような性格ではないが──発砲せずに済めばそれに越こした事はない、とも考えている。


　とはいえ──


「──ふっ」


　軽く息を吐きながら、レイオットは右手を跳はね上げた。


　拳銃に関しては照サ準イ器トに頼たよるな──彼はそう教わった。


　拳銃の最大の利り点てんはその携けい帯たい性せいであり、屋内でも気にせず振ふり回せるその小ささだ。精密射撃はライフルに任まかせておけば良い。それよりも自分の腕うでの延えん長ちようであるかのように、自然に、銃弾を送り出せる事が重要であると彼の師しは言っていた。確たしかに人差し指で何かをつつくのに、いちいち照準をする人間は居いない。


　一発目は抜き放つ動きに載のせて撃げき鉄てつを起こす。


　射撃。


　轟ごう音おんと共に放たれた銃弾は、三十メルトル先の標ひよう的てき──台の上に並べられた空き瓶びんを粉こな々ごなに粉ふん砕さい。更にそのまま数十メルトルを直進、台の向こうの丘に着ちやく弾だんした。


　近くの雑ぞう木き林ばやしから、銃じゆう声せいに驚おどろいた鳥が数羽、慌あわて気ぎ味みに飛び立ってゆく。


　続けて連射。


　ダブルアクション──引き金と完全に連動した撃鉄が、前後する指の動きにあわせて自ら起き上がり、そして落ちる。四五口径マグナム弾の強きよう烈れつな反はん動どうに逆さからわず、腕全体で流しながら制せい御ぎよする。四度銃口は震ふるえ、そして四度火薬の咆ほう哮こうが午後の空を叩たたいた。


　小さな土つち煙けむりが四つ、丘おか肌はだから上がる。


「──さすがにまずいか。これは」


　彼は銃を降おろし、標ひよう的てきに向けて歩きながら呟つぶやいた。


　残る四つの標的は──いずれも平へい然ぜんと台の上に直ちよく立りつしていた。言うまでも無く銃弾が外れたのだ。確かに彼の射撃の腕は、特とく筆ひつするほどのものではないが──これはあまりにもひどい。最初の一発はまぐれ当たりだったようだ。


「やっぱりガタがきてるか──こいつもジャックに預あずけてくるべきだったな」


　ジャックは機械と名のつくものであれば、何でもいじる。無む論ろん、専門外なので本ほん職しよくの銃工職人ガンスミスの足元にも及およばないが、それでも簡かん単たんな調整はしてくれる。


　彼は〈ハード・フレア〉カスタムを眺ながめ──そして家の中に戻もどろうと、きびすを返す。


　そこに……


「レイオット」


　紅あかい眼が静かに彼を見み据すえていた。


「──わお」


「……何か？」


　気の抜けた声を漏もらすレイオットに、カペルテータは静かに尋たずねた。


「驚おどろきの気持ちを言葉にしてみました」


「そうですか」


　いつもの緩ゆるい無む表ひよう情じようのまま、カペルテータが頷うなずく。


「気が小さい俺おれとしては、側そばに忍しのび寄よる前に一声かけてくれると、嬉うれしいんだが」


「何度か呼びましたが」


「──ああ。これか」


　言いながらレイオットは左右の耳に詰つめ込こんでいたスポンジを抜ぬき取った。射撃用防音器イア・プロテクタの代わりである。どうやらこれのせいで、カペルテータの呼ぶ声が聞こえなかったのだろう。


「で──何だって？」


「お客様です」


　カペルテータは母おも屋やに向かって歩き出しながら言う。彼女と並んで歩きながら、レイオットは拳銃を腰こしのホルスタに落とし込んだ。


「ああ、またシモンズ嬢じようか──」


　うんざりした様よう子すでレイオットが言う。


　ローゼンストック社の工場での一件以来、少なくとも三日に一度の割わり合あいでネリンはスタインバーグ邸ていを訪れている。用よう件けんはいつも同じ。彼に正せい規きの戦術魔法士タクテイカル・ソーサリストとして資し格かくをとるように勧すすめる事だ。


　その、粘ねばり強さというか、根こん気きの良さというか、執しゆう念ねんというか──は、さすがのレイオットも感心する程ほどであったが、だからといって彼女の提てい案あんを受け入れる積もりもない。


「職しよく務む熱心なのも結けつ構こうだが、ほどほどにしないと婚こん期きを逃のがすぞ。カペル、そう言ってやれ」


「ご自分でどうぞ」


　素そっ気けなく応おうじ──そしてカペルテータは付け加えた。


「それと、今日は彼女一人ではありません。モデラート警けい部ぶも一いつ緒しよです」


「ふん？　ローゼンストック工場の件は、もう調書作成も終わってると思ったが」


「用件までは伺うかがってません」


　などと言葉を交かわしながら、二人は揃そろって家の中に入った。
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「──お待たせ」


　そう言いながら扉とびらを開いてレイオットが居い間まに入ってきた。


　実を言えば、この家には応おう接せつ間まもきちんと在あるのだが、レイオットが荷物置き場に使ってしまっているので、客は主おもに居間へと通される事になる──この家に来るのも既すでに八回目を数えるネリンは、そんなどうでもいいような事情にだけは詳くわしくなっていた。


「よ──久しぶり、モデラート警部」


　軽く手を挙あげながらソファに身を沈しずめるレイオット。


「先々週、会った」


　ぶすっとした口く調ちようでブライアンが言った。


　相あい変かわらずの顔はしかめたまま。元よりいかつい顔をしているのだが、こうなると相当に凄すご味みがある。もっとも筋きん骨こつ逞たくましい体たい軀くが、何ど処こか窮きゆう屈くつそうにソファに座すわっている様は、ネリンの眼からすると妙みように微笑ほほえましかったりもするが。


「で、用件は？　遂ついに俺おれの逮たい捕ほ状じようが出たのかな？」


「場合によっては、そうなる」


　ブライアンは睨にらみつけるような視し線せんを、レイオットに送りつつ言った。


「『場合によっては』ね──まあよく聞くがね、その台詞せりふ」


　興きよう味みのなさそうな口調でレイオットが言う。


　逮捕──と言われて今更狼ろう狽ばいするような人間ではない。まして彼を逮捕し監かん獄ごくに入れる事で、むしろ困こまるのは魔ま法ほう管かん理り局きよくや警けい察さつだろう。彼ほどの実力を持った戦術魔法士はほとんど居ない。


「非常に不ふ本ほん意いなのだが──貴き様さまに協力要よう請せいに来たのだ」


　とても何かを頼むような声こわ音ねや口調ではないのだが──レイオットは気にした様子もなく肩を竦すくめて見せた。


「悪いが俺のモールドは修しゆう理り中ちゆう。早くても戻ってくるのは再さ来らい週しゆうだ」


「今すぐどうこうという話じゃない。実は──」


　言いかけて、ブライアンは口をつぐんだ。溜ため息いきのような深しん呼こ吸きゆう。この警官には珍めずらしい態たい度どである。やはり言いにくいのだろう。


「……私がご説明します」


　ネリンは片手を挙あげて言った。


「ここ半年ほど魔族事件、あるいは非ひ合ごう法ほうの──」


　ここで一いつ瞬しゆん言い淀よどむが……気にしていては話が進まないので、言葉を繫つなぐ。


「非合法な魔法士ソーサリストによって引き起こされる各種事件の件数増ぞう加かは、目にあまるものがあります。よって、トリスタン市し警けいと魔法管理局トリスタン支し局きよくは、帝てい都と警の対ＳＡ攻撃部隊ＡＴＡＳＡの第四教きよう導どう班はんの指導の下、ＳＥＳ内部に対ＳＡ及び非合法魔法士専門の対処班を設もうける事を決定し、市議会で承しよう認にんされました」


　ＳＥＳ──特殊スペシヤル・強制執行小隊エンフオースメント・スカツド。重犯罪や特殊犯罪の際に出しゆつ動どうするトリスタン市警の特殊部隊で、現げん在ざい、魔族事件の際に出てくるのはこの部隊だ。ブライアンもこのＳＥＳの隊員である。


　ちなみに──ＳＥＳは特殊部隊であるが、専せん従じゆうの構こう成せい員いんが居る訳わけではない。その隊員の多くは普ふ段だん、一いつ般ぱんの警官として勤きん務むしている。非常時にＳＥＳ隊員資格を持った者が呼集されて、部隊を形成するのだ。


「対処班の名称はまだ決まっていません。形式上はＳＥＳの一分隊という事になりますが、専せん用ようの装そう備びを与あたえられますし、規き模ぼはＳＥＳと同じです。実質的には別べつ個こ独どく立りつの部隊となる可か能のう性せいが高いでしょう」


「それで？」


　やはり興きよう味みのなさそうな様よう子すでレイオットが話を促うながす。


「この特殊班により、戦術魔法士の協力なしに、中級までの魔族をも無む力りよく化かできると、期待されています。班長には、対魔族戦に関して一番現げん場ば経けい験けんのあるモデラート警部が予定されています」


「へえ──」


　レイオットの視線を受けて、ブライアンが居い心ごこ地ち悪わるそうに身じろぎをする。


「出世おめでとう。花束でも贈おくろうか？」


「黙だまれ。貴様に祝いをもらういわれはない」


「いや。でもいつも現場じゃ世せ話わになってるし」


「言葉は正しく使え。『世話になっている』のではなくて貴様の場合は『迷めい惑わくをかけている』のだ」


　唸うなるようにブライアンは言った。


（……ひょっとして本当は仲いいんじゃないの？）


　ふとそんな事を思ったりもしたが、口には出さず──ネリンは咳せき払ばらいで二人の会話を中断させてから、話を続けた。


「既すでに、ＡＴＡＳＡからは装備の貸たい与よと共ともに、その習しゆう熟じゆく訓練を担たん当とうする第四教導班〈ジャベリン〉が派は遣けんされてきています。遅おそくても半年以内に、新装備を整えた特殊班が実働段階に入るでしょう。それまでは〈ジャベリン〉主しゆ導どうの下、対ＳＡ作戦が展てん開かいされます」


「結けつ構こうな事じゃないか。街は平和になり、警察に対する信頼は増し、違い法ほうな魔法士は暇ひまを持て余あまして駆く逐ちくされる。めでたしめでたし。で──それが俺おれに対する協きよう力りよく要よう請せいと、どう関係する？」


「……万一の場合の、保ほ険けんだ」


　ブライアンが言う。


「……なるほど」


　予想した内ない容ようではあったのかもしれない。一言で理解したらしく、レイオットは皮ひ肉にくげに笑った。対してブライアンとネリンは眉み間けんに皺しわを寄せた表情で黙だまり込こむ。


　その時──扉とびらを叩たたく音が一同を振ふり向かせた。


「どうぞ」


　レイオットの声と同時に、カペルテータがキッチンワゴンを押しつつ、入ってきた。


　気まずい沈ちん黙もくが満ちる中、ＣＳＡの少女は特に気にする様よう子すもなくカップを配くばると、ポットから香こう茶ちやを注そそぐ。陶とう器きの触ふれ合う音と芳ほう香かを伴ともなった湯ゆ気げが、冷たく乾かわいた空気の中に広がった。


「……邪じや魔まですか」


　給きゆう仕じを終えたカペルテータは、ふと思いついた様子でネリンとブライアンに尋たずねる。


「ええと──子こ供どもの聞く話じゃないわ。悪いけど席をはずしてくれる？」


「分かりました」


　ネリンの言葉に素す直なおに頷うなずくと、カペルテータは再ふたたびキッチンワゴンを押おして部屋から出て行った。


　後には中ちゆう途と半はん端ぱな静せい寂じやくだけがわだかまる。


「……つまり──」


　改めてネリンが言葉を続けようとするのを、レイオットは片手を挙あげて制せいした。


「いや──もう分かった。全部言わなくてもいい」


「…………」


　ネリンは声の代わりに溜ため息いきを吐はいた。


「トリスタン市警や魔法管理局としては、まだ帝都警の新兵器とやらに対して若じやつ干かんの疑ぎ問もんを持っている。帝都警は帝都警で、このトリスタン市で実戦データを集めたがっている。議会の承しよう認にんも得て予算を組まれた計画をチャラにする訳にもいかんし、面と向かって『あんたら信用できないから戦術魔法士も用意しとくね』とは言えない。そこで表向きは居ない筈の非ひ登とう録ろく魔法士を、非ひ常じよう用ように確かく保ほして現げん場ば近くに置いておく──そんなところか？」


「ほぼ正せい解かいだ」


　会話はブライアンが引き継ついだ。


「これは帝都警も了りよう承しよう済ずみの案だ。だが、それについては条じよう件けんが出されている。魔法士への現場処しよ理り権けん限げんの委い譲じようは〈ジャベリン〉の判断で行われる事。そして処理が一いち任にんされた場合でも、その事に関しては口こう外がいしない事」


「どうあっても魔族退たい治じの功こう績せきはＡＴＡＳＡのもの──と。まあ実じつ績せきをあげないと次の年度の予算が下りないか」


　図ず星ぼしだ。


「で──俺が尻しり拭ぬぐい役に応おうじなければ、逮たい捕ほするって？」


　ネリンが頷く。


「〈ジャベリン〉のキント警視はそう言っています。実際には帝都警察の派は遣けん執しつ行こう官かんと、トリスタン市警の警官──モデラート警部の両方が来る事になるとは思いますが」


「……不ふ本ほん意いな話だがな」


　そう言ってブライアンは香茶を飲んだ。


　正せい当とうな形でレイオットを逮捕する──それなら彼は堂々とやってきて彼に手て錠じようをかけるだろう。それを喜ぶような男ではないが、恥はじる事もない。彼はそういう男だ。


　だが、このような脅きよう迫はく紛まがいの裏うら取とり引ひきを持ちかけた後では、どう考えても後あと味あじが悪いのだろう。


「大変だな、あんたも」


　珍めずらしくしみじみとした口く調ちようでレイオットは言った。


　実は、ネリンはブライアンがいつか暴あばれ出すのではないかと冷や冷やしていた。


　正義。誰だれはばかることなくそれを公こう言げんできる正義。弱い者達の盾たてとなり、時に剣けんとなって戦う事。それがこのブライアン・メノ・モデラートという男のこだわりであり、それが彼を彼たらしめているものだとネリンは知っている。恐おそらくレイオットも。


「で、あんたらは俺がその話に応おうじると思ってるのか？」


「勿もち論ろん、応じないでしょうね。そんな素す直なおに他ひ人との言う事を聞くような人なら、私も苦労しませんし」


「……言うな、あんたも」


　レイオットが苦く笑しようする。


「ま……確たしかにね。戦術魔法士抜ぬきでやれるってんなら、それはそれで結けつ構こうな事さ。だから建たて前まえだけでなくて、実際にやって見せろ──帝都警の連れん中ちゆうにそう言ってやったらいい」


「……全くもって、その通りだ」


　一気に茶を飲み干ほしたカップを置いて、ブライアンが言った。


「ですが、帝都警が──」


　帝都警察という組織の悪あく評ひようはネリンも聞き及およんでいる。必要とあれば罪ざい状じようの一つや二つでっち上げるぐらいは平へい気きでやってのける連れん中ちゆうだとも言われている。レイオットの逮捕でトリスタン市警や魔ま法ほう管理局が困こまろうと、彼等の知った事ではないし、彼が無む資し格かくの魔法士である事は事実なのだから、その点を追つい及きゆうされれば庇かばい様がない。


　やると言うからにははったりではなく、本当に逮捕するべく乗り込こんでくるだろう。


「おや。心配してくれてるのかな？」


　からかうようにレイオットが言ってくる。


　だがネリンは一いつ瞬しゆん──何となく見くびられた様な気になって、自分の表情が少し険けわしくなるのを感じた。


「一応は。いけませんか？」


　色々と不満はある。軽けい蔑べつする部分もある。だがそれでもネリンはレイオット・スタインバーグという人間を嫌きらっている訳でも憎にくんでいる訳でもない。ならば仕事上の付き合いとはいえ、知り合いとして彼の身を案あんじるのは当然ではないか。


「……いや。感激で言葉も出ないよ」


「私は真ま面じ目めに心配してるんですよ、スタインバーグさん」


　何やら気け圧おされているような様子のレイオットに、ネリンは苛いら立だたしげな口く調ちようで言った。


「貴方あなたの事なんですから、少しは真面目に考えてください」


「ま──そうだな。夜よ逃にげでもするか」


「スタインバーグさん！」


「本気だよ」


　レイオットは言った。ネリンは呆あきれて言葉に詰つまるが──むしろブライアンは納なつ得とくしたかのように頷うなずく。


「それが一番無ぶ難なんだろうな」


「警部まで──」


「元々が裏取引だ。それを拒こばまれたからといって、わざわざ捜そう査さ網もうを敷しいてまで捜さがし出すような真ま似ねもせんだろう。『逃げた』という事なら、連中の面めん目もくも立つ」


「そういう事」


　レイオットは気き楽らくに笑って見せた。





　　　　●　　●　　●





　交こう渉しようはあまり順じゆん調ちようとは言い難がたかった。


　相手側はジェシカの提てい示じした『商品』に対して積せつ極きよく的てきな姿し勢せいを示しめさなかったのだ。


　予想された反応ではある。商売というものは合理的なようでいて、どこか役にも立たない、旧きゆう態たい依い然ぜんとした部分を引きずっているものだ。どの世界にも古ふる臭くさい習しゆう慣かんにこだわったり、意味のない縁えん起ぎを担かついで機きを逃のがす人間も多いし、新しいものを理解する事、それ自体を嫌いやがる年とし寄よりは更さらに多い。


　真っ当な企き業ぎようであろうが、犯はん罪ざい組そ織しきであろうが、そこらの事情は大差ない。


「正直言って──」


　クッション材をふんだんに使ったソファに身体からだを預あずけながら、その年寄りは言った。無む論ろん、面めんと向かって年寄り扱あつかいすれば彼は怒おこるだろう──自分はまだ四十代だ、と。だがジェシカから見れば、頭の中身も実際の年ねん齢れいも、年寄りに過すぎなかった。


　リゴレット通りの一いつ郭かくにあるホテルの最上階。


　部へ屋やの質しつは最高級とまではいかないが……値ね段だんと立りつ地ち条じよう件けんを考えれば、我が慢まんできない程ほどではない。二間続きのＶＩＰルーム。ジェシカ達が今陣じん取どっている部屋は、それなりの広さがあった。少なくとも筋きん肉にくの壁かべのような連中が無む言ごんで佇たたずんでいても、暑あつ苦くるしさを感じない程には。


　男の背はい後ごには、暗あん色しよくのスーツに身を包つつんだ屈くつ強きようそうな男が二人、言葉もなく直ちよく立りつしている。銅どう像ぞうのように動かぬ事が、威い圧あつになると信じているかのように、彼等はただそこに立ち、無む言ごんの圧あつ力りよくを放ほう射しやしていた。


　大おお柄がらなためにあまり目め立だたないが──彼等の左脇わきを膨ふくらませているものは無論、銃じゆうだろう。それぞれの足元に意味ありげに置かれたスーツケースの中にも、散弾銃シヨツトガンか短機関銃を仕し込こんでいる可能性が高い。一応はこういった会談の場所に武ぶ器きを持ち込むのは御ご法はつ度との筈はずなのだが、それを律りち儀ぎに守る者ばかりでもない。実際、ジェシカの背後に居る部下二人も銃を持っているし、階かい下かの駐ちゆう車しや場じようにはアルフレッドのモールドキャリアも停とめてある。


「ミス・スタッカルト、我われ々われとしてはあんたの『商品』に関しては懐かい疑ぎ的てきだ」


　ジェシカはその言葉に艶あでやかな笑えみを返した。


　分かっていない。この馬ば鹿か共どもは全く分かっていない。武器と、麻ま薬やくと、女と。『商品』といわれて連中が即そく座ざに理解できるのはその程度だろう。


　だが、ここは一つ、愛あい想そ良よく、そして犬に芸を仕し込こむように我が慢まん強づよく、この旧ふるいギャング共に説明してやらねばなるまい。彼等の販はん売ばいルートやコネを利用できれば、〈シェル〉をもっと広こう範はん囲いに売る事ができる。海外への輸ゆ出しゆつも可能だろう。


「その廉れん価か版ばんのモールド──いや、〈シェル〉だったか？　そんなものが商品として通つう用ようするとは到とう底てい思えんよ。頭のいかれたガキには需じゆ要ようがあるかもしれんが、それだけだ。単たん価かも高いし、一度売ってしまうとそれでおしまいだ。旨うま味みがない」


　麻薬が商売として旨味があるのは、中毒者が一定量の消費を支ささえてくれるからだ。彼等は麻薬を消費し続ける。だから麻薬は一定の儲もうけが見み込こめるし、市し場じよう操そう作さもし易やすい。


「百歩譲ゆずって、それが売れるとしよう。だがそんなものが大量に出回れば、我々自身が危あぶない。この国の──いや、世界の破は滅めつだ。私は〈イエルネフェルト事じ変へん〉を経けい験けんしてる。まだ十八のガキだったが、今思い出しても、震ふるえが来る」


「例の大だい惨さん事じですね」


　ジェシカは頷うなずく。彼女にはほとんど記き憶おくがないが──彼女より上の世代にとって〈イエルネフェルト事変〉という言葉にはかなり大きな影えい響きよう力りよくがある。


「お気持ちは分かりますが、ランディーニさん。貴方あなたは誤ご解かいされてます。これは麻薬ではない。使う必要なんてないんですよ。あくまで『持っている』事が重要なんです、客にとってはね」


「……どういう意味かな？」


　ランディーニ──アルマデウス東部一帯に縄なわ張ばりと流りゆう通つう網もうを持つ組織の幹かん部ぶは、線の細い神経質そうな顔に怪け訝げんの表ひよう情じようを浮うかべて、ジェシカを眺ながめた。


「おっしゃる通り、これが最初に売れるのは、恐おそれを知らないガキ中心でしょう。しかしね、連中がこれを使って暴あばれたりすると、どうなると思います？　魔法を使う相手には、銃だって役に立たない。魔族になったら尚なお更さら。そういう連中が街のあちこちに居るとしたら？」


「…………」


　ぴくりとランディーニの眉まゆが動く。


　興味をそそられた徴しるしだと解かい釈しやくして、ジェシカは言葉を続けた。


「いつ殺されるか分からない。何が起こるかわからない。警察は役に立たない。戦術魔法士の数だって少ない。間に合うかどうかも分からない。魔ま法ほうには魔法でしか対抗できない。そういう時──眼めの前に、奴やつ等らと同じ力が在あれば、どうします？」


「馬ば鹿かな。だからといって──」


　微かすかに動どう揺ようのようなものがランディーニの表情に走る。


　もう一押し──ジェシカは覆おおい被かぶせるように言葉を並ならべた。


「だからといって、誰もが魔法を使うとは限かぎらない。でも──万一。万一のために、と考えて購こう入にゆうしたくはなりませんか？　この世せ相そうですから。台所の隅すみに置かれた消火器のようなものです。実際に使う事はまずないかもしれない。でも、もし使わねばならないような状況に置かれれば──他の手段では全く対たい抗こうできない。魔族ともなれば、刃は物ものはおろか、銃じゆうだって効きかない。ならば……」


「……なるほど」


　ランディーニは苦く笑しようした。だが眼めは笑っていない。商売人の狡こう猾かつさと、犯罪者の冷れい酷こくさ──二つの色を混こん濁だくして持った眼が、ジェシカを値ね踏ぶみするように見つめる。


「要は銃と同じだといいたいわけか？」


「ある側そく面めんでは」


　ジェシカはにやりと笑ってみせる。


　実際──密みつ造ぞう銃を買う人間の半分近くが、いわゆる堅かた気ぎだ。アルマデウスでは一いつ般ぱん人じんが銃を所しよ持じしようとする場合、申しん請せいして公安委員会の審しん査さを受けねばならない。場合によってはそれが通らない場合もあるし、通っても面めん倒どうな手続きが待っている。


　これを嫌きらって密造銃を買う人間が、意い外がいに多いのだ。


　無む論ろん、これらは実際に使われる事はほとんどない。お守りのようなものだ。強ごう盗とうや通り魔といった犯罪者から自分や家族の身を護まもるために──という名めい目もくで、彼等は密造銃を買う。脅きよう威いがあるならば、それと同等の力を蓄たくわえて自じ衛えいしようとするのが、人間である。


「まして──魔法士ソーサリストは自分の意い識しき内ないに仮か想そう魔法回路と呼ばれるものを形けい成せいします。ま、言ってみれば魔法士としての下ごしらえです。魔法を使うための回路を、自分の頭の中に作って初めて、魔法というものは使えます。で──この回路形成ですが。大たい抵ていは薬を使います。ダウン系の──特に催さい眠みん暗あん示じ効こう果かの高いものをね」


「うちから色々と仕し入いれていたのは、その意味もあったか」


　ランディーニの組織の主力商品は、薬物だ。アップ系ダウン系、共に取り揃そろえ、東部では指ゆび折おりの出荷量を誇ほこっている。元々は彼の組織から〈シェル〉に付けて売るための薬物を仕入れたのが、ジェシカと彼等の付き合いの始まりだ。


　ちなみにアップ系、ダウン系という呼こ称しようはその薬物の効果によって区別される。中ちゆう枢すう神しん経けいを興こう奮ふん状態にさせるものをアップ系、逆ぎやくに中枢神経を抑よく制せいして作用するものをダウン系という。種類と用よう法ほうによっては医い療りよう上じよう──特に精神病などの治ち療りように効果的とされているが、無論、ランディーニ達の得意客は医者などではない。


「たとえ他の用よう途とであるにせよ、薬というものは一度使ってしまえば二回目の使用に対する心理的抵抗は遥はるかに少ない。違いますか？」


「新しん規き顧こ客きやく開かい拓たくの、きっかけに使えると？」


「これなら今まで薬そのものには手を出さなかった層そうにまで、食い込こめる可か能のう性せいがある。大たい義ぎ名めい分ぶんさえあれば『善ぜん良りような一般市民』も案あん外がい簡かん単たんに法を犯おかす側に回るものです。生き残るため、家族を護まもるため……ですが彼等の自分への言い訳など、我われ々には関係ありません」


　違い法ほう行こう為いはいずれもその傾けい向こうがあるが──何よりも麻ま薬やくの服ふく用ように関しては、一度目が最も心理的、倫りん理り的てきな抵抗が高い。まして種類によってはその服用後に襲おそってくる不ふ快かい感かんを誤ご魔ま化かす為ために、更に麻薬を服用するという、泥どろ沼ぬま状じよう態たいを作り易やすいのだ。


　理由はどうあれ、一度でも手を出させてしまえば、放ほうっておいても依い存ぞん性せい、中毒性が進む可能性は高い。しばしば『魔薬』と呼よばれている所以ゆえんだ。しかも市場が拡かく大だいする事はあっても、縮しゆく小しようする事は非ひ常じように稀まれだ。


「それから」


　唇くちびるを敢あえて舐なめて見せながらジェシカは言った。自分の容よう姿しを──特に胸むねや腰こしを見て男達がどのような想そう像ぞうをするのか、彼女はよく心こころ得えている。


「ランディーニさん。薬をキメて女を抱だいたことは？」


「ない。商品に手をつけては業者失しつ格かくだよ」


　これはランディーニも即そく答とうする。だが内容そのものには興きよう味みを示しめしたようだった。


「聞いた話ではかなり『いい』そうだがね。それが？」


「魔法をキメてするセックスを一度味わうと、もう薬などでは到とう底てい満足できませんよ」


「……君は……」


　さすがにこれにはランディーニも少々驚おどろいたらしい。


「そういう方法が、昔金持ちや政治家の間で流は行やったという話は聞いた事があるが……」


　実際に三十年前までは、一部の魔法士達ソーサリストが、神経に一時的な操そう作さを加え、性せい感かんを何倍にも増ぞう幅ふくする、という事を商売で行っていたらしい。少なくともジェシカの手元には、そういった用よう途とに使われたとおぼしき呪文書式スペルの記き述じゆつが何枚まいか存そん在ざいしている。


「そういう需じゆ要ようもある、という事です」


　ジェシカは言って──表情を引き締しめた。


「話を戻もどしますが──まず最初に売るのは最も基き本ほん的てきな装そう備び、いわばスタータ・キットです。ある程てい度どこの〈シェル〉が出回れば、それに追加するような形で、新しく強化用のスタッフや、そこに装そう塡てんする呪文書式板スペル・タグ、封呪素筒カートリツジなどを売り出していく予定です」


　ジェシカがロミリオの協力を得てかき集めた呪文書式はおよそ百種類。これを一つずつ追加して売ってゆくだけでも、相そう当とうな儲もうけになる筈だ。


「また値ね段だんを下げるために、耐たい久きゆう性せいをかなり犠ぎ牲せいにしているので……実を言えば数回の装そう着ちやくでもうガタが来ます。そうなればもう一度買い求めるしかありません」


「……なるほど」


　そこまで聞いて、ようやくランディーニは頷うなずいた。


「一いち応おう強ごう引いんなりにも理り屈くつは通っているという事か」


　無論、強引な理屈である事はジェシカも承しよう知ちしている。柔じゆう軟なん性に欠けた思し考こう力りよくで、ランディーニがこちらの言い分をどれだけ正せい確かくに理解しているのかも疑ぎ問もんだ。だが──興きよう味みが引かれているのは間ま違ちがいない。ジェシカは更さらに札ふだをきる事にした。


「御理解いただけましたか」


「理り屈くつはわかった。だがそれもこれも、あんたのところのこの〈シェル〉とやらが、実際に使える事が前ぜん提ていになってくるが？　いくら裏うら物ものとはいえ──いや、裏物だからこそ、役にも立たないがらくたでは売れんぞ。消しよう費ひ者しやもそれほど馬ば鹿かではない」


　かかった──ジェシカは内ない心しん、ほくそえんでいた。札のきり時だ。


「何のために、この日、この時間、このホテルに──御ご足そく労ろうを願ったと思われます？」


「……なんだと？」


「商品の質、貴方あなたご自じ身しんの眼めで確かく認にんなさってくださいな。恐おそらく、そこの──」


　ジェシカは傍かたわらを振ふり返った。


　壁かべ際ぎわに大きく設もうけられた硝子ガラス窓まどの向こうに、リゴレット通りの街まち並なみが広がっている。雑ざつ然ぜんたるその街がい区くの中を、今も無む数すうの人ひと影かげが虫のように行いき来きしていた。


「通りのどこかで、もうすぐ一騒そう動どうあるかと思いますので」


「!?　まさか──」


　思わず腰こしを浮うかしかけるランディーニ。ほとんど反はん射しや的てきに、彼の背はい後ごに控ひかえていた二人の男が、懐ふところに手を入れた。同時にジェシカの背後の二人も彼等に応じて身み構がまえる。


　少し対たい処しよを間違うだけで、この部へ屋やの中を銃じゆう弾だんが飛とび交かう事になるだろう。


　だがジェシカは嫣えん然ぜんとランディーニに微笑ほほえみかけた。


「ご安心を。こちらには本物の戦術魔法士が居ます。即そく席せきの魔ま法ほう使つかいや、低位の魔族など問題じゃない。まあ──見シ世ヨ物ウが始まるまで、お寛くつろぎになってお待ちくださいな。隣となりの部屋にはワインも用意してありますので。プルチネラ産の赤はお嫌きらいですか？」


「あんたは──」


　ランディーニはうめくように言った。


「イカれてるぞ」


「ええ、勿もち論ろん」


　ランディーニの言葉がまるで賛さん辞じであるかのように──ジェシカは堂々と笑って頷うなずいた。





　　　　●　　●　　●





　思い出すのはいつもあの光こう景けいだ。


　もう三十年も経たつというのに、瞼まぶたの裏に焼きついて取れない。一生取れないだろう。子供の頃ころの強きよう烈れつな記き憶おくは人じん格かくの形けい成せいに関かん与よする。既すでにその光景はマックス・キントという人間を形成する部品の一つとなっているのだ。


　轟ごう々ごうと烈れつ風ぷうが吹ふき荒すさぶ中、当時五歳さいだった彼は叫さけんでいた。


　父の名か。母の名か。あるいは誰だれ彼構かまわず助けを乞こう言葉か。もう覚えていない。


　まだ当然のように大人おとなの庇ひ護ごを受けていた頃だ。叫べば誰かが来てくれる。誰かが来て護ってくれる、そう信じて無む力りよくな少年は叫び続けた。烈風の中で、街を覆おおって悶もだえ狂くるう大気の底で。


　巻まき上げられた土ど砂しやと瓦が礫れきは視し界かいを灰はい色いろに塗ぬり潰つぶしている。迂う闊かつに眼めを見開く事さえできない。時折、風の怒ど号ごうの中に、鈍にぶい轟音が混まじるのは、どこかで何かが爆ばく発はつしている音だろう。濁にごった視界の中で時折、紅あかく、あるいは白く光るのは、炎ほのおの色であろうか。


　彼はそんな中、這はいつくばって叫び続けた。


　だが父は来なかった。母は来なかった。何ど処こからも救いの手は差し伸のべられなかった。


　代わりに来たのは──最悪の存そん在ざいだった。


　巨きよ大だいな異い形ぎよう。


　それが少年の前に在あった。


　実を言えば詳しよう細さいは覚えていない。視界はひどく悪かったし、何よりそれは遠かった。


　ただそれは家よりも学校よりも巨大だった事を覚えている。烈風と轟音を衣ころもとし、それは傲ごう然ぜんとそこにそそり立っていた。そそり立ち、しかも移い動どうしていた。


　当時の彼にはそれが何なのか分からなかった。


　ただ、それを見た瞬しゆん間かん、彼は叫ぶのを止めた。息をする事さえ忘わすれた。それはあまりに強きよう大だいな存在だった。理り屈くつではない。生物の本能が全力で叫んでいた。この地上に存在する如い何かなる生物よりもそれは強大な力を誇ほこっている。あれの前では人間など塵ちり芥あくたにも劣おとる。あれとまともに戦えるものが居いるとすれば、それは神だけだ。


　悪魔。ホルスト教の言う邪悪の具ぐ現げん。人間の天敵。それがそこに居た。


　見つかってはならない。


　彼は咄とつ嗟さにそう思った。理由はないが確かく信しんした。見つかったらおしまいだ。消される。文字通り消し飛ばされる。死体も残らないだろう。逃にげても逃げきれるような相手ではない。許ゆるしを乞こうて聞き入れる相手でもない。それはまるで自然災さい害がいのように、莫ばく大だいな力を誇こ示じして、触ふれるもの全すべてを蹂じゆう躙りんするだけだ。ひたすら一方的に全てを殲せん滅めつするだけだ。


　彼は伏ふせた。息は止まっていた。


　酸さん素そを求めて、彼の体の中で肺はいと心しん臓ぞうが喘あえぐが、それさえもが彼を怯おびえさせた。耳を聾ろうする轟音の中で、彼は自分の鼓こ動どうがその悪魔に聞きつけられるのを恐おそれた。


　息を止め、眼を閉とじ、五歳の少年は身体からだを地面に擦すり込こむように這いつくばって、その巨大な災さい厄やくが通り過ぎてしまうのをひたすら祈いのっていた……


「三十年──か」


　悠ゆう然ぜんと眼を開く。


　灰の落ちかかっていた煙草たばこを灰皿にねじ込むと、彼は回かい想そうを打ち切った。


〈イエルネフェルト事じ変へん〉。


　三十年前に発生した大だい惨さん事じであり、その後連続する大だい規き模ぼ魔族災害の引き金となった事件だ。その結果、数え切れないほどの死し傷しよう者しやが出、アルマデウス帝国は復ふつ興こうに十年以上もの歳月を要ようした。


　だが人間は懲こりていない。


　あれほどに大きな教きよう訓くんを得てもなお、人間は魔法を棄すてていない。いや、目め先さきの誤ご魔ま化かしだけが巧こう妙みようになって、その本質的な恐ろしさを忘れ果てている。


　その事が、マックス・キント警視には酷ひどく苛いら立だたしかった。


「馬鹿な話だ」


　呟つぶやくと彼は椅い子すから身を起こす。


　まるで彼の回想が終わるのを待ち構えていたかのように、電話が鳴った。


　部へ屋や──トリスタン市警が急きゆう遽きよ、彼の為ために用意した執しつ務む室しつである──の中に漂ただよう煙草たばこの煙けむりを押しのけるようにして、手を伸のばし、受話器をとる。これはマックスが要よう請せいし、引かれた回線だった。部屋はトリスタン市警第一分署内にあるが、この電話回線は他の回線とは違い、独どく立りつしている。端たん的てきに言えば、署内の交こう換かん機きを通さずに直ちよく接せつ電話がかかってくるのだ。


『──私だ』


　名乗る前に電話の向こうの相手がそう告げる。再ふたたび椅子に身体を静めながら、マックスは短く応じた。


「御苦労様です」


『荷物は届いたか？』


「はい。追加の〈サンダーボルト〉五丁と、弾だん丸がんは今け朝さ届きました。今部下に確認させているところです。他の装そう備びは市警からの貸たい与よになっておりますが、特に問題ありません」


　言いながら、マックスは執務室の入り口に立てかけられた黒く長いケースを眺ながめた。


　軽合金のフレームに樹じゆ脂しと革かわを多た用ようして造つくられたそのケースの表面には『ＡＴＡＳＡ』『ＡＭＩ／ＡＳＲ０１』という文字列と共に、『００８』という番号が刻きざんである。これは後から届けられたものではなく、マックスがこのトリスタン市に来るとき、自分で持ってきた愛用の〈サンダーボルト〉だ。


　優秀な狙そ撃げき手しゆは、同じ銃にこだわる。型が同じでも一丁ずつ、数字に出ないような微び妙みような癖くせが出てしまうからだ。マックスはこの００８を数か月前から、何度も撃ち、細かい癖までもを把は握あくしていた。


『結構。後は連れん絡らく待まちだな。例の『業者』の出しゆつ荷か記録は押さえてあるな？』


「ええ。ですが、ＣＩＳの報告を待つまでもないかもしれません」


『どういう意味だ？』


「『業者』側から『企き画かく』が持ち込まれていましてね」


『ほう？』


　声はいたく興きよう味みをそそられた様よう子すであった。


「詳くわしくはまた報ほう告こく書しよを送ります。専用とはいえ、電話ではやはり不安が残りますので」


『頼たのむぞ。やはりまだ絶ぜつ対たい的に判断資料データが足りない。特に中級以上がな。それから……『保ほ険けん』の方はどうなっている？』


　その言葉を聞いて……マックスの太い眉まゆがわずかに動いた。


「一応、魔ま法ほう管理局の監かん督とく官かんを一人、説せつ得とくに向かわせていますが……」


　机の上のファイルを手に取り、一束の書類を取り出す。


　タイプ打ちされた数枚の報告書とそこに添てん付ぷされた小さな写真。レイオット・スタインバーグに関する報告書だ。報告書の前半は警察の作成したもの、後半は魔法管理局の作成したものだ。


「資し料りようを読む限り、奴やつは応じないでしょう」


『……マックス』


　電話回線の向こうで、相手は溜ためめ息いきのような声を漏もらした。


『ストレイト・ジャケット共どもを嫌きらう貴き様さまの気持ちはよく分かるが、『保険』は必要だ。今のところは奴等を利用しておけ。こちらに余よ裕ゆうがあれば例の兄妹をそちらに回すのだが──』


〈サンダーボルト〉の改良や更さらなる新兵器の開発、それに伴ともなう新しん戦せん術じゆつの考こう案あんは、無む論ろんマックスがこちらに来ている間も帝都警察で継けい続ぞくしている。その中には、実際に死し刑けいの確定した犯罪者を故こ意いに魔族化させ、その反応速度や魔力圏ドメインの広がりを計けい測そくするようなものもある。万が一の場合に備そなえて、コンコーネ兄妹──陰かげでＡＴＡＳＡが確保している戦術魔法士達は、帝都近きん郊こうの実験場に常じよう駐ちゆうしていた。


「分かっていますよ。しかし奴が応じなければしょうがない」


　マックスは静かな口く調ちようで応じた。


「逮たい捕ほ状じようはもう申しん請せいしてあるんでしょう？」


『無論、用意はしてあるが』


「ならば奴が現場に出しゃばって来ない内に引っ括くくっておいてください。正せい規きのストレイト・ジャケットは書類一枚でどうとでもなりますが、やはり奴のような存在は何をしでかすか分からない。大人おとなしくしてくれているのが、一番です」


『マックス──』


「大だい丈じよう夫ぶです。来月までには多分最初の報告書を送れると思います。では」


　そう言ってマックスは受話器を置いた。


　右手のファイルをもう一度眺ながめ──そして彼はそれを机つくえの脇わきの屑くずカゴに落とした。


「ストレイト・ジャケットに頼る？　本ほん末まつ転てん倒とうも甚はなはだしい」


　呟つぶやきに扉とびらを叩たたく音が被かぶった。


「空いている」


「失礼します」


　一礼して入ってきたのは彼の直ちよく属ぞくの部下であった。


　今回のトリスタン市警への出しゆつ向こうに際さいして、彼は十名の部下を連れてきている。いずれも〈ジャベリン〉の構こう成せい員いんで、ＡＴＡＳＡからトリスタン市警へ貸たい与よされる新しん装そう備び〈サンダーボルト〉の習しゆう熟じゆく訓くん練れんを担たん当とうする教官という名めい目もくになっていた。


　他にも帝都警の対犯罪諜ちよう報ほう部ぶＣＩＳが送り込んだ調査官達がトリスタン市に入っており、わざと泳がせてある〈シェル〉購こう入にゆう者しやを監かん視ししている筈はずだ。


　部下はマックスの前に来て直立不動の態たい勢せいをとった。


「警視。本体、弾ア薬モ、専せん用よう工具、予備部品、特殊追加部品オプシヨン十五品目、全すべて確認終わりました。〈サンダーボルト〉五丁も点てん検けん終了です」


「御ご苦く労ろう」


　マックスは頷うなずいた。ちなみに彼の〈サンダーボルト〉シリアル００８は、彼自身の手で分解点検を終えている。愛用銃の分解点検を他人に任まかせるような人間に、銃使いガンスリンガーは務つとまらない。狙撃手スナイパーなら尚なお更さらだ。


「もう一つ。モデラート警部が帰き還かんしました。戦術魔法士スタインバーグは、回答を保ほ留りゆう中との事です」


「ふむ……往おう生じよう際ぎわの悪い奴だな」


　マックスは眉まゆをひそめて呟つぶやく。


「ただし、現げん在ざいモールドを修しゆう理り中ちゆうとの事で、早くても来週一いつ杯ぱいは動きがとれそうにない、との事です」


「ならば当とう面めんは放ほう置ちしても問題はないか。で──『業者』からの連絡は？」


「特にありません。予定通りかと」


「よろしい」


　マックスは立ち上がり、壁かべに立てかけていた〈サンダーボルト〉のケースを手に取った。


　ずしりと手に食い込むそのケースの重みを味わいながら彼は部下を振ふり返かえって言った。


「では──行くぞ。公演時間までもう間がない」


「了りよう解かいです」


　部下は素す早ばやく敬けい礼れいし、彼の後に続いた。





　　　　●　　●　　●





　こだわり。拘こう泥でい。執しゆう着ちやく。


　それは人を縛しばる。人はそれを以もって自らを縛る。


　意味などない。共通理解の範はん疇ちゆう外がいにそれはある。だからこそそれは個こ人じんを規き定ていする。そうした鎖くさりが集まって人間の個性を成なす。


　万人を通じて理解できるものをこだわりとは呼よばない。それは条じよう理りや常じよう識しきと呼ばれる類たぐいのものだ。やはりそれが人を拘こう束そくするものである事に違ちがいはないが、条理や常識を集めてみても人間にはならない。人の形にはなるかもしれないが、それは明めい確かくな目鼻立ちのない人形マネキンにも等ひとしい。


　こだわりはその保持者の行動を縛る。思し考こうを縛る。そうしていびつながらにも形を成して、個性を作る。混こん沌とんたる多様性を生み出す。


　それは確かに人として生きていく上で必要なものだ。


　だが──


（こだわり……ねえ）


　レイオットは思う。


　自分を規定するもの。今の自分を塑形モールドするもの。レイオット・スタインバーグという人間を、他の人間と別個の存在として際きわ立だたせている何か。幾いく重えにも絡からまって形かたち成なす鎖くさり。


（俺おれは何にもこだわってない積もりで──結局、こだわってた訳わけだ）


　自分が罪つみ人びとであることに。


　レイオットは何もしない事が当とう然ぜんであるように感じていた。自分には未来がないものだと決め付けていた。彼にとって時間とはただ側そばを彼の意い思しとは関係なく流れてゆくだけのものであり、その先に何があろうと、今と変わらないと思っていた。


　それが自分に課かされた罰ばつであると、考えていたのかもしれない。


　希望を見てはならない。未来を望んではならない。償つぐなう方法のない罪を背せ負おった者は、ただその重さの下で意味もなくもがき続けるだけだ。朽くち果はてるその瞬しゆん間かんまで、何の意味もなく。それこそが自分には相応ふさわしい──と。


　しかし。


　実のところそれは罰などではない。絶望でもない。それは甘いだけの諦あきらめだ。


　自分を罰にはめ込んでいる積つもりで、希望を持つ事なく、さりとて本当に絶望しきる事もなく──ただ自分で作り上げた暗くら闇やみの中に逃にげ込こんでいただけだ。


　だが、たとえ絶望に身を委ゆだねるにしても、やれるだけの事を全すべてやってからでなければ駄だ目めだ。そうでなければ絶望する意味もない。そうでなければ──たとえ如い何かなる罰を彼が甘んじて受けようと、誰も彼を許ゆるしてはくれないだろう。


（しかし──）


　自分が師しであり親代がわりでもあった『彼』を殺したのは事実だ。その罪は消えない。他の誰だれが忘わすれても、レイオット自身は死ぬまで忘れまい。


　それに──カペルテータ。彼女を天てん涯がい孤こ独どくの身にしてしまったのは、レイオットだ。その事について彼は後こう悔かいはしていない。忘れる事も否ひ定ていする事もない。だが、だからといってそこに罪がないのかと問われれば、レイオットは口ごもらずにはおれない。


　中ちゆう途と半はん端ぱな絶望のただ中で立ち止まっている事を彼は止やめた。


　一歩前に進めば、また違ちがうものが見えてくるかもしれない。進んでいけばやがては誰もが──少なくとも自分が納なつ得とくし、満足できる結果に辿たどり着けるかもしれない。


　しかし。


　ならば、罪を背負ったままの罪ざい人にんは一体、どこに向かえばいいのか。立ち止まっていた場所から踏ふみ出す最初の一歩を、どちらに向ければいいのか。


　断だん罪ざいの処しよ刑けい台だいか？　免めん罪ざいの懺ざん悔げ席せきか？贖しよく罪ざいの懲ちよう役えき場じようか？


　自分の存そん在ざいに変化と新しい意味を与あたえるために、何を目め指ざせばいい？　何をすればいい？　何にこだわればいい？


　絶望にまみれる事に見み切きりをつけたのなら、それに代かわる新たな何かが必要だ。


　それは良くも悪くもレイオット・スタインバーグという人間の形を形成しているものなのだから。


（あれだけ言い切るなら、そこまで責任持ってくれ──とか言うとまた怒おこるんだろうな、このお嬢じようさんは）


　そう内心で思いながらレイオットはネリンを振ふり返った。


　スタインバーグ邸ていの車庫。


　話が終わってブライアンが帰った後、レイオット、カペルテータ、そしてネリンはこのスタインバーグ邸の半分を占しめる一室に居た。


　ネリンが残っているのは、いつもの『レイオット・スタインバーグ真人間化計画』（命名ネリン・シモンズ二級監督官）の仕事を行うためである。


　もっとも──訪問数も五回を数えた辺あたりから、レイオットもカペルテータも、彼女を客扱あつかいしなくなった。具ぐ体たい的てきには、彼女の訪問に際さいして、特別に時間を割さいたり、居間に通したりという事をしなくなったのである。かといって殊こと更さらに拒こばむほどのものでもないので、相あい変かわらずカペルテータは茶を出すし、時間によっては食事を振ふる舞まったりもするが。


　このため……ネリンはネリンでめげる事も遠えん慮りよする事もなく、雑ざつ用ように邸内を歩き回るレイオットの後ろを、書類一式を持ってついて回るようになった。傍はたから見ていると妙みように間が抜ぬけた光景なのだが、どうやらネリン本人は気付いていないらしい。


　とはいえ、彼女も四六時中彼に説せつ教きようを垂たれ続けている訳ではない。


　むしろ連日の激げき務むの息抜きがしたいのか……ここ二、三度は彼女の話にも愚ぐ痴ち混まじりの雑談が占しめる割わり合あいも増ふえてきている。


　レイオットが知る限かぎり、ネリンはトリスタン市に赴ふ任にんしてきてまだ日が浅い。このため知人友人と言えるような人間はまだ少なく、仕事上の不平不満をこぼす相手にも事こと欠かいているのだろう。


　ちなみに職しよく場ばの同どう僚りように仕事の愚痴を語るのは鏡に向かって話し掛かけるようなもので、不ふ毛もうの極きわみなのだそうだ。自分のそれと同じ愚痴がそのまま返ってくるかららしい。


「しかし──」


　備そなえ付つけの戸と棚だなの一つを開き、がさごそと中をあさりながらレイオットが言う。


「新装備ってのは、何なんだ？　それについては警部も教えてくれなかったが」


「何でも──」


　車庫の端はしに積まれた木箱に腰こし掛かけてレイオットの作業を眺ながめながら、ネリンが応じる。彼女の隣となりにはカペルテータがいつもの曖あい昧まいな無表情で、立っている。


「新型のライフルで狙そ撃げきするらしいんですが……」


「魔族メレヴエレントの魔力圏ドメイン──特に〈伯爵カウント〉級以上の魔族の恒常魔力圏コンスタント・ドメインとなると、銃は効きかないぞ」


「でもスタインバーグさんも銃を使ってますよね？」
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「まあね」


　そう言いながらレイオットはロッカーの中から木箱を一つ取り出した。


　ロッカーの側の作業机の上に木箱を置き、留とめ金がねを外はずして開く。そうしてレイオットが中から取り出したのは、一丁の自じ動どう拳けん銃じゆうであった。


　口こう径けいも銃そのものの全ぜん長ちようもかなり大きい。遊底スライド側面には『ＬＡＦ　ＷＯＬＦ　ＨＯＵＮＤ　４４ＭＡＧ．』と刻こく印いんが打たれていた。


「経けい験けんから言わせてもらえば、銃が決定打になる事はまずない」


　答えながら、銃の──〈ウルフ・ハウンド〉の遊底スライドを何度か引いてみて、動きを確認するレイオット。狼おおかみ狩がりに使われるという大型狩しゆ猟りよう犬けんの名を冠かんした自動拳銃は、意い外がいに澄すんだ金属音を響ひびかせて彼の操そう作さに応じた。


　きちんと分解してみない事にははっきりとは分からないが──何年も手入れをしていなかった割には、特に部品が錆さびたり劣れつ化かしたりもしていないようだ。


「ほとんど、ない」


「…………」


　ふと……ネリンが驚おどろいたように眼めを瞬しばたたかせた。


「──何だ？」


　尋たずねてみるが、レイオットは何となくその理由が分かったような気がした。自分の顔に感かん慨がいが滲にじみ出ていたのだろう。


　この銃を手にすると複ふく雑ざつな気分になる。いっそ棄すててしまおうと思った事も何度かあるが、それでも棄て切れなかったのは、これが『彼』から貰もらった品だからだ。遺い品ひんは幾いくつも引き継ついでいるものの、生前の『彼』がレイオットに与えた諸もろ々もろのものの中では、これが最後の品だった。それが『彼』の命を奪うばうという結果になったのは、運命の皮ひ肉にくか、それとも必ひつ然ぜんか……レイオットには判はん断だんがつかないが。


「あ──なんでもないです、何でも」


　慌あわてたように首を振ふるネリン。レイオットも追つい及きゆうする事なく、話を戻した。


「俺おれや多くの魔法士ソーサリストが銃を使うのは、あくまで牽けん制せいと、魔族の注意を魔法攻撃から逸そらすため、ってのが大きいな。無む論ろん、魔力圏ドメインの外側から攻こう撃げきできるって点や、下級の魔族なら、不ふ意いをついて殺せる場合があるってのも、大きな理由だが。


　魔族は魔法を使う場合、その魔力圏の性せい質しつをその魔法に合わせて変化させる。だから銃弾に対する防ぼう御ぎよの魔法は、あくまで『防ぼう弾だん』能のう力りよくに特化している事になる。そうした場合、魔法攻撃や、極きよく端たんな話、肉弾戦に対する防御がおろそかになるんだよ──と」


　一、二度軽く引き金を引いて空から撃うちをしてから、レイオットは〈ウルフ・ハウンド〉を傍かたわらの作さ業ぎよう机づくえの上に置いた。そして更さらにロッカーの中をあさる。


「くそ。ないな。この四発だけか。カペル……寝室のクロゼットに四四マグナムの弾たま、なかったっけか。自動拳銃用の──リムレスのやつ」


「あそこに置いてあるのは、四五マグナムのリムド・カートリッジだけです」


　即そく座ざにカペルテータが答える。


　いつそれを把は握あくしているのかはレイオットにも謎なぞなのだが……スタインバーグ邸ていの事については、よほどの瑣さ末まつ事ごとでもない限り、カペルテータに尋たずねれば回かい答とうが返ってくる。爪つめ切きりの置き場所から、買い置きの弾薬の数まで。


「長い間、使ってなかったからな……この前、街に出た時に買っておくべきだったか」


　ぶつぶつと呟つぶやくレイオット。


　普ふ段だん使わないだけに、弾薬の数までは確認していなかった。そういえば最後に撃ったのが何年前なのか、よく覚えていない。


「どうでもいいですけど、前の回リ転ボ弾ル倉ヴ式アといい、それといい、大きな銃ですね」


　ネリンが机の上に置かれた〈ウルフ・ハウンド〉を眺ながめながら、言って寄よ越こす。


　確たしかに無ぶ骨こつで角かく張ばったその銃は、やたらと重そうで、やたらとかさばりそうで、そしてやたらと強力そうな印いん象しようがあった。そしてそれは大体の部分において間違っていない。


「〈ハンティング・ホーク〉なんてものを提さげている人間が何を言うかな」


　言われてネリンが苦く笑しようする。


「あれはケースＳＡの現場に出る時だけですよ。普ふ段だんから提げていたら、筋きん肉にく痛つうになってしまいます」


　確かに彼女が魔ま法ほう管理局から貸たい与よされているＡＭＩ〈ハンティング・ホーク〉自動拳銃は、拳銃としてはかなり大型の部ぶ類るいに属ぞくする。大口径のマグナム弾を発はつ射しやするために、通つう常じようの拳銃以上の肉にく厚あつと、重量が必要となるからである。


　たかが二キログロム、というと大した重さでないようにも聞こえるが、実際に身に付けて持ち歩くとなると、じわじわその重さが効きいてくる。


「いかつい方が便利なんだよ。護ご身しん用ようにはね」


「護身用……？　でもそれなら軽くて小さい方がいいんじゃないですか？」


「大たい抵ていはこういう、ごつい銃を見せてやれば、実際に発はつ砲ぽうする事もなく現場は収おさまるもんなんだよ。特にガキ相手にはね」


「そういうものなんですか？」


「これも経験済ずみだよ、なあカペルテータ君？」


「……逆ぎやく効こう果かの場合もあると思いますが」


　まるで数日前の出来事など忘れ果てたかのように、淡たん々たんとカペルテータが答える。


「おまえね。もう少し可愛かわいげのある反はん応のうしても罰ばちは当たらないと思うぞ」


　言いながら、レイオットは銃を分解し始めた。


　大たい抵ていの自動拳銃は、簡易分解フイールドストリツプといって工具なしでも整備用の分解ができる。流れるように〈ウルフ・ハウンド〉の弾だん倉そうを抜き、遊ゆう底ていを下部フレームから分ぶん離りするレイオットの指先は、まるでそれが一つの動どう作さであるかのように澱よどみない。


　常に手元に置いて馴な染じむように──レイオットは『彼』にそう教えられた。


　自分の体の延えん長ちようになるように、たとえ眼めを瞑つむっていても一連の操そう作さができるように、常に手元に置いていじる。それを当時少年だったレイオットは忠ちゆう実じつに実行していた。その時の成せい果かが今も身体からだに染しみ付いているのである。


「そういえば、シモンズ監督官。あんた──何かこだわりってあるか？」


「こだわり、ですか？」


「まあ、なんか──そうだな。よく分からないが『人生を豊かにするもの』というか。人様の手に熱い薬や缶かん押し付けても許されるよーなものというか」


「何ですか、それは」


「いや、こちらの話」


　レイオットはちらりとカペルテータを一いち瞥べつするが、カペルテータはやはり変わらぬ落ち着きぶりで、彼の非ひ難なんめいた視し線せんを跳はね返している。


「こだわり……まあ、髪かみ型がたとか」


「そうなのか？」


「母譲ゆずりの自じ慢まんの髪なので」


　ほんの少しはにかむような表情を浮うかべてネリンは言った。


「ふむ。他には？」


「そういうのでいいんですか？　そうですね。読みかけの本がある間は別の本を読まないとか。好きな食べ物と嫌きらいな食べ物が一いつ緒しよに出ても、必ず均きん等とうに食べていくとか。猫ねこには顎あごの下から触さわるとか。丸まる眼鏡めがねはかけないとか──」


「なんで？」


「どうも子こ供どもっぽく見えるらしくて、前に夜中に歩いてたら補ほ導どうされそうに──って。何を言わせるんですか」


　かなり屈くつ辱じよく的てきな記き憶おくだったのか、顔を真まっ赤かにしてネリンがレイオットを睨にらみ付ける。


「なるほど、あんたはとても豊ゆたかな人生を送ってるみたいだな」


　苦く笑しようしてレイオットが言う。


「しかし最近は物ぶつ騒そうになったからな。あんまり夜中に出歩くのは学生でなくてもやめた方がいいぞ」


「……誰だれのせいで夜中まで仕事していると思ってるんだか」


　ぶつぶつと小声で呟つぶやくネリン。レイオットは聞こえない振ふりをして話を続けた。


「ナイフってのなら驚おどろきはしないが、最近は銃で武ぶ装そうしてるガキもよく見かける。本人達は隠かくして携けい帯たいしているつもりなんだろうけどな」


　ナイフであれ拳銃であれ、やはり鋼はがねの塊かたまりを身に帯おびて歩くと、服の輪りん郭かくや歩き方に影えい響きようが出る。私服警官や潜せん入にゆう捜そう査さ官かん、あるいは筋すじ金がね入いりのギャングといった連中は、ある程てい度どその誤ご魔ま化かし方を知っているが、チンピラには望むべくもない話だ。


「まあでも、そのくらいなら、まだいいんですよ……」


　ネリンが溜ため息いきをつく。


　その鼻先に白い掌てのひらが差し出された。小さなその手の上には、茶ちや褐かつ色しよくの大おお粒つぶが幾いくつか載のっている。チョコレートだ。カペルテータがそれを常つねに持ち歩いているのか、それともたまたま持っていたものを取り出して見せただけなのかは、レイオットにも分からない。


「どうぞ」


「あ。ありがと」


　そう言ってネリンはチョコレートを一つ手に取って微笑ほほえんだ。甘いものは疲つかれた時にいいと言うが、その中でもチョコレートは特に効きくという。


「本当に疲れているみたいだな」


「先週なんか四日連続、泊とまり込こみで仕事ですよ。立て続けに事じ件けんが起こって。この一週間ほどで、ケースＳＡが二件、違い法ほうな魔ま法ほう行使による犯はん罪ざいが六件。とてもじゃないですが、処しよ理りが追いつきません。異い常じような量ですよ」


「……確かに増えたな」


　レイオットは呆あきれた様な口く調ちようで言った。


　ケースＳＡ──魔族事件の数も異常といえば確かに異常だが、違法な魔法士ソーサリストによる事件が六件確かく認にんされているというのも、かなり異常な状じよう態たいだ。


　彼のような極きわめて例外的な存そん在ざいはともかくとして、大たい抵ていの場合、違法な魔法士はいわゆるギャングやテロリストといった連中に雇やとわれる事が多い。戦せん闘とう屋やとして雇われる事も多いが、闇やみ医い者しやの一種として治ち療りようを行ったり、麻ま薬やくなどの合成を助けたりする事もある。


　だが彼等は表の魔法士同様に、高度に洗せん練れんされた技ぎ術じゆつを売り物にする、玄プ人ロだ。故ゆえに彼等が何かを行っても、証しよう拠こが残らないどころか、事件そのものが立件されない事の方が多い。その気になれば人間一人を、跡あと形かたもなく瞬しゆん時じに消しよう滅めつさせる事さえ、彼等には可能なのだから。


　逆にいえば──六件もの違法な魔法行使による犯罪が確認されるというのは、あまりにその事後処理がずさんであった事を示しめしている。


「そのための特とく殊しゆ班はん設せつ立りつでもあるんですよ。ただでさえ、今トリスタン市には戦術魔法士が少ないですから。正せい規きの登録者四名、無む資し格かくである貴方あなたを含ふくめても五名です」


「ついこの間、二名減へったからな」


　レイオットが皮ひ肉にくな口調で口を挟はさむ。


　ネリンはどう応おうじたものか、一瞬悩なやむような表ひよう情じようを見せたが──その点には触ふれない事に決めたらしい。そのままレイオットの台詞せりふを無む視しするように会話を続ける。


「とにかく……立て続けに二件も魔族関連事件が起こると、もう余よ裕ゆうがなくなります」


　一度モールドを着て魔法を撃うった者は、その後強制待機期間と呼ばれる三日間は、魔法の行こう使しを法律で禁じられる。魔法を立て続けに行使すると魔法独特の疲ひ労ろう──のようなもので肉体的なそれとは異ことなる──が蓄ちく積せきし、同じ魔法を使っても発生する呪じゆ詛その量が増えるとする説が出ているからだ。


「非常用の無資格魔法士は、モールド修しゆう理り中ちゆうで役やく立だたずだしな」


「ええ。そうなると今、トリスタン市内には稼か動どうできる戦術魔法士が居ない事になります」


　そんな状じよう況きよう下かに中級魔族でも発はつ生せいすれば、市し街がいそのものが壊かい滅めつする可能性もある。


　しかも──


「さっきの話ですけど。最近は妙みようなものが出で回まわっているらしくて」


「密みつ造ぞうモールド」


　さらりと言ってのけたレイオットに、ネリンは驚おどろきの眼めを向けた。


「！　──知ってるんですか？」


「知り合いから聞いた。性能を極きよく端たんに下げる代かわりに量りよう産さんできるようにしたモールドが出回ってるって話だな。事件の増ぞう加かもそれが原げん因いんか」


　実際にそれらしきものを見たという話は伏ふせておく。下へ手たにそんな話をすれば、そのままネリンは彼を引きずって魔法管理局や警けい察さつに駆かけ込こみかねない。


「そのようです」


　ネリンは溜ため息いきをついた。


「でもいくら魔法の増ぞう幅ふく率りつや収しゆう束そく率が低くても、単たん純じゆんな破は壊かい力りよくを発はつ揮きするだけなら、そんなに難しくないですし。そんなものが大量に出回って犯罪に使われたら警察も我々もお手上げです。ましてや魔法士としての正せい規きの訓練を受けていない人間が、粗そ悪あくなモールドを使えば、魔族化の危き険けんはどれくらいになるか……」


「下手をすれば魔族の大量発生なんて事じ態たいも有あり得るな」


　言われてネリンは言葉に詰まった様だった。


　魔族の大量発生。


　それは〈イエルネフェルト事じ変へん〉の再さい来らいともいえる。もしその中に〈魔王ルシフエル〉級にまで成長してしまう個こ体たいが現あらわれれば、トリスタン市どころか、このアルマデウス帝国そのものの存そん亡ぼうに関わる。


「……考えたくないです」


「確たしかにな。今のうちに対たい処しよ法ほうが必要になってくるんだろうが……」


「……え？」


　ネリンがまた意い外がいなものを目もく撃げきしたかのように、瞬まばたきしてレイオットを見る。


「スタインバーグさん……何かあったんですか？」


「何だよ、いきなり？」


　眉み間けんに皺しわを寄せてレイオットが尋たずねる。


「ちょっと意外な反応だったので。スタインバーグさんなら、もうちょっと突つき放はなしたような言葉が返ってくると思ってましたから……『まあ、せいぜい頑がん張ばってくれ』とか」


「あんたな……いやまあ、それはそうかもしれんが」


「何か心しん境きようの変化でも？」


　言われてレイオットはどう応こたえたものか迷まよったが──全身から骨ほねが抜ぬけ落ちたかのような馬ば鹿か馬ば鹿かしさと疲れを感じて彼は片かた手てで顔を覆おおった。


「どうしたんです？」


「そういうもんなんだよな……人間ってのは。いや、こっちの事だ、気にしないでくれ」


　きょとんとしているネリンにそう言って、レイオットは扇あおぐ様に手を振ふって見せた。


「ところでシモンズ監督官。俺おれはこれから出かける積つもりなんだが──」


「あ、はい──え？　もうこんな時間？　ごめんなさい、私も引き上げます」


　慌あわてて頷うなずくネリン。壁かべの時計を見ると、もう四時を回まわっている。


　ブライアンが帰ってから二時間以上も此こ処こに居いた事になる。いつもより少々長居が過すぎたのは、それだけ彼女も疲れているという証しよう拠こなのかもしれない。


「……市の中央区辺りまでなら送ってもいいが、どうする？」


　レイオットの家から近くの駅まで歩くだけでも、最低三十分はかかる。疲れた身ではかなり辛つらい距きよ離りだろう。


「え？　いえ、でも──」


　などと遠えん慮りよしながらも、表情が露ろ骨こつに喜んでいる。


　分かり易やすい娘である。素す直なおなのは美び点てんかもしれないが、あまり出しゆつ世せは望のぞめまい。


「いいんですか？」


「どうせこの──」


　レイオットは再び組み立てた〈ウルフ・ハウンド〉を示しめす。


「銃の弾たまが残り少ないんで、街まで買いに出るからな」


　レイオットは〈ウルフ・ハウンド〉から七連弾だん倉そうを抜ぬくと、四発のマグナム弾だんを込こめて銃握グリツプに戻もどした。口こう径けい四四オートマティック・マグナム弾はあまり一いつ般ぱん的てきな弾丸ではないので、手に入れるには二級営えい業ぎよう免めん許きよ以上の大きな銃砲店に行く必要がある。


「詰つめて座すわれば俺の車でも三人は乗れるが」


「じゃあ、お言葉に甘あまえて」


　ネリンは頷いて立ち上がった。





　　　　●　　●　　●





「きいいいいいぃ──……やああああああっ!!」


　脳のう天てんから突つき抜ぬけるような声を放はなちながら、彼女は走る。


　久ひさ々びさに味わう解放感が彼女を高こう揚ようさせていた。しがらみも、常じよう識しきも、未来も、全すべてを振ふり捨すててのけた爽そう快かいさが少女の心を満たしていた。


　少女は駆かける。駆け抜けて行く。


（誰も私を止められない。誰も私を押おさえ込こめない。誰も私を邪じや魔まできない。誰が来たって、何人来たって、一ひと捻ひねり。ぐっちゃぐちゃの挽ひき肉にくにしてゴミ箱行き。私を病人扱あつかいした奴やつ等らみたいに。魔ま法ほうの言葉を唱となえるだけで、ほら！　真まっ赤かな蕾つぼみが花開くみたいに、白い壁かべ一いつ杯ぱいに広がって──）


　道行く人々が驚きよう愕がくと恐きよう怖ふの表情を浮うかべて左右に退しりぞく。だがその様さえ彼女には女王のお出ましにひれ伏す臣しん下かの群むれのように見えた。


　だが彼女を包つつんでいるのは、豪ごう華かなドレスなどではなく、まだら模も様ようの鎧よろいだ。元々灰はい色いろだったその表面には、両親とそして往おう診しんにやってきた医師の血によって、壮そう絶ぜつな装そう飾しよくが施ほどこされていた。


　血まみれの鎧よろいに包まれ、高たか笑わらいを放はなちながら、少女が街を駆ける──


（愉たのしい。愉しい。こんな気分、初めて！　彼に抱かれた時も、薬をキメた時も、こんなに素す敵てきな気分になる事はなかったのにね！）


　本人は気付いていなかったが──少女には薬が投とう与よされていた。


　催さい眠みん誘ゆう導どうを行うのに適てきした組そ成せいへと調整された薬物が、彼女の『解かい放ほう』の引ひき金がねを引いていたのだ。もっとも、それはあくまできっかけに過すぎなかったろうが。


　彼女に薬を与えたのは名も知らぬ女性だった。


　黒服の大おお柄がらな男二人を背はい後ごに引き連つれたその女性は、彼女に薬と、一冊の本と、そして願いをかなえてくれる魔法の服をくれた。それは決して優ゆう美びでも豪ごう華かでもなかったけれど、その効果だけは本物だった。


（ほらほら。邪じや魔ましないで。殺しちゃうよ？　私は彼の所に行くの。私を棄すてた彼。新しい女なんか作っちゃってさ。『おまえは平へい凡ぼんでつまんない』だって。酷ひどいよね？）


　幻げん覚かくと躁そう鬱うつ症しよう状じようと被ひ害がい妄もう想そうと──麻ま薬やく中毒によって引き起こされた様々な精せい神しん的てき疾しつ患かんが、少女の意識から理り性せいを奪うばっていた。無む論ろん、今の少女には正常な判断力もない。


　自分が何をしているのかもよく分かっていない。まして自分が〈シェル〉という商品の宣せん伝でん用ようとして野に放はなたれた、生きた看かん板ばんであるなどという事に──自分が生いけ贄にえに選ばれたのだという事実になど、気付く筈はずもなかった。


　ただ──


（でももう大だい丈じよう夫ぶ。私は個こ性せい的だもの。うん、とっても！　だからきっと彼はまた私の所に帰ってきてくれるわよね。そうしたらとりあえず足をもぐの。私のところから離はなれていかないように。次は手かな。私以外の女を抱だかないように。舌したも抜ぬいた方がいいかもね。だって彼、いっぱいいっぱい酷ひどい言葉を言うんだもん。他の女を見ないように眼めも抉えぐり取っておこうかな。そうだ。もいだところはホルマリンに漬つけておくといいかも。えへへ。名めい案あん、名案）


　少女の中には自分を棄すてた男の影かげがこびりついていた。


　彼にもう一度会う事。自分の人生を無む茶ちや苦く茶ちやにしてしまった挙あげ句くに逃にげた男に会う事。棄てられてからずっと、少女はそれにこだわっていた。そうしないと自分の人生はやり直しが利きかないと信じていた。別わかれ際ぎわに彼に浴あびせられた心ない言葉を一つ一つ撤てつ回かいしてもらおうと、思っていたのだ。


　だが……今の少女の中からは、最も早はやそうした理り屈くつなど吹ふき飛とんでしまっていた。彼への憎ぞう悪おと愛情とがどろどろに混ざり合って少女の意識を満たしている。ただその感情に従したがって少女は走った。全てを振ふり捨てて、走った。


「止まれ！　止まりなさい！」


　気がつくと自分の進路上に、二台の警察車しや輛りようが横よこ腹はらを見せて止まっていた。


「ただちにモールドを脱ぬいで地に伏ふせなさい！」


　車を盾たてにするようにして、四人の警官が叫さけんでいる。叫びながらこれ見よがしに二人が散弾銃シヨツトガンを取り出し、音をたててポンプアクション。構かまえる。残る二人は拳銃だ。


　ようやく事じ態たいを察さつした通行人達が慌あわてて地に伏せる。


　本ほん来らい、モールドを装そう備びした人間に対しては、警けい告こくなしに射撃しても警官達は非ひを問われない。ただでさえモールドは中ちゆう途と半はん端ぱな防ぼう弾だん着ぎよりも防ぼう御ぎよ能のう力りよくが高いし、魔法は銃など問題にならないような破は壊かい力りよくを示しめす。躊躇ためらっていれば大量に市民に死し傷しよう者しやを出す恐おそれがあるからだ。


　しかし不ふ幸こうにも、警官達は走ってくる人ひと型がたの中に居いる者の正しよう体たいを知らされていた。


　十七歳の少女。病院にはカルテが残っており、窃せつ盗とうと麻薬所しよ持じの前ぜん歴れきがあったので、警察にも調ちよう書しよが残っていた。


　両親は教師。元々は真ま面じ目めな性格だったらしい。だが、付き合い始めた男が悪かった。その男に薬、セックス、その他の『悪い遊び』を教えられた挙あげ句く、棄てられた。元が真面目だっただけにその心理的な傷きずは癒いえる事ことなく、少女を薬物依い存ぞんへと追いやった。


　売人と接せつ触しよくしていたところを逮たい捕ほされた少女は、重じゆう度どの麻薬中毒と診しん断だんされたため、矯きよう正せい院いん送おくりにはならなかった。起き訴そ保ほ留りゆうのまま少女は治ち療りようを受け……これは、ようやくその効果が現れ始めた矢や先さきの事件だった。


　警官達には軽けい蔑べつするよりも哀あわれむ気持ちが強かった。どちらかと問われれば彼女はむしろ被ひ害がい者しやのように見える。彼等の中には、少女と同じ歳としの娘が居る者も含ふくまれていた。


　だから彼等は警けい告こくを発したのだ。できれば殺さずに──そう思った。


　しかしそれが間ま違ちがいだった。


「顕あらわれよ・見えざる鉄てつ槌つい・破壊の波は紋もん・押し寄せて砕くだけ・純じゆん粋すいなる力……」


　魔法の呪じゆ文もん。それは少女の意識にしっかりと刻きざみ付けられていた。


　セラピストの事務所で出会った女性は、彼女に微笑ほほえみながら言ってくれたのだ。


『忘れちゃ駄だ目めよ。それがあなたを解放してくれる呪文。魔法の言葉。それさえ唱となえれば、誰だれもあなたを止められないわ』


　だから、彼女は常じよう人じんには真ま似ねのできないような集中力を発はつ揮きして、それを覚えた。時間だけはたっぷりあった。セラピストの事務所に通うか、やってきた医者の診察を受ける以外は、彼女はずっと自室にこもっていたのだから。


「……ウェラ・ザン・ヨーロン・クオン……マルク・マルク・ファイヴァン──〈インパクト〉……」


「いかん！」


　拳銃を構えた警官達は咄とつ嗟さに身を伏ふせたが、散弾銃の二人は一いつ瞬しゆん、反はん応のうが遅おくれた。


　逃げるか。それとも引き金を引くか。一瞬の躊ちゆう躇ちよ。


「イグジストーオッ!!」


　叫びと共に衝しよう撃げき波はが走った。


　音と光のない爆ばく裂れつ。それが少女を中心に、路ろ面めんを、建物の壁かべを手当たり次し第だいにへこませ、亀き裂れつを刻む。警察車しや輛りようは大きくへしゃげながら、玩具おもちやのようにひっくり返され、逃げ遅れた警官達を下した敷じきにした後、爆発炎上した。


〈インパクト〉。


　かなり初期に開発された魔法である。比ひ較かく的てき呪文書式スペルが単純な割わりには威い力りよくが大きい。


　ただしその威力は必ずしも均きん一いつではなく、射しや程てい距きよ離りも短い上に、方向の制せい御ぎよもできない。ただ設定した中心点の周囲に衝撃波を発はつ生せいさせるだけだ。上位魔法〈アサルト〉や、より効率的で細かな制御の利きく〈ブラスト〉系の魔法などが開発され、魔法が細さい分ぶん化かされていくにつれ、あまり使われなくなった魔法である。


　だが、それでも少女には十分だ。ただ立ちふさがる邪じや魔ま者ものを排はい除じよできればいいのだから。


「きゃああああああはははははははははは！」


（あと二回……）


　笑い声を発し、炎ほのおの壁かべを突つき抜ぬけて駆かけながら少女は考える。


（あと二回だけ使えるの──魔法の、言葉。私を非ひ凡ぼんにしてくれる、魔法。無む敵てきで、とっても個性的にしてくれる、素す敵てきな──きっと彼も素敵だよって言ってくれるよね？）


　少女の着るモールドの胸むね。


　そこには小さな金具が残っている。拘こう束そく端たん子しが確かに二つ残っている。一見すればそれはあと二回の魔法を保証してくれているようにも見える。


　だが──その拘束端子は、駆ける彼女の動きにあわせて、ぐらぐらと揺ゆれていた。抜けかけたネジのように。


　その事に彼女は気付いていない。


　気付かないまま、歓かん声せいをあげて少女は駆ける──
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　暗い部へ屋やの中でソファに身を沈しずめて溜ため息いきをつく。


　粗そ野やな女を演えんじるのもこれでなかなか疲つかれるものだ。


　下げ品ひんな人間が上品な人間を演じるのは不可能に近い。だが逆ぎやくは逆でまたひどく神経を擦すり減へらす作業でもある。


　それは形の合わない殻からの中へ無む理りに自分を押し込める作業だからだ。身体からだを曲まげ、屈かがめ、捻ねじって『ギャングの女ボス』という形の中に自分を押し込んでいる。そのためにあちこちが軋きしんで悲鳴をあげているのだ。


　ではどのような形であれば自分に合っているのかと問われれば、彼女はただ自じ嘲ちよう的てきな笑えみを浮うかべて首を振ったろうが。


　自分には形がない。


　そう気付いたのは何い時つの頃ころからか。


　生まれた時から彼女の全てを律りつしてきたのは様式美だった。貴族の常識。極きわめて狭せまい世界の中でだけ通用する『当たり前』。朝起きて、夜寝るまで、それは彼女を縛しばった。食事をする一挙手一投足も。着き替がえをする動どう作さも。用を足すときでさえそれが彼女の周りにはあった。『スタッカルト伯はく爵しやく家け令嬢』に『相応ふさわしい』形。そういう形の鋳型モールドが彼女の存そん在ざいをぴったりと覆おおっていた。


　彼女の両親や祖そ父ふ母ぼは、それにこだわった。


　様式美に凝こり固まった──そしてそこから抜ぬけ出る事が未いまだにできない貴き族ぞく達。時代はもう彼等を見捨てて久ひさしいにもかかわらず、自分達が最も早はや、道どう化けでしかない事を理解できない者達。形のない名めい誉よにしがみついているだけの者達。


　そうして。


　全ては崩ほう壊かいする。最早何の特権をも付ふ随ずいしない伯爵家の名誉を護るために、父は全ての財ざいを使い切った。使い切った後、路上で通りすがりのチンピラに刺さされて死んだ。母は住み慣なれた豪ごう邸ていを差し押おさえられ、そこを追われる日、病院に入った。今も鉄てつ格ごう子し付きの部へ屋やで、彼女は豪ごう奢しやな上流社会をゆらゆらと泳ぐ熱帯魚のような自分を夢ゆめ見みているに違ちがいない。


　残ったのは自分だけだった。


　自分を形作っていたものが全て砕くだけた。


　そこから流れ出したのは形のない、泥どろのような何かだった。


　どこにも彼女が流れ込むべき形はなかった。大きすぎたり小さすぎたりして、きちんと彼女が嵌はまることのできる形はどこにもなかった。彼女は殻からを砕くだかれたカタツムリ、あまってしまったパズルの断片ピースだった。


　だから──


「──動き出したそうだ」


　錆さび付ついた鋼こう鉄てつが軋きしむ様な声が、そう告げる。


　いつからそこに居たのか。部屋の隅すみにわだかまる闇やみの中にアルフレッドが立っている。闇の中にまるで生首が浮うかんでいるかのように、コートの襟えりからのぞく白い顔だけが暗がりに映はえていた。


「ああ。分かった──すぐ行くよ」


　驚おどろきもせず、ただ表情だけを切り替かえて、ジェシカはソファに沈しずみ込んでいた身体からだを引き上げる。


　ふと思いついて──ジェシカはアルフレッドの、どこか髑髏どくろを思わせる顔を眺ながめた。


「ねえ──」


　アルフレッドの表情は動かない。だが構かまわずジェシカは問い掛かけた。


「モールドを着るってのは──どんな気持ちだい？」


　返事を期待しての事ではない。今に限らず声も何度か聞いたが、それでもこの男はいつも薄うす闇やみと無む音おんを引き連れて存そん在ざいする。音が触ふれるのを恐おそれているかのように、光さえもが近寄るのを忌き避ひするかのように、この男の周囲には音と光が薄うすい。


　だが──


「……ママに抱だかれているようだ」


　意い外がいにも答えが返ってきた。


　一いつ瞬しゆん何と応じたものか悩なやみ──そして口の端はしを笑いの形に歪ゆがめ、ジェシカは言う。


「──そうかい。そいつは素す敵てきだね」


　ジェシカは真ま顔がおに戻って問いを重ねた。


「それがあんたの──『殻から』かい」


　答えはない。だが拒きよ絶ぜつとは違う沈ちん黙もくが返ってくる。


　肯こう定ていとも否ひ定ていとも違う無む言ごん。彼自身でさえ分かっていないのかもしれない。だがジェシカは満足して頷うなずいた。


「さて──万が一の事がある。あんたはモールドを着て待たい機きしとくれ」


　アルフレッドが頷いて部屋を出てゆく。


　ジェシカは窓まどを覆おおっていたカーテンを開いた。


　眼がん下かにはリゴレット通りの雑ざつ然ぜんたる街まち並なみが見える。


　いつもながら不ふ愉ゆ快かいな街だ。愚ぐ鈍どんで単たん純じゆんな一いつ般ぱん市民がぞろぞろと行き来して雑ざつ踏とうを成している。生まれて、食って、寝ねて、子を作って、そして死んで。それだけのつまらない人生を嬉うれしそうに送っている連中が、我わが物もの顔がおではびこっている。獣けものと大たい差さない。知ち性せいも教養も品ひん格かくもない愚ぐ民みん達。小さな、くだらない『殻』の中に嬉うれしそうに収おさまっている奴等。


　だが──最も早はや世界はその愚民達のものだ。


　貴き族ぞくの世界は終わった。そこを追われた自分にはもう還かえる場所さえない。


「イカれてる？」


　ジェシカは呟つぶやいて笑う。


「そうよ。イカれているのよ……私は……」


　殻のないカタツムリ。乾かわいてゆくだけのナメクジ。


　その身を横たえる虚うつろがどこにもないのならば──いっそその身の全すべてを使って傷きずをつけてやろう。その身の形に世界を抉えぐってやろう。自分の存在していた証あかしに、自分という存在を容よう認にんしなかった世界に、それを染しみのように、化か石せきのように、刻きざんでやろう。


　そうすれば彼女には形が残る。それが彼女の形だ。それが復ふく讐しゆうだった。誰に対してでもない。ただ復讐のための復讐だった。彼女の得たそれが唯ゆい一いつの形だった。


　アルマデウス貴族ジェシカ・ラグ・スタッカルト伯はく爵しやく令嬢。


　彼女は街を見下ろしながら密ひそやかに笑い続けた。
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　モールド・キャリアは約一時間でリゴレット通りに辿たどり着いた。


「しかし……」


　ちらりと助手席側を眺ながめてレイオットは呟く。


「見事に熟じゆく睡すいしてるな」


　元々レイオットのモールド・キャリアは走そう破は性せいと耐たい久きゆう性を重じゆう視しし、余よ計けいな機き能のうや装そう備びはほとんど排はいした設計になっている。硬かために設定されたサスペンションは路ろ面めんの荒あれ具ぐ合あいをそのまま振しん動どうにして伝えてくるし、車内キヤビンはお世せ辞じにも広いとはいえない。座席シートも硬かたく、一応は大人三名分の幅はばは確かく保ほされているのだが、実じつ際さいに座すわってみれば肩かたをくっつけあうような姿し勢せいになってしまう。ネリンとカペルが小こ柄がらである事が救すくいではあるが、何にしても乗り心ごこ地ちという面から見れば、この車はあまり褒ほめられた代しろ物ものではないのは確かだった。
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　しかし……そんなモールド・キャリアの中で、ネリンは呆あきれるほど無む防ぼう備びな様子を見せて眠ねむっている。


　運転席からレイオット、カペルテータ、ネリンの順で座っているのだが、彼女はカペルテータの肩に寄りかかって、寝息をたてている。何やら時とき折おり歯は軋ぎしりなどもしているが、総そうじてその寝ね顔がおは気持ちよさげであった。


　元々この女性監かん督とく官かんは童どう顔がんの傾けい向こうがあるが──こうしていると余よ計けいに幼おさなくみえる。彼女の寄りかかっているカペルテータはカペルテータで、どこか妙みように大人おとなびた物もの腰ごしがあるので、益ます々ますその印象が強くなるのだ。


「どっちが子供なんだか」


　レイオットが苦く笑しようして呟つぶやく。


「…………」


　カペルテータはいつもの通りの無表情。


　何か段だん差さでもあったのか──一ひと際きわ大きな振しん動どうがモールド・キャリアを揺ゆさぶり、カペルテータの頭の上に寄りかかっていたネリンの頭が、すとんと落ちた。


　──起きない。


　器き用ように身体からだを折り曲げ、今度はカペルテータの膝ひざの上に頭を載のせて睡すい眠みんを続行するネリン。どう考えても苦しい筈の態たい勢せいで、しかし安らかに眠り続けるネリンをちらりと横目で見て、レイオットは言った。


「なあ、カペル」


「はい」


「ひょっとして困こまってるか？」


「……いえ。別に」


　微び妙みような間は──ひょっとしたら困こん惑わくであったろうか。


　レイオットの知る限り、エレナ・シェリングとジャック・ローランド以外で、カペルテータと普通に接する事のできる人間は居ない。ネリンはその例外的な三人目になる可能性があるが──カペルテータはそれをどう思っているのか。


　冷たく暗い闇やみの中で棲すみ慣れた者には、陽の光さえ痛いたみを伴ともなう事がある。


　そんな事をレイオットが考えた時──


「レイオット」


　不ふ意いにカペルテータが声を発する。


「どうした？」


「…………きます」


　カペルテータがぽつりと呟つぶやいた瞬しゆん間かん。


　レイオット達から見て左前方、街路の一面を成していた建物の壁かべ──そこに蜘く蛛もの巣を想わせる様な放ほう射しや状じようの模も様ようが走った。


「──！」


　それが亀き裂れつであると理り解かいした瞬間、レイオットはほとんど反射的な動どう作さでブレーキを踏ふんだ。街中だったため、速度はあまり出ていなかったものの、タイヤが甲かん高だかい悲鳴を響ひびかせる。モールド・キャリアは鼻先を沈しずめ、つんのめる様にして急停車。


　慣かん性せいの法ほう則そくに従したがってカペルテータの膝ひざの上を滑すべり、ネリンの後こう頭とう部ぶはダッシュボードに衝しよう突とつした。


「──いぎょっ!?」


　奇き妙みような悲鳴を漏もらすネリンには構わず、レイオットはギアをバックに素す早ばやく入れる。


　同時に壁へき面めんが──破は裂れつした。


　コンクリートの破は片へんを撒まき散らしながら、壁面に巨きよ大だいな半円形の穴あなが開く。爆ばく発はつを想わせる轟ごう音おんが響き渡るが──炎ほのおの色は見えない。


　レイオットが後方にちらりと視し線せんを飛ばしてから、すかさずアクセルを踏む。乱らん暴ぼうな操そう作さにギアや懸架装置サスペンシヨンが抗こう議ぎの異い音おんを発しつつも、モールド・キャリアは跳はねるように後方へと下がった。


「はうっ!?」


　急加速に身体からだが泳ぎ、上体を起こしかけていたネリンは、更さらにもう一度後頭部をフロントグラスに衝突させた。頭を抱かかえてネリンがうめく。


「つーっ……！」


　地面にゴム色の轍わだちを描かきこみながら、モールドキャリアは更に急速後退。


　破は砕さい孔こうからは砕くだけたコンクリートの粉ふん塵じんが広がってゆく。幸い、人通りの割わりには直ちよく接せつに巻まき込こまれた者は居なかったらしく、人々は思わず足を止めてその穴のあいた壁を眺ながめていた。


　ゆっくりと晴れてゆく粉塵に合わせるかのように、その中から一つの人ひと影かげが歩み出る。


　それは──


「──な、何です、何？」


　状じよう況きようが分からず、声を上げて左右を見回すネリン。カペルテータは黙だまって破砕孔の方を指差した。


「何が──……な、あれ!?」


「この秋、流行モードの最さい先せん端たん」


　レイオットがその人影を──いびつなその姿すがたを眺ながめながら言う。口く調ちようは相あい変かわらず不ふ真ま面じ目めだが、サングラスの奥おくの眼めは何かの狙ねらいを定めるかのように細められていた。


「密みつ造ぞうモールド」


　人ひと型がたの奇き怪かいな衣い装しよう。それは確たしかに魔法士ソーサリスト達の使うモールドによく似にている。


　だが、本物のモールドを見慣れているレイオット達にしてみれば、そこには明らかな差さ異いが幾いくつも見えた。


　スタッフは付ふ属ぞくしておらず、金属部品に覆おおわれている部分も少ない。全体の作りは簡素シンプルな反面、部分部分の造つくりに統とう一いつ性せいが感じられない。まるでばらばらに設せつ計けいされた部品を寄せ集めて作った様に見える。また金属殻が少ないのを補ほ強きようするかのように、ベルト状の革かわ帯おびがあちこちに巻かれており、それが異い様ような──灰はい色いろの包ほう帯たいを連れん想そうさせた。


　密造品、安物──と言われれば確かに納なつ得とくできる外見である。


「あれが……」


　思わず状況も忘わすれて凝ぎよう視しするネリン。


　その表面には灰色と茶ちや褐かつ色しよくの不ふ規き則そく模も様ようが描かれている。見た瞬しゆん間かんにはそれが何なのかネリンにはわからなかった。乾かわいて変色してしまうと、血は急速にその生々しさを失うものだ。


「女──だな」


　レイオットが呟く。装そう甲こう状じようの金属部品が少ない分、通常のモールドよりも装着者の体の線が見え易やすいのだ。


　同時にレイオット達はその密造モールド──〈シェル〉の装着者の様よう子すがおかしい事にも気付いていた。


　苦しいのか疲つかれているのか……〈シェル〉装着者がよろめくような足取りで道路の真ん中に歩み出る。何かを意い図としての動きではなかろう。酩めい酊ていしているかのように上半身が揺ゆれ、そして〈シェル〉装着者は地面に膝ひざをついた。


　通行人達は思わず後こう退たいしながらも、不ふ意いに出しゆつ現げんした奇き妙みような人影を遠とお巻まきに眺ながめている。


　だが……


「あ、あれ！」


　ネリンが叫さけんで指差す。


　その密造モールドの胸には拘束端子がなかった。


　全て魔法を使いきったのか、それとも造りが粗そ雑ざつで元々拘こう束そくが甘あまかったのか。それは分からない。ただその装着者が、越えてはいけない一線を超こえてしまった事には、レイオットもネリンもすぐに気付いた。


「ぎ……げ……」


　みりみりと音をたてながら、肋ろつ骨こつのような密造モールドの胸きよう部ぶが広がってゆく。あちこちでベルトが弾はじけ跳とび、その破やぶれ目から何か──訳わけのわからない肉色の何かが出てくる。


「ぐぎ……げげげ……！」


　装着者の右手が振ふり上げられ、まるで虫を叩たたき潰つぶすかのような勢いきおいでその突とつ起きを押さえ込むが……肉の盛もり上がりは止まらず、その手を押しのけて外にうねくり出た肉が軟なん体たい動どう物ぶつの一部のように蠢うごめいた。


　無む駄だな行こう為いだった。一度始まった魔族化は、もう誰だれにも止められない。


「…………」


　レイオットが腰こしから〈ウルフ・ハウンド〉を抜く。今なら──変へん質しつが終わっていない状態なら、まだ銃でも射殺できる。


　だが、距きよ離りをとったのが災わざわいした。射線上を、まだ状況ののみこめていない通行人が右う往おう左さ往おうしているのだ。迂う闊かつに撃てば関係ない人間に命めい中ちゆうしてしまう。いくらレイオットでも、この状況下で、しかも数年ぶりに使う拳銃で、魔族だけを射い抜ぬく自信はない。


「が……がげ……」


　出口を求めて這はいまわる蛇へびのように、密造モールドの内部で肉がぼこぼこと動き始める。革かわと樹じゆ脂しの部分が歪ゆがみ、金きん属ぞく部品が互たがいにぶつかり合ってがちがちと音をたてる。それは全身をめぐった後──遂ついに〈シェル〉の圧力を押しのけた。


　全身で密造モールドが裂さける。内側からの力に耐たえかね、人間を人間に留とめておくための拘束服は花開くようにして崩ほう壊かいした。


「ま──」


　誰かが引きつるような声で叫さけぶ。


「魔族!!」


　その声に触しよく発はつされたのか、異い形ぎようの生物は悠ゆう然ぜんと周囲を見回した。


　四し肢しはある。長さも形も普ふ通つうだ。


　だが……首がない。


　本来両肩の間から突き出ている筈の頭部は、何な故ぜか下か腹ふく部ぶに在あった。ごく平へい凡ぼんな──少女の顔だ。それが下か腹ふく部ぶに張り付いている。少女の顔がん面めんはげらげらと笑いながら長い長い舌したを吐いた。だらりと舌が尻しつ尾ぽのように地面に垂たれ下がる。


　異い様ような状況に身も心も凍こおりつかせていた者達の間に、恐慌が弾はじけた。


　通りに何人もの悲鳴が響ひびき渡わたる。


　その悲鳴に触しよく発はつされて、魔族が吼ほえた。


「えらえらえらえらえらえらっ!!」


　比ひ較かく的てき近くに居た通行人の一人が、いきなり炎えん上じようした。


　高々と絶ぜつ叫きようしながら、燃もやされた通行人が火を消そうと路ろ上じようで転ころげ回る。だが、火か炎えんは意志あるもののように通行人の身体からだに絡からみ付いて離はなれない。結局、十秒とかからずに、その犠ぎ牲せい者しやは全身の皮ひ膚ふを炭たん化かさせて息いき絶たえた。


「こんなところに──！」


　ネリンが青ざめて叫ぶ。


「うわ……うわあああああっ!?」


　蜘く蛛もの子を散らすように、通行人達が逃にげ始める。魔族を中心に広がってゆく無人地帯。だが──


「……!!」


　──そこに取り残された人影が一つ、在あった。


　子供だ。


　十歳さいほどの黒いお下げ髪がみの少女が、転んでいる。転んで泣き声をあげている。


　その向こうでは母親らしき女じよ性せいが慌あわてて引き返そうとしているのも見えるのだが……恐きよう慌こう状じよう態たいで走る人々の波に逆さからいきれず、我わが子の元に辿たどり着けそうにない。


「リゼット……リゼット！」


　必死に呼ぶ母親の声に応じるかのように、一いつ層そう激はげしく泣き叫ぶ少女。


　だがそれは魔族の注意を引き付ける結果となった。


「そおおおこおおおおにいいいい……いたあああああのおおおおお」


　魔族はその下腹部の顔でにたりと笑うと、その少女に向かって歩き出した。


　少女の悲鳴が萎しぼんでゆく。恐怖が意い識しきを縛しばり上げてしまったのであろう。半なかば硬こう直ちよくしたまま、少女は悲鳴の代わりに引きつる様な吐と息いきを漏もらしている。


　誰だれの眼めにも少女の運命はそこで潰ついえたかのように見えた。


「な、何とかしないと──！」


　思わずモールド・キャリアから降りようとするネリン。無む論ろん、彼女が今動いても何ができる訳でもない。駆かけ寄よって助け出すには距きよ離りがありすぎた。恐おそらく魔族の方が早い。


　その時。


　逃げ惑まどう群ぐん衆しゆうの中から、飛び出す人影があった。


　少年である。何ど処こにでもいそうな──ごく普通の。歳も背せ格かつ好こうも、数日前にカペルテータに絡からんでいた者達とそう変わらない。恐おそらくは偶ぐう然ぜんその場に居合わせた通りすがりなのだろう。


　しかし──


「馬ば鹿か、逃にげるんだよ！」


　そう言って少年は少女を抱かかえると、転がるようにしてその場を離はなれた。


　見上げた度ど胸きようといえるだろう。魔族という人間の天てん敵てきを前にすれば、普ふ通つうは大人であろうが子供であろうが足が竦すくむ。まして逃げ遅おくれた他人に構かまう余よ裕ゆうなどあろう筈はずもない。


　普通は何もできない。何もしない。


　それを誰も責せめはしないだろう。まして英えい雄ゆうでもなければ豪ごう傑けつでもない……特別に何かの力を持っている訳でもないただの子供に、怯おびえる以上の事を誰も要よう求きゆうしまい。


　だがそれでも──


「どおこおお……いくううのおお？　えらえらえら」


　異い形ぎようの怪かい物ぶつはむしろ興きよう味みをそそられた様子で、少年と少女を追い始める。


「ス、ス、スタインバーグさ──」


　動どう転てんして形にならないネリンの言葉を──銃じゆう声せいが吹ふき飛とばした。


　ちぃん、と鈴すずのような音をたてて空から薬やつ莢きようが路面に跳はねる。


　銃弾は魔族の肉体に食い込み、血を迸ほとばしらせたが、それだけだった。文字通り食い込んだだけで、その内部を抉えぐって破は壊かいするには至いたっていない。魔族は小こ揺ゆるぎさえせず、傷きずは数秒を待たずして消しよう滅めつした。


「……!!」


　銃声に思わず振ふり返かえった少年と──そしてネリンが見たものは、半なかばモールド・キャリアから身を乗り出し、〈ウルフ・ハウンド〉を構かまえているレイオットの姿だった。


「振り返るな、行け！」


　そう叫さけんでから、レイオットは……薄うすく笑った。


「まったく……」


　忠ちゆう告こくに従したがい、少女を抱えて走って行く少年の背中を眺ながめながら、レイオットは呟つぶやく。


「ちょっと……『格好いいな』とか、思っちまった」


「ス、スタインバーグさん……！」


　ネリンが喉のどを絞しめ上げられるような声を漏もらす。


　魔族がこちらを向いたのだ。


　銃撃が、少年と少女を追いつつあった魔族の注意を逸そらした。それはいい。それはいいが──それからどうする？


「さてお嬢じようさん。俺おれと遊んでもらおうか」


　そう言ってレイオットは引ひき金がねを引く。


　銃弾は魔族に到とう達たつする直前で空くう中ちゆうに停てい止し。次の瞬しゆん間かん、音をたてて蒸じよう発はつしていた。だが、レイオット達と少年少女と──どちらに構うべきかと双そう方ほうを見み比くらべていた魔族は、二度目の銃撃を受けて、今度こそこちらに向き直り、歩き始めた。


「どっかにしがみついてろ」


　滑すべり込こむようにして車内に戻もどると、レイオットはその勢いを利用するかのように、ブーツの裏うらでアクセル・ペダルを蹴けりつける。


　二本の煙えん突とつ管かんから大量の煙けむりと爆ばく音おんのような排はい気き音おんを噴ふき放はなちつつ、モールドキャリアが後ろへと飛び出した。


　魔族が──跳とぶ。


　およそ十メルトルを一気に跳ちよう躍やく。着地の衝しよう撃げきで石いし畳だたみに亀き裂れつを刻きざみつつ、更さらに跳躍。モールド・キャリアの鼻先に異い形ぎようが迫せまる。だがモールド・キャリアは止まらず、全力で後方走行。魔族はそれを追ってまた跳躍。


　通りを後ろ向きのまま弾だん丸がんの如ごとく通りを駆かけ抜ぬけるモールド・キャリアを、魔族が蛙かえるのように跳躍を繰くり返しながら追つい跡せきする。


「っきゃあああああああああああああ──！」


　悲鳴をあげるネリン。


「ははっ──」


　だが小こ刻きざみにハンドルをきりつつ、レイオットは歯を剝むき出して笑った。


　バックミラーとサイドミラーで後方の障しよう害がい物ぶつを確かく認にんしつつ、制動ブレーキ及および回かい避ひ。消しよう火か栓せんや街がい灯とう、それに立ちすくむ通行人の側そばを擦こするように際きわどく通つう過か。再び加速アクセル。速度計の針はりがじりじりと上じよう昇しようし、周囲を流れる風景がその勢いきおいを増ます。


　だが──全すべてが飛ぶ様に去って行くその世界の中で、明めい滅めつするかのように大きくなり、小さくなりながら、魔族の姿すがただけが流れに逆らい追いすがってくる。


「はっ！　こいつは──」


　アクセルを踏ふむ足を伸のばしきったまま、レイオットは言った。


「なかなか燃えるなっ！」


　猛もう然ぜんとした勢いで後退するモールド・キャリアの後端が四つ角に差さし掛かかる。


　レイオットはそこで急きゆう制動ブレーキ。四輪が回転停止ロツクし、路ろ面めんを嚙かみ切れずに──横よこ滑すべりを起こす。貨物室が空で重量が偏かたよっているモールド・キャリアの前半分は、勢いを殺せず、回転するように振ふられた。


　瞬しゆん間かん的てきにモールド・キャリアは九十度回かい頭とう。


「んぎゃああっ!?」


　中で揺れながら悲鳴をあげるネリン。


　ちなみにカペルテータはこの凄すさまじい状況下でも、何な故ぜか大して被ひ害がいをこうむる様子もなく、平へい然ぜんと前方を見み据すえている。むしろ勢いに下へ手たに逆さからっていないのがネリンとの差を生み出しているらしかった。


　交差点で一いつ旦たん停車したモールドキャリアを、勢いあまった魔族が飛び越える。


「どおおこほほおおおお、いいいくううううのおおおおおお──っ」


「さてな。公園か？　劇げき場じようか？　それとも海の見えるレストラン？　お嬢さん、あんたはどこがお好みだ？」


　再加速。今度は正方向に疾しつ走そうを始めるモールド・キャリアを追って、魔族も跳ちよう躍やくを再さい開かいする。


「わあたあしいいを、おいてえいかないでえええ──ああいいしてるううわああああ」




[image: ]


「ス、スタインバーグさん！」


「舌嚙かむぞ！」


　ネリンに怒ど鳴なりつつハンドル操そう作さ。


　通行人を跳はね飛とばす寸前で、モールドキャリアは弾はじける様に進路を修しゆう正せい。勢いあまって露ろ店てんの一つを車体で押おしつぶす。だが、とっくに店員も客も逃げ出していた後なので、特に構かまわず再び加速。レイオットはクラクションを立て続けに叩たたきながら、モールドキャリアを走らせる。


「ど、どうするつもりですかっ!?」


　舌を嚙むのも恐おそれずネリンが叫ぶ。


　だがそこで──この期ごに及およんで、ふと何かを思い出したような表情になって、レイオットは眉まゆをひそめた。


「さて、どうしようか」


「ど──どうしようってっ!?　何か考えがあってしてるんじゃないんですかっ!?」


「いや……咄とつ嗟さの事だったんでな。実は何も考えてなかった」


　そう言って人差し指で頰ほおを搔かく、無む資し格かくの戦術魔法士の横顔に──一いつ瞬しゆんだけ、ネリンは状況も忘わすれて見とれた。


　あの少年と少女の姿すがたを前にして、彼は後あと先さき考えず、咄嗟に動いたのだ。無む論ろん、それは無む謀ぼう、短たん慮りよの謗そしりは免まぬがれない。呆あきれるほどの馬ば鹿かさ加か減げんだ。


　だが──


「モールドはなし。弾たまも後二発しか残ってない」


　言いつつ、レイオットは銃じゆうをカペルテータに押し付けた。


「カペル、銃をシモンズ監かん督とく官かんに。監督官、俺は運転が忙いそがしい──」


　一いつ旦たん言葉を区切ってハンドル操そう作さ。露店の店先に並ならんだ果くだ物ものを蹴け散ちらしつつも、何とか通行人を避さけ、再ふたたびいびつな道路を縫ぬうように走る。


「代わりに撃うってくれ。当てなくていい。奴やつがこっちを追いかけてくるのに飽あきそうになったら、奴に向けて撃って注意を引いてくれ。ああ、〈ハンティング・ホーク〉とは銃じゆう把はの形が違ちがうから反はん動どうの逃がし方には気をつけた方がいい」


「わ、分かりました──」


　頷うなずいてネリンが〈ウルフ・ハウンド〉を握にぎる。


「結けつ構こう」


「──貴方あなたが、いかに考えなしのろくでなしかって事が！」


　そう言うネリンの表情は──しかしどこか嬉うれしそうだった。


「なんだ。今ごろ気付いたのか？」


　再び別の四つ角かど。


　レイオットはハンドルをきる。今度は軽い後部を必要以上に大きく振ふり回しながら、転進。ゴムの焦こげる匂においと共ともに、大きく黒い弧こを地面に焼き付けつつ、加速。


　正直──振り切れない事もない、とレイオットは思う。


　大きな直線道路に出てひたすら加速すれば、魔族はすぐに単たん調ちような追走劇げきに飽あきるだろう。だが、そうなればその場に居た別の人間を襲おそい始める可か能のう性せいが高い。


　とりあえずは時間を稼かせぐしかない。


　この場からそう離はなれない場所でぐるぐる回りながら──だ。そうすれば誰かが警けい察さつなり魔ま法ほう管理局なりに通つう報ほうする。そこで緊きん急きゆう出しゆつ動どうしてきた戦術魔法士に任まかせればいい。


「フィリシス辺あたりが出てきてくれれば、それが最善ベストだが──」


　そこまで言って……レイオットは口をつぐんだ。


　魔族がバックミラーの中から消えた。


　一ひと際きわ大きな跳ちよう躍やく──その意図にレイオットが気付いた瞬しゆん間かん、魔族はフロントグラスのすぐ向こう側に居た。


　取り付かれたのだ。


「えらえらえらえらっ……！」


　下か腹ふく部ぶで──なぜか人間だった頃ころの面おも影かげを悪い冗じよう談だんのように残している少女の顔が、にたりと笑った。


「ひっ──」


　ネリンは蒼そう白はくになって悲ひ鳴めいを喉のどに詰つまらせる。


　この距きよ離りではもろに魔ま力りよくの効こう果か圏けん内ないだ。生かすも殺すも魔族の一声で自由自在である。


「突つっ張ぱれ！」


　レイオットがブレーキ・ペダルを蹴けり下ろした。


　同時に渾こん身しんの気力を振り絞しぼってネリンが〈ウルフ・ハウンド〉の引ひき金がねを引く。


「えるるれれれっ!?」


　魔族が声を上げる。


　強きよう烈れつな反動を、両手を祈いのるように跳はね上げて逃がすネリン。四四口こう径けいのマグナム弾は、魔族の顔がん面めんに到とう達たつする寸前で消しよう滅めつしたが……魔族の姿は急に遠ざかった。


　銃弾という脅きよう威いに対して魔法防ぼう御ぎよが自動的に発はつ動どうしたのだ。その結果として魔族は一時的に魔力圏ドメインに対する随ずい意い的てきな制せい御ぎよを失い、慣かん性せいの力に逆さからいきれなかったのである。


　魔族は石いし畳だたみに叩たたき付けられ、二度ほど跳はねる。


　更さらにその奇き怪かいな肉体は地面を数回転し……しかし次の瞬しゆん間かんには何事もなかったかのように立ち上がった。


　一方──レイオットもモールド・キャリアの制御を失い、その車体を建物に突っ込ませていた。


「くっ──」


　ギアを後退に切り替かえてアクセル・ペダルを踏ふむが──動かない。


　突っ込んだのが木もく造ぞうの店てん舗ぽだったために車体が大きく損そん壊かいするような事はなかったが、車体か車輪が妙みような形に嵌はまり込こんでしまったらしい。タイヤは空むなしく瓦が礫れきを搔かくばかりで、車体は前にも後ろにも進まない。


「駄だ目めか」


　呟つぶやいてレイオットは手を伸のばし、ネリンから〈ウルフ・ハウンド〉を取り上げた。


「えらえらえらえら──そおこおにいいい、いたああのおおお？」


　魔族が笑う。笑いながら近付いてくる。一気に跳ちよう躍やくしてこないのはその必要がないと思っているのか、それとも殊こと更さらに時間をかけてなぶる積つもりか。


「しょうがない」


　レイオットは銃を片手にモールド・キャリアから降おりた。


「カペル、シモンズ監督官、逃げろ」


「スタインバーグさん!?」


　血けつ相そうを変えてネリンがレイオットの背中に声を投げる。


　どう見ても自殺行こう為いである。最も早はや、魔族の不ふ意いを衝つくこともできない以上、拳けん銃じゆう一丁では勝ち目はない。まして──レイオットの銃にはもう一発しか弾たまが残っていない筈はずだ。


「ああ──」


　何か思いついたかのように、レイオットは肩かた越ごしにネリンを振り返った。


　一いつ瞬しゆん、ふてぶてしい戦術魔法士の顔に──はにかんだような表情が過よぎる。


「別に……死ぬ積もりはないから、勘かん弁べんしてくれ」


「な、なにを言って──」


　ネリンは言葉が出ない。


　レイオットは手を振ふるような仕し草ぐさで右手の銃を示しめして見せた。


「こいつには魔族殺しの実じつ績せきがあるんだよ」


「馬ば鹿かな事を言ってないで！　早く逃げ──」


　叫さけびながらも自分こそが馬鹿な事を言っている自じ覚かくがネリンにはあった。モールド・キャリアの高速走行にも追いすがってきた相手だ。さんざん引き付けておいて、今いま更さら魔族が彼等を見逃してくれる筈もなし──徒と歩ほで逃げる事などできる筈がない。


　だからこそレイオットも、ネリン達が逃げる時間を、自分が稼かせぐ積もりなのだ。


「駄だ目めです！　スタインバーグさん!!」


　叫ぶネリンの横を──カペルテータが通り過ぎる。


　ＣＳＡの少女は、ネリンよりも数歩前に出て、感情を映うつさない紅あかい眼めでレイオットの後ろ姿すがたを見み据すえている。


「……カペル」


「私は──このために貴方あなたの側に居ます」


　一いつ瞬しゆん、気け圧おされたような表情でレイオットは黙だまり込こむが……すぐに彼は苦く笑しようを浮うかべて歩き出した。


「──好きにしろ」


「駄目です、そんな──何を考えてるんですか、二人とも!!」


「行け、シモンズ監督官。俺達に構かまうな」


　そう言い捨て、今度こそ振り返ることもなく、魔族に向かって進むレイオット。


「だあいいいいいいいい──だああいいいすううきよおおおお」


「光こう栄えいだな」


　レイオットは魔族を必要以上に刺し激げきしないよう、若じやつ干かん抑えた歩ほ調ちようで近付いてゆく。


　普通に銃を撃っても魔族にはもう通つう用ようしない。だが──もし魔族が何らかの気き紛まぐれを起して自分を白はく兵へい戦せんの間ま合あいにまで招まねき入れてくれれば。そうすれば〈ウルフ・ハウンド〉の銃口をその口の中に突っ込んで最後の一発を撃ち込んでやる積つもりだった。無む論ろん、顔がん面めんの後ろに脳のうがあるとは限らないのだが、それはもう在る事を祈るしかない。


　現状で採とれる方法を、レイオットは他に思いつけなかった。


「さあ、スイートハート。俺を抱きしめてくれ」


　明らかにこの魔族は──魔族の基もとになった少女は、男がらみで何らかの執しゆう着ちやくがあったのだろう。正確に検けん証しようされてはいないが、魔族が特定の行動に出る場合、人間だった頃の意識と記き憶おくに引きずられると言われている。


「うーふーふー……」


　魔族が両手を広げながら近付いてくる。


　レイオットはそのまま走り出したくなる衝しよう動どうを抑おさえながら、魔族に近付いてゆく。


　やがて。


「つうううかああまああえたあああああ」


　魔族がその触しよく手しゆのような手を伸のばしてくる。


　手を伸ばせば触ふれられるような距きよ離り。魔族の吐と息いきの臭においが分かるような距離。


（あの時も……こんな距離だったか）


　ふと──十二年前の光景が脳のう裏りを過ぎる。


　間ま合あいに入った瞬しゆん間かん、レイオットは地を蹴って魔族の懐ふところに飛び込んでいた。


　少女の顔がん面めんに銃口を触れさせ、引き金を──


「──!?」


　応おうじたのは銃声ではなく、空むなしい金属音だけだった。


　不発だ。


（こんな時に！）


　全身の毛が逆立つような感覚。少女の顔面が白目を剝むいて叫さけんだ。


「ちからああいっぱああああい──だあああいてえええええ──あげるううう……えらえらえらえらえらえら！」


　そして。


　レイオットは不ふ意いに何かに横よこ面つらを叩たたかれたような痛みを覚える。


　同時に何の前まえ触ぶれもなく魔族の上半身に穴が開き、鮮せん血けつと微び細さいな肉片が迸ほとばしった。


「──!?」


　事情はわからず──しかし咄とつ嗟さに側方へと飛ぶレイオット。


　轟ごう音おんが建物の谷間を何度も反はん響きようしながら駆かけ抜ぬける。


　レイオットの退しりぞいた空くう間かんを何かが貫つらぬき、そして魔族の肉体に突き刺さる。魔族は上半身を仰のけ反ぞらせ、よろめいた。


　轟音。更さらに一度。もう一度。


「銃かっ!?」


「えええええるるるるるるるるらららららららららあああああっ！」


　魔族の下半身で少女の顔面が吼ほえる。


　魔力圏ドメインがより明確に発はつ動どうし、その肉体に対する脅きよう威いとなるだけの速度を持った物体──銃弾に対する防ぼう御ぎよに特とつ化かする。


　だが──


「えるあっ!?」


　びしりと音をたてて少女の額ひたいに穴が開いた。


　中心線よりやや右寄り──右眼の上が瘤こぶのように膨ふくれ上がり、そして眼がん窩かや鼻び腔こうから鮮せん血けつが吹ふき出る。


「るるるるるええええええええらららららららああああああああっ!!」


　高々と叫びをあげ、魔族は何かを求めるかのように、虚こ空くうに向けて大きく両手を伸のばし──そして倒たおれ伏ふした。


「…………」


　レイオットは厳きびしい表情で周囲を見回し、そしてゆっくりと魔族に近付く。


　魔族はぐったりとしたまま動く様子を見せない。銃じゆう創そうは四箇所。いずれも超ちよう小こ型がたの爆弾でも炸さく裂れつしたかのように、肉が大きく抉えぐり取られている。明らかに通つう常じようの弾丸の効果ではなかった。


「……どおこおぉ……」


　魔族の下か腹ふく部ぶで半はん壊かいした少女の顔が弱々しく呟つぶやく。


「どおこおにいったのおぉ……おおいてえええいなないでええぇ……こんなにいぃ……こんなにぃ……す……きぃな……の……」


　脳のう組そ織しきの損そん壊かいが致ち命めい的てきな段だん階かいに達しているのだろう。彼女の無む敵てきと不ふ死しを支えていた筈はずの魔力は、最も早はや如い何かなる奇き跡せきをも生み出さず、ただ散さん逸いつしてゆくだけだ。


「……死ね」


　レイオットは呟つぶやくように言った。


　かけるべき慰なぐさめの言葉はない。どういう事情がその背はい後ごにあろうと、最悪の結果に──魔族化に至いたるまでに幾いくらでも他の選せん択たく肢しはあった筈なのだ。それでもなお加害者になる道を選んだのはこの少女だ。ならばこの末まつ路ろにも自分独ひとりで責任を負おうべきだろう。今いま更さら他人から慰なぐさめの言葉を受ける資格などない。


　ただ……


「もういい。お前はもう、死んでもいいんだ」


　レイオットは魔族の横に跪ひざまずくと、次し第だいに光を失ってゆくその眼めに手を添そえて、瞼まぶたを閉じさせる。それが終しゆう劇げきの幕であるかのように……少女の顔を残した魔族は、一いつ切さいの動きを止めた。


　溜ため息いきを一つついて、レイオットは立ち上がった。


「しかし……」


「大丈夫ですか、スタインバーグさん!?」


　ネリンが駆かけ寄よってくる。カペルテータもその後ろから歩いてくるのが見えた。


　そして──


「銃で──魔族を殺す、か」


　彼女達の遥はるか向こう。


　モールド・キャリアが走ってきた道路の彼方かなた。


　距きよ離りにすれば二百メルトル程ほどであろうか──そこに一台の大型車しや輛りようが停車していた。


　都市迷めい彩さい色しよくに塗ぬられた妙みように平べったいトラック。明らかに軍用として設せつ計けいされたと分かる無ぶ骨こつな外がい観かん。ローバル社の多目的高機動車輛〈ガーディアン〉である。


〈ガーディアン〉は後部をこちらに向けている。そしてその貨物室は貝が殻からを開くかのように左右に大きく割れ、中から人間一人が座すわれる程の鋼板座──プラットフォームの付いたクレーンが伸のびていた。


「なるほど。あれがそうか」


　レイオットが呟つぶやく。


　プラットフォームには、射しや手しゆらしい人影と、そして騎ラ兵ン槍スのように異い様ような長大さを誇ほこる一丁の狙そ撃げき銃が載のっていた。
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「──予定通りですね」


　双そう眼がん鏡きようを下ろしてジェシカが呟く。


　傍かたわらでは渋しぶい表情をしたランディーニが疲つかれきった様子でソファに座すわり込んだ。


　大たい抵ていの人間は魔族と人間の戦いを見れば、こんな表情をする。それはひどく観みる者の神経を擦すり減らす光こう景けいだからだ。それは魔族の醜しゆう悪あくさと圧あつ倒とう的てきな強さ、そして人間の呆あきれるほどの無む力りよくさを見せ付ける。万物の霊れい長ちようなどという言葉が最も空むなしく響ひびく瞬しゆん間かんだ。


　しかし……


「……あれは？　あれが──」


「魔力圏ドメインの範はん囲いや形けい態たいから判断すれば、恐らく〈子爵ヴイスコント〉級魔族でしょう。どうも装着時にきちんと拘束端子を締しめていなかったと──」


「違う。最後にあれを射殺した連中だ」


　苛いら立だたしげな口く調ちようでランディーニがジェシカの解説を遮さえぎる。


「銃で──魔族を殺したぞ？」


「帝てい都と警けいのＡＴＡＳＡです」


　何な故ぜそれを知っているのか──そう無む言ごんで問う視し線せんを受けるが、ジェシカは構かまわず言葉を続けた。


「ＡＴＡＳＡの第四教きよう導どう団だん〈ジャベリン〉……対魔族用の新型ライフルの実戦データを集めている連中ですよ」


「しかし……本当に、銃で魔族を？」


　ランディーニはまだ信じられない様子ではあった。


　確たしかに銃で魔族は倒せないというのが一いつ般ぱん社会での通つう説せつだ。無む論ろん、戦術魔法士達は必ずしもそうでない事を知っているが、それにしたところで下級の魔族に対しての不ふ意い打うち、あるいは形けい態たい変へん異い中ちゆうの先せん制せい攻撃ならば──という但ただし書きが付く。


「貴方あなたが思っているほど、魔族はもう脅きよう威いではないという事ではないでしょうか？」


　澄すました表ひよう情じようでジェシカが言う。


「ランディーニさん。魔ま法ほうは──魔族をも含ふくめて、それはもう世界を滅ほろぼすような脅きよう威いではないのですよ。ならば商品として流りゆう通つうさせる事も可能でしょう」


「……なるほど」


　ランディーニは小さく溜ため息いきをついた。


「確たしかに見事な見世物デモンストレーシヨンだったよ。分かった……幹かん部ぶ会かいに話を通してみよう」


「よろしくお願いします」


　ジェシカは嫣えん然ぜんと微笑ほほえみながら言った。
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　魔族の死体は即そく座ざに回かい収しゆうされた。


　わずか数人の作業としては鮮あざやか過すぎる手て際ぎわと言えたろう。現場周辺を封ふう鎖さし、一般人が立ち入るのを止めた上で、写真を撮とり、魔族の死体を、何点かの採取物と共に密みつ封ぷう式しきの容器へ封ふう入にゆうする。その間に要ようした時間はわずかに十分程度だ。


　レイオットがジャッキを使ってモールド・キャリアを持ち上げ、車体下部に引っかかっていた瓦が礫れきを取り除のぞいた頃には、既すでに彼等は大半の作業を終え、撤てつ収しゆう準じゆん備びを始めていた。


「……でかいな」


　プラットフォームの上に据すえ付けられた異い様ように長大なライフルを眺ながめながら、レイオットが呟つぶやく。彼もそれなりに銃器に関する知識は持っているが、この型のライフルは初めて見る。ただ、色々な意味で銃器としての常識から外れた代しろ物ものである事は一いち瞥べつしただけでも分かった。


「対戦車ライフルでもなし──」


「興きよう味みがあるかね？」


　かけられた声に振ふり向けば──そこには〈ガーディアン〉と同じく都市迷めい彩さい色しよくの戦せん闘とう服ふくを着た中年男性と、そして何な故ぜかネリンが並ならんで立っていた。


「無む論ろん、興味はあるさ」


　レイオットは男に向き直って言う。


「銃で魔族は殺せない。少なくとも魔力圏ドメインの防ぼう御ぎよの前に、銃は無力だ──そう教わったものでね」


「旧ふるい常じよう識しきだ。もう棄すてた方がいい」


　男はそう言うと、改めてレイオットの頭から爪つま先さきをしげしげと眺ながめた。


「君が、レイオット・スタインバーグだそうだな」


「──誰だれなんだ？」


　どうやら知り合いらしいネリンに視し線せんを移うつして、尋たずねてみる。だが彼女が答える前に、男が事務的な口く調ちようを挟はさんでくる。


「もう想像はついているのだろう？」


「俺は名前を聞いているんだよ、ミスター〈ジャベリン〉」


　レイオットは男の眼を見み据すえて言った。


「ＡＴＡＳＡ第四教導班〈ジャベリン〉所属、マックス・キント警視だ」


「色々と噂うわさは聞いてるよ」


　皮ひ肉にくげな口調で言うレイオット。


「私も君の噂は何度か聞き及およんでいるよ。無む資し格かくの戦術魔法士でありながら、刑法犯罪的な仕事は請うけ負おわず、対魔族戦を専門とする流儀スタイルと、その実力故ゆえに逮たい捕ほを免まぬがれている。非合法の戦術魔法士としては、あの悪あく名みよう高だかい〈影法師シルエツト〉や、アルフレッド・スタインウェイ、コンコーネ兄妹などと並んで有名な存そん在ざい──」


　報ほう告こく書しよをそのまま読み上げるような口調でマックスが言う。


「ＳＥＳの新しん設せつ班はんに協力者として確かく保ほしたいという話が出ていたのでね。残念ながらあまりいい返事を聞けなかったと、報告を受けているが」


「そうか？」


　片かた眉まゆを意味ありげに上げて見せながらレイオットが言う。


「むしろ嬉うれしそうに見えるがな」


「君がどう感じようと、別に問題ではない」


「で──あれがその新兵器か」


　レイオットは再ふたたびプラットフォームに固こ定ていされたライフル──〈サンダーボルト〉を見上げながら言った。


「完全に戦闘状態にある魔族に対して、銃は役に立たない。奴やつ等らの魔力圏ドメインは物理法則を超こえて望む現げん象しようを顕けん現げんさせる。だから『力』で押おし破やぶる事はできない。奴等は銃弾を跳はね返しているのではなく、銃じゆう弾だんが止まったという状況を直接作り出しているからだ」


　レイオットは一いつ旦たん言葉を切ってマックスの様よう子すをうかがう。だが──相手は無む言ごん。


「だがあのライフルは魔族を射しや殺さつした。手品の種は誰だって気にはなるさ」


「そうかね」


「あまりにも鮮あざやかな登場の仕し方かたをされると、余よ計けいにな」


　殊こと更さらに皮肉の響ひびきをたっぷりと載のせたレイオットの口く調ちようであったが、マックスの顔は見事な鉄てん面めん皮ぴぶりを保たもっていた。


「悪いがあのライフルの諸元スペツクは非ひ公こう開かい事じ項こうなのでね。関係者でもない君に教えてやるわけにはいかないな」


「それは残念」


「だがこれだけは言っておこう」


　マックスの声に重い響ひびきがこもる。


「今はまだあの武器も実用試験段階だが──いつかは必ず、貴き様さま等らのようなストレイト・ジャケットを必要としなくなる日が来る。魔ま法ほうなどという怪あやしげで危き険けんなものに依い存ぞんした不健康な社会は、須すべからく是ぜ正せいされねばならない。我われ々われは魔法を超える。これはその第一歩なのだ」


「話がいきなり大きくなったな」


　レイオットが苦く笑しようを浮うかべる。


「魔法士ソーサリストが嫌きらいかい」


「好き嫌いではない。これは人間には過ぎた力だ。途と中ちゆう経けい過かをとばして結果だけを出してしまう。文明のように、科学のように、一歩一歩努力と経験を積み重ねて歩んでいくものではない。邪じや魔まなものはただ安あん易いに飛び越こえてしまえばいい……そんな発想は、危険だ」


　マックスは魔族の遺い体たいを収おさめたコンテナが積み込まれる様を振り返って、言った。


「跳とんで──その先に地面があるとは限かぎらない」


　何ど処こかからトリスタン市し警けいの警察車しや輛りようが搭とう載さいしているサイレンの音が響き始めていた。通報を受けてようやくやって来たらしい。


〈ガーディアン〉がクレーンを折りたたみ、貨物室を閉とじる。


「私はそれを危き惧ぐしているのだ。身の程ほどを知らない者は破は滅めつする。例外なくな」


　そこまで言うと、話は終わったと言わんばかりの態度で、マックスはレイオットに背せを向けた。去って行く都市迷めい彩さい服ふくの後姿とレイオットを見み比くらべ、ネリンが困こん惑わくの表情を浮かべる。


「スタインバーグさん……」


「いやはや、熱いおっさんだな」


　そう感想を述べるとレイオットはモールド・キャリアに乗り込んだ。


「さて──市警の連中にとっ捕つかまって事じ情じよう聴ちよう取しゆに付き合わされる前に逃にげるぞ」


「え？　それは──」


　いけません、とネリンが言葉を続ける前に、レイオットが台詞せりふを被かぶせた。


「あんたはどうする、監督官？　彼等の質しつ問もん攻ぜめに丸一日付き合う覚かく悟ごがあるのなら、俺としては特に同乗を勧すすめないが？」


「う……」


　警察の事情聴取に応おうじるのは市民の義務だ。それを果たさずにここから逃げるのは性格的に苦しいネリンであったが──その一方で、この忙いそがしい時期に事情聴取で丸一日拘こう束そくされるのは、さすがに辛つらい。


　まして──どうもマックス達も、トリスタン市警が到着する前にこの場から撤てつ退たいする積もりの様だ。現げん場ば封ふう鎖さ用ようの鎖くさりを手早く巻まき取とると、マックスとその部下らしい男達はそのまま全員〈ガーディアン〉の中に乗り込んでしまった。


　もし一人この場に残されたら、ネリンは目もく撃げき者しやとして、そして現場に居た魔法管理局の監督官として、全すべてを一人で説明せねばならなくなる。それもトリスタン市警と帝てい都と警察の間に立って、だ。


　それは──想像するだけで気が滅め入いりそうな作業だった。


　市民としての義務を果たすべきか。それとも余よ計けいな面めん倒どうを避さけて逃げるべきか。いつもの事ながら律りち儀ぎに苦く悩のうするネリンを一いち瞥べつし、レイオットはあっさり言った。


「そうか。じゃあ頑がん張ばってな。行くぞカペル」


「はい」


「あ、乗ります──乗りますってば！」


　慌あわててネリンはモールド・キャリアの扉とびらに手をかけた。
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　渡わたされた資料は薄うすかった。


　記き載さいされているのは問題の新兵器──ＡＭＩ・ＡＳＲ０１〈サンダーボルト〉の基き本ほん性せい能のうと基本的な操そう作さ法ほう、それだけだ。極きよく端たんな話をすれば、あってもなくても大たい差さない代しろ物ものである。特に操作法に関しては、〈サンダーボルト〉に限らず、銃を扱あつかった事のある人間ならば改めて読む必要もないような記載ばかりだ。


　間に合わせで適てき当とうに作ったのだとすぐに分かる。それは今回の〈サンダーボルト〉供きよう与よの一件が、帝都警察側の建たて前まえに過ぎないという事をよく示しめす資料でもあった。


　実じつ際さい、教育係として派は遣けんされてきた〈ジャベリン〉の連中は、一日に一時間程ほど、ブライアン達と顔をあわせて講こう義ぎの真ま似ね事ごとをするだけで、後は何をしているのかさっぱり分からない。


「しかしこれは──」


　ブライアンは資料と、そして眼めの前に置かれた〈サンダーボルト〉を見み比くらべる。


　資料には専用弾だん丸がんを使用し、少なくとも〈伯爵カウント〉級までの魔族に対して殺さつ傷しよう効果が期待できると記しるされている。実際、〈ジャベリン〉の連中はこれまでに四体の魔族をこの〈サンダーボルト〉で射殺してのけていた。


「一体、どういう理り屈くつで開発された武器なんだ？」


　どうやって魔族の魔力圏ドメインを突とつ破ぱし、その本体に打だ撃げきを与あたえているのか。


「まあ──理り屈くつとしては単たん純じゆんだと思うんですけどね」


　そう答えたのは、ブライアンの側に立って同じく資料を眺ながめていた赤毛の女性だった。


　トリスタン市警第一分署の鑑かん識しき課かに所しよ属ぞくする、女性鑑識課員シェリル・アリアである。


　化け粧しようはほとんどなし、柄がらなしのシャツとジーンズという色いろ気けも何もないような服ふく装そうの上から、更さらに白衣を羽は織おるという格かつ好こうなのだが──彼女の場合は、何な故ぜかそれなりに様さまになっている。


「弾だん頭とうは──ああ、セフティ・スラグとエクスプローダの折せつ衷ちゆう型がたなんですね。えぐいなあ」


「なんだ、それは？」


「超ちよう小こ型がたの雷らい管かんと火薬の上から小こ粒つぶの散弾を固めて弾頭を成型してあるんですよ。目標体内に侵しん入にゆうしたと同時に雷らい管かんが作さ動どう、散弾を飛ひ散さんさせて──まあ要するに、指先ぐらいの手しゆ榴りゆう弾だんを相手の体内に撃うち込こんで破は裂れつさせるもんだと思ってもらえれば。体内で爆発的に飛び散った散弾が、対たい象しようの組織をずたずたに引き裂さいてしまうので、肉がごそっと抉えぐり取られたようになってしまうんですよ」


「……なかなか素す敵てきな代物だな」


　何な故ぜか愉たのしそうに語るシェリルに、ブライアンはうんざりした様子で言った。


「しかしそれにしたところで、どうやってこの弾を魔族に叩たたき込むんだ？」


　破壊力が幾いくら大きくても、魔族の魔力圏を突とつ破ぱできなければ意味がない。


「私の推すい測そく混まじりでよければ解説いたしますけど？」


「頼たのむ」


　ブライアンは資料を投げ出しながら言った。
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　魔族の肉体と魔力圏の関係について、とある仮か説せつが存そん在ざいする。


　その仮説によると、魔族の肉体とは、人間が肉にく眼がんで見ているものとは異ことなり、本質的には、魔力圏ドメインそのもの、という事になるらしい。


　魔力圏とは言ってみれば不ふ定てい形けいな肉体であり、その外縁は魔族の『皮ひ膚ふ』の役目をしている。故ゆえに、その魔力圏内に、魔族の意志に反はんして何らかの物体が──しかも高速で侵しん入にゆうしようとした場合、魔力圏は免めん疫えき反応のように、その異物を排はい除じよしようとするのだ──というのがその説の提てい唱しよう者しやの意見である。


　この魔力圏による免疫的な反応は、銃弾の速度よりも──具ぐ体たい的てきに言えば、銃弾が魔力圏に触ふれてから、その内側にある魔族、更さらにその中の脳のう組そ織しきにいたる距きよ離りを、銃弾が詰つめるよりも速い。その反応性は魔族の中心たる脳に近づけば近づくほど速まる。


　このため、真正面から魔族に対して銃撃を加えても、魔族の脳組織を破壊する事は非ひ常じように困こん難なん──いっそ不可能と言ってもいい。


　だが。


「まあ要するに」


　ジャックが調整途と中ちゆうの〈スフォルテンド〉から顔を上げて言った。


「その銃はやたらでかくて特に銃身バレルが長く、銃じゆう声せいも強きよう烈れつ、しかも着ちやく弾だんよりも後に銃声が聞こえた──と」


「ああ。少なくとも対戦車ライフル程度の大きさはあったな。口こう径けいは小さかったが」


「ふむふむ」


　レイオットの言葉にジャックが頷うなずく。


　リゴレット通りでの一件けんの後──レイオットは銃砲店で〈ウルフ・ハウンド〉の弾薬を購こう入にゆうし、その足でジャックの工こう房ぼうにやって来た。


　細かいものまで含ふくめると理由は四つある。


　近くまで来たついでに作業の進行具ぐ合あいを確かく認にんするという用件が一つ。〈ハード・フレア〉の調整が一つ。酷こく使ししたモールド・キャリアの簡かん単たんな点検作業が一つ。そして最後の用件は──少々〈ジャベリン〉の使っていたあのライフルの存在が気になったため、機械工学及び魔法工学一通りにも通じたジャックの意見を聞きたくなったためだ。


　ちなみに、レイオットの隣となりにはカペルテータと、そしてネリンの姿もある。彼女もライフルの正体は少々気になっているらしく、ここまで付いてきたのである。


「つまりだな。一いち概がいには言えないが──銃身が長いってのは、大たい抵てい、狙そ撃げき用ように精せい度どを上げるためと、それから初速を上げるためなんだな」


「初速ってのは火薬量で決まるんじゃないのか？」


　とレイオット。


「これだから素人しろうとは。いや、俺おれも銃に関してはそんなに詳くわしくないけどな。装薬──発射用の火薬量をいくら増ふやしたって、銃身バレルが短かったらそれを活いかせないんだよ。結局、銃弾を飛ばしてるのは火薬の爆ばく発はつで発はつ生せいするガス圧あつな訳だが、銃身が短いと、その圧あつ力りよくが十分銃弾を押して加速する前に、銃弾が銃口から出てしまって、ガスが散ちってしまうんだな」


「……ふむ」


　頷うなずくレイオット。


　彼の横ではネリンが真しん剣けんな表情で話に耳を傾かたむけている。銃といえば自分の〈ハンティング・ホーク〉の事くらいしか分からない彼女は、ちょっとでも聞き逃のがすと途と端たんに訳が分からなくなるような気がしたからだ。


　ちなみにカペルテータはいつもの如ごとく分かっているのかいないのか──判断に苦しむような曖あい昧まいな表情で、壁かべ際ぎわの鉄管の上にちょこんと腰こし掛かけている。


「だから、増やした火薬に見合うだけの銃身、銃弾を限げん界かいまで加速できる長い銃身が必要になってくる。銃身が長いって事は、銃口内旋条ライフリングも長いって事だから、弾丸の射しや線せんも安定するしな。ついでに言うと、口こう径けいが小さいのも銃弾そのものの重量を減へらして、高い初速を得るためだろ、多た分ぶん」


「それは分かったが。なんでそれが魔族に通つう用ようする？」


「どんなに早くたって、あくまで『反はん応のう』な訳わけだろ。だったら魔力圏ドメインが銃弾を異い物ぶつとして認にん識しき、排はい除じよするよりも速く、銃弾が相手に届とどけばいい」


　あっさりと言うジャックに、レイオットとネリンは顔を見合わせた。


「……そんな単たん純じゆんなものなのか？」


「少なくとも大おお真ま面じ目めに提てい唱しようしていた学者はいたんだよ。名前は忘わすれたが、前に科学雑ざつ誌しに論ろん文ぶんが載のってたぞ。もっとも……本当にその理論を実じつ践せんして対魔族用兵器を作っちまう連中がいるとは思わなかったけどな」


　ジャックは言いながら再びモールドの調整を開始する。


「ああ、そうそう。できれば賢けん者じや石いしを成型した覆殻ジヤケツト被かぶせるか──そうでなけりゃ二次拘束術式セカンダリ・レストリクト・図版パターンを描かく時に使うような、賢者石の粉ふん末まつを混まぜ込こんだ塗と料りようで、銃弾表面を塗ぬり固めておけばなおいい」


「どういう事だ？」


「賢者石ってのは、奇き妙みような石でな。フラクタル構こう造ぞう論とか、圧あつ電でん効こう果かとか、まあ細こまかい理り屈くつは省はぶくが──あれはまあ、ぶっちゃけて言えば極きわめて人間の神しん経けい系けいに近い構造特とく性せいをした鉱こう物ぶつで、いわゆる魔力を伝でん導どうしやすい性せい質しつを持ってる」


　賢者石が魔力を伝導しやすいという話はレイオットやネリンも承しよう知ちしている。


　だからこそそれはモールドやスタッフの部品として多た用ようされるし、その粉末を溶といたものは、ジャックも言った通り二次拘束術式図版を描く塗料の材料としても使われる。


「そもそも魔ま法ほう攻こう撃げきが魔族に通用しやすいのは、魔力圏という独立した魔力の循じゆん環かん系けいに対して、異い物ぶつ反応を起こしにくいからなんだよ。魔力は魔力を拒こばまない。同質のものだからだ。で、魔力の流れに対して抵てい抗こう値ちの低い賢者石という物質は、やはり魔力圏の拒きよ否ひ反応を誘ゆう発はつしにくい。たとえ拒きよ絶ぜつしても、どうしても反応が他の物質の場合よりも遅おくれる事になる」


「つまり──」


「そう、つまりそれだけ時間が稼かせげる。銃弾が相手の脳のう髄ずいに達するまでの時間がな。まあ千分の一秒程度かもしれないが、高い初速を持った銃弾はその時間で一メルトルは進む。魔族の魔力圏は、中級でもせいぜい最大半径十メルトルってところだ。この一メルトルは大きい」


「なんとまあ──」


　呆あきれたような口く調ちようでレイオットが言う。


「強ごう引いんな兵器だな」


「兵器ってのは本来的に強引なもんなんだよ。しかし──それにしても、話を聞いてる限かぎりじゃ、妙みような感じだな」


「……やはりそう思うか」


　ネリンがジャックとレイオットの顔を見み比くらべる。


　二人はお互たがいの言葉の意味を何やら納なつ得とくしているらしいのだが……彼女には何の事を言っているのかが分からない。


「あの──」


「そんなに重い銃を、車に載のせて出るだけでもそれなりに時間を喰くう。まして狙そ撃げきってのはたとえ車の上からとはいえ、そう簡単にできる作業じゃない。風かざ向むきや温度湿しつ度ども影えい響きようするし、そもそも射線を確かく保ほできる位置を決めるのに手て間まを喰う。なのに直前まで移い動どう中ちゆうだった魔族を追つい跡せきし、トリスタン市警が到とう着ちやくするまでに狙撃、死体を回収して撤てつ収しゆうしたとなると……予あらかじめ事件が発生するのを待っていた可能性はあるな」


「ちょ──」


　ネリンが驚きよう愕がくの表情を浮うかべる。


「ちょっと……それってまさか──」


「つまり」


　ジャックが再ふたたびモールドをいじる手を止めて、振ふり返った。


「そのＡＴＡＳＡの狙撃班……〈ジャベリン〉だっけか？　その連中が、実戦データを集めたいがために、わざと〈シェル〉の所有者を泳がせていた可能性があるって事さ」


「そ、そんな──」


「魔族は個こ体たい差さが大きいからな」


　実際──魔族という存そん在ざいは、平へい均きん的てきな数すう値ちというものが非常に出しにくい存在ではある。


　等級ごとの違ちがいは勿もち論ろんだが、同じ等級内でも個体相そう互ごの外見的、能力的な部分にかなりの差さ異いが生しようじる。有効な統とう計けいを採とるためには、かなりの数の実戦記録が必要だろう。


「それに──その戦術や兵器の有効性を証しよう明めいしないと、次の予算も下りないし面めん目もくが立たない。だから出しゆつ現げんする魔族や違法魔法士ソーサリストの存在を把は握あくしておいて、魔族化した瞬しゆん間かんを狙ねらって射殺。データは集められるし、実じつ績せきもできる。至いたれり尽つくせり」


　そう言ってレイオットが肩を竦すくめた。


「それって──そんな、それじゃ、まるで……」


「証しよう拠こは何もない。あくまで俺達の想そう像ぞうに過ぎないさ。しかしそうすると連中──〈シェル〉を造つくった密みつ造ぞう業者と繫つながっている可能性もあるぞ。いくらなんでもトリスタン市に来たばかりで〈シェル〉の保ほ持じ者しやを残らず調べて監かん視しできる筈はずがない。顧こ客きやく表でもあれば別だがね」


　言われてみれば、ジャックの意見はひどく現実的な響ひびきを伴ともなっているような気がする。


　ネリンの見る限り、マックスはそれをやりかねない類タイプの人間に見えた。ブライアンの言葉を借りるならば、目的が手しゆ段だんを正せい当とう化かすると信じ、それを堂々と公こう言げんできるような……そんな人間に。


「だがまあ、それならそれでシモンズ監督官、ある意味であんた達の苦く労ろうは減へるかもな」


「──え？」


　レイオットの意外な言葉にネリンは眼めを瞬しばたたかせる。


「連中がもしその密造業者とある程てい度どの繫がりがあるなら、〈シェル〉の所有者を監かん視しし、彼等が魔族化するのを待って、片かたっ端ぱしから射殺してゆくだろう。連中は様々な都市環かん境きよう下かでの実戦データを欲ほしがってるだろうからな。〈シェル〉を買った連中全員に、別働要員を張はり込こませている可か能のう性せいだってある。帝てい都と警けいにはＣＩＳっていう、そういうのがお手の物の部ぶ署しよもあるしな。少なくとも……魔族事件に迅じん速そくに対応はしてくれるさ」


「そ──そんな」


　それまで手ぐすね引いて待っているというのか。


　あえて人が魔族化するのを──それを止める事ができながら。密造モールドの所有者達が魔族という最悪の状態に堕おちていくのを、期待しているというのか？　いくらでもそれを制せい止しする機会がありながら、それを敢あえて見過ごして!?　その密造モールドを造つくっている業者と結けつ託たくまでして!?


「そんな事、許ゆるされる筈はずがありません！　断だんじて、そんな──」


「いやまあ──これは俺達の勝手な想像に過すぎないから」


　とりなすようにジャックが口を挟はさむ。


「でも……可能性としてはそれは……」


　納なつ得とくしきれない様子でネリンが何やらぶつぶつと呟つぶやく。


　ふと何か思い出した様子でジャックが作業の手を止めると、レイオットの側に寄ってきて、彼の首に引っ掛かけるように腕うでを回した。


「──なあ、レイ？」


「何だ？」


　妙に潜ひそめた声に、何な故ぜか自然とレイオットも囁ささやく様な口く調ちようになる。


「この娘むすめが例のアレか？　この間レイの言っていた、新しい女」


「……お前とは一度、徹てつ底てい的てきに話し合う必要があると、俺は思う」


　引っ張られて斜ななめに傾かたむきながら、うんざりした表情でレイオットが言う。だが、ジャックは彼の話を聞いているのかいないのか、何やら一方的に納得している様子だった。


「ちょっと童どう顔がんだが、なかなか美人だよな。でもフィリシスほどじゃないと思うんだが。レイ、好みが変わったのか？　それとも本ほん領りようはベッドの中とか？　こういう堅かた物ぶつっぽい娘ほど夜は凄すごいという話を──」


「思春期ヤりたいざかりの子供か、お前は」


　顔をしかめるレイオット。もっともジャックはジャックなりに気を使ってくれているのはレイオットにも分かった。


　レイオットは人間関係が長続きしない。ジャックのように知人と友人の境きよう界かいに居いる様な者はともかくとして、必要以上に彼の側に寄よった者は、大たい抵ていがその反はん動どうであるかのように長持ちせずに離はなれてゆく。


　それは無む論ろん、レイオットの性格に原げん因いんがある。友人にせよ恋人にせよレイオットは彼等の存在にこだわらない。執しゆう着ちやくしない。居ても居なくてもレイオットの行動は変わらない。だから大たい抵ていの人間は思うのだ──この男は自分を必要としていない。この男の側に自分が居ても意味がない。この男にとって自分は、己おのれを取り巻まく環かん境きようの一部に過ぎず、交こう換かん可か能のう、代だい替たい可能な部品でしかないのだ、と。


　過か去こからの鎖くさり。隙すき間まなくそれに巻き付かれ覆おおわれた人型。硬かたく硬く固められたその形は強きよう固こで、新しい鎖の巻きつく余よ地ちはどこにもない。もしそれを望むならば──それを一本一本引き剝はがしてやらねばならないが、それができた人間は今まで居なかった。


　しかし──


「つまらん妄もう想そうを膨ふくらませてる暇ひまがあったら、お前こそ恋人か愛人の一人でも作れ」


「いや、俺ってゲイだし」


「……初はつ耳みみだぞ。寄るな。触さわるな。くっつくな」


「冗じよう談だんだって」


「──何を小声で話してるんですか？」


　ネリンに声をかけられて、ジャックがひらひらと手を振ふる。


「レイオット・スタインバーグの女性関係についてちょっと」


「……人が真ま面じ目めに苦く悩のうしている時に、貴方あなた達は……」


　長々と溜ため息いきをつくネリン。


「いやな予よ感かんがするんですよ……本当に」


　ネリンは、自分の悪い予感がよく当たるのを、知っていた。妹などは単に心しん配ぱい性しようなだけだと笑うのだが。


　そうして一週間後。


　彼女はまたもや自分の予感が正しかった事を、知る結果となった。
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　射しや撃げき場じようを出たブライアンは、不ふ機き嫌げんそうな表ひよう情じようで壁かべに寄よりかかっていたシェリルと顔を合わす事になった。


「……なんだ？」


「ちょっといいですか？」


　シェリルがこういう言い方をしてくる時は、話が長なが引びくか、それともその内容がかなり深しん刻こくなものかのどちらかだ。一いつ瞬しゆん、幾いくつかの場所を思い浮うかべた後、ブライアンはもう一度射撃場の中へ戻もどった。


〈サンダーボルト〉の習しゆう熟じゆく訓練時間が終わり、今射撃場に人は居ない。ブライアンが最後に残ってロッカーの鍵かぎをかけ、出てきた直後だったのだ。


「あの〈ジャベリン〉の人達ですけど──一体、何を考えてるんですか？」


「何な故ぜ、私に訊きく？　そういう話は署しよ長ちように言った方が」


「署長じゃ埒らちがあかないんですよ。権けん威いとか書類に弱い人ですから。とにかくあの人達、好き勝手絶ぜつ頂ちように行動してますけど……いくら帝てい都と警けいの特とく殊しゆ部ぶ隊たいだからって、こうまで地元警察をないがしろにされたら、私達もさすがに不ふ愉ゆ快かいですよ」


　確たしかに〈ジャベリン〉の行動には誰だれが見ても眼めにあまるものがあった。


　対ＳＡ戦における実じつ績せきは確かにある。彼等が赴ふ任にんしてきて三週間程ほどになるが、その間に彼等が射しや殺さつした魔族メレヴエレントは、総そう計けい五体。いずれも下級魔族ではあるのだが、それにしてもこれは驚おどろくべき数字だった。


　だが、彼等は出動から魔族の遺い体たいの回かい収しゆうに至いたるまでを、全く独どく自じに行っている。トリスタン市警との連れん携けいなどは全く無む視ししてだ。しかもその際の資し料りようや情じよう報ほうは──魔族の死体も含ふくめて、一切トリスタン市警に提てい供きようされない。


　それが何よりシェリルを不ふ機き嫌げんにさせているらしかった。


　彼女は新しい知識を吸きゆう収しゆうするのが好きだ。


　それが趣しゆ味みなのだと言ってもいいだろう。とにかく自分の知らない事を知るのが嬉うれしいのだそうだ。そういう意味で、彼女は勉強家だし、普ふ通つうの鑑かん識しきが嫌いやがる魔族の死体解かい剖ぼうなどという作業も率そつ先せんしてやる。単に悪あく趣しゆ味みだとも言われているが。


　魔法士ソーサリスト達が魔族を倒たおす場合は、大たい抵てい、まともな死体も残らないような状じよう態たいになるので、実を言えば〈サンダーボルト〉に関しては、それなりにシェリルとしては期待していたという。これで魔族に関する資料が増ふえる事になる、と。


「でも、まるで『お前達には関係ない』って態たい度どで。私だけじゃないですよ。あっちこっちから苦く情じようが出てます」


　魔族発生の直ちよく接せつ的てきな原げん因いんとなっている密みつ造ぞうモールド〈シェル〉に関しても、〈ジャベリン〉が回収してしまった上に、何の報告書もトリスタン市警には提出されない。せめて使っている部品だけでも分ぶん析せきできれば、加工に使われた機械や、材料の仕し入いれ先さきを特定し、そこから辿たどって密造業者を検けん挙きよできる可か能のう性せいがあるのだが。


「挙あげ句くの果てには、妙みような噂うわさまで──」


「妙な噂？」


　ブライアンが聞きとがめる。


　シェリルは視し線せんを左右に走らせてもう一度無む人じんを確認すると、言った。


「……〈ジャベリン〉はその業者と繫つながってるって」


「──なんだと!?」


「需じゆ要ようと供給って言うか。ＳＥＳへの新しん装そう備び供きよう与よってのは言い訳わけで、連中は明らかにこの街で実戦データを集めたがってますから……でも建たて前まえ上じようの教育期間が定さだまってるでしょう？　だからその間にできるだけ多くのデータを集められるように、業者と結けつ託たくして──」


「馬ば鹿かな！」


　そう言いながらも、どこか否ひ定ていの口く調ちようが弱いのはブライアン自身、その事について考えた事があったからだ。


「いくら連中が無む茶ちやでもそこまでは……」


「でもそれなら、廃はい品ひん業ぎよう者しやの被ひ害がい届とどけとかまで、握にぎり潰つぶしたりしますか？」


　挑いどむような口調でシェリルが言う。


「窃せつ盗とう課かのコンソート警部補がぼやいてましたよ。廃品処しよ理り業者の所に、泥どろ棒ぼうが出入りしてるとかで──どうも三十年以上前の古い機械をごそっと持っていったらしくて」


「三十年前の機械？」


「当時の機械には賢けん者じや石いし使っているものも多いんですよ。大なり小なり魔ま法ほう関係の技ぎ術じゆつが応用されてましたから」


　賢者石は、現在では産出量が大おお幅はばに減っている稀き少しよう鉱こう石せきである。魔法関係の工学技術がほぼ完全な魔法管理局の管理下にある以上、その供給ルートも少数に定まっており、それを手に入れようとするならば、放ほう棄きされたかつての魔法関係施し設せつや、廃物の中に使用されているその賢者石を回かい収しゆうするのが、確かに一番早いし、また足もつきにくい。


「その被害報告書を横からきて〈ジャベリン〉の連中が握り潰していったって」


「それは管かん轄かつ外がいだろう。越えつ権けん行為だ」


「それはそうなんですけど。コンソート警部補も書類とか階かい級きゆうに弱い人ですから」


「…………」


　ブライアンは険けわしい表情で黙だまり込こむ。


　噂は噂だ。だがそれがもし事実なら──それは断じて放ほう置ちしてはおけない。


　わざわざ握り潰したという事は、逆ぎやくにいうなら、その被害報告書がある種の決定打になっていた可能性は強い。例えばその被害報告にあった廃品処理業者の事業所の位置、盗とう品ひんの量、周辺地ち域いきの交通事情など……それらの資料を統とう合ごう的てきに見れば、〈シェル〉密造業者のアジトの場所が大だい体たい、推すい測そくできるのかもしれない。


　短い沈ちん黙もくの後、ブライアンはふと顔を上げて赤毛の鑑かん識しき員いんを見み据すえた。


「コンソートの奴からその一件に関して詳しよう細さいな話を訊きき出す事は可能か？」


「多た分ぶん、簡かん単たんだと思いますよ」


「それと……キント警視の執しつ務む室しつには専用の電話回線が引かれてる。うちの署の交こう換かん機きを経へない独どく立りつ線せんだが──あれを枝えだ分わかれさせる事は可能か？」


「それも技術的には簡単ですよ。基本的に電線ですから」


　そう断だん言げんしてから──シェリルは悪戯いたずらっぽい表ひよう情じようで笑った。


「そういう方法はお嫌きらいだと思ってましたけど？」


　何をするにも正々堂々と──というのがブライアンの基本姿し勢せいである事は署しよ内ないの誰だれもが知っている。仲間内からも『第一分署の騎き士し』などと揶や揄ゆされる事も多い彼だが、その呼こ称しようには親しみと敬けい意いも含ふくまれていた。


「相手が相手なのでな。元々今回は署長からじきじきに意いに添そわない事を、やたらと強要されてるんだ。ならば徹てつ底てい的てきにやってやる」


「こうやって人は環かん境きように染そまっていくんですね」


　シェリルは肩を竦すくめて言う。だがその表情は悪戯いたずらを打ち合わせしている子こ供どもの様で、どこか愉たのしげだった。


「で──どうします？」


「できるだけ急いで頼たのむ。どれくらいかかる？」


「ああ。じゃあ一いつ緒しよにきてください」


　そう言って歩き出すシェリル。ブライアンは眉み間けんの縦たて皺じわを深めて尋たずねた。


「──何？」
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「とりあえず第四倉庫に『枝えだ』は伸のばしておいたので。音声記録は三日前ほどからありますけど、そっちも要いります？」


　立ち止まって振り返ると、シェリルはもう一度悪戯っぽく笑う。


　一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られたような表情でブライアンはその場に立ち尽つくし──そして彼は苦く笑しようを返した。





　　　　●　　●　　●





　誰もが何かにこだわっている。


　自分も。ジャックも。あの帝都警の男も。ブライアンも。ネリンも。誰も彼もが。


　過か去こからの鎖くさりに──今の自分を成す記き憶おくに繫つながれている。それは時に海うな原ばらに下ろした錨いかりの様に人に自らの居い場ば所しよを示してくれる。不安定なこの世界で、自分の立つべき位置を教えてくれる。


　だがそれと同時にこだわりは人を縛しばる。


　どこかに向かおうとする意志さえもこだわりは阻はばむ事がある。同じ鎖でありながら、それは時に罪つみ人びと達を過去に向けて繫ぐための拘こう束そく具ぐたりえる。


　どちらが本来の形でもなかろう。


　結局こだわりはこだわりでしかない。人の形を定さだめはするが、人は人形ではない。定められた形に囚とらわれる人形とは違ちがう。鎖は解ほどく事も新たに繫ぐ事もできる。それは立ち止まりがちな自分を引きずり前に進ませてくれる事もあるだろう。


　全すべてはその在あり方の差に過ぎない。


　鎖を御ぎよするか。それとも囚われるか。


　使いこなせるか否いなか。


　結局違いはそれだけなのかもしれない。ならば──


「カペル」


　ソファの上に寝転んで読み流していた文庫本を置き、レイオットは視し線せんを泳がせた。


　ＣＳＡの少女はいつも彼の側そばに居る。いつも気がつけばそこに居て彼を見ている。


「──はい」


　いつも通りの静かな返事は、向かいに置かれたソファからした。


　いつからそこに居たのか分からない。ただ少女の紅あかい瞳ひとみはこの世の始まりからそうしていたかのように、真まっ直すぐレイオットを見つめている。


「……俺おれのところに来て、どれくらいになる？」


「三年と二か月です」


　相変わらず即そく答とうするカペルテータ。


　そう。もうそれほどの歳さい月げつになる。三年。それが長い時間なのか短い時間なのかは人によって判はん断だんが異ことなるであろうが──ただ何をするでもなく、一人の人間を見つめ続ける時間としては、長いといえるだろう。それが思し春しゆん期きの少女であれば尚なお更さらの事だ。


「初めて会った時の事を覚えているか？」


「覚えています」


　カペルテータの紅あかい瞳が──そしてその上の一対の紅い珠たまがレイオットを映うつす。


　冷たい沈ちん黙もくの後、少女は付け足たすかのように言った。


「……忘わすれられません」


「そうか」


　予想通りの答えではある。


　分かっている。それを忘れた事はレイオットもない。


　自分が、彼女の両親を殺した日の事は。


　あの日から彼女はレイオットの側そばに居る。自分の両親を殺した男の側に、まるで影かげの様に付き従したがっている。表情を刻きざむ事のない白い顔で、そこに居る。振ふり向けばいつもそこに在る四つの紅い光が彼にあの日を忘れさせない。


　彼女がそこに居る意味。


　それを今まで考えなかった訳ではない。むしろレイオットはそれが自分の待ち続けたものかと思った事もある。自分の永ながらく渇かつ望ぼうしていたものを与えてくれるのが、彼女なのではないかと思った事もある。


　だから彼は──あの時と同じような雪の降る朝、野の良ら猫ねこのように自分の家の前で静かに濡ぬれていた少女を家の中に招まねき入れたのだ。


　だが──


「カペルテータ」


　そう呼よぶのは久しぶりだ──そんな事を考えながらレイオットは天てん井じようを見つめる。何な故ぜだかその紅い瞳を見続ける気にはなれなかった。


「おまえは何にこだわっている？」


「…………」


　少女の瞳にはただ静せい謐ひつな光だけがある。


　怒いかりか。悲しみか。哀あわれみか。喜びか。


　そのどれにも見える。そのどれにも見えない。しかし断じてそれは普ふ通つうの人間の眼ではなかった。十三の少女の瞳にしては、それは静謐に過ぎる。冷れい徹てつに過ぎる。そこには如い何かなる未来も映うつってはいない。


「おまえをそうしてしまったのは──おまえの中の時間を止めてしまったのは、やはり俺なのか？」


「……そうです」


　否定の言葉を期待した訳ではない。


　だが肯こう定ていして欲ほしかった訳でもない。自分でもどんな答えが欲しかったのかわからなかったのだ。だから今まで尋たずねなかった。だからどんな答えが来ても大差ない──筈はずだった。


　今までは。


「俺は──どうすればいい？」


　絡からみ付いた鎖くさりを一つ一つ解ほどいてゆく。自分に何ができるのか。自分が何ど処こまで動けるのか。自分がどこまでいけるのか。どこへ向かえばいいのか。そのために──


「それは私の答える事ではありません」


　カペルテータの答えはひどく素そっ気けなかった。


　沈ちん黙もくが室内に満ちる。


　やがてレイオットは自じ嘲ちよう混まじりの溜ため息いきをつくと、顔を覆おおうように開いたままの文庫本を鼻の上に載のせた。


「そうだな。それをおまえに訊きくのは反はん則そくだな……」


　カペルテータは答えない。


　ただ無表情の凍こおる紅い瞳は、じっとレイオットの横顔を見つめていた。





　　　　●　　●　　●





　けたたましい音をたてて、執しつ務む室しつの扉とびらが開かれた。


　マックスは書類から顔を上げ、冷たい視し線せんを戸と口ぐちに立つ大おお柄がらな人ひと影かげに向けた。


「用があるのならば、まずノックしたまえ、警けい部ぶ。騎き士しの出にしては礼れい儀ぎというものを知らんな、君は」


「貴き様さまに尽つくす礼儀など知らん」


　そう言ってブライアンはマックスの執務机に大おお股またで歩み寄よった。


　マックスは書類を置くと、椅い子すに背中を預あずけてブライアンの顔を見上げる。帝てい都と警察の男の顔を覆おおうのは、自信に満ちた表情である。何かを笑いはしない。誰だれかを嘲あざけりもしない。だがそれは自分の行こう為いには絶ぜつ対たいの自信を持っている者の顔だった。


　それがブライアンの神しん経けいを逆さか撫なでする。


　背広の上着の裾すそを払はらいながら、彼は愛用のコルス〈エンフォーサ〉自じ動どう拳けん銃じゆうを抜ぬいた。


　初しよ弾だんは薬室チヤンバーに装そう塡てん済ずみ。撃鉄ハンマーを起こしながらマックスに突き付ける。


　だが……固定式照しよう準じゆん器きの向こうで、同様に自分を睨にらんでいる銃口に気付いてブライアンは愕がく然ぜんと身を凍こおらせた。


　マックスの握にぎる小さな回転弾倉式拳銃リボルヴアは、ブライアンの顔がん面めんに向けて不ふ可か視しの直線を引いている。ＡＭＩ・Ｒ０４〈ファング〉。銃身バレルが極きよく端たんに短く、弾たまも五発しか入らないが、携けい帯たいに便利なため、私服警官や潜せん入にゆう捜そう査さ官かんに愛用者が多い。長ちよう距きよ離りは精せい度どの高いライフルに任まかせ、近距離は可能な限りに早く抜ける拳銃を使う──徹てつ底ていした合ごう理り主しゆ義ぎ者しやらしい考えではあったが。


「…………」


　ブライアンは戦せん慄りつが背を這はうのを感じる。


　確かにブライアンの〈エンフォーサ〉よりも二周りも小さな銃で、抜ぬきやすいのも確かだが、それでも異い様ような速さだ。


　マックスは悠ゆう然ぜんとした表情を崩くずさず、静かな口く調ちようで言った。


「随ずい分ぶんと攻こう撃げき的てきだな。銃を向けて話し合いか」


「黙だまれ。越えつ権けん行こう為いだけであれば私も我が慢まんはした。だが貴様──モールド密造業者と通じるなど……それでも警察官か！」


　さすがにはっきりとそう言われて、マックスは驚おどろいたようだった。もっとも銃口が小こ揺ゆるぎさえしなかったところを見ると、単なる素ポ振ーりズだけなのかもしれないが。


「何の事だ？　憶おく測そくでものを言うのは警察官として恥はずかしい態たい度どだぞ」


「聴きいてみるか？　貴様の電話だ」


　そう言ってブライアンはリールに納おさまった磁じ器きテープを一巻かん机の上に投げ出した。


　確かにそこには証しよう拠ことなる言葉は一言も記録されていない。曖あい昧まいな隠いん語ごが羅ら列れつされているだけだ。だが、その気になって聞けば、一連の会話が何を指しているのかを理り解かいするのはひどく簡かん単たんだった。


「君の行ったのは違い法ほう行こう為いだ」


「ふざけるな！」


　マックスは銃を突きつけたまま怒ど鳴なる。


「貴様や部下の行動、前ぜん歴れきも裏うら付づけとして調べさせてもらった。何な故ぜ新しん装そう備びの教きよう導どう班はんにＣＩＳの人間や、科学調査局の人間が混じってる？」


　マックスは答えない。ブライアンはその鉄てつ面めん皮ぴを睨みながら続けた。


「貴様は──貴様等は、わざわざ密造モールドを買った連中が魔族化するのを待って射殺し、実じつ績せきを積むのと同時に実戦データを集めてたんだ。しかもそれを効こう率りつよく行うために、密造業者とも結けつ託たくしていた──貴様等は、誰がモールドを持っていて、誰が魔族化する可能性が高いのか、分かっていながら放ほう置ちしていたんだ。分かってるのか？　これは殺人だぞ!?」


「殺人罪ざいの要よう件けんには該がい当とうしない。また魔族化した場合はその人権は剝はく奪だつされ、一種の局きよく地ち災さい害がいとして──」


「法律論を謡うたうな！　俺は警官としての、人間としてのモラルを問題にしている！」


〈エンフォーサ〉の銃口がマックスの額ひたいに触ふれるほどに突き出し、ブライアンは叫さけぶ。


　だが──


「モデラート警部」


　マックスはここで初めて明めい確かくな表情を示しめした。


　苦く笑しようだ。そして表情と同どう様よう、まるで聞き分けのない子供を相手にしている大人おとなのような口く調ちようで彼は尋たずねる。


「君は、幾いくつだ？」


「何の話をしている？」


「幾つだと聞いている。話を進めたければ、答えたまえ。三十年前は幾つだった？」


「……三十六だ。当時は六歳だった」
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「私は五歳だった」


　マックスは懐なつかしむような表情で言う。


「私は当時から帝都郊こう外がいに住んでいてね。父は警けい察さつ所しよ属ぞくの魔法士ソーサリストだった。当時は警察も魔法士を抱かかえていた。魔族化の因いん果が関かん係けいがまだ曖あい昧まいだったからな」


「……それがどうした」


　別に改あらためて語られるような事ではない。警察官でなくても知っている事実だ。


「私は見たんだよ」


　むしろ──それを語るマックスの口調は愉たのしげだった。


　幻げん覚かく剤ざいに蝕むしばまれた人間が自らの中に巣す食くう悪夢を語って聞かせるかのように。


「何人もの魔法士が魔族化して街を徘はい徊かいする様を。何十人、何百人もの人間が魔ま法ほうによって燃もやされ、あるいは引き裂さかれて死ぬのを。そして──それらの惨さん劇げきを睥へい睨げいするかのように、そこに居たあれを」


　マックスの瞳ひとみの焦しよう点てんはブライアンから外はずれていた。その瞳は無限遠の彼方かなたを──三十年前の惨劇の現げん場ばを見つめているのかもしれなかった。


「あの──〈魔王ルシフエル〉級を」


「…………！」


　ブライアンは息を呑のんだ。


　史上最大最悪の魔族──〈魔王ルシフエル〉級。それについての記録は殆ほとんど残っていない。〈イエルネフェルト事じ変へん〉の生き残りは少なく、また生き残っていても多くの人間は何らかの精せい神しん障しよう害がいを残していた。当時の記憶をすっぱりと欠けつ落らくさせている者、あるいは正気を失ったまま未いまだに回かい復ふくしない者、そして言葉そのものをなくしてしまったかのように、何も語らない者。それがどれほどの恐きよう怖ふであったのかは、余よ人にんには想そう像ぞうもつかない。辛かろうじて正気を保たもったまま生き残った人々の断だん片ぺん的てきな証言から、その魔神とも言うべき怪かい物ぶつの脅きよう威いに、人々は思いを馳はせる事しかできない。


〈魔王〉級魔族。


　それはそこに存そん在ざいするだけで人間の全てを破は壊かいする。文明も。身体からだも。精神も。


「私は幸運だったのだろうな」


　マックスは感かん慨がい深ぶかげに言った。


「すぐに気を失って瓦が礫れきの下に半なかば埋うまっていた私は、魔族に殺される事もなく、また帝国軍が行った最初の『殺さつ菌きん』に巻まき込こまれる事もなかった。〈魔王〉級が移い動どうしていたのでね。だが──私は見たんだよ。見てしまったんだ」


　マックスの声が熱を帯おびる。


「人間の条じよう理りも常じよう識しきも道どう徳とくも、そんなものはあれの前では何の役にも立たない。あれは存在するだけでその周囲を地じ獄ごくに変える。我われ々われが何を喚わめき、叫さけんだところで無む力りよくだ。あれは我々の小ざかしい取り決めなど、遥はるかに超ちよう越えつして存在する。あれはまさしく魔王だ。魔法という絶対権けん力りよくを振ふりかざして君くん臨りんする、最強最大の暴ぼう君くんだ」


　マックスの口調は、まるでその〈魔王〉級魔族に心しん酔すいしているかのようですらあった。


「……だから？」


　唾だ液えきを嚥えん下かして渇かわいた喉のどを湿しめらせ、ブライアンは先を促うながした。


「だから、私は思った。我々は力をつけねばならない。魔族に対たい抗こうする力。それも怪あやしげな魔法でなく、科学によってだ。そのためには、こちらも条理や常識になどこだわってはおれない。信義や道徳など戯ざれ言ごとだ。実じつ効こう的てきな力。それこそが必要なのだ」


　魔法に対抗する力。


　戦術魔法でなくても魔族を倒たおせる力。


　無む論ろんそれはブライアン自身が切せつ望ぼうしていたものではある。だが──


「そのためには──何をしてもいいというのか？」


「犠ぎ牲せいは必ず出る。それは当とう然ぜんの事だ。ならばただそれを甘かん受じゆするのではなく、こちらで最小限に制せい御ぎよしてやる事が、むしろ正義だろう」


「ならば言ってみろ……」


　ブライアンは嚙かみ締しめた歯の間から押し出すように言った。


「魔族化した連中の遺い族ぞくにそう言ってみろ！」


「必要なら言う」


　マックスは平へい然ぜんと言い放はなった。


「貴き様さまは……貴様という人間は……！」


「程てい度どの差こそあれ、同じ世せ代だい、同じ地じ獄ごくの時代を生き抜ぬき、そして現実に何度も魔族と対たい峙じし──しかし君には分からないか。この感覚が。この焦しよう燥そうが」


「分かってたまるか！」


　ブライアンは喚わめいた。


「残念だよ。で──いつまでこうしているつもりだ、モデラート警部？」


　マックスは〈ファング〉を保ほ持じしたまま尋たずねる。


　互たがいに引き金を引けば相手を射殺できる。お互いに相手の命を握にぎっている状じよう態たいだ。だがその様子は全く違う。憤ふん怒ぬと戦せん慄りつに半なかば逆ぎやく上じようし、脂あぶら汗あせを浮うかべているブライアンと、涼すずしげに銃を構えている自信満々のマックスと。


「結局君は、私に罵ば詈り雑ぞう言ごんを投げ掛かけるのが目的なのか？　それとも私を殺すかね？」


「今すぐ止めろ。全部だ！　そして全てを明かして罪つみを償つぐなえ！」


「それは無む理りな相談だ」


　マックスが即そく座ざに断だんじた。


「これは私個人で行っている計画ではない。帝都警察上じよう層そう部ぶでも承しよう認にんされた正式な任にん務むだ。無む論ろん──機き密みつではあるがね。たとえ私を殺しても、何も変わらない。私と君の代わりに新しい人間が配はい置ちされ、より良い関係を築きずけるよう期待される──それだけの事だよ」


「…………」


　ぎりぎりと嚙かみ合せた歯を軋きしませながらブライアンはマックスを睨にらみすえる。


　マックスの言う通りだろう。それが組そ織しきというものだ。動き出すまで、ひどくその腰こしは重いが、その反面、一度動き出してしまえば個人の力ではまず止められない。ただ逆さからっても止まらないどころか、巻まき込こまれて個人の方が潰つぶされかねない。


「話は終わりだ。このまま銃を向け合っているかね？」


　マックスが視線を戸と口ぐちに向ける。


　そこにはブライアンの声を聞いて、何事かと集まってきている署しよ員いん達の姿すがたが有った。銃を向け合う二人を前にして、驚きよう愕がくし、困こん惑わくしている。


「……分かった」


　ブライアンは〈エンフォーサ〉を降おろしながら言った。


「よく分かった──貴様には何を言っても無む駄だだという事がな」


「その点に関しては相そう互ご理り解かいが成せい立りつした訳わけだな。喜ばしい事だ」


　マックスも〈ファング〉を降ろしながら言う。その言葉を肩で弾はじきながら、ブライアンは彼に背を向け、〈エンフォーサ〉を腰こしのホルスタに戻もどした。


「──散れ！　見み世せ物ものではない！」


　叫ぶブライアンを避よけるように、同どう僚りよう達が左右に分かれる。


　同僚達の物問いたげな視し線せんと、そして──ひどく冷れい徹てつなマックスの視線を背中に感じながら、ブライアンは呟つぶやいた。


「ならば──こっちはこっちで勝手にやらせてもらうぞ、キント警視」





　　　　●　　●　　●





　アルフレッド・スタインウェイ──戦術魔法士タクテイカル・ソーサリスト。


　この男をジェシカがどこで見つけ、どのような条件で雇やとい入れたのかは、彼女の部下達も知らなかった。非合法活動を行う戦術魔法士として名が通った人間はそう多くない。その中でも、正せい規きの戦術魔法士と比ひ較かくしても遜そん色しよくない腕うでを持つ者は更さらに少ない。


　アルフレッドはその一人だ。


　正直、部下達はアルフレッドの名前をかたる偽にせ者ものである可か能のう性せいも考えていたが、それまでジェシカの雇っていた戦術魔法士をわずか一いち撃げきで死体も残さずに消してしまった様を見て、彼等は考えを改あらためた。本物かどうかは別にして、本物と名な乗のっても問題ないだけの力をこの戦術魔法士は持っている。


　だが……


　一体、この男は何を目的に戦術魔法士などをしているのか。


　金に執しゆう着ちやくするような類たぐいの人間には見えない。金。女。名めい誉よ。力。そういったありふれたものに関心を示すような雰ふん囲い気きがないのだ。ジェシカが彼に何らかの金きん銭せんを払はらっている様子もない。


　工場の連中の話では、なにやら彼が来てから妙みような特注部品の発注が数多く来ているという話だが、それとて正せい規きのモールド・エンジニアに仕事を頼たのめない違い法ほうの戦術魔法士だとすれば、驚くほどの事ではない。部下たちはそう判はん断だんした。


　無む論ろん、彼等にはモールドに関する細かい知識はない。


　工場の技術者達も、定められた手順と規き格かくで部品を作っているだけだ。総合的に部品の流れを把は握あくできているのは、ジェシカ以外はアルフレッドと、プロフェット男だん爵しやくだけであろう。


　とはいえ──


　工場の二階の事務所で、いつもの如ごとく、無言で佇たたずんでいるアルフレッドをジェシカの部下達が見つけた。黒いコートをまるで喪も服ふくのように着て立つ陰いん気きな魔ま法ほう使つかい。いつも何をするでもなく彼はそこに居る。


「スタインウェイさん？」


　部下の一人が声をかける。


「ボスがお呼よびです」


　アルフレッドは無む言ごん。振ふり向むきもせず、ただ窓まどの外を眺ながめている。


　部下達は顔を見合わせた。


「スタインウェイさん、ボスがすぐに来てくれと。次の──」


　やはりアルフレッドは無言。振り返りさえしない。


「おい！」


　気が短い性タ質チだったのであろう。部下の一人が、大おお股またに歩み寄よって、威い嚇かくするようにアルフレッドの側そばに立つ。


　それでもアルフレッドの無む視しは変わらない。ただじっと窓の外を凝ぎよう視ししている。


　部下はとうとう激げつ昂こうしてアルフレッドのコートの襟えりを摑つかんだ。


「ふざけんなよ、この野や郎ろう、下した手てに出てれば──」


　部下にしてみれば、それはただ威嚇の動どう作さの一いつ端たんに過すぎなかったろう。背広の裾すそを払い、左脇わきに下げたホルスタから、拳銃を抜く。


「ストレイト・ジャケットってだけでスカしやがって。モールドがなけりゃ、何もできねえくせに──」


　そこまで一気に言ってから──彼は初めて自分の視し界かいを遮さえぎっているものに気付いた。


「──え？」


　一歩、下がる。


　焦しよう点てんがあって、それがようやくアルフレッドの銃だと、部下は気付いた。


　マーセルＭ７２Ｒ機関拳銃。拳銃としては異い様ように長い銃身を持ったその特とく殊しゆな自動拳銃を、アルフレッドはまるで小しよう剣けんのように、特とく製せいホルスタに入れて腰こしに提さげている。


　その事は部下も知っていた。知った上で、馬ば鹿かにしていた。


　確かに全フ自ル動オ射ー撃トの威い力りよくは絶ぜつ大だいだが、絶対に普通の拳銃の方が抜ぬくのは早い。いざ、殺し合いになれば、連射能力などよりも、いかにまず早く一発目が放はなてるか──これが生死を分けるといわれている。実際、私し服ふく警官などは、遠くの的まとに当てる訓練よりも、数メルトル以内の的に向けて、いかに早く銃弾を撃うち込こめるかの訓練を重じゆう要よう視しする。


　だが──


「ば……ば……」


　馬鹿な──と言いたいのだが、声が出ない。


　彼は忘れていた。確かに戦術魔法士の圧あつ倒とう的てきな力は、モールドに身を固め、魔法を使った場合に発はつ揮きされる。だが、重さ二十キログロムのモールドと、更さらに十数キログロムのスタッフを身に帯びながら、敵と──魔族とさえ戦う彼等の筋きん力りよくと反はん射しや神しん経けいは、尋じん常じようのものではない。


　彼等にとって多少の重さや大きさなど、大した差ではない。詳しよう細さい構かまわずその筋力によって抜ぬき放はなち、突き付けるだけだ。アルフレッドの機関拳銃を抜く動作は、まるで抜ばつ剣けん術じゆつを想おもわせたが、無む論ろん部下の眼はそれを正せい確かくに捉とらえられる様な動どう体たい視し力りよくを持っていなかった。


「う……あ……」


　部下は更に後こう退たいするが──もう機関拳銃と彼の距きよ離りは開かなかった。アルフレッドが黙だまって一歩踏み出したからだ。


「や……やめ──」


　アルフレッドの隻せき眼がんが、部下を見ている。


　銃口よりも何よりも、冷たく底そこ冷びえするその瞳ひとみの色に、部下はただ恐怖した。


　こいつは殺す。本気で殺す。躊躇ためらいもなく殺す。


　それが分かる。理り屈くつではない。実感だ。


　更に四歩、部下は後退して自分が追い詰つめられた事を知った。後ろはもう壁かべだ。


　その場に居合わせた他の部下達は、凍こおり付いたように動かない。あまりに早いアルフレッドの動きを見て、彼に挑いどもうなどという気を起こす者はいなかった。まして──彼のその死神のような陰いん気きで冷たい顔を見、誰もが闘とう争そう心しんを萎なえさせてしまった。


「……ミス・スタッカルトに伝えろ」


　びくりとその場にいる一同が身を震ふるわせる。


　それがアルフレッドの声だと気付くのに、彼等は一いつ瞬しゆんの時間を要ようした。


　アルフレッドは銃を突き付けたまま、部下の側に歩み寄ると、まるで愛いとおしむような仕し草ぐさで、拳銃を握にぎる部下の手に、自分の手を重かさねた。


　そのまま──更に一歩前進。


　息の温あたたかみが分かるほどの距きよ離りに顔を寄せ、アルフレッドは言葉を繫つなぐ。


「警察の手入れが入る……」


　ぺきん、と乾かわいた音が彼の言葉に被かぶる。


「ぐ……ぎい……」


　手を握られた部下が苦く鳴めいを漏もらす。


　だが、他の部下達は仲間の苦鳴には構かまわず、愕がく然ぜんとした表情を浮うかべた。


「け、警察とは話がついていたんじゃ？」


「一昨日おとといからここを監かん視ししていた車が、移い動どうした……突とつ入にゆうのために場所を空あけた可能性がある……早ければ一両日中に警察が突入してくる」


　アルフレッドは無表情にへし折った部下の人差し指を離はなす。


「ぎ……ぎげ……えええええ」


「分かった……か？」


　囁ささやくように尋たずねるアルフレッド。


　そして次は中指。限げん界かい以上に反そり返ったそれを、更にアルフレッドはひねった。


「げ……げぎいいいいい……」


　拳銃が床ゆかに落ちて鈍にぶい音をたてた。激げき痛つうで保ほ持じしていられなくなったのだ。


「分かった、か？」


　部下は蒼そう白はくになった顔がん面めんを涙なみだと涎よだれでぐしゃぐしゃにしながら、頷うなずいた。


「いい子だ……」


　アルフレッドはやはり無表情のままそう言うと、手を離はなす。


　床ゆかにへたり込こむ部下と呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす部下達をその場に残し、隻せき眼がんの戦術魔法士は歩き出した。





　　　　●　　●　　●





　建物の中に漂ただよう空気から、何やら署しよ内ないの動きが慌あわただしい事は察さつしていた。


　だがマックスもその理由までは把は握あくできていなかった。ある意味で彼はトリスタン市警の警官達を──とりわけブライアン・メノ・モデラートという男を侮あなどっていたといえるだろう。故ゆえに部下から報ほう告こくを受けた時、眉まゆをひそめてマックスは訊きき返した。


「ＳＥＳが動いている？」


　部下によると、今け朝さ、ブライアンと十数名のＳＥＳ隊員達が、装そう備び一式を用意してリゴレット通りから少し離はなれた再さい開かい発はつ対象地区へと向かったという。


　恐おそらく〈シェル〉を密造している工場を突き止めたのだろう。絞しぼり込こむ要よう件けんはいくつもある。それが確かく実じつに『在ある』と分かっているならば密造工場を捜さがし出すのはそう難むずかしい事ではない。


「分署長は何と？」


　第一分署の署長には余よ計けいな事をしないようにと、帝都警察を通じて圧あつ力りよくをかけておいた筈はずだ。それを撥はね返す程ほどの気き骨こつのある性せい格かくには到とう底てい見えなかったのだが。


「銃じゆうを持った男がうろついていると、匿とく名めいの市民から通報があったそうです。仕し方かたなしに許きよ可かしたと」


「無む能のうな男だ」


　恐らくその市民というのはブライアンか、その仲間だろう。市民からの通報は電話局の記録にも残るので、握にぎり潰つぶしたり無む視しすると後あと々あと問題になる。その事を逆さか手てにとって、別件で出動許可を出させたのだ。


「いや、むしろモデラート警部を褒ほめるべきか。愚ぐ直ちよくだが人じん徳とくと実行力はあるらしいな」


　無む論ろん、別件での出動なので強きよう制せい捜そう査さの権けん限げんはない。だが、現場で密造業者を挑ちよう発はつするのはむしろ簡かん単たんだろう。恐おそらく、装そう甲こう指し揮き車しやを含ふくめ装備一式を用意して出動したのは、その為ためだ。


　その時──彼の執しつ務む机づくえの上で電話が鳴った。


「キント警視だ」


『──私だよ。約束が違ちがうじゃないか』


　頰ほおを歪ゆがめてマックスは声もなく笑った。


　予想した通りの相手からだ。ブライアンの怒ど鳴なり込こみ以い来らい、直接の電話連れん絡らくはしないようにと言い渡わたしてあったが──この状態では仕し方かたあるまい。


『うちの工場の前にトリスタン市警の車が三台来てる。恐おそらくＳＥＳだよ。一体どうなってる？』


「トリスタン市警の一部の警官が暴ぼう走そうしたらしい。捜そう査さ令れい状じようはないから大した事はできない。放ほうっておけ。挑ちよう発はつには乗るな」


　マックスは落ち着いた口く調ちようで応おう対たいする。だが相手は──ジェシカ・ラグ・スタッカルトはむしろその落ち着きぶりが気に入らなかったのか、声を荒あらげた。


『あんたらが言ったんだ、トリスタン市警は抑おさえておけると──』


「だから暴走──だ。見上げた正せい義ぎ馬ば鹿かが一人居いたようだ」


　そう言ってマックスは苦く笑しようする。


　ブライアンという警察官について、むしろマックスは好こう感かんさえ覚えていた。どういう形であれ、信しん念ねんを持って物事を実行する意い思しの強さは、敬けい意いにも値あたいする。愚ぐ直ちよくである事は容易たやすい。だが愚直である事を自じ覚かくした上でもなお、その道を歩めるのは、一種の勇気だ。


『言い訳はいい。この責せき任にんはどうとるんだい？』


「どうもこうもない。実じつ際さいに動き出してしまえばもう私の手には負おえない」


　これは本当の事だ。完全に事をもみ消すには、あまりにも手て駒ごまが少ない。これが帝都警の膝ひざ元もとであるロンバーグであれば、まだ対たい処しよの仕し様ようもあったろうが。


「息を殺して連中が諦あきらめるのを待て。電話も盗とう聴ちようされる可能性があるから使うな。踏ふみ込こむ口こう実じつを与あたえる事になる」


『それで確実に連中が諦あきらめてくれる可能性はあるのかい？　暴ぼう走そうって言うなら連中が踏み込んでこない保ほ証しようは何ど処こにある？　戦う準じゆん備びもせずに制せい圧あつされたら、あんた責任持って私達を釈しやく放ほうさせてくれるのかい？』


「そこまではこちらの関かん知ちするところではないな」


　マックスは切り捨てるように言った。


『……そうかい。面めん倒どうになったら知らぬ存ぞんぜぬかい』


「元よりそれは覚かく悟ごの上だったのではないかね？　所しよ詮せん我われ々は警察で、君は犯はん罪ざい者しやだ」


『後こう悔かいするよ』


　女のものでありながら、底そこ冷びえのする声が電話回線を通じて伝わってくる。


　だが追い詰められた者特有の焦しよう燥そう感かんは何な故ぜか感じられない。むしろジェシカの声には喜き悦えつのような響ひびきさえ感じられた。


「犯罪者らしい脅おどし文もん句くだ」


『こっちには〈シェル〉があるんだ。ＳＥＳだろうが何だろうが、警官の十人やそこら、皆みな殺ごろしにして蹴け散ちらせるんだよ』


「是ぜ非ひそうしてくれ」


　そう言い棄すててマックスは受話器を置いた。


　間かん髪はつ容いれずに直ちよく立りつ不ふ動どうの姿し勢せいで戸口に立っている部下の方を向くと、彼は自分も立ち上がりながら言った。


「撤てつ収しゆう準備。帝てい都とに戻もどるぞ。急げ。ＣＩＳの連中にも連絡してやれ」


「今すぐ──ですか？」


「そうだ。今すぐだ」


　執しつ務む机づくえから幾いくつかのファイルを取り出しながら、マックスは言った。


　自分で気付いているかどうかは分からないのだが──ジェシカ・ラグ・スタッカルトは破は滅めつ主義者だ。思想犯罪者に時とき折おり見られる類タイプの人間である。マックスは帝都警察で何人もそういった実例を見てきた。


　自分の居場所を何ど処こにも肯こう定ていできなかった末に、自分と、そして自分を受け入れなかった世界を滅ほろぼしたがっている。きっかけさえあれば、彼女は何の躊躇ためらいもなく──いや、嬉き々きとして破滅的な行動に出るだろう。それも可能な限りに多くを巻まき込こんで。


　ブライアン達の行動は、そんな彼女に理由を与あたえてやったようなものだ。


「最悪の場合──この街は数時間で滅ほろぶ」


　突とつ拍ぴよう子しもない言葉であったが──部下は疑うたがう様子も見せず、頷うなずいた。


「分かりました。即そく時じ撤収します」


「データ以外は放ほう棄きしていい。十五分で済すませろ。間に合わねば置いて行く」


「了解しました」





　　　　●　　●　　●





　腹ふく心しんの部下一名とアルフレッドを除のぞき、工場に居た者達は全員が付ふ属ぞくの車庫へと集められていた。いずれの者の顔にも、若じやつ干かんの不安が見て取れる。外に警察が来ているらしい事は、既すでに知れ渡わたっていた。ジェシカは心配する必要はないと明めい言げんしていたが──


「……なんか匂におわないか？」


「いや。しかし──頭が……」


　そんな会話が男達の間で交かわされる。


　彼等は気付いていなかった。


　駐ちゆう車しや場じよう全体に気き化かさせた薬物が流し込まれている事に。魔法士ソーサリスト達の意い識しきに脳のう内ない魔ま法ほう回かい路ろを形けい成せいする際さい使用される薬で、暗あん示じ効こう果かが高い。


　そして──


「今からあんた達に力を与えてやろう」


　何ど処こからかジェシカの声が響ひびき渡った。





　　　　●　　●　　●





「……出てきますかね」


　警けい官かんの一人が工場を眺ながめながら言う。


　トリスタン市の端はしにある再開発計画の対たい象しよう地区。その更さらに端に位置する準工業地帯。その独どく特とくの景けい観かんを構こう成せいする中小工場の一つが、彼等の前に立っていた。


　薄うす汚よごれた二階建ての建物である。幾いくつも並ならんだ工場の一つに過すぎないが、ここ三日ほどで集め分ぶん析せきした情報から類るい推すいすれば、密造モールド業者は此こ処こに隠かくれている可能性が高い。


「出てこなければ踏ふみ込こむまでだ」


　装そう甲こう指し揮き車しやの側そく面めんにもたれかかって腕うでを組みながら、ブライアンは言った。


「しかし令れい状じようがありませんよ？」


　検けん察さつ局きよくが発行する強きよう制せい捜そう査さ許きよ可かの書しよ面めんがない以上、ブライアン達に許ゆるされているのは現行犯逮たい捕ほという手段のみだ。


「分かっている。だから踏み込む場合は私が一人で行く。問題の密造モールドを見つけてしまえば、無理矢理にでも現行犯逮捕に持っていける」


「それはそうでしょうが。いくらなんでも一人はまずいでしょう」


「後、三十分待って何も反はん応のうがなければ、私一人で行く。君きみ等らは現げん状じよう維い持じのまま更に三十分待機。それで何も起こらなければ、私が帰って来る来ないを別にして、第一分ぶん署しよに帰れ」


「それはないですよ、警部」


　警官は苦く笑しようして言ってくる。


「警部一人に押し付けて帰れる位なら、最初から誰も此処に来てませんって」


「……済すまん。感かん謝しやする」


　ブライアンは元々一人ででも踏み込む積つもりだったのだ。


　だが工場を割り出す過か程ていで協力者のシェリル達から話が流れたらしく、同じＳＥＳ隊員である警官達が集まってきてしまったのである。


　ブライアンはこれが自分の我わが儘ままである事、最悪の場合は減げん俸ぽうなどでは済まない可能性が在る事を説明した上で、志し願がん者しやを募つのったが──それでも二十数名が参加を志願した。これはブライアンの人じん徳とくもあろうが、やはり〈ジャベリン〉の強ごう引いんなやり方に対する不満は、あちこちの部署で反はん感かんを呼ぶ結果となっていたらしい。


　志願者の中にはシェリルなども含ふくまれていたが、さすがに彼女や現場経けい験けんの浅い者は外し、主にＳＥＳ隊員資し格かくを持っている者だけを集めてブライアンは此こ処こに来た。


　無む論ろん、ブライアンは最初から密造業者と戦せん闘とうを行う積もりはない。


　ＳＥＳの車しや輛りようを持ち出したのは、あくまで挑ちよう発はつのためだ。


　業者側には密造モールドがある筈はずだが、魔族と違い、魔法士は制せい圧あつ不可能な存在ではない。行使できる魔法の回数は制せい限げんされているし、異い常じような復ふく元げん能力もない。付つけ焼やき刃ばの魔法などを振ふりかざしたところで、精せい鋭えい揃ぞろいのＳＥＳならば一分隊も居れば十分に制圧できる──ブライアンはそう考えていた。


　まして、その〈シェル〉と呼ばれている密造モールドが、拘束度数デユラビツトや魔法の増ぞう幅ふく率りつが低く、そもそも信しん頼らい性せいにも問題があるような代しろ物ものであるという事はブライアンも聞き及およんでいる。まさか造つくっている本人達がそれを知らない筈もあるまい。ならばそれを着て反はん撃げきに出てくるという可能性も、少ない筈だった。


　とはいえ──


「しかしあんなデカブツまで持ち出してくる必要、あったんですか？」


「万が一の事もあるからな」


　そう言ってブライアンは傍かたわらに立てかけた細長いケースを振り返った。


　言うまでもなく〈サンダーボルト〉だ。


　正直、〈ジャベリン〉の持ってきた武器を利用する事には抵抗もあったが──それでも万一の場合に備そなえてブライアンはこの対魔族用狙そ撃げきライフルを持ってきた。他に彼と同じく〈ジャベリン〉から教練を受けた警官二名が、近くの廃はい工こう場じようの上で配はい置ちに付いている。


「とにかくこれ以上、密造モールドが出回るのは絶ぜつ対たいに防ふせがねばならん。〈ジャベリン〉の人体実験もだ。最悪の場合──」


　鈍にぶい駆く動どう音おんに割り込まれ、ブライアンは言葉を止めた。


　音の来る方向を振り向いてみれば、工場の一階正面──車庫のシャッターが蒸じよう気き機き関かんの音と煙けむりを噴ふき出しながら開いてゆくのが見える。


　更さらにその向こう──


「……!!」


　愕がく然ぜんと身構えるブライアン達。


　相手は挑ちよう発はつに乗ってきた。それも──最悪の形で。


　巨きよ獣じゆうの顎あごのように、蒸気の吐と息いきを噴ふきながら轟ごう然ぜんと開いてゆくシャッターの向こうに見えたのは、一台の大型トレーラーと……それを囲むようにずらりと並んだいびつな人ひと影かげであった。


　密みつ造ぞうモールド〈シェル〉を装そう着ちやくした者達だ。その数──およそ三十。


　更に、トレーラーの正面に一ひと際きわ目め立だつモールドの姿がある。


　雪のように白い拘こう束そく装そう甲こう。そしてその上から羽は織おられた黒いマント。型としてはむしろかなりの旧式に属ぞくするようだが、極きよく端たんな二色の対比コントラストがその姿すがたに潔けつ癖ぺきとも言うべき鮮あざやかさを与あたえていた。


　ばさりと音をたててマントが翻ひるがえる。


　他のモールドと違ちがい、この一体だけはスタッフを携たずさえている。その長大な魔法増幅・収しゆう束そく器き具ぐを前方に向けて、その白いモールドは陰いん気きな声を発した。


「……〈マグナ・ブラスト〉……イグジスト」





　　　　●　　●　　●





　電話が鳴った時──ジャックは三つ目のホットドッグに手をつけたところであった。


「んん……はい」


　無む理り矢や理り一口目を呑のみ込こんで、受話器を取る。
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『あ──あの、私わたし労ろう務む省しよう魔ま法ほう管かん理り局きよくトリスタン支し局きよくの！』


「ああ、シモンズさん。先日はどうも」


　ジャックは気楽な口く調ちようで応おうじた。


　シモンズという名前に反応して、怪け訝げんそうにこちらを振り向くレイオットの姿が視し界かいの端に映うつっている。ジャックは肯こう定ていするように彼に頷うなずいて見せた。


『スタインバーグさんは、そっちに居ますか？』


　何やら……やたらと切せつ迫ぱくした響ひびきが伝わってくる。内心で眉まゆを顰ひそめながらも、ジャックはとりあえず気さくな口調で応じた。


「ああ。レイならカペちゃんと一いつ緒しよに来てるよ」


　レイオットを手て招まねきして、受話器を渡わたす。


「新しい恋人から」


「…………」


　寝ね不ぶ足そくのために今ひとつ元気がないらしく、レイオットはうんざりした様子で顔をしかめたが、黙だまって受話器を受け取った。


「はい、スタインバーグ。どうしたんだ、わざわざ──」


『モデラート警部が……密造モールドの、〈ジャベリン〉が絡からんでいたからと──』


「……はい？」


『今け朝さ電話があって！　私もそっちに向かいますけど！　心配してたら！　市警からさっき電話があって！』


「落ち着け、落ち着けって」


　レイオットが苦く笑しようして言う。


「昨日ようやく〈スフォルテンド〉の修しゆう理りと再さい調ちよう整せいが終わったんだよ。昨日から泊とまり込こみで調子を見にきてる。寝不足の俺おれの頭でも理解できるように整理してくれると、助かるんだがね」


『じゃあ──モールドは直ったんですね？』


「ああ。問題ないからってんで、キャリアに積んで今、一休みしてたところだが？」


『だったらすぐそこから離はなれてください！　カペルちゃんやローランドさんも一緒に！』


「は？　何な故ぜそんな──」


『早く！　とにかく早く！　危き険けんなんです！　念のためにモールドを装そう着ちやくして！』


「何だ。魔族でも出たのか？」


　半分冗じよう談だんで──というよりもネリンの言葉そのものが冗談である事を願って言った台詞せりふであったが、ネリンの答えはレイオットの期待をあっさりと裏うら切ぎった。


　しかも……より悪い形で。


『連絡では最低でも五体、発はつ生せいしています！　それもローランドさんの工こう房ぼうのすぐ近くです！　なおも増ふえる可か能のう性せいがあって……！』


　さすがのレイオットも眼めを丸くして受話器を見つめる。


　だがそこから聞こえてくるネリンの声は、どう考えても冗談の口調ではなかった。


『早く逃げて！　早く!!』





　　　　●　　●　　●





　一台のトレーラーが轟ごう然ぜんたる音を響ひびかせて再開発区画を走っている。


　コンテナに積つまれているのは、密造モールド〈シェル〉五十箱と──そしてその〈シェル〉を身に帯びた二十人あまりの男達だった。


　彼等はいずれも一声の私し語ごも発する事は無く……しかし妙みように荒あらい息を立てながらコンテナの床ゆかに座すわり込んでいる。尋じん常じようの状態でないのは明らかだ。モールドの隙すき間まからのぞく彼等の瞳ひとみには、もう理性の光はない。焦しよう点てんもない。手て負おいの獣けもののような、必要以上に凶きよう暴ぼうな眼光を虚きよ無むに垂たれ流しているだけだ。


「……言ったろう」


　そのトレーラーの助手席でジェシカは密ひそやかに笑った。


「後こう悔かいさせてやると」


　トレーラーが向かっているのは、トリスタン市警第一分署である。


　本署が事務的な機き能のうに偏かたよっているため、第一分署は事実上トリスタン市警の実じつ働どう執しつ行こう力りよくの中ちゆう枢すうである。分署と名付けられているが、配はい備びされている警官の数も装備の質しつも施し設せつの規き模ぼも、トリスタン市内の警察施設としては最大のものだ。


　既すでにその最強戦力たるＳＥＳは蹴け散ちらした。拍ひよう子し抜ぬけするほど簡単だった。あれがＳＥＳの全戦力では無む論ろんなかろうが、アルフレッドの〈マグナ・ブラスト〉一撃と五名ほどばらまいた部下で、その包ほう囲いは簡単に突とつ破ぱできた。


　それでもまだしつこく一台の車が──装そう甲こう指し揮き車しやがトレーラーの後方に嚙かじり付いてきているのが見える。だがジェシカにとってそれは最も早はや、さしたる問題ではなかった。


　元々ジェシカはこういう時のための下準備を怠おこたってはいなかった。


　既すでに時間を掛かけて部下の全員に──アルフレッドと腹ふく心しんの部下一人をのぞく全員の深しん層そう意い識しきに、ジェシカへの絶対服ふく従じゆうと脳のう内ない魔ま力りよく回かい路ろを刷すり込こんであるのだ。


　脳内魔力回路を形成するための薬物には被ひ暗あん示じ性せいを高める作さ用ようがある。本来はその効果を用いて、魔法士の意識の中に、モールドやスタッフと接せつ続ぞくするための仮想的な回かい路ろを形成するのだが、手順さえわかっていれば簡単に洗せん脳のうにも流りゆう用ようできる。どちらも意識に焼き付けるという意味では同じだからだ。


　部下達は誰一人自分達が洗脳を──いや、ジェシカの『兵器』として改かい造ぞうを受けているとは気付いていなかったろう。ジェシカはただ、薬物で彼等の意識を緩ゆるめ、その深層に沈しずめてあった下した拵ごしらえを顕けん在ざい化かさせるだけで良かった。


　部下達には洗脳の際さいに比ひ較かく的てき単純な魔法──〈シールド〉と〈インパクト〉だけを教えてある。いずれもかつてアルマデウス軍が採さい用ようしていた〈デフィレイド〉や〈ブラスト〉に比べれば稚ち拙せつともいえる魔法だが──それだけでも、十分以上の戦せん闘とう力りよくになるだろう。


　しかも彼等の何人かが魔族化すれば、それだけ混こん乱らんは広がる。それを期待して、調整はかなりいい加減ルーズにしておいた。どうせ、元々精せい密みつな調整をする時間もないのだ。


　恐らく本ほん来らいの許きよ容よう限げん度どである五デュラビット分を撃うつ事もなく彼等は魔族化する。魔法そのものが単純なため、せいぜいが下級の〈男爵バロネージ〉級か、〈子爵ヴイスコント〉級に過ぎないだろうが……それでも数が多ければ駆く除じよに手て間ま取どる。そして時間が経たてば経つほどにその『資質』ある魔族はより上級のそれへと変へん異いしてゆくのだ。


　未み曾ぞ有うの魔族災さい害がいである。


「次だ。バート、あんたの番だよ」


　伝声管に向かってジェシカが言うと、コンテナの中で〈シェル〉を着た男の一人がのっそりと立ち上がる。


「警察が私達を殺しにやってくる。世界があんたを殺しにやってくる。さあ、闘たたかうんだバート……闘わないと逃にげられないよ。銃は持ったかい？　弾たまも込こめたかい？　それじゃあ行っておいで」


　母親が我わが子に語りかけるような口く調ちよう。だが内容を考えるとそれは怖おぞ気げを震ふるうような異い様ようさだった。


　だがその男──バートには最も早はや、正常な判断力はない。


　彼はただ魔力回かい路ろと一緒に焼きこまれたジェシカへの絶対的な信しん頼らいに従したがい、散弾銃シヨツトガンを手にしてコンテナの後こう部ぶ扉とびらを開いた。


　がん──と派は手でな音をたてて鋼こう鉄てつの扉が開かれる。すぐ足元に眼めを向ければ、高速で流れ去って行く地面が見える。普通の神経であれば間違いなく躊ちゆう躇ちよする速度ではあるが──バートは躊躇ためらいもなく、まるで階かい段だんを下りるかのような仕し草ぐさで足を踏ふみ出した。


　ごっ！


　鈍にぶい音をたててバートが叩たたき付けられる様に地面の上に転ころがり、その姿すがたがどんどん小さくなってゆく。


　だが他の男達はその様子にはろくに興きよう味みを示しめさず、ジェシカの命令が伝声管を伝わって発せられると、それに従したがって扉を再び閉めた。


「ボ……ボス……」


　運転席の部下が不安げな表情を浮うかべている。


「いくらなんでも……これは……」


「ペースが速いってかい？　安心しな。まだ爆弾は二十個以上残ってるんだ」


　愉たのしげに──心しん底そこから愉しげに、口の両りよう端はしを吊つり上げて笑うジェシカ。


　魔族のそれとも似た笑みに……部下はただ怯おびえた。





　　　　●　　●　　●





　鈍い衝しよう撃げきが走る。


　咄とつ嗟さの回かい避ひが間に合わず、転がってきた人影を轢ひいてしまったのだ。大きく車体が跳はね、ごつん、という妙に生々しい響ひびきが直接座席に伝わってくる。


「くっ……!!」


　ハンドルを握にぎっていた警官は思わずブレーキを踏ふんだ。だが──


「止まるな！」


　後部の貨物室からブライアンが叫さけぶ。


「け──警部!?」


「雑ざ魚こに構かまっている暇ひまはない！」


　ブライアンは叫んで〈サンダーボルト〉の予よ備び弾だん倉そうに工具を使って専せん用よう弾を装そう塡てんしてゆく。対戦車ライフルにも匹ひつ敵てきする巨きよ大だいな弾薬を詰つめ込こむため、弾倉のバネも相そう応おうに強く素す手でではうまく装塡できないのだ。一応持参はしたものの、本当に──しかも複数目標に向けて使う可能性は考えていなかったため、予備弾倉に弾薬を込めていなかった。


「今のうちにくい止めなければ……！」


　この半なかば無人の再開発対象区画はともかく、リゴレット通りにまで連中が出れば、どうなる事か。逃げながら人間を爆ばく雷らいのように投とう下かしてゆくような連中だ。何をするか分からない。


　まして、既すでに最初の交戦で分かった事だが、ブライアン達の想像以上に連中の密造モールドは程てい度どが低い。あるいは故こ意いにそうしているのかもしれないが、あっさりと五人程ほどが魔族化し、現場は大だい混こん乱らんになった。


　他の〈サンダーボルト〉を持った警官達にその場を任まかせ、ブライアンはこの魔族散さん布ぷ機きとも言うべきトレーラーを追っている。


　工場近辺には邪じや魔まな一いつ般ぱん人じんもほとんど居ないし、整理された道路のために見通しがよいので、狙そ撃げきという〈サンダーボルト〉の基き本ほん戦術には意外と適てきしている。恐おそらく残してきた連中は問題なく魔族を処しよ理りできるだろうとブライアンは考えていた。


　しかし、リゴレット通りで同じ事をやられたらもう対処のしようがない。


　無む線せんで第一分署に連れん絡らくをとり、市民の避ひ難なんと戦術魔法士の出動要よう請せいを依い頼らいしたものの、恐らく間に合わないだろう。


「とにかく連中に追いつけ！　追いついたら体当たりしてでも止めろ!!」


　そう叫さけんでブライアンは貨物室の後部ハッチを蹴けり開いた。


「!!」


　驚きよう愕がくで呼こ吸きゆうが止まりそうになる。


　轢ひいた男がそこにいたのだ。


　装甲指揮車に轢かれながらも、その腹に取り付いていたのだろう。着き込こんだ〈シェル〉はあちこちへこんだり亀き裂れつが入ったりしている上、その合わせ目からは血が滴したたっている。


　だが半なかば外はずれかかった頭部拘こう束そく装そう甲こうの隙すき間まから見える眼は、鈍にぶい狂きよう気きの色に染そまっていた。男はがりがりと地面で下半身をこすりながらもその身を持ち上げる。そんな体力が残っているようには到とう底てい見えないのだが。


　その様さまは地じ獄ごくの底から這はい上がってきた亡もう者じやを思わせる。包ほう帯たいを幾いく重えにも巻いて作ったかのような革かわ手て袋ぶくろに包まれた手が、後部ハッチの縁ふちをがっちりとつかんだ。


　もう一方の手が引き抜ぬくようにして散弾銃シヨツトガンを持ち上げる。


「薬かっ!?」


　叫びながらブライアンは腰こしの後ろから〈エンフォーサ〉を抜いて射撃。


　銃弾は、〈シェル〉に止められたものの、着弾の衝撃で男はその手を離し、路ろ面めんに落ちた。勢いきおいよく転がり、そのまま遠ざかってゆく。


　しかし。


「……イグジストォ……！」


　恨うらみの響ひびきをたっぷりと含ふくんだ声が追いすがる。


　衝撃が広がり、路面が激はげしくめくれ上がった。


　路面がまるで水みな面もであるかのように波打ち、それを媒ばい介かいとして伝わった衝撃が装甲指揮車の後部を跳はね上げる。ブライアンは〈サンダーボルト〉と共に車内で跳ねて内ない壁へきに激げき突とつした。


　手から離れた〈エンフォーサ〉が路面に落ちて、跳ねる。


「む……く……」


　苦痛を堪こらえながらも顔を上げるブライアン。


　遠ざかってゆく男の姿に変化が現れていた。


「ううううううううううううぎぎぎぎぎぎげえげげげえげげげげ」


　男の〈シェル〉が皮を剝むくようにはがれてゆく。そしてその中から異い様ように変へん形けいを始めたいびつな人体が見えた。


　魔族化だ。


　拘束もいい加か減げん、しかも跳はねられて一部が損そん壊かいしたモールドで魔法を撃ったためだ。男は迅じん速そくに己おのれの身体からだを変形させ、奇き怪かいな容よう姿しとなって天高く咆ほう哮こうした。


「うげらげらげら！」


「くそ！」


　ブライアンは痛いたむ体を起こし、何とか〈サンダーボルト〉を据すえ直す。


　しかし魔族の反はん応のうの方が早かった。


「ぎいいいいいいいいいしゃああああああああああっ！」


　一声高々と吼ほえると魔族はくるくると回りだした。


　回りながらまるでスケート靴ぐつでも履はいているかのように、路面を滑すべり始める。


　それは冷静に観みていればひどく滑こつ稽けいな姿ではあったろう。だが、その姿が次し第だいに大きくなってくる光景を観れば、笑える者は居ない筈はずだ。時速五十キロメルトル以上で走行する車に、近付いている。滑稽どころの話ではない。驚きよう異い的てきな速さだ。


　するすると回かい転てんする魔族が迫せまってくる。


「くそ……！」


　右に左にと魔族の姿が揺ゆれる。


　長ちよう距きよ離りであれば対たい処しよの仕し様ようもあったろうが、五十メルトルと離れていない距離では、その動きに対処するには大きく射しや角かくを変えねばならない。だが、そういう作業に重い〈サンダーボルト〉は向いていない。全く向いていなかった。


「しゃああああああああっ！」


　魔族が迫ってくる。


　その姿は獲え物ものを追う猟りよう犬けんというより、面おも白しろい玩具おもちやを見つけてじゃれ付く猫ねこを想おもわせた。


　だが猫のそんな姿を微笑ほほえましいと思うのは傍ぼう観かん者しやの感想だ。喰くうためではない。敵てきだからでもない。だが理由も必ひつ然ぜんもないからこそ、獲物を弄もてあそぶその行こう為いは純然たる嗜し虐ぎやくであり、熾し烈れつで残ざん忍にん極きわまりない。


　魔族はくるくるとプロペラのように回転しながら迫り、そして跳とんだ。


「くっ!!」


〈サンダーボルト〉を向ける暇ひまはない。ブライアンはただ、対魔族用狙そ撃げきライフルにしがみつくような不自然な体勢のまま、一気に突っ込んでくる魔族を睨にらんだ。


　その時──


「イグジスト！」


　空中で回転する魔族は爆ばく裂れつした。


　爆発の衝撃で軌き道どうは大きく乱みだれ、魔族は近くの廃はい屋おくの壁かべに激げき突とつした。


　ぐしゃりと肉と骨が一緒につぶれる嫌いやな音をたてながらも魔族は己おのれの身体からだで壁を抉えぐり、半分ほどめり込んだところでそのドリルのような動きを止めた。


　もろに食らった〈ブラスト〉の魔法が脳のうを損そん壊かいさせたらしく、急速に遠ざかってゆくその姿に、最も早はや動く様子はなかった。


「魔法!?」


　驚きに見み開ひらかれたブライアンの眼めが、辻つじの一つを曲がってこちらに接近してくるずんぐりした車体を映うつした。


　青いモールド・キャリアだ。あれは──


「よう。警部！」


　モールド・キャリアの貨物室の上に片かた膝ひざをつき、スタッフを構かまえているのは〈スフォルテンド〉──レイオット・スタインバーグの黒いモールドであった。


　慌あわてて視し線せんを向けると、運転席には金きん髪ぱつの美青年、助手席にはカペルテータの姿がある。


「忙いそがしそうだな！　手伝ってやろうか!?」


　鮮あざやか過ぎる登場だった。


　どうしてこの男がこんな処ところに居いるのかは分からないが、今この状じよう況きよう下かでは何よりも心こころ強づよい支し援えん者しやではあった。


「貴き様さま──」


　呟つぶやいてから……ブライアンは左手で自分の頰ほおを叩たたいた。


　ついついにやりと笑ってしまいそうになったからだ。自分の嬉うれしそうに緩ゆるんだ顔など、間違ってもこの男に見せたくはない。


「この様子だとどんどん魔族が増ふえるぞ！」


　二台の車の間を飛びぬけてゆく風に逆さからって、レイオットが声を上げる。


「魔法管理局を通さなくていいのか？」


　皮ひ肉にくげなブライアンの言葉に、〈スフォルテンド〉の肩かたが少し揺ゆれた。どうも肩を竦すくめたらしい。


「俺は魔法士ソーサリストじゃないんだよ、警部！　資し格かくがないからな！　これは一市民の善ぜん意いさ！」


　言われてみれば、確かに建たて前まえ上じようはそういう形になる。ブライアンは苦く笑しようを抑おさえ込こみ、黒い鉄てつ仮か面めんに向かって言った。


「有あり難がたくて涙なみだが出るな！　だがそれなら報ほう奨しよう金きんは出ないぞ！」


「そうだな──代かわりにそれを寄よ越こせ！　あまらせてる位くらいなら俺が活用してやるよ！」


　そう言ってレイオットが指ゆび差さしたのは──先程の衝撃でケースから半なかば転がり出ていた予よ備びのサンダーボルトであった。
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　魔法管理局トリスタン支局は大おお騒さわぎになっていた。


　ブライアンからの連絡が今け朝さ入った時じ点てんでは、どう対たい処しよしたものかまだ支局としての姿勢は決まらなかった。連絡が個こ人じんから個人──ブライアンからネリンという線でもたらされたためだ。まして、これが単なる密造業者に対する摘てき発はつ作業に終しゆう始しするならば、魔法管理局が今すぐ動く必要はない。警察が確かく保ほした資料を後ご日じつ検けん証しようするだけでいい。


　だが──魔法管理局の使用する周しゆう波は数すう帯たいに割り込んできたＳＥＳの通信で、事じ態たいは一いつ変ぺんした。


　密造モールド〈シェル〉を付けた業者達の暴ぼう走そう。


　そして複ふく数すうの──少なくとも五体以上もの魔族の発生。


　支局長のカート・ラベルは即そく座ざに監督官の中から戦術魔法士を担たん当とうに持つ五人を召しよう集しゆう、それぞれの担当する戦術魔法士に出動要よう請せいの連絡をとらせた。


　だが、連絡のついた戦術魔法士はレイオット・スタインバーグを含ふくめて三名。そして内二名はいくら急がせても現場に到とう着ちやくするには三十分以上かかる。まして移い動どう目標を追つい尾びして撃げき破はするのにどれだけの時間がかかるか──


　仕方なくカートは軍に連絡。魔ま族ぞく封ふう滅めつ作さく戦せんの準じゆん備びを要よう請せいした。


　魔族封滅作戦。


　それは燃料フユエル・気化エア・爆弾エクスプローダの投とう入にゆうにより、魔族の発生した区く域いきごと完全に殲せん滅めつするという極きわめて乱らん暴ぼうな方法である。ＡＴＡＳＡがこれまで行ってきたのも実質的にこれと同じだ。直接的な殺さつ傷しようが不ふ可か能のうであるならば、その魔族が存そん在ざいする領りよう域いきごと地上から消し飛ばす──という発想である。


　少なくとも戦術魔法士に頼たよらずに済すむ分、連れん鎖さ的てきな魔族の発生を懸け念ねんする必要はない。


　だが無む論ろん、避ひ難なんが間に合わなければ領域内の市民は巻まき添ぞえだ。


「私も現場に行きます！」


　そう言ってネリンは同僚達が止めるのも聞かずに管理局の公こう用よう車しやを使って現場に向かった。この事じ態たいを収おさめられるのは、レイオットだけだ。だがいくら彼が優秀な戦術魔法士でも、一人ではどうしようもないだろう。


　自分が行ってどうなるものでもない。少なくとも戦力にはなるまい。だが彼の足あし枷かせを外はずしてやる事は──彼が連れているであろうカペルテータやジャックと合流し、彼等を戦闘区域外へと連れて行く事はできる筈はずだ。


　まして、レイオット達はまだ軍が動き出した事を知らない。


　軍からの回答では、燃料気化爆弾を積んだ爆ばく撃げき機きがフローベルグ帝国空軍基地から発進し、魔族の密みつ集しゆうする地域に爆弾を投とう下かするまでにかかる時間は、およそ一時間。その間に事じ態たいを解決し──その上で事情を知っている者が、軍に爆弾投下中止を申しん請せいせねばならない。さもなくば時間以内に全部の魔族を倒たおしたとしても、レイオットやブライアン達の頭ず上じようで燃料気化爆弾が炸さく裂れつする。


「お願いだから──お願いだから、間に合ってよ！」


　叫さけびながらネリンはアクセル・ペダルを踏ふんだ。
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「スキーの経けい験けんはあったよな？」


　伝声管を通してジャックが尋たずねてくる。


「あるさ」


　答えながらレイオットは〈サンダーボルト〉を〈ホイール・マニア〉の左側に設もうけられた固定架ハードポイントに装そう着ちやくする。


　元々〈ホイール・マニア〉の右側にはスタッフを、左側には補ほ助じよ武ぶ装そうとして自動式の散弾銃シヨツトガンやライフルを数丁まとめて取り付ける予定だったのだが、急きゆう遽きよ変へん更こうしたのだ。状況に応じて何種類もの火か器きを使い分けられるよう、その固定架ハードポイントは応用性が高くなっており、幾いくつかの金具を動かして締しめなおすだけで、簡かん単たんに〈サンダーボルト〉を装着できた。


「〈ホイール・マニア〉の操そう作さは、基き本ほん的にスキーと同じなんだよ。このペダルはアクセルやブレーキじゃなくて、左右三輪ずつのホイールをひとまとめにして動かすためのもんだ。方向転てん換かんはスキーの要よう領りようでやればいい。左右の操作桿グリツプがそれぞれブレーキとクラッチ、それにアクセル。ここらは自動二輪車バイクと同じだ。ただし左の親指のスイッチは、ライフルの引き金に連れん動どうさせる。七番と刻こく印いんの入った棒ぼうを位置調節して──」


　ジャックの説明に従したがい、レイオットは〈ホイール・マニア〉の換かん装そうを手早く済すませてゆく。


「しかし……本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろな、これ」


〈ホイール・マニア〉。


　それは、つまり──タクティカル・モールドに装着する高機動用ユニットだ。


　その重じゆう量りよう故ゆえに行動時間や運動性を制せい限げんされてしまうというモールドの弱じやく点てんに対して、ジャックが出した一つの解決案である。実はこれはジャックが考え付いたものではなく、同じ発想のものは何度か試し作さくされているという。だが、実際にそれが必要となる場面が極きよく端たんに限げん定ていされる事などから、商品として成立する事もなく一種のゲテモノとして認にん識しきされていたらしい。


　これをジャックが作り上げたのは、ただ単に『面おも白しろそう』だったからだ。今いま更さら趣しゆ味みでもなければこのような酔すい狂きような機械を作ろうという人間は居ない。


　モールドを囲かこむようにして保ほ持じする蹄てい鉄てつ状じようのメイン・フレームに、小型のエンジンと、不整地走行用に自由度を高めた懸けん架かフレームを組み合わせ、スタッフと補ほ助じよ武ぶ装そうを固定・操作する装そう置ちを付ふ属ぞくさせたものである。


　座ざ席せきはなく、モールドは腰こしの固定用金具で固定され、半なかば浮うくような形になる。


　無む論ろん、自動二輪や車という選せん択たく肢しもあったのだが、ジャックの技術者としての興きよう味みと、市し街がい戦せんにおける有ゆう効こう性せいから検けん討とうした結果、このような形に落ち着いたのだという。


　もっとも──現在、魔法の軍事利用その他が条約で禁止されている以上、戦術魔法士の主な戦闘相手は魔族であり、一対一、それも封ふう鎖さ区く域いきでの戦闘が主おもである現場で、このような装置が有ゆう効こうに使われる場面は、ほとんどない。


　だが──


「こんなに早く役やく立だつとはな」


「嬉うれしそうだな」


「勿もち論ろん。技術者冥みよう利りに尽つきるってもんさ。〈スフォルテンド〉は固定したな？」


「──はい」


　答えたのは、カペルテータである。さすがに着ちやく脱だつは簡単にできるように作ってあるものの、やはり背せ中なかの固定金具などを締しめて点検するには、使用者以外の別人の手を借りねばならない。


「じゃあカペちゃん、スタータ用のワイヤ引いて。紅あかいテープが巻まいてあるやつ」


「行きます」


　そう言って──カペルは全身の力と体重を掛かけて引き抜ぬくようにワイヤを引っ張った。


　咳せき込むような音と共に、二基の小型ガソリン・エンジンが回り始め、振しん動どうがモールドにも直接伝わってくる。


「よし──下がってろ」


　カペルにそう言うと、レイオットは〈ホイール・マニア〉を固定していたワイヤを全すべて外はずし、ブレーキを解放した。


　二本の板で作られた傾斜スロープの上を、〈ホイール・マニア〉が後ろ向きに滑すべり落ちる。レイオットの視し界かいの中で静かにこちらを眺ながめている少女の紅あかい眼めが、不ふ意いに上方へと流れた。


　短い落らつ下か。がつん──という衝しよう撃げき。〈ホイール・マニア〉が着ちやく地ちして小さく跳はねる。


　レイオットはクラッチ及およびシフト操そう作さ。素す早ばやく接続された二基のエンジンが、ギアとチェーンと伝って車輪に力を流し込こんだ。


　甲かん高だかい石と鉄の悲ひ鳴めい。


　棘スパイクが付いた鋼こう鉄てつの車輪が、路ろ面めんと激はげしく火花を散ちらしながら回る。


　操作桿グリツプを握にぎりこんでアクセル。弾はじける様にして〈ホイール・マニア〉は加速すると、並走するモールドキャリアと装甲指揮車の間に滑すべり込んだ。


　車に乗っている時とは全く速度に対する感かん覚かくが違う。周囲を流れ飛んでゆく光景が妙みように生々しい。自動二輪の感覚に──もっと言えば確かにジャックの言う通り、姿し勢せいとしても、その疾しつ走そう感かんとしても、その乗り心ごこ地ちはスキーに近かった。


　モールドに覆おおわれてはいるものの、自分の肉体で風を貫つらぬいて駆かける爽そう快かい感。


「はっ──ははっ！」


　訳わけもなく声が出る。


「なるほどこれは──愉ゆ快かいなオモチャだ！」


　モールド・キャリアの運転席に並んでそう叫さけぶ。だがジャックは風にその金きん髪ぱつを乱みだしながら、大声で叫び返してきた。


「ＮＯＳは紅いボタン！　三回が限度だからな、忘れるなっ!!」


　頷うなずくとレイオットはアクセルを踏ふみ込む。


　エンジンの排はい気き量りようは小さいが、その分〈ホイール・マニア〉はどんな車よりも軽い。弾丸のような加速を示しめして〈ホイール・マニア〉は一気にモールド・キャリアと装甲指揮車を追い抜き、密造業者のトレーラーに迫せまった。
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　伝声管から響ひびくジェシカの声に指し示じされ、次の男が立ち上がる。


　再びコンテナの扉とびらは開かれ、薄うす暗ぐらかったコンテナの中に光が雪な崩だれ込んできた。


　八人目のその男が、トレーラーから飛び降りる。水切りの小石のように、路面で跳はねながら遠ざかってゆく仲間に、しかしコンテナの中の男達は一いち瞥べつさえ与あたえず、扉の近くに居た一人が機械的な動きで立ち上がり、再び扉を閉めようとした。


　だが。


「──待て」


　低い声でそう命じると同時に、のそりとした動きでコンテナの最さい奥おうから起き上がる影かげ。


　いや──それは影と呼ぶにはあまりにも白かった。


「…………く」


　引き攣つるような声がその白いモールドから漏もれる。


「く……くく……く……」


　低く掠かすれたそれは──笑い声だった。


　錆さびた鉄を擦こすり合わせるような声で笑いながら、その白いモールドは扉とびらの側にまで歩く。だが、ジェシカへの絶ぜつ対たい服ふく従じゆうを洗せん脳のうによって強きよう制せいされている男は、白いモールドからの命令を無む視しして扉を閉めようとした。


　銃じゆう声せい。


　薬やつ莢きようが連なって空くう中ちゆうに舞い、腹はらにまとめて五発の三〇カービン弾を食らったその男は、ベッドに倒たおれこむような力ない仕し草ぐさで扉の向こうに──高速で流れて行く路面に向けて倒れ、そして大きく跳はねた。


　男を撃うった機関拳銃を腰こしの後ろのホルスタに戻もどすと、その白いモールドはトレーラーの遥はるか後方を──トレーラーを追う二台の車と、そしてその間から急加速して近付いてくる奇き妙みようなものを眺ながめた。


「〈スフォルテンド〉……く……くく……レイオット……スタインバアアアアグ……」


　必要以上に抑よく揚ようのきいた口く調ちようでそう言うと、堪こらえきれない──といった様子で陰いん気きな笑い声が仮面の裏うらから流れ出る。


「くくくく……くくくくくく……そうか……また……貴様か……貴様か……くくく」


　白いモールドは──モールド〈ディアパルゾン〉の中のアルフレッドは、愉たのしげに愉しげに笑った。
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　一匹ぴきの名もない獣けもののように──ただ駆かける。


　それが自らの足による疾しつ走そうではないにせよ、その速度が生み出す快かい感かんは本物だ。


　戦闘そのものとはまた違った興こう奮ふんに身を浸ひたしながら、レイオットは唇くちびるをなめた。


「さあ──来い」


　真まっ直すぐに伸のびる道。


　その先でゆらりと起き上がる二つの影かげ。いずれもまだ魔族化はしていないが、密造モールド〈シェル〉を身に付け、レイオットの進しん路ろに立ち塞ふさがろうとしている。一人は腹の部分が大きく破は損そんして、そこから血を流しているのだが──その傷きずを庇かばう様子もない。


　間違いなく薬の作さ用ようだろう。痛つう覚かくが、いや意識そのものが麻ま痺ひしているのだ。


「──イグジス……」


「遅い！」


　撃発音声トリガー・ヴオイスを発しきる前に機き先せんを制せいして〈サンダーボルト〉が吼ほえる。


　モールドは高い防弾服並かそれ以上の防弾性を誇ほこるが、〈サンダーボルト〉の威力はそれを易やす々やすと貫つらぬいた。〈シェル〉と中の人間の狭はざ間まで弾頭は炸さく裂れつ。炸さく薬やくの爆発力で零ゼロ距きよ離りから叩たたき込こまれた幾いくつもの散弾が胸を抉えぐる。


　仮面の間から激しく血を噴ふいて男は倒れた。


「──次！」


　男を避さけて走行しながら次の目標に視し線せんを定さだめる。


　腹から血を流しながらも、次の男は大きく両手を広げ、まるで絶ぜつ叫きようするかのように拳こぶしを握にぎり締しめて叫さけんだ。


「──クオン・マルク・マルク・ファイヴァン──〈インパクト〉……イグジスト！」


　うわ言ごとの様に呟つぶやく呪じゆ文もん。撃発音声と共ともに魔ま法ほうは現実界面に転てん化かされ、衝撃波としてレイオット達の方向へと押し寄せてくる。


「イグジスト！」


　だがほぼ同時にレイオットも魔法を発はつ現げんさせている。相手は口こう頭とうによる詠えい唱しようだが、スタッフを使うレイオットは一動作、無音詠唱ダムキヤスト用ようの操桿ボルトを往復させて疑似詠唱端子キヤスターで呪文書式スペル板の呪文を読み込めば、それで準備は終わる。


〈デフィレイド〉の魔法。


　破壊的な衝撃は瞬しゆん時じに展てん開かいされた特とく殊しゆな力りき場ば平へい面めんに波は紋もんを走らせただけで、無害化されて飛ひ散さんする。レイオットは無む論ろん、その後こう方ほうに居たモールド・キャリアと装甲指揮車に届とどく事もなかった。


　だが──


　やはり魔法を撃った男は魔族化を開始していた。〈シェル〉が弾はじけ飛び、剝むき出しになった腹の銃じゆう創そうが瞬またたく間に塞ふさがって行く。


「──しまった」


　レイオットは舌した打うちしながら魔族化した男の脇わきを通り抜ぬける。


〈デフィレイド〉は単純な〈シールド〉と異なり、魔族の防ぼう御ぎよに似た性せい質しつを持っている。単に物体を遮さえぎるのではなく、その面に作さ用ようする一定以上の圧あつ力りよくや熱、衝撃さえも遮しや蔽へいして拡かく散さんさせる性質を与えられているのだ。


　だが、走行中のレイオットは前方から受ける風ふう圧あつに自動的に〈デフィレイド〉が反応してしまい、その効果の消しよう滅めつが遅れたのである。敵の攻撃を遮しや蔽へいする一方でその力場平面はこちらからの攻撃も遮しや断だんしてしまう。


　明らかにレイオットの判断ミスだ。もっともこのような高速走行状態で魔法を撃うった経験のある魔法士ソーサリストなど、滅めつ多たに居ないのであるから、無む理りもない事ではあるのだが。


　失ったのはごく短い時間だったが、レイオットは攻撃の機を逃のがした。


　その時間に変へん異いを終えた魔族はモールド・キャリアと装甲指揮車の前に立ちはだかる事になった。


「くそ！」


　ホイールでがりがりと路ろ面めんを擦こすりながらレイオットは大きく旋せん回かい。


　魔族を狙ねらうが、〈サンダーボルト〉では位置的に後続の二台を誤ご射しやしてしまう可能性が高い。


（間に合うかっ!?）


　焦しよう燥そう感かんに駆かられながらもレイオットは操桿を引いて無音詠唱ダムキヤスト。


　だが同時に、装甲指揮車のフロントグラスが白く濁にごる。更にそれを突き破って、〈サンダーボルト〉の銃身が突き出された。


　重くも鋭するどい銃声が迸ほとばしる。


　魔族は見えない鉄てつ槌ついで殴なぐられたかのようにがくんと身体からだを折ってよろめく。そこにレイオットの〈ブラスト〉が叩き込まれ、その肉体は一いつ瞬しゆんにして爆発炎えん上じようした。


「どうした、お手伝いが必要か!?」


　レイオットに追いつき、そして追い抜きながらブライアンが叫ぶ。


　元々装甲指揮車のフロントグラスは防弾であるのだが、先に銃弾を何発か打ち込こんで、防弾性能を劣れつ化かさせたところに、〈サンダーボルト〉で無む理り矢や理り突き破ったらしい。


「…………」


　レイオットは苦く笑しようして、方向転換。再び加速。追つい撃げきを再さい開かいした。
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「ち──なんだ、あれは」


　バックミラーの中に、しつこく追いすがってくる三つの影かげが見える。


　装甲指揮車は分かるが、その隣となりに並ぶ小型トラックと、そして両者の間を抜ぬけて再び迫せまってくる奇妙な物体──モールドと、そして赤ん坊の歩行器にごてごてとエンジンや武装を付けた様な奇き妙みような代しろ物ものとの複ふく合ごう物ぶつ──は、一体何者なのか。


　少なくともはっきりしているのはそれが敵てきだということだけだ。


「……ふん」


　リゴレット通りまではもう数分といった距きよ離りだ。


　ならば──


「私が合あい図ずしたらコンテナを切り離はなしな」


「──え？」


　ジェシカの言葉を部下が思わず問い返す。


「私が合図したらコンテナを切り離せと言ったんだよ」


「それは──しかし」


「もうすぐリゴレット通りだ。ここで魔族が大量発生したら、警察は私らに構かまっている余よ裕ゆうなんかなくなるよ。トリスタン市のど真ん中じゃないのはちょいと残念だがね……」


　平へい然ぜんとそう語るジェシカ。


「しかしボス、それは──」


　トレーラーの牽けん引いん部ぶにはコンテナとは別に小さな積せき載さい部ぶが設もうけられている。無論小さいといっても一般的な乗用車の倍以上の容よう積せきで、何丁かの銃器と、そして〈シェル〉を収おさめた十二個の木箱が納おさめられている。


　確かにそれを使えば混こん乱らんしたトリスタン市からの脱だつ出しゆつは可能だろう。〈シェル〉を全部金に換かえれば再び密造用の機材を揃そろえる事もできるだろう。


　しかし──


「もう勘かん弁べんしてください！　あれは──あいつらは……」


　仲間──そう言いかけた部下の頭に、ごり、と硬かたい感かん触しよくが押し付けられる。


「なら後ろの連中と一いつ緒しよに降おりるかい？」


　部下の頭に護ご身しん用ようの小型自動拳銃を向けながら、ジェシカは笑った。二三口こう径けいの小さな拳銃だが、当然ながら脳のうに撃ち込めば十分に殺せる。


　本気だという事は考えるまでもなかった。


　部下を、仲間をあっさりと使い潰つぶす女なのだ。自分の言う事をきかない部下を射殺する事を躊躇ためらう理由はない。


「ボ……ボス……」


　部下は喘あえぐように言った。こんな女の下についてしまった事がそもそもの間違いなのだが、今いま更さらそれを悔くやんでいる余よ裕ゆうなどない。


「この世で一番自分が可愛かわいいだろ？　自分が一番大切だろ？　だったら言われた通りにすりゃいいんだよ。大だい丈じよう夫ぶ──金も人間も使うべきときに、ぱっと惜おしみなく使うのが、成功する秘ひ訣けつさ」


「……わ、わかりました」


　頷うなずく部下に笑いかけると、ジェシカは伝声管に向かって囁ささやくような声を発した。


「さあ。見せてやろう。さあ、見せ付けてやろう。あんた達の力をね──」
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　何の前まえ触ぶれもなく──前方を走るトレーラーのコンテナが、大きく揺ゆれた。


「──!?」


　眉まゆをひそめるレイオット。


　その意味を彼が理解した瞬しゆん間かん、コンテナは完全に牽けん引いん車しやから切り離され、轟ごう音おんを放はなちながら滑すべってきた。鋼こう鉄てつの直方体が、横よこ滑すべりを起こし、壁かべのようにレイオットの方へと迫せまってくる。咄とつ嗟さにレイオットは横へと避よけた。


　無論、切り離されたコンテナ自らが動く事はない。後続のモールド・キャリアと装甲指揮車も難なんなくこれを回かい避ひする。


「──まさか」


　レイオットの脳のう裏りを最悪の予感が掠かすめた。


　コンテナを切り離す行こう為いそのものは、攻こう撃げきとしてはあまりに意味がない。ましてブライアンから聞いた話では、あの中にまだモールドを着込んだ者達が少なくとも二十名は居る筈なのだ。自分達にとって最大の戦力を故こ意いに切り捨すてたという事は──


　コンテナが爆ばく裂れつした。


　火薬ではない。火か炎えんも閃せん光こうも見えない。ただ、熱しすぎた缶かん詰づめのようにその六面を構成する鋼板が膨ふくれ上がったかと思うと、コンテナは衝撃と共ともに分解した。


「!!」


　咄嗟に近くの廃はい屋おくの陰かげに滑すべり込こみ、破は片へんをやり過ごすレイオット。車一台を丸ごと載のせられそうな鉄板が、彼のすぐ真横を掠かすめて飛んでいった。まともに衝しよう突とつしていれば、全身粉ふん砕さい骨こつ折せつで即そく死しだろう。


「無む茶ちやをする──」


　レイオットはすぐさま陰かげから出て言った。


　コンテナの爆ばく裂れつそのものを指しての台詞せりふではない。彼の眼めは、もうもうと舞まい上げられた粉ふん塵じんの向こう──大きく裂さけたコンテナの残ざん骸がいから這はい出てくる異い形ぎようの影かげを見ていた。


　魔族。それも──二十体近くの。


　恐らく一人ないし二人が〈インパクト〉の魔法でコンテナを粉ふん砕さい、同時に残りの者は複ふく層そうに張はった〈シールド〉でその衝撃波から身を護まもったのであろう。無む論ろん、〈インパクト〉を撃った本人は、跳ね返ってきた衝撃波に四方八方から叩かれて即死だ。


　だが──〈デフィレイド〉と異ことなり、〈シールド〉は単なる『盾たて』だ。完全に衝撃を散らす機き能のうはない。その影えい響きようで損そん壊かいした〈シェル〉は彼等を拘こう束そくする能力を失い──男達は一いつ斉せいに魔族化したのである。


「まずい──」


　レイオットはその近くで停車しているモールド・キャリアを見て呟つぶやいた。


　元々装甲車並の強きよう度どを持つモールド・キャリアの外がい装そうは、コンテナの爆ばく裂れつから中の人間を立りつ派ぱに守り抜きはしていた。フロントグラスの向こうに、ジャックとカペルテータの無ぶ事じな姿すがたがきちんと確かく認にんできる。


　だが、その最も弱い部分──タイヤの基部にコンテナの破は片へんが突つき刺ささっていた。あれではもうまともに動けまい。下へ手たをするとシャーシにまで破片の先せん端たんは食い込んでいるだろう。今のモールド・キャリアはピンで留とめられた虫に等しい。


「警部！」


　レイオットは装甲指揮車のブライアンに向けて叫さけんだ。


「悪いが一般市民は自分の都つ合ごう優ゆう先せんだ！　露つゆ払はらいはここまでにさせてもらうぞ！」


「十分だ！」


　そう叫び返すブライアン。彼の乗る装甲指揮車には目立った損壊はないらしい。


「すまん、後は──頼む！」


　その声を残して、装甲指揮車は再びトレーラーを追い始める。


「さて──」


　レイオットは〈スフォルテンド〉の仮面の奥おくで、唇くちびるを舐なめながら呟つぶやいた。


「こいつは久しぶりの『戦争』だな」
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「…………」


　車を走らせながらネリンはダッシュボードに組み込まれた時計を見る。


　爆ばく撃げきまで後、三十二分。


　その間にレイオットや、駆かけつけた戦術魔法士達が、発はつ生せいした全ての魔族を駆く逐ちくできればそれでいい。だができなければ、燃料気化爆弾フユエル・エクスプローダが──直径二キロ範はん囲い内ないに存そん在ざいする全てを滅ほろぼす大規模破壊兵器がトリスタン市に投とう下かされる。


　燃料気化爆弾は、まずその熱量と爆圧で全すべてを焼しよう却きやくしながら粉ふん砕さいし、更さらには急激な燃焼作用で瞬しゆん時じに無酸素状態の領りよう域いきを作り出す。この三段構えの殺さつ傷しよう能のう力りよくの前には、いかな魔族といえど死は免まぬがれない。圧倒的で多た重じゆうに仕し掛かけられた破壊力をさばききれずに、魔力圏ドメインの処理能力が破は綻たんするのである。


　これは俗に『殺さつ菌きん』と呼よばれている方法だ。


　この荒あら療りよう治じにより、上級魔族を含ふくむ全ての魔族を滅ほろぼせると言われている。


　もっとも〈魔王ルシフエル〉級を滅ぼすには、この燃料気化爆弾による絨じゆう毯たん爆ばく撃げきが必要だったとも言われているが。


　何にせよ、これが実際に投下されたら、どれだけ死傷者が出るか、想像もつかない。だがそれでも〈魔王〉級魔族の脅きよう威いに比べれば、はるかにマシなのだと誰もが知っている。〈イエルネフェルト事変〉は誰もに──少なくとも当時を生きていた者達全てに、その途と方ほうもない非人間的な行こう為いを納なつ得とくさせるだけの被ひ害がいを出したのだ。


　だが……


「……死なせないわ」


　ネリンは呟つぶやく。


　カペルテータを、ブライアンを、ジャックを──自分の知り合いを。そして──誰だれよりもレイオット・スタインバーグ、あの男を。


　絶対に彼を死なせたくない──その想いが彼女を突き動かしている。


　好意ではない。意い地じであり、それは執しゆう着ちやくでもあった。


　憎にくんでいた父の影を彼女は彼に見ている。親としての責せき任にんを果たす事なく、母や妹や自分を残してあっさり死に逃げてしまった父の面おも影かげを彼に重ねている。


　憎にくんでいた。許ゆるせなかった。


　だが、それでもやはり父親は父親だ。愛したかったし、尊そん敬けいしたかった。立ち直って欲ほしかった。立りつ派ぱな父で居て欲しかった。その事に彼が死んでからネリンは気付いた。


　だが。


　自分は何もしなかったのだ。


　ただ父を憎んで嫌きらうだけで何もしなかった。文もん句くの一つも言わなかった。母や妹と同どう様よう、ただひたすら我が慢まんして耐たえていた。たまらない位に彼に理想の父親を求めていながら、自分はただ望んで待つだけだった。父が──いつか自分の愛せるような父親になってくれるのを。


　待つだけでは駄だ目めなのだ。望んでいるだけでは駄目なのだ。


　これは──レイオットとの関係は、自分にとって雪せつ辱じよく戦せんなのだ。あの父と同じ眼めをした男を見捨てない。あの男を見切らない。あの男が死に逃げるのを許さない。


　同じ事を繰くり返していては意味がない。それを傍ぼう観かんしているのは意味がない。それではいつまでも彼女は父の影を引きずったまま生きていかねばならない。


　だから……


「絶ぜつ対たいに生きてなさいよ、レイオット・スタインバーグ！」
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「いいいいいい──……やっはあああっ！」


　叫さけびを放ちながらレイオットが走る。


　住む者達に見捨てられ、取り壊こわしの時を黙もく然ぜんと待つ廃はい墟きよの群むれ。人影の絶えた街の風景は、ひどく現実感に乏とぼしい。まるで演えん劇げきの舞ぶ台たいのように何ど処こかその様子は空そら々ぞらしく、そしてひどく冷たい景色が、見み渡わたす限りに広がっている。


　その滅ほろびの灰はい色いろに静められたその世界を、生死の境さかいを綱つな渡わたりする興こう奮ふんに咆ほう哮こうしながら彼は駆かける。


　彼の進む先に点てん在ざいする異い形ぎようの影。


　一番手前に居た二体の魔族──共に〈子爵ヴイスコント〉級だろう──が高々とエンジン音を響ひびかせて接近するレイオットに気付いた。風船のように丸く太った体から、蛸たこのように数本の触しよく手しゆを伸のばして己おのれを支ささえている個こ体たいと、そして頭部を二つ──一方には鼻口だけ、もう一方には眼めだけが備そなわっている──備えた個体。


　レイオットは右手を〈ホイール・マニア〉の操作桿グリツプから放し、スタッフを操作、無音詠唱ダムキヤスト。基礎級魔法〈ハック〉一回分の呪文書式スペルを活性化。


　同時に両足に力を込めて姿し勢せい制せい御ぎよ。


〈ホイール・マニア〉が震ふるえるようにその咆哮を微び調ちよう整せいし──銃口が望みの方向を向いた瞬しゆん間かんに、レイオットは左手の操作桿についた撃発ボタンを押し込む。


〈サンダーボルト〉が吼ほえ、高々と薬やつ莢きようが舞い上がる。


　魔力圏ドメインを展てん開かいして火球を作り出していた蛸のような魔族が銃弾をその真ん中に受けてよろめく。レイオットはそのまま三度銃撃。集中して撃ち込まれた丸い胴どう体たいは炸さく裂れつ弾だん頭とうの破壊力に耐たえられず、大きく弾はじけて大穴が開いた。火球は暴発し、己を生み出した主あるじを焼き払はらう。


　だがレイオットはその様子を見ていない。強きよう制せい的てきにギアシフト。ギアを順逆別に接続された左右の車輪は、〈ホイールマニア〉をその場で素す早ばやく回転させる。最後の薬莢が地面に落ちる前に、レイオットは車体の向きを換かえ、スタッフをもう一体に向けた。


　それは笑い声を上げながら、レイオットに向かって飛び掛かかってきていた。


　更さらにギアシフト。跳とぶように後退しながらレイオットは撃発音声トリガー・ヴオイスを詠えい唱しよう。


「──顕イグジスト！」


〈ハック〉発動。


〈スフォルテンド〉の胸むな元もとから拘こう束そく端たん子しが一つ弾はじけ跳び、同時に紅あかい力りき場ば平面が射しや出しゆつされる。魔族は縦たてに切せつ断だん。二つの顔がお互いに不ふ思し議ぎそうに向き合い──分かれて倒れる。駄だ目め押おしで連射された〈サンダー・ボルト〉が、それぞれの頭部に銃弾を叩たたき込こんだ。


「これで二体！」


　呟つぶやきながらレイオットはギアシフト。後退停止。方向を修正して再び高速で疾しつ走そうを開始する。


　魔族の死亡を完全に確認した訳ではないが、レイオットには倒したという手ごたえがある。無む論ろん、通常の一対一の戦闘の場合は徹てつ底てい的てきに肉体を破は壊かいするが、今はそれを実行している暇ひまも、余よ裕ゆうもない。


　魔族の数はまだ十数体残っている。すぐに要よう請せいを受けた他の戦術魔法士も駆かけつけて来るだろうが──それを待ってはいられない。魔族達の注意が、動けないモールド・キャリアに向いてしまえば、中の二人が殺されるのには数秒もかかるまい。


「厳きびしいな」


　だがにやりとレイオットは仮面の中で笑う。


　自らを危険の只ただ中なかに投げ込む行こう為い。それは結局、彼自身の嗜し好こうにもなっている。戦闘に沸わき立つ意識は変わらない。その愉ゆ悦えつ、無思考の極きよく地ちにある昂こう揚よう感かん。それはもう身体からだに染しみ付いている。


　ただ今は──それを超こえて生きて帰ろうと思う。刹せつ那なの喜びを求めて無意味に戦うのではなく、そこに自分なりの意味を見み出いだそうと思う。


　例えば誰かを護まもるような。


　あの──リゴレット通りで少女を抱かかえて走った少年のように。


　違いはそれだけだ。事実としては何も変わらない。だがやはりそれは──大きな違いではあるのだろう。


「さて──」


　ふと……ネリンの怒おこった顔などを思い出しながら、レイオットは〈サンダーボルト〉の弾だん倉そうを交換した。
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「くそ──動け、動け！」


　ジャックが蹴けりつけるようにアクセル・ペダルを踏ふむが、モールド・キャリアはがくんがくんと前後に揺れるだけですぐにエンストを起こしてしまう。食い込んだコンテナの破は片へんが、楔くさびのような役やく割わりを果たして、その動きを阻そ害がいしているのだ。


「こんなんじゃ──レイの足あし枷かせになっちまう！」


　レイオットがトレーラーの追つい撃げきを止めたのは、やはり自分達を護まもるためだろう。


　だが──十数体もの魔族の注意を同時にひきつけて闘うなど、正気の沙さ汰たではない。


「ここは徒と歩ほで逃げるべきか──」


　だが、モールド・キャリアから出るという行こう為いが魔族の注意を惹ひいてしまう事も考えられる。そうなればむしろ余よ計けいにレイオットの足を引っ張る結果になるだろう。


「どうする──どうする？　考えろ、ジャック──」


　苦く悩のうするジャックの隣となりで……この状じよう況きよう下かでも小憎らしいほどに静せい謐ひつさを失わない紅あかい瞳ひとみが、ふと窓まどの外を見た。


「──ジャック」


　カペルテータの声に振り返るジャック。


　少女の視し線せんに促うながされるままに、窓の外を見たジャックは──その風景の一部が奇き妙みように歪ゆがんでいるのに気付いた。


「──〈スティール〉……!?」


　それはかつてアルマデウス陸軍が斥せつ候こう、あるいは奇き襲しゆうなどの際に使用するべく開発した魔法である。使用者は光は無論、音や熱さえもを遮しや蔽へい及び誘ゆう導どうする力場曲面を自分の周囲に展開し、その存そん在ざいを察さつ知ちされる事なく動き回れる。元々は〈デフィレイド〉の特とく殊しゆな応用例である。


　歪ゆがみは滑すべるようにモールド・キャリアに近付くと、割れた。


　風景に皺しわが寄よるようにして歪みは左右に押しやられ、やがて畳たたまれて消しよう滅めつする。その後に残ったのは──黒いマントを羽は織おった純白のモールドであった。


「戦術魔法士!?」


　喜き悦えつにそう叫ぶジャックの鼻先に、マーセルＭ７２Ｒ機関拳銃の銃口が突つきつけられた。
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　レイオットは仮面の下で眼めを細めた。


　道路を覆おおうように十体以上の魔族が蠢うごめいている。人間の形を忘れ、心を忘わすれ、怪かい物ぶつと化した者達がひしめいている。


　その姿がそれぞれ異ことなるのは、やはり個性というべきものなのかもしれない。魔族は人としての記き憶おくを引きずるといわれる。ならばそれはやはり、彼かれ等らなりのこだわりとしがらみが生み出した姿なのだともいえるかもしれない。


　ふとレイオットは思う。


　自分が魔族になれば──果たしてどのような姿になるのだろうか。


　その疑ぎ念ねんを断ち切るようにレイオットはグリップの脇わきにあるカバーを親指で弾はじき上げると、その中に設もうけられていた紅あかいボタンを押おし込こんだ。


　エンジンの咆ほう哮こうが一ひと際きわ高たかまる。


　ＮＯＳ──ナイトロス・オキサイド・システム。


　俗ぞくにニトロ・チャージャーと呼ばれる亜あ酸さん化か窒ちつ素そ供きよう給きゆう装そう置ちである。亜酸化窒素は笑しよう気きガスとも呼ばれ、本来麻ま酔すい剤ざいにも使用される気体だが、これを空気に混ぜて給気する事で、燃焼効率が爆発的にあがる。過か剰じような使用はエンジンの耐たい久きゆう力りよくを著いちじるしく下げるのだが、それと引き換かえに、エンジンの出力は大おお幅はばに上じよう昇しようする。


　加速。


　世界が──視界が一気に狭せばまる。


　粘ねん体たいと化してへばりついてくる空気をぶち抜ぬいて、レイオットは走る。周囲の全ては一いつ瞬しゆんの内に後方へと置き去りにされ、彼は一発の弾だん丸がんと化して魔族の群むれの中に突っ込んでいった。


「いいいいいいいいいいいいい──やっはああああああっ!!」


　魔族に魔法を撃つ暇ひまを与えてはならない。


「──顕イグジスト!!」


　レイオットの放つ魔法が魔族の一体を爆ばく裂れつさせた。


　残り拘束度数──八デュラビット。


　一気にその集団の中を貫つらぬくように走り抜けながら〈サンダーボルト〉による銃撃。二体が大きく身体からだを抉えぐられて血を撒まき散ちらした。


　他の魔族たちが、興奮したのか、大声を上げながら倒された魔族に群がる。


「ぐっ!!」


　ブレーキング。同時に方向転換。横よこ滑すべりしながらも素す早ばやく〈ホイール・マニア〉はその向きを変えた。


　加速についていけずに、体内で押し付けられる内ない臓ぞうから、嘔おう吐と感かんが這はい上がってくるが、レイオットはそれを堪たえて再び魔族の中に突っ込んだ。


　傍はたから見ればそれは無む謀ぼう極きわまりない行こう為いに見える。一体一体でもとんでもない力を持っている魔族の中に突っ込めば、あっという間になぶり殺しだ──素人しろうとはそう思うだろう。


　だがレイオットには勝算があった。


　基本的に魔族は集団戦向きではない。


　個体の生命力、戦闘力は異い常じように高いが、その事が生物としての社会性を喪そう失しつさせ、『協調』や『共感』といった概がい念ねんを著いじるししく減げん退たいさせてしまうといわれている。個体で十分に生存適性の高い生物は群れを作らないからだ。


　魔族には基本的に『恐怖』や『孤独』の概念はないとも言われる。それ故ゆえに共通理解を必要とせず、団体行動を採とれない。


　故に魔族は何体集まっても個こに過ぎないのだ。


　まして──


「顕イグジスト!!」


〈ブラスト〉。更さらに一体、爆発炎上する魔族。レイオットは最大機動しながら、〈サンダーボルト〉を連射。群れを抜ぬけ切ったところで、〈サンダーボルト〉の弾だん倉そうを最後の七発と交換。


　群れる魔族達は思うように自分を防ぼう御ぎよできない。


　彼等が集団戦に向かないのはもう一つ──互たがいの魔力圏ドメインの相そう互ご干かん渉しようの問題がある。


　協力という概念のない彼等は、てんでばらばら、それぞれ勝手に魔力圏を扱あつかう。微び妙みように性質の異ことなる魔力圏が、重なり合って存在すると、それぞれの魔力圏は主あるじたる魔族の意志を顕けん現げんさせようと互いに相あい争あらそう事になる。その結果、魔族達は思うように魔法を発動させられないのだ。


　逆に言えば──まだ魔族相そう互ごの位置が拡かく散さんしていない今が勝負時といえる。


　だが残りの魔族は十体。


　そして〈サンダーボルト〉の残弾は七。拘束度数も七。余よ裕ゆうは殆ほとんどない。


「ええい──面めん倒どうくさい！」


　無音詠唱ダムキヤストと共に補助呪文ブースター・スペル詠えい唱しよう。


「我・法を破やぶり・理を超こえ・破は軍ぐんの力・ここに得んとする者なり──爆ばく炎えんよ・猛もう炎よ・荒あらぶる火炎よ・焼却し・滅めつ殺さつし・駆く逐ちくせよ・我の戦意を以もって・敵に等しく滅ほろびを与あたえよ──我求めるは完かん璧ぺきなる殲せん滅めつ！」


　虚こ空くうに出現する魔法陣エイリアス。


　それは超ちよう高こう効こう率りつ稼か動どうする虚数界面下アストラル・サイドの魔法回路の影。魔力の飛沫しぶきが淡あわい光となってこちら側に漏もれ落ちてきているのだ。基礎級魔法を遥はるかに上回る高度な魔法を行こう使しする際、その前ぜん兆ちようとしてそれは虚こ空くうに現れる。


　しかし今回の魔法陣は〈ブラスト〉の上級魔法〈マグナ・ブラスト〉のそれよりも更さらに大きい。四重の同どう心しん円えんが相互反転しながら回転し、破は裂れつ寸すん前ぜんの心臓のように目まぐるしく明めい滅めつしている。


　そして。


「〈マキシ・ブラスト〉──イグジストっ!!」


　世界の色しき彩さいが、反転した。


　全てを塗ぬり潰つぶす強きよう烈れつな白光が通りに出現し、突き抜ける。それこそ大型爆弾が破裂したに等しい。光に触ふれた建物は、ゼリーのようにあっさりと抉えぐられ、歪ゆがみ、窓まど硝子ガラスが根こそぎ砕くだけ散ちる。まるで廃はい墟きよの街そのものが苦く悶もんするかのように、抉り抜かれた空気が乱気流を発生させて轟ごう々ごうと唸うなった。


〈第三の劫ごう火か〉──〈マキシ・ブラスト〉。


　群れの中心部に居た魔族はひとたまりもなく蒸じよう発はつし、周辺の魔族達でさえ、その身体を大きく抉られて倒れる。その熱と衝撃は触ふれるもの全てを完かん膚ぷなきまでに破壊し──しかし必要以上に広がる事なく、上空へと吹ふき抜ぬけて散った。


〈マグナ・ブラスト〉よりも強力である事は無む論ろんだが、この〈マキシ・ブラスト〉の真価はその制せい御ぎよ範はん囲いの大きさにある。


　より遠くに、そしてより細こまかく目標を設定できるのだ。単なる爆発ではなく、その周囲の気流までも力場で制御し、場合によっては爆発の威い力りよくを全て限定された空間に収しゆう束そくさせる事さえできる。このため、周辺への被ひ害がいは最小限に留とどめられると同時に、無む駄だなく誘ゆう導どう、収束された破壊力が、徹てつ底てい的てきに目標領りよう域いきを殲せん滅めつする。


　だが──


「残り──拘束度数三、か」


　レイオットは呟つぶやく。走る〈ホイール・マニア〉の後方に、ばらばらと四個の拘束端子が散らばった。


〈ブラスト〉で一、〈マグナ・ブラスト〉で二デュラビットの拘束度数を消しよう費ひするのに対し、より複ふく雑ざつな制御を可能とする〈マキシ・ブラスト〉は拘束度数を四デュラビット消費する。


「これで──どうだ」


　息を荒あらげながら──これだけの強力な魔法を制せい御ぎよする場合、反動という形で魔法士ソーサリストの肉体と精せい神しんにも相当な負ふ担たんがかかる──レイオットは呟つぶやく。〈マキシ・ブラスト〉はレイオットが使える魔法の中でも、切きり札ふだの一つだ。肉体的にも精神的にも、そして何より拘束度数としてもそうそう連発できるものではない。


「やった──か？」


　肩かたで息をしつつ〈マキシ・ブラスト〉の破は壊かい跡あとを見つめるレイオット。


　累るい々るいたる魔族の死体と──そして瞬しゆん時じに蒸発した魔族の影かげだけが見える。染しみの様に道路や建物の壁かべに、その輪りん郭かくが焼きついているのである。


　確かに壮そう絶ぜつな破壊力だ。


　だが──


　むくりと一体の魔族が起き上がる。


　大きくその身体を削けずられてはいるが、すぐさま復ふく元げんが始まり、数秒後には完かん治ちして牙きばを生やした口がにい──と笑った。


「くそったれ──」


　呟つぶやいて〈サンダーボルト〉の引ひき金がねを引こうとした時。


　轟ごう音おん。


　魔族は呆あつ気けなく吹ふっ飛とんで消しよう滅めつした。


〈ブラスト〉である。だが──言うまでもなくレイオットの放ったものではない。


「──!?」


　愕がく然ぜんとモールド・キャリアを振ふり返るレイオット。
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　その上にうずくまる黒いマントの影。


　それが悠ゆう然ぜんと立ち上がり、マントの下の白いモールドを晒さらした時、レイオットはその中に居る者の正体を悟さとった。


「く……くく……久しいな、レイオット・スタインバーグ？」


　鋼鉄が軋きしむような、陰いん気きで掠かすれたその声が、確信を生む。


「全くな」


　悠然とその白いモールドがスタッフを構かまえるのを眺ながめつつ、レイオットが応おうじる。


「まだ生きていたとは思わなかったぞ、アル坊や」


　自然と……仮面の中の自分の顔が獰どう猛もうに歪ゆがんでゆくのが分かった。


「この世が嫌きらいなくせに、何度も未み練れんがましく這はい上がってくるなよ」


「く……くく……くくくく……ああ、本当に久しぶりだなああああ……レイオット・スタインバアアアアアアアアアアアアアアグッ！」


　一転して高々と叫びながらアルフレッドはモールド・キャリアの上から飛び降りた。
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　強大な火柱が視し界かいの隅すみに映うつる。


「──あそこ!?」


　間違いなく戦闘用魔法の効果だ。あそこにレイオット達が居る。


　ネリンはハンドルを切って車をその火柱の見えた方へと向けた。
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　レイオットの記き憶おくに間ま違ちがいがなければ──アルフレッドのモールド〈ディアパルゾン〉は拘束度数十四。付ふ属ぞくのスタッフの呪文書式板装塡筒スペル・タグ・ローダーは五面式。増ぞう幅ふく率りつの上でもほぼ同等。性能的にほとんど〈スフォルテンド〉との差はない。


　だが、レイオットの〈スフォルテンド〉は多くの拘束度数を消しよう費ひし、既すでに残り三。〈ディアパルゾン〉は拘束度数を隠かくすように胸きよう部ぶ装甲にマントがかかっているが──まさか拘束度数が二や三の状態で出てきはすまい。


　この差は大きい。更に言えば──レイオットの〈スフォルテンド〉は対魔族戦用に特化した造つくりになっているが、〈ディアパルゾン〉は対人用戦闘をも想そう定ていした装そう備びが幾いくつかある。対魔族戦はともかく、魔法士同士でやりあう場合、アルフレッドに分があるだろう。


　後は〈ホイール・マニア〉の機き動どう力りよくと〈サンダーボルト〉の火力が、これを埋うめられるかどうかだ。


　しかしアルフレッドは今、カペルテータとジャックの乗っているモールド・キャリアを背にしている。下へ手たな攻撃を仕し掛かければ、二人をも巻まき込こむだろう。


　状況にうまく応じなければ、勝ち目はない。


「あのコンテナに乗ってたのか……」


　頭の中で相手の反応を予想しながら最もつとも適てき切せつな魔法がどれかを考える。戦術魔法士対戦術魔法士となると、ある種の先読みが戦いの帰き結けつを左右する事も少なくないからだ。


「そうだ……」


「密造モールド業者の使い走りか？　えらく安く買い叩たたかれたな」


「そうでもない……」


　仮か面めんの奥おくで──それ自体が一個の仮面のようなアルフレッドの顔が、薄うすい薄い笑えみを浮うかべるのを、レイオットは見たような気がした。


「……どうした、レイオット・スタインバーグ……」


　囁ささやくような口く調ちようで──しかし叫さけびのような大きさと鋭するどさで、アルフレッドが言う。


「何な故ぜ、問答無用で攻撃してこない？　……無音詠唱ダムキヤストしたのは〈ハック〉か？　何故〈ブラスト〉を使わない……？　いや……ライフルを撃うつだけでもいいぞ……？」


　アルフレッドがゆっくりと身体からだを半身分、横にずらす。彼の姿で隠かくされていたモールド・キャリアの運転席周辺が見えるようになった。手と、モールド・キャリアの中のロールバーとを手て錠じようで繫つながれたジャックとカペルテータの姿が。


「そうか……貴き様さま……そうなのか──」


　アルフレッドは左手で機関拳銃を抜くと、カペルテータに向けた。


「そうなのか……そうなのかそうなのかそうなのかそうなのかっ!?　面おも白しろい……レイオット・スタインバーグ、貴様ともあろう男がな!?」


　不ふ意いに声を荒あらげてアルフレッドが言う。


「じゃあ笑えよ」


　言いながらレイオットは〈ウルフ・ハウンド〉を引き抜ぬいて銃撃。


　だが白いモールドが右手を振ると、手首から肘ひじへと取り付けられていた部品が扇おうぎ状じように開き、盾たてを構成する。銃弾はそこに激げき突とつして、弾はじけ飛んだ。


「ち──」


〈サンダーボルト〉は〈ホイール・マニア〉に固定されていて細こまかい照しよう準じゆんが利きかない上に、威い力りよくがありすぎるため、射線上にモールド・キャリアが入っている状態での射撃をレイオットは避さけたのだが──やはりアルフレッドの〈ディアパルゾン〉相手に拳銃では少々威力不足に過ぎたようだった。


「酷ひどいじゃないか……」


　アルフレッドは呟くように言った。


「貴様は……同じだと思っていた……俺と……この俺と……俺達は……」


「勝手に仲間意識をもたれても迷めい惑わくだよ。このマザコン」


「ずるいじゃないか……」


　聞いているのかいないのか、同じ調子でアルフレッドが言う。


「貴様だけ……そんな風に──」


「やかましい！」


　叫ぶと同時にレイオットは〈ホイール・マニア〉を急速発進させた。


　側面に回り込んで射線からモールド・キャリアを外しつつ、〈ディアパルゾン〉を狙ねらって〈サンダーボルト〉で銃撃。


「イグジスト」


　アルフレッドの声と同時に魔法の効果が発生。彼は素す早ばやく移い動どうして射線から逃げる。


　その肉体的能力を数倍にも強きよう化かする魔法──〈アクセラレータ〉である。その効果持続時間内、使用者は人間の範はん疇ちゆうを一時的に逸いつ脱だつした超人となる。


　魔族の魔力圏ドメインをも貫く銃弾は、標ひよう的てきに食い込むことなく、空むなしげに飛び去った。


「く……く……く……くくくくくくくくくくくくく──」


　笑っている。


「くくく──やはり貴様は不ふ愉ゆ快かいだ。たまらない位に不愉快だ。不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ不愉快だ……!!」


　笑いながら、アルフレッドはスタッフをレイオットに向ける。無音詠唱。その動きは残ざん像ぞうさえ伴ともなうほどの速さだった。


「死ね。レイオット・スタインバーグ！」


「く──!!」


　アクセル。高速機動。


「イグジスト！」


〈ブラスト〉発動。レイオットは辛かろうじてこれを避よけるが、爆風をくらって〈ホイールマニア〉は横よこ滑すべりし、通りに面めんした建物の壁かべに突っ込んだ。


「くくくく……」


　更さらに素早く無音詠唱。


「いいのか？　レイオット・スタインバーグ？　貴様が逃げると、俺の殺さつ意いはこの車の中の連中に向かうぞ？」


　機関拳銃が連射。


　火花を散らして銃弾がモールド・キャリアを引っかき、そのフロントグラスを粉々にする。敢あえて外はずして撃ったのか、中の二人に命めい中ちゆうする事はなかったが──


「…………」


　体勢を立て直して再ふたたび機動しようとしていたレイオットの動きが止まる。


「くくくく……そうだ。それでいい……」


　再びスタッフの先せん端たんがレイオットに向く。


　その時──


「──!?」


　けたたましいクラクションの音をたてながら、一台の車が突っ込んできた。


　素早く横に退しりぞくアルフレッド。〈アクセラレータ〉で反応速度と筋きん力りよくを強化されていた彼にとっては、さして難むずかしい行動ではなかったろう。しかし──


「だああああああっ！」


　必死の形ぎよう相そうで運転手──ネリンがハンドルをきる。


　車はその後部をアルフレッドの〈ディアパルゾン〉に引っ掛かけ、遂ついに制せい御ぎよを失って路面で回転スピン。だが、その甲か斐いあってか、〈ディアパルゾン〉は大きくよろめいた。


　更に──がつん、とその乗用車はモールド・キャリアにぶつかって止まる。


　半分衝撃で眼めを回しながらも、ネリンは両手を伸のばして助手席に置いておいた〈ハンティング・ホーク〉を構える。


「──く」


　無む理りに体勢を立て直そうとせず、アルフレッドは受うけ身みを取りながら一回転。起きる動作に載のせて再び盾たてを展てん開かい、かざす。


　ネリンの銃撃。


　衝撃でアルフレッドの腕が震ふるえる。大きくへしゃげながら、しかし盾は四六マグナム弾を弾はじき返した。


「間に合った！」


「……助けに来たんだか殺しに来たんだか……」


　喜き色しよく満まん載さいの声で叫ぶネリンに、衝しよう突とつの衝撃でひっくり返ったジャックがぼやく。


「くく──くくくく」


　笑いながらアルフレッドは機関拳銃をネリンに向ける。


　だが。


　殺気に本能が反応。アルフレッドは身を翻ひるがえし、彼が一いつ瞬しゆん前まえまで占しめていた空くう間かんを、衝撃波を引きずりながら〈サンダーボルト〉の銃弾が飛びぬけた。


「おいおい」


　声はその後からきた。


「浮うわ気きするなよ、アル坊や」


　レイオットが高々と〈ホイール・マニア〉のエンジンをふかしながら言う。


「く──くくく」


　アルフレッドは振り返ってスタッフを構える。


　魔法攻撃に身み構がまえるレイオットとネリン。だが次の瞬しゆん間かん、アルフレッドのスタッフ──正確にはそのスタッフの下に放射状に装着されていた四本の短い筒つつ状じようの部品が、子こ供どもの拳こぶしほどの黒い塊かたまりを放った。


　緩ゆるやかな放物線を描えがいて短い時間を飛ひ翔しようし、それは落らつ下かする。


　そして──


「──!!」


　爆ばく裂れつ。閃せん光こうと爆音がレイオット達の眼めと耳をふさぐ。


　更さらに発生した白はく煙えんが、彼等の周囲を白い闇やみに閉とざした。


　攪かく乱らん用ようの閃せん光こう煙えん幕まく弾だんである。折りたたみ式の盾といいこの閃光煙幕弾といい、こういった装備を付けているのは、対人戦闘をも考こう慮りよした〈ディアパルゾン〉ならではだ。


「ち──」


　五感を封じられたのは一いつ瞬しゆんだ。煙けむりもすぐに晴れたが──その時にはもう今までの位置にアルフレッドはいない。固い足音を耳にしてそちらを振り返ると、アルフレッドは近くの一ひと際きわ大きな建物の中へと駆かけ込こんで行くところであった。


　黒く巨大な建物。


　かつて劇げき場じようだったらしいその建物は、まるで魔ま王おうの城しろのように傲ごう然ぜんとそびえ、周囲の建物を睥へい睨げいしている。破れかけたポスターや、倒れたゴミ箱が、その荒すさみ具ぐ合あいを助長し、奇妙に禍まが々まがしい雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。


　まさかじっくり選えらんだ訳わけでもあるまいが、ある意味でアルフレッドが逃げ込むには相応ふさわしい──そんな印いん象しようがあった。


「誘うか？　は──上等だ！」


「スタインバーグさん!?　ちょ、ちょっと、待って、もう時間が──」


　ネリンの声を背中で弾はじきつつ、レイオットは〈ホイール・マニア〉をその建物の中に突っ込ませた。
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　ジェシカ達を載のせたトラックは、一いち路ろトリスタン市から脱だつ出しゆつする道を辿たどっていた。


「ボス──後方にまだ一台、警察の車が食いついてきます」


　運転役の部下が言う。


　助手席側のサイドミラーでそれを確かく認にんし、ジェシカは舌した打うちした。


「しつこいね」


　言いながら、座ざ席せきの足元にある散弾銃シヨツトガンを取り出す。だが彼女が散弾銃の安全装そう置ちをはずして窓から突き出そうとした時、轟ごう音おんと共ともに、車体が大きく滑すべった。


「撃ってきやがった、畜ちく生しよう！」


　部下が叫さけぶ。後輪のタイヤの一方を狙そ撃げきされたのだろう。がくんがくんと左右に動くハンドルを部下は半なかば無意識に押おさえ込こもうとするが、巧うまくいかない。


　結局、制御を失ったトラックは、右に左にと迷めい走そうし、そして道みち端ばたに生えている樹木の一本に衝しよう突とつして停まった。


「ぐくっ──」


　ジェシカはうめきながらも散弾銃を持ち上げる。衝突したとはいえ、部下の行動も多少は役に立ったのか、トレーラーに大きな損そん壊かいはない。エンジン音も力強い響ひびきをたてて稼か動どうを継けい続ぞく中ちゆうだ。ジェシカ自身は額ひたいをこすって少し血が滲にじんでいるものの、ほぼ無む傷きず。


　本来ならば部下をねぎらってやるべき結果なのであろうが……彼女は苛いら立だちに尖とがった声で部下に言った。


「ぐずぐずするな、早く車を──」


　そこまで言って、気付く。


　部下の頭に──ぽつんと小さな穴あながあいていた。


「!?」


　がくんとハンドルの上に突つっ伏ぷす部下。その後頭部には額ひたいよりも数倍大きな穴が開いてだらだらと血と脳のう漿しようを垂たらしていた。銃じゆう創そうだ。


「狙そ撃げきっ!?」


　咄とつ嗟さにその言葉が脳のう裏りを過すぎる。だが──後方の警察車しや輛りようからではない。それは位置的に無む理りだ。では、どこから？


「馬鹿な──一体、誰だれが？」


　うめくジェシカ。


　その右眼に、およそ三百メルトルの彼方かなたから飛ひ来らいした銃弾が食い込んだのは、次の瞬しゆん間かんであった。
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「──困こまるのだ」


　光学照準器の中で驚きよう愕がくの表情を浮うかべたまま崩くずれ折おれるジェシカを確認し──マックスは狙撃ライフルを降ろした。


　彼が手にしているのは、〈サンダーボルト〉ではなく、通常の中ちゆう口こう径けいボルトアクション方式のライフルである。旧ふるいが、よく手入れされた高精度な代しろ物ものだ。威い力りよくはさして大きくないが、マックスはこれで五百メルトルの距きよ離りから、一ドルク貨か幣へいを撃うち抜ぬける。


「君が生きてトリスタン市警の手に落ちては、色々とな。最後まで責せき任にんを持って幕まくを引いてくれなければ」


　ライフルを足元に下ろすと、彼は部下に命じた。


「後始末は済すんだ。行くぞ」


「──はい」


　マックス達〈ジャベリン〉を乗せた〈ガーディアン〉は、その扁へん平ぺいな車体を震ふるわせると、そのまま帝てい都とへと帰き還かんする道を進み始めた。





　　　　●　　●　　●





　広い劇場の中を〈スフォルテンド〉が疾はしる。


　かなりの大だい規き模ぼな施し設せつで、ロビーだけでも相当な広さがあった。だがアルフレッドの姿すがたはない。ロビーを抜ぬけて扉とびらが開かれたままの一階客席へとレイオットは飛び込んだ。


　やはり大きい。恐おそらく一階だけで千人は収しゆう容ようできるだろう。通路の幅はばも広く、しかも座席の半分は既すでに撤てつ去きよされているため、〈ホイール・マニア〉の走行にも支し障しようはない。


　天井は遥はるかに高く、壁かべ際ぎわから舞ぶ台たいと客席を取り巻まくように、二階、三階の客席が張はり出していた。


　二度と使われる事のない劇場。


　そこに催もよおされた幾いくつもの演劇ドラマに人々が興奮し、涙なみだし、そして笑ったのは既すでに遥はるか昔の事だ。引かれるべき幕まくさえも取り去られた舞台や、老人の歯のように抜け落ちの目立つ客席の光景が、いかにも寒さむ々ざむしい。


　そんな中を、〈ホイール・マニア〉の駆く動どう音おんだけが異い質しつな力強さを主しゆ張ちようしている。


「──どこだ」


　レイオットは呟つぶやいて周囲を見み渡わたす。


　アルフレッドは〈アクセラレータ〉を使っている。恐ろしいほどの行動速度はその賜たま物ものであるが、あの魔法には欠けつ点てんがある事をレイオットはよく知っている。


　その使用時の強度や使用者体力などによって差は出るものの──早くて二分、強化率を下げて延えん長ちようを図はかってもおよそ十分間でその効果は切れる。そうなれば全身を虚きよ脱だつ感かんと苦く痛つうが襲おそうのだ。それですぐさま身動きが取れなくなる事はないが、まともに戦せん闘とう行動はとれなくなるだろう。


　ならば……長引けば長引くほど、不ふ利りになるのはアルフレッドだ。


　──銃じゆう声せい。


　銃弾は〈ホイール・マニア〉のフレームを掠かすめて火花を咲かせた。


「ふっ──！」


　レイオットは呼こ気きを鋭するどく吐はきながら操作桿グリツプを握にぎりこんで急速機動。


　銃声。銃声。銃声。銃声。


　高速で客席を駆かけ抜ぬけるレイオットの後を追いかけるように、銃弾が撃うち込こまれてゆく。


〈ホイール・マニア〉の駆く動どう音おんと排はい気き音、そしてそれに混じって、まるで図はかったように交こう互ごに聞こえてくる硬かたい足音と銃声。レイオットは顔を上げて呟つぶやく。


「──二階か」


　ここにいてはまさしく狙ねらい撃ちだ。無む論ろんモールドにはある程てい度どの防弾性能があるが──アルフレッドの愛用の機関拳銃は、貫かん通つう力りよくの高いカービン弾と対装甲貫通弾頭アーマピアシングを使用している筈はずだ。いくらタクティカル・モールドでも、距離や射しや角かくによっては簡単に撃ち抜ぬかれてしまう。


　レイオットは客席からロビーへと飛び出した。勢い余あまって跳はね、そして床ゆかに大きく轍わだちの跡を刻きざむ〈ホイール・マニア〉。


　二階にはロビーから階かい段だんを使って進むらしい。


　とはいえ──階段の幅はばはそれほど広くない。のんびり登っていては、それこそ狙そ撃げきのいい的まとだ。


「三回まで──だったよな」


　レイオットは呟いてＮＯＳのスイッチを押し込んだ。


　爆発のような排気音と共に〈ホイール・マニア〉は加速。正面に見えていた階段を出力に任まかせて無む理り矢や理り、跳はねるように駆かけ上がる。


　同時に〈サンダーボルト〉で威い嚇かく射撃。


　ＮＯＳと〈サンダーボルト〉が功こうを奏そうしたのか、あるいは最初から狙う積もりはなかったのか、アルフレッドからの銃撃は来ず、レイオットは頭を天てん井じようで擦こする程に大きく跳とんで、二階に駆け上がった。


　がつんという衝撃に痛いたみを覚えつつも、レイオットは素す早ばやくシフト操そう作さ。その場で回転し、三階への階段へと車体を向ける〈ホイール・マニア〉。


　三階へ続く階段。


　アルフレッドはそこに居た。


「──イグジスト」


　レイオットの足元を狙ねらって〈ブラスト〉が叩たたき込こまれる。


　辛かろうじてこれをかわすものの、〈ホイール・マニア〉は衝撃を食らって横転。予定外の方向から想定された安全基き準じゆん値ち以上のねじれが加わった固定金具は、自ら弾はじけて〈スフォルテンド〉と〈ホイール・マニア〉の結けつ合ごうを解いた。


　だが勢いきおいまでは殺せない。


　そのまま〈ホイール・マニア〉と共に二階の張り出し廊ろう下かを滑すべってゆき、壁かべに激げき突とつするレイオット。


「く──」


　直接手を伸のばして、スタッフを操作。無音詠唱。


「イグジスト」「イグジスト！」


　同時に響ひびいた撃発音声が二つの魔法を顕けん現げんさせる。


〈ディスポーズ〉と〈デフィレイド〉。目標を小片にまで裁さい断だんする切断用力場平面の網あみは、防御用の力場平面に衝突。その威い力りよくを散らされて消しよう滅めつした。


「くっ!!」


〈デフィレイド〉の効果が残る数秒間の間に、レイオットはスタッフを〈ホイール・マニア〉から外はずし、立ち上がる。


　振り向けば既すでにアルフレッドの姿は階段上にない。


　硬かたい足音が遠ざかってゆく。三階。いや──屋上に出るつもりか。


　レイオットはフレームから大きく歪ゆがんでしまった〈ホイール・マニア〉をそこに残し、走ってその後を追った。


　彼の〈スフォルテンド〉の拘束度数、残り二デュラビット。


「きついかな」


　この期ごに及およんでさえ苦く笑しようを浮うかべながら、レイオットは右手にスタッフを、左手に〈ウルフ・ハウンド〉を持って走る。


　屋上に出る。


　出口から転がるようにして飛び出ると、即そく座ざに左手の〈ウルフ・ハウンド〉を構かまえる。


　屋上は──無意味に広々とした場所だった。


　給水塔と機械室らしき小さなコンクリートの小こ部べ屋やがぽつんと設もうけられているだけで、他には何もない。


　空中に設けられた小さな灰はい色いろの荒こう野や。その端はしにアルフレッドは立っていた。


「──イグジスト」


　レイオットの銃撃と同時にアルフレッドの〈シールド〉が発動。銃弾を弾はじき飛ばす。


　シールドは〈デフィレイド〉に比くらべると熱や衝撃を通してしまうが、その分発動が早く、効果時間が長い。およそ二十秒。


「く……くくく……どうした……レイオット・スタインバーグ……魔法士ソーサリストの癖くせに……くくくく……魔ま法ほうはもう打ち止めか？」


「出し惜おしみしてるんだよ」


　白いモールドを見み据すえながらレイオットは言った。


　奴やつには後、いくら拘束度数が残っている？　五か？　六か？　あるいはもう自分と同様に一つか二つしか残っていないのか？


「おまえの脳のうみそぶちまけるためのやつをな」


「くくくく……そうか……それはいい……」


　アルフレッドは笑いながら次の魔法を無音詠唱ダムキヤストする。


「楽しみだ──凄すごく凄く楽しみだ……レイオット・スタインバーグ……さあ、いい子だから……早くそれを見せてみろ……！　──イグジスト!!」


〈ブラスト〉。


　レイオットの足元近くにそれは炸さく裂れつし、老ろう朽きゆう化かしていた屋上を大きく削けずり取った。


「──!!」


　踏ふみしめるべき屋上を失い、身体からだが宙ちゆうに浮うくレイオット。


　だが──咄とつ嗟さに無音詠唱。


「イグジスト！」


　真下に〈インパクト〉を叩き付け、浮き上がったところで身を捻ひねり、レイオットは無事な屋上へと着地。アルフレッドに向かって駆かけ出す。駆け出しながら、更さらに無音詠唱。残り拘束度数一。最後の魔法だ。


　アルフレッドも更に無音詠唱。


「おおおおおおおおおおお──イグジストオオオオっ！」


「イグジストオオオオオっ!!」


　双そう方ほうの撃発音声が正面から響ひびきあい、魔法が発動。


　爆音が二人の間に炸裂し──閃せん光こうと爆風に舞い上げられたコンクリートの粉ふん塵じんが二人の戦術魔法士の姿を覆おおい隠かくす。


「く──くく」


　爆煙の中で笑いつつレイオットの気配を探さぐるアルフレッド。威い力りよくでレイオットが競せり負けたのか、それとも身をかわしたのか──彼の〈ディアパルゾン〉は汚よごれて居るものの、ほぼ無傷だった。


　そして──


「む──!?」


　濁にごった空気を抉えぐるようにしてスタッフが旋せん回かいするが──遅おそい。


　粉ふん塵じんの壁を突き破るようにして、レイオットが飛び出してきたのである。既すでにその手にはスタッフはなく、武ぶ装そうは拳銃──〈ウルフ・ハウンド〉一丁のみ。


　吼ほえる〈ウルフ・ハウンド〉。


　強力な四四オートマティック・マグナム弾はアルフレッドが咄とつ嗟さに掲かかげた盾たてをかすめ、その胸に食い込んだ。しかしそこで終わりだ。銃弾はアルフレッド本人を傷つける事なく、モールドの拘束装甲に亀き裂れつを生んだところで止まっていた。


　凍こおり付いたように動きを止める二人。
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「……貴様」


　一メルトルと離はなれていない位置から真まっ直すぐに自分の額ひたいへと向けられた銃口を見つめ、アルフレッドは低い声で言った。


「今のは──〈デフィレイド〉か……」


「…………」


　レイオットは答えず、自分の鼻先に突きつけられているスタッフを見つめている。


「やはり……そうか……くくくく……くくくく」


「何がおかしい？」


　問いつつ──しかしレイオットは何となくアルフレッドの笑いの意味を悟さとっていた。


　この男は、ある意味でレイオットの影かげだ。全く違うように見えて──この男とレイオットには根こん本ぽん的てきな部分で幾いくつかの共通点がある。レイオットにとってこの男の思考はひどく分かり易やすかった。


「本当に貴様は……くくく……貴様は……くくくく……最後の一発を〈デフィレイド〉だと……くはははは……あの、レイオット・スタインバーグが？　くははは……！」


　以前のレイオットなら、最後に一拘束端子を防ぼう御ぎよ魔ま法ほうなどで消しよう費ひしなかったろう。自分がどうなろうと確実に相手を消す。そういう方法をとっていた。それがつい先日までのレイオットの闘たたかい方だった。


「面おも白しろい……面白いぞ……だが、貴様には失しつ望ぼうした……」


「なら早く消し飛ばせよ」


　レイオットは言った。


「…………」


　アルフレッドは動かない。彼はただ撃発音声を発するだけでレイオットを消し飛ばす事もできるだろう。有利不利を論じるならば、圧あつ倒とう的にレイオットが不利だ。


　その意味では、この勝負はレイオットの負けである。


　だが──


「さすがにおまえでも魔族化するのは、嫌いやか」


　レイオットが笑う。


〈ウルフ・ハウンド〉の銃弾は、アルフレッドのモールドに食い込み、その拘束度端子の部分を破は壊かいしていた。


　無論、その破壊がモールドとしての機能を完全損そん壊かいさせているとは限らない。だが、もしその内側に形成された一次拘束術式プライマリ・レストリクト・図版パターンや、封呪素筒カートリツジへの魔力回路が損壊していれば、その瞬しゆん間かんにアルフレッドは魔族化する。


「俺おれは……俺のままで居ることに……意味がある……」


「それがおまえのこだわりか？」


「貴様は……貴様のままでいる事さえ……できなかった……」


　にらみ合うこと、しばし。


　どちらも動けない。動けないまま、二人の周囲を風が巡めぐってゆく。


　……どれくらいの時間が経たったろうか。


　異音。それをレイオット達は聞いたような気がした。


　無論それは幻げん聴ちようだったろう。正せい確かくには、それまで耳が捉とらえていた全ての音が彼等の周囲から消しよう失しつしたのだ。屋上を吹ふき抜ぬける風の音や炎ほのおの音から、意識に上らないような些さ細さいな雑ざつ音おんに至いたるまで、全て。その断だん絶ぜつそのものが一種の音として彼等の耳に響ひびいたのであろう。


　すぐにレイオット達はその現象の正体に気付いた。


〈スタグナント〉──停てい滞たいの魔法。


　一定範はん囲いの時間を──物ぶつ質しつの相変化を選せん択たく的てきに調節し、疑ぎ似じ的に時間が停止したように見せかける魔法である。繊せん細さいな化学物質の保ほ存ぞんなどに使われていたのだが──制せい御ぎよが難むずかしい上に、拘束度数を大量に消しよう費ひするため、最も早はや理論はあるが、実行する者も居ない魔法でもある。


「そこまでだね」


　そう言って──どこから現れたのか、優ゆう雅がに二人へと歩み寄る人影が一つ。


（…………!!）


　レイオットはその男の姿に見覚えがあった。以前カフェで声をかけてきた伊だ達て男だ。


　無論、アルフレッドもその男には見覚えがあった。


　ロミリオ・ポロ・プロフェット男だん爵しやく。


　そう名乗る事が多いが、それが本名かどうかは誰だれも知らない。


　ただ、彼は〈影法師シルエツト〉という通つう称しようと共に、他の非ひ合ごう法ほうな戦術魔法士とは一線を画する存そん在ざいとして知られている。彼の仕事振りを見た人間は居ない。彼が魔法を使っている様を見た人間も居ない。故ゆえに魔法を実際に行こう使しする戦術魔法士は別に居て、彼は依い頼らい人にんと接せつ触しよくするための代理人ではないかという説さえある。


「悪いね、盛もり上がっているところを」


　優雅に微笑ほほえみながら、ロミリオは二人を見回した。


「しかしまあ、このアルフレッド・スタインウェイ氏はここで終わってしまうには惜おしい逸いつ材ざいだ。ここは僕ぼくに免めんじて双そう方ほうとも、引いてもらいたいのだがね」


　無論、レイオットもアルフレッドも返事はない。


　共に思考はできるが、硝子ガラスか氷こおりの中に閉とじ込められてしまったかのように、動けないのだ。呼こ吸きゆうはできるし、眼も見える事からして、光や空気にまでは停てい滞たいの作さ用ようは及およんでいないようだが──少なくともレイオット達の四し肢しは、彫ちよう像ぞうのそれのように固められ、微び動どうだにもできない。


　ロミリオはモールドの隙すき間まから、レイオットの横顔を覗のぞき込こむようにして、言った。


「レイオット・スタインバーグ君。君にも僕は期待しているんだよ、色々とね。ドーベルン・スタインバーグ氏には気の毒な事をしたが」


（…………!!）


　停滞した空間の中で、レイオットの身体からだがもがくように痙けい攣れんする。いや──それは無論、レイオットの感覚の上でだけの事で、実際には彼は痙攣する自由さえ許ゆるされてはいなかった。


「ではごきげんよう。次に合うときまで、精しよう進じんしてくれたまえ」


　優雅に一礼してタップを踊おどるように右足で屋上を叩たたくロミリオ。


　その瞬間、屋上全体が崩ほう壊かいした。


「くおっ──！」


　同時に停滞の魔法が消しよう失しつする。


　自由になった身体を伸のばしてレイオットは何とか三階に着地。だが既すでに傷いたんでいたらしく、三階の床ゆかは脆もろくも抜け、レイオットは更さらに二階まで落ちた。


「ぐ……く……」


　渾こん身しんの力を込めて身体を起こす。


　ロミリオとアルフレッドの姿はない。見えないところに落ちたのか、既すでに何らかの方法で逃げたのか。まさか瓦が礫れきに埋うまるような間ま抜ぬけではあるまい。


　それに──


「やってくれる……」


　呟つぶやくレイオットを熱気が押おし包つつんだ。


　階下は炎に包まれていた。


　全てが轟ごう々ごうと揺ゆれる朱しゆ色いろに包まれ、そのなかで形を崩くずしつつある。火炎はあちこちで増ぞう殖しよくし、勢いきおいを増してゆく。


　レイオットが追ってくるのを防ぐ為ためか、単なる嫌いやがらせなのか──劇場は凄すさまじい早さで焼け落ちつつあった。いつの間に、しかもどういう方法を採とったのかは分からないが、間違いなくロミリオの仕し業わざだろう。それまでは〈ブラスト〉を撃っても火事になる気け配はいはなかったのだから。


「くそ……」


　猛もう烈れつな炎に侵しん食しよくされ、建物は既すでに全体的な崩ほう壊かいを始めていた。このままでは間違いなく死がレイオットを捕とらえるだろう。焼死か。あるいはその前に酸さん素そを失って窒ちつ息そく死しか、それとも落ちてきた瓦が礫れきに生き埋うめか──いや、その前に圧死の可能性も高い。


　階段はもう半なかば焼け落ちていて使えない。それ以前に下まで降りている暇ひまはないだろう。ただでさえこういった建物の二階は、通常のそれよりも遥はるかに高い。この状態で飛び降りようものなら、そこから二度と動けまい。


　当然ながら拘束度はもう零ゼロだ。魔法は使えない。この場を切り抜ける方法は他に求めねばならなかった。


「……く……」


　痛む身体からだを起こして、うめく。


　──もういいのではないか。


　激げき痛つうと倦けん怠たいの中で、慣なれ親しんだそんな思し考こうが彼の脳のう裏りを過ぎる。


　──ここで死んでも、それはそれで運命だ。別にいいではないか。俺は頑がん張ばった。だからもうそれでいいではないか。恐おそらくネリンもカペルテータももう俺を責せめはすまい。


　甘あまい絶ぜつ望ぼうの闇やみが意い識しきを迅じん速そくに侵しん食しよくしようとする。


　だが──


「いや……自分を甘やかしてる内は、まだまだ本物の絶望じゃないよな」


　レイオットは周囲を見回し──そしてそれを見つけた。


　壁にめり込んで横転している〈ホイール・マニア〉。


　彼は痛む身体を引きずってそれににじり寄ると、エンジン始動用のワイヤを引く。かなりの酷こく使しをしていたにも拘かかわらず、それはレイオットの行こう為いに応こたえて、力強い鋼はがねの鼓こ動どうを開始した。


「いい子だ──もう一働き頼たのむ」


　呟きながら、レイオットは体重をかけて〈ホイール・マニア〉を立て直し、その金具の一つに〈スフォルテンド〉の金具を繫つないだ。本当は五箇所で固定する筈なのだが、二箇所で固定するのが限げん度どだった。もう体力と気力が続かない。


　轟音が足元から這はい上がってくる。


　何か残っていた可か燃ねん物ぶつに引火したのか──爆ばく発はつの炎がまるで洪こう水ずいのように階段を上ってきた。建物が断だん末まつ魔まの痙けい攣れんを起こし、血ち飛沫しぶきのように火炎と瓦礫を振り撒まいた。


　床を抉えぐり、壁を抉り、塊かたまりのような爆炎が迫せまる。


「──む……く……」


　レイオットは〈ホイール・マニア〉に抱きつき、寄りかかるようにして、身を預あずけると、ＮＯＳのボタンを押す。エンジンの咆ほう哮こうが一ひと際きわ高まったのを確認後、レイオットはグリップを握にぎり、シフト操そう作さの後──アクセル。


〈ホイール・マニア〉は半ばレイオットを引きずるようにして加速。


　二階の廊下に散さん在ざいしている瓦礫を跳はね飛とばしながら真まっ直すぐにその廊ろう下かの突き当たり──大きく面めん採とられた窓を目め指ざした。


　衝しよう突とつ──そして解放と飛ひ翔しよう。


　硝子ガラスを突き破り、炎の朱色を映うつす大小無数の破は片へんをきらめかせながら、レイオットは空中に飛び出した。


「…………」


　浮ふ遊ゆう感かんに酔よう。


　近付いてくる向かいの建物の窓を眺ながめながら、レイオットは気を失った。





　　　　●　　●　　●





　トリスタン市上空。


　四基のレシプロ・エンジンの唸うなりを堂々と虚こ空くうに響ひびかせ、巨きよ大だいな魚のように悠ゆう然ぜんと空中を行く灰はい色いろの物体が在あった。


　アルマデウス帝国空軍の爆撃機〈ヘヴンズ・ホエール〉。その腹はらに酸さん化かエチレンを主原料とする大だい規き模ぼ破は壊かい兵器──燃料気化爆弾を積んだ、破壊の使いだ。


　だが──


『司令部より〈マッチポンプ[image: ]〉、司令部より〈マッチポンプ[image: ]〉──爆撃命令は解かい除じよされた。繰くり返す、爆撃命令は解除された。トリスタン市内における魔族大量発生は、鎮ちん圧あつされた模も様よう。繰り返す、爆撃命令は解除された』


「〈マッチポンプ[image: ]〉了りよう解かい。これより帰投する」


　無線機にそう応じると──〈ヘブンズ・ホエール〉の乗組員達は顔を見合わせ、溜ため息いきと共に爆弾投下スイッチに安全装置をかけた。
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　遥はるかな轟ごう音おんと共に頭上を巨大な戦せん略りやく兵へい器きが飛び去ってゆく。


　それをしばし眺ながめた後──燃もえ盛さかる街の一角に視し線せんを戻もどし、ロミリオは薄うすく笑った。


「また後始末が大変だ」


　場所はトリスタン市からやや離はなれた街かい道どうの脇わき。


　奇くしくもあと数百メルトル進めば、ジェシカの死体が乗ったままのトレーラーが樹じゆ木もくにぶつかったまま停車している、その道路である。


　ロミリオの足元には、壊こわれた人形のように白いモールドが──アルフレッドが横たわっている。まだ停てい滞たいの魔法の効こう果かが残っているのか、それとも単に〈アクセラレータ〉の効果時間を過すぎて疲ひ労ろうと苦痛に苛さいなまれているのか……隻せき眼がんの戦術魔法士は四し肢しを広げて横たわったまま、動こうとしない。


　ただ……じろりと仮か面めんの奥から隻眼で自分を連れてきた相手を見み据すえ、そしてアルフレッドは呟つぶやくように言った。


「……何を考えている？　貴様は……何者だ……？」


「私？　私は──そうだな。天使とでも言っておこうか」


　愉たのしげにロミリオが言う。


「……冗じよう談だんは、嫌きらいだ……」


「そうかね？　一応、真ま面じ目めに神の代理人を自じ認にんしているのだが。まあ、私の事はどうでもいい。ところで──あれは君のものだろう？」


　ロミリオが顎あごをしゃくる。


　そこには大型の蒸じよう気き式しきトレーラーが一台、停車していた。


　さして珍めずらしい車種ではない。運送業によく使われる型で、この国では一番生産された種類であろう。だが、バンパーからホイールに至いたるまで、隈くまなく漆しつ黒こくの色に塗ぬられたそれは、禍まが々まがしいほどの存在感を主しゆ張ちようしてそこに在った。コンテナの中身は外からは無む論ろん分からないのだが──相当な重量があるのか、サスペンションがかなり深く沈しずんでいる。


「あれを造つくるためにスタッカルト嬢のところに居たわけか。面おも白しろい。実に面白い。ああいう、下げ衆すで馬ば鹿かげたものを考え付く人間は、普通、居ないからね。考え付いても普通は実行しない。いや、君は実に面白い。最高の蛆うじ虫むしだよ、君は」


「……何がいいたい……？」


　無茶苦茶な言い草ぐさだが──特に怒おこった様子も見せず、アルフレッドが尋たずねる。


「君さえ良ければ、協力してあげようと思ってね。人間は己おのれを縛しばる因いん習しゆうと条じよう理りと──そういったものから解かい放ほうされ、原初的な自分をさらけ出すことで、新たな世界へ到いたるための切きつ符ぷを得る。ふふ──片道切符ではあるのだがね」


「…………」


「完成させるには、まだまだ金も時間も手間も──何より人手が要いるだろう？　用意してあげよう。用意してあげるから、せいぜい派は手でに踊おどって僕ぼくを楽しませてくれたまえよ」


　そう言ってロミリオは微笑ほほえんだ。





　　　　●　　●　　●





　目覚めてみれば、そこは病院のベッドの上だった。


「…………痛っ──」


　身を起こすと──左ひだり腕うでに鈍どん痛つうが走る。折れてはいないようだが、打だ撲ぼく傷しようが左腕に限かぎらずあちこちにあるようだ。だが、あの状じよう況きよう下かから生せい還かんできた事を考えれば、この程てい度どの苦痛は甘かん受じゆすべき範囲内だろう。


「……ふむ」


　レイオットは黙だまって周囲を見渡す。


　典型的とも言うべき、病院の個こ室しつだ。全体的に白く、必要以上に清せい潔けつで、それが故に無む味み乾かん燥そうとしている。とりあえずベッドの脇わきにその愛あい想そうのなさを償つぐなうかのように、小さな花か瓶びんが置いてあった。


　視し線せんを更さらに滑すべらせると、そこには長なが椅い子すが置いてあり……カペルテータの姿すがたが在った。


「……おはよう」


「正午過ぎです」


　部へ屋やよりも何よりも、更に愛想のない声が言う。


「どれくらい、眠ねむってた？」


「病院に収しゆう容ようされてからなら、二十一時間です。打撲、内出血等はありますが、骨こつ折せつはなし。内臓にも異い常じようはないそうですので、意識が戻って、様子見に一日入院した後であれば、退院して良いと、診しん断だんされました」


「そうか」


　何となく気き恥はずかしいような笑えみを浮うかべて、レイオットは再ふたたびベッドに身を沈しずめた。


　別にこのＣＳＡの少女と二人っきりになるのはいつもの事なのだが──何やら妙みように空気が硬かたい。それは自分がいつもと違うからか、彼女がいつもと違うからかは分からないのだが、レイオットは沈ちん黙もくに疲つかれたように、ふと──思いついた言葉を舌したの上に載のせてみる。


「……なあ、カペル」


「はい」


　答えるカペルテータの声は、やはり冷たい。


「おまえを──」


　一いつ瞬しゆん、躊躇とまどうような澱よどみを見せながらも、レイオットは言葉を続けた。


「おまえを縛しばっているこだわりは──やはり『復ふく讐しゆう』なのか？」


「…………」


　紅あかい瞳ひとみがレイオットを見み据すえる。


　真っ直ぐな──あまりにも真っ直ぐな視線が、レイオットを射い抜ぬく。責せめているのか。呆あきれているのか。それとも憐あわれんでいるのか。分からない。


　だが彼は構かまわずそのまま問いを続けた。


「それとも、もっと別の何かか？」


「……どうしてそんな事を？」


　酷ひどく珍めずらしいことだが、カペルテータが質問を返す。


「いや──少し訊きいてみたかった。それだけだ」


　そう言ってレイオットは溜ため息いきをつく。


　気にはなっていた。だが訊く必要もないと思っていた。その理由もない──と。


　だから今改めて訊いたのも、言った通り、特に理由はない。ない筈だ。


　ただ──


「私は──『復讐者』ではありません」


　カペルテータは静かな口く調ちようで、しかしはっきりと断だん言げんした。


「……そうか」


　呟つぶやくように言って、レイオットは眼めを閉じる。


　もう少し確かめたい事はあったが、今はそれでいい。


　もう一度眠ろうと、彼は意識を闇やみの中に沈め──


「こんにちわ──彼の具ぐ合あいは……あ！」


　──それは突とつ如じよとして入ってきたネリンの声に妨ぼう害がいされた。


「気がついたんですね？　なんだか満まん身しん創そう痍いって感じでしたけど、良かった」


　そう言うネリンはネリンで顔の数箇所と手の甲に絆ばん創そう膏こうを貼はっており、見るからに痛々しい状態である。あれだけの無む茶ちやをしたのだから、これもまた当とう然ぜんの報むくいではあるのだろうが。
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「ああ……シモンズ監かん督とく官かん」


「本当に──良かった」


　無む垢くな笑みをネリンが見せる。


　本当に心からそう思ってくれているのだろう。こういう時のネリンは、本当に幼おさなく見えるが、同時にそれはひどく魅み力りよく的てきな笑え顔がおでもあった。


「私、気になって気になって──」


「あ……いや、すまん」


　レイオットは頰ほおを搔かいて言った。


　とりあえずそう言ってから、少々無ぶ愛あい想そうが過すぎたかと、言葉を加える。


「心配を──かけたかな」


「ええもう！　心配しましたとも！」


　ネリンが大きく頷うなずいて、大おお股またにレイオットに歩み寄ると──ベッドの上に、魔法管理局の名前が入った分厚い封筒をどさりと置いた。


「……なんだ、これは」


「今回の一件に関して、スタインバーグさんにサインしてもらう書類です。こっちはブライアン警部から預あずかってきました。何でも交通課から苦く情じようが出ているそうですよ。未み認にん可かの車しや輛りようで公道を走るのは道路交通法違い反はんだとかで」


「…………」


「万一、スタインバーグさんの眼めが醒さめなかったら、私がまた診しん断だん書しよ貰もらったり、報ほう告こく書作って提てい出しゆつしたり、これらの書類に代かわりにサインしたり、代理要よう件けん確認書を作ったり──とくかく山ほど書類を作らなければならなかったんですよ？　もうこの忙いそがしいときに。これ以上仕事が増えたら、どうしようかと、心配で心配で」


「…………」


　レイオットはうんざりした表情で、書類の束たばを眺ながめた。


　ネリンは当とう然ぜん──といった様子で彼がペンを握にぎるのを待っている。


「シモンズ監督官──少しは気き遣づかいというものを、覚えてくれると、俺おれは嬉うれしい」


「スタインバーグさんが常識を覚えてくだされば、私も努力します」


　澄すました表情でネリンが返す。


「全く、毎度毎度無む茶ちやを繰くり返かえして。リゴレット通りの時だって、私……あ。そうだ──」


　ネリンはそう呟くと──何か不ふ意いに思い出したのか、慌あわただしく部へ屋やから駆かけ出してゆく。


「──？」


　怪け訝げんそうに眉み間けんに皺しわを刻きざむレイオット。


　そして──すぐにネリンは二人の見慣れぬ人物を連れてきた。


　十代後半の少年と、そして十歳くらいの少女。


　益ます々ます眉間の皺を深めるレイオット。


「ほら、お兄ちゃん気が付いたみたいよ」


　そう言って、ネリンが少女の背中を押す。


　十歳くらいの──黒髪を綺き麗れいに編んだ女の子である。少女は恥はずかしそうにもじもじしていたが、意を決した様子でレイオットの側に歩み寄ると、大きく頭を下げた。


「ありがとう、ございました！」


「あ。僕ぼくからも。ありがとうございました」


　少年がぺこりと頭を下げる。勢いきおいのある仕し草ぐさが、清すが々すがしい。


「…………」


　困こん惑わくは消えず、レイオットはネリンの方に疑ぎ問もんの眼めを向ける。そこへ──彼女の肩かた越ごしに、更さらに中年の女性が一人、入ってくるのが見えた。


「ああ。気が付かれたんですね。良かった」


「……いや。失礼な話だと思うが」


　レイオットは頰ほおを搔かきながら言った。


「……誰だれ？」


「リゴレット通りでスタインバーグさんが助けた女の子とお母さんですよ」


「…………」


　考え込む事──数秒。


「──ああ。なんかそんな事もあったような」


「その節は本当にありがとうございました」


　母親が丁てい寧ねいに頭を下げる様さまを、レイオットは瞬まばたきしながら見つめていたが──ふと苦く笑しようして自分を見上げてくる少女の頭を撫なでてみる。


　頭を撫でられるのが好きなのだろう。『お出かけ』用の緊きん張ちようが消え、少女は猫ねこのように目を細めて、屈くつ託たくなく笑う。


　久しぶりに触ふれる他人の髪かみは──ひどく懐なつかしい感かん触しよくがした。


「──悪くないな」


「え……？」


　呟くレイオットの声を耳ざとく聞きつけて、ネリンが笑う。


「何か言いましたか、レイオット・スタインバーグさん？」


　白々しく、しかし自信たっぷりの口く調ちようで言ってくるネリン。


　レイオットは救いを求めるようにカペルテータを振り返るが──ＣＳＡの少女は当然ながら助けを出す様子もない。


「いや──別に」


　そう言って……レイオットは肩を竦すくめて見せた。


　人は記憶に引きずられる。記憶が人のこだわりを生み、それがその者を形作る。人はその自らの形に囚とらわれる。その形を引きずって歩く。


　だが──人はやはり人形ではない。


　その気にさえなれば人は己おのれの形を変える事もできる筈はずなのだ。


　想い出を鎖くさりとしてそれに繫つながれるのではなく、それを糧かてとして更に前に進む事もできる筈なのだ。


　だから──


「とりあえず目の前をふさいでるこれを片かたづけるか」


　そう言って──レイオットは書類の束たばの上に、苦く笑しよう混まじりの溜ため息いきをついた。
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魔族【malevolent】





　魔法を使い、その反動として生じる呪じゆ素そに『人間としての在り方』を冒おかされてしまった人間。公的には魔法中毒患者ソーサリイ・アデイクト（ＳＡ）と呼ばれるが、その脅きよう威いの大きさ故ゆえ、魔族化した人間は全ての人権を剝はく奪だつされ、ある種の局地災害として駆く除じよ対たい象しようとなる。


　その力はあまりに大きく、通常の銃や刃物では殺害する事は非常に困難。ただその存在が公式に認定されてからまだ三十年程のため、その対処方法には国や地方によって大きな差が在る。





モールド【mold】





　魔法士達が装着する『鎧よろい』。人間の『鋳型モールド』であり、魔法を使いながらも魔族に変へん異いしてしまう事を防ぐための仕掛け。物理的に、精神的に、そして魔法工学的にも魔法士を拘こう束そくし、人間に留とどめ置くためのもの。





スタッフ【stuff】





　魔法士達がより安全確実に、そして効率的かつ迅じん速そくに魔法を行使するための装置。


　呪文書式板スペル・タグにより類型化された魔法回路を疑似詠唱端子キヤスターにより無音詠唱ダムキヤストする事で、魔法士本人は呪文詠唱の手間と時間を要する事なく魔法を行使できる。


　同時にその内部に組み込まれた収束・増幅機構により、魔法をより強力かつ高精度に制せい御ぎよするための機能を持つ。





ＣＳＡ【Congenital Sorcey-Addict】





　先天性魔法中毒患者。母親が魔族に性的暴行を受けて妊娠し、産み落とす存在。生物としての発生段階から大なり小なり魔法の影響下にあるため、人間が本来備えないような特殊な器官を持っている事が多い。


　その出自から〈半魔族ハーフ・ブルート〉〈出来損ないデイフエクテイブ〉などと蔑べつ称しようされる事も多く、また普通の人間よりも魔族化し易やすいとの説もあり、その基本的人権の多く、特に就職、結婚、出産、住居選定などは著いちじるしく制限されている。





帝都警察【Capital Police】





　アルマデウス帝直属の武力組織。帝都には国家公安委員会管理下の一般的な警察機構も存在するが、帝都警察は元々帝室親衛騎士団を母体として組織されているため、その内部構造も組織としての性格も、一般警察とは全く異ことなる。帝室及びその関係者の警護と、それに伴う帝都の治安維持、及び反帝室体勢を標ひよう榜ぼうする武力闘争集団の制圧などを任務とする帝都警察は、通常の警察機構に比べ、より公安的かつ軍隊的性格が強い。


　特に、緊急展開部隊ＥＡＣや対魔族攻撃部隊ＡＴＡＳＡは規き模ぼこそ小さいものの内容的には軍隊とほぼ同等の装備を持ち、対犯罪諜ちよう報ほう組織ＣＩＳの情報戦能力も、非常に高いレベルを誇ほこっているという。





Ａ．Ｔ．Ａ．Ｓ．Ａ．【Attack Team Against Socery-Addict】





　対魔法中毒患者攻撃部隊。『殺菌』と称される極めて乱暴な戦術を実行する為に、支援用の重火器は無む論ろん、装甲車、爆撃機、果ては燃料気化爆弾といった兵器までを所有する武力組織。その権限は半ば超法規的であり、対魔族戦闘というのは建たて前まえで、帝都警察の権力、そしてそれを支える武力そのものを拡大するために設置された部隊だとも言われている。





４ｔｈ　Ｅ．Ｕ．〈ＪＡＶＥＬＩＮ〉【ジャベリン】





　ＡＴＡＳＡ内に存在する四つの教導班エデユケーシヨン・ユニツトの内の一つ。新たに開発、あるいは導どう入にゆうされた装備（兵器）の実用性を検証し、最適な戦術を組み立てる為、そしてそれらを他の実戦部隊に教授するために結成されている精せい鋭えい集団。特に〈ジャベリン〉は規模こそ最も小さいが、対魔族用ライフル〈サンダーボルト〉の実戦配備のために改めて置かれた最も新しい教導班である。






　あとがき







　サンダーボルト。


　黎れい明めい期きのエアーガン業界にあって、その高い命中精度と、単発という男気のある仕様で多くのガキンチョの心をゲットした、マスダヤ社の傑けつ作さくモデル。その芸術的なフォルムは既に独自の世界観を築いており、今なお色あせる事はない。


　本作品中に登場する狙撃銃〈サンダーボルト〉は、かの傑作機に対する郷きよう愁しゆうと憧どう憬けいを込めて描いたものだ。主人公達が楽しく遊ぶその姿に、幼い頃遊んだ空き地、公園などの情景を思い出してもらえれば、作者としてこれに勝る喜びはない。





　…………噓です。


　いやサンダーボルトっていう傑作エアガンが子供の頃に存在したのは事実ですけども。先日久々に馴な染じみのガンショップで現物を見て、感無量でありました。


　いや、そんな玩具銃マニア無限地獄みたいなネタはどーでもいいんですが。





　どーも、榊です。


　多少、無茶を承知でやらせてもらった一冊目『ストレイト・ジャケット１　ニンゲンのカタチ』、とりあえずは続きを書かせてもらえるだけは皆さんに買ってもらえたようで、性しよう懲こりもなく八か月ぶりに第二巻の登場であります。





　相変わらず担当Ｔ嬢の苦労も省みず、かなり好き勝手やらせていただいてますが、こういうのって、やればやるほど泥沼なのだという事は最近気づきました。割り切る事がなかなかできないというか。おかげで今までに刊行された本の中でぶっちぎりに多い原稿枚数になってしまいました。いや、実を言うとこれでもかなり削ったのですが（汗）。





　元々今回のエピソードは、シリーズ五話分を組み立て終わった後、一巻で語れなかった部分を列れつ挙きよしたら一本の話になってしまったものです。これを書き始めた事でキャラクターの初期設定が数カ所変更になったり、最初は全く出す予定のなかったキャラが準レギュラーとして出てきたりで、自分で書きながら「何やってんだ、私は」と頭を抱えてしまいました。


　こだわりは自分を救ったりもしますが、首を絞めたりもしますな。あうあう。








　さて、本書を書くにあたってお世話になった方々にこの場を借りてお礼（謝罪含有率八十％）を。





　担当のＴ嬢。いつもの事ながら、締め切り破りと枚数超過しまくる榊に根気よくつきあってくださいまして、ありがとうございます。新幹線で校正原稿を送るとゆーよーな外げ道どうな真似はもう二度といたしません。…………しないと思います。…………たぶんしないだろう。……………しないんじゃないかな……………まちょっと覚悟はしといてください（汗）。





　絵師の藤城氏。榊が手こずった分のしわ寄せを押しつけた上に、これまたややこしい銃やらメカやら、絵師さんにとってはひたすら手間のかかるものばかり好き勝手に出しておりますが、どうか今後も見捨てずにおつきあいくださいまし。





　他に作中の設定や用語についてお知恵を拝借した、小説家の神野オキナ氏、同じく黒田和人氏。


　ＮＯＳについてモータースポーツ初心者の榊にも分かるよう、かみ砕いた内容と写真まで送ってくれた「ともかず７」こと四方呂和氏。


　ご教授いただいた事の半分も生かし切れていない事に関してはどうかご容赦を。





　そして待っていてくださった読者の方々。妙に遅れてしまい、慚ざん愧きの念に耐えませぬ。次もやはり八か月くらい空いてしまうよーな気はするんですが、どうか見捨てず、気長にお待ちください。





　というわけで、次はこう、あとがきで謝ってばっかりじゃなくて、「おらあ、出たぞ、読めやあ！」と胸を張って言える傲ごう慢まん無む双そうな榊一郎になるよう、益々努力いたす所存であったりなかったり。





　……あ、駄目ですか。そうですか。


　じゃあまあ、次の巻でも今まで以上に楽しんでいただけるように努力するとゆーことで（それくらいは当然だろう、という突っ込みは勘弁）。


　とにかく今は疲れた……





　では、また次の本で！





　２００１／３／２２


　ＢＧＭ：『紅い眼鏡』オープニングテーマ


　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（セレロン５６６Mhz／ＲＡＭ２５６ＭＢ）




ストレイト・ジャケット２
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